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本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　東京という都市がある。

　日本の首都であり、世界でも有数の大都市である。

「報告会まで、あと五分もないぞ。本当に大だい丈じよう夫ぶか？」

「問題ありません、大臣」

　東京全域における総人口は一千万人以上。国の主な行政機関が集中している。

　行政だけではない。大小様々な民間企き業ぎようや金きん融ゆう機関も密集し、国際社会においても重要な位置づけにあるメガシティである。

「例の囚しゆう人じんが直前で想定外の取引を持ちかけてきたため、時間がかかりましたが……今、向かっている会議室はセッティング済みですし、資料も揃そろえてあります」

「重要な会議だぞ。報告会といえば聞こえがいいが──分かってるな？」

「もちろんです。ようするに」

　東京という大都市は、人類文明を象しよう徴ちようする大都市の一つである。

　いや──象徴の一つだった。

　今から二年前、未み曾ぞ有うの悲劇に見み舞まわれるまでは。

「国際社会によって、また日本という国が吊つるし上げにされに行くわけですね」

「分かっているならいい」

　何の前まえ触ぶれもなく出現した、紫むらさき色いろの境界線による都心部の崩ほう壊かい。

　境界内に存在した人々、数百万人の消失。

　一いつ瞬しゆんにして荒こう廃はいし、異世界と化した都心を跋ばつ扈こする怪かい物ぶつたち。

　突とつ如じよとして人類文明を襲おそった異常事態を、人々はこう呼んだ。

〝東京厄やく襲しゆう〟──と。

「特に今回は、各国から要人が出席している。我々の話を黙だまって聞くつもりはないぞ」

「口どころか、こっそりエリアに手まで出されるのも、いつものことでしょう」

「今までとはワケが違ちがうと言っとるんだ」

　人類史上にも類のない出来事に、日本は大混乱に陥おちいった。

　日本だけではない。世界中が自国に第二の東京厄襲が発生することを恐おそれ、日本を支し援えんしながらも情報を欲しがった。

　紫色の境界線によって隔かく離りされた都心は、〝臨クリ界テイカ区ル・エ域リア〟と名付けられた。

　二年の月日を経ても、消えた数百万人の人々は帰ってこない。

　それでも残された数十億の人々は、ようやく落ち着きを取り戻もどしつつあったが──。

　そんな膠こう着ちやく状態さえも、過去の出来事になろうとしていた。

「お待ちしておりました、大臣。どうぞ、席へ」

「うむ」

「鍵かぎ小お野の広報官は、こちらへ。各国出席者との通信状態は、すべて良好です」

　東京厄襲の発生後、日本は失しつ踪そう者奪だつ還かんを使命とする国家機関、救きゆう務む庁を創設した。

　その本庁にある会議室は、電子機器で埋うめ尽つくされていた。大型ディスプレイと無数のモニター、あらゆる通信機器と撮さつ影えい用カメラ、マイクだらけで壁かべが見えない。

「中ちゆう継けいを繫つなぐまで、あと60秒です」

　プレゼンテーション用の壇だん上じように立った鍵小野に、衣装担当者がマイクとイヤホンを取り付けた。服装や髪かみ型がたをチェックし、確認のために彼に鏡を向ける。

「30秒」

　鏡の中には、見慣れた眼帯男が映し出されていた。

　まだ三十代のはずだが、眉み間けんの皺しわは同年代でも深いほうだ。眼帯は東京厄襲の発生時に境界線近くにいたせいで、衝しよう撃げきの余波によって負傷した傷きず跡あとを隠かくしている。

　そう、彼はあの時、東京にいたのだ。

「３、２、１……」

　カウントダウンが進み、モニター群に大勢の顔が映し出された。

　国連の加盟国、特に安全保障理事会のメンバーを中心にした各国代表者たちである。

「本日はお忙いそがしい中、参席いただき有り難がとうございます」

　鍵小野はカメラに向かって、英語で言った。

　厄襲後、日本は混乱を収拾するために彼らの助力を大いに受けた。その引き替かえとして〝クリティカル・エリア〟に関する情報は国際社会と共有することになっている。

　ネット中継による定期的な報告会も、課された義務の一つだ。

　お決まりの挨あい拶さつから始まり、進展のない研究成果などを上げる彼の報告を、出席者たちは渋じゆう面めんで聞いていた。露ろ骨こつに苛いら立だっている者もいる。

「このようにエリア境界線、いわゆる〝ボーダー・ライン〟のサンプル採取実験は……」

『失礼。特に目新しい情報がないのなら、今回は研究成果よりも現場活動の成果について話し合いたいのだが？』

『同感です。我々が人類の代表として、最優先で取り組むべき議題があるはず』

　礼れい儀ぎ正しい、しかし有無を言わせない声が鍵小野の報告を遮さえぎった。

　モニターを見ると、出席者の多くが頷うなずいた。

「……承知しました。慣例に背そむくことになりますが、今回は別の報告を優先します」

　もったいぶるつもりは毛頭ない。

　鍵小野が後ろを一いち瞥べつすると、部下が頷いてディスプレイの表示を切り替えた。

「先日、我々は〝クリティカル・エリア〟における大規模探たん索さく作戦を実じつ施ししました。失踪者の奪還、および不法侵しん入にゆう者、いわゆるレイダーの取り締しまり、エリア実態の把は握あくなどを目的とした、救務庁の総力を挙げた計画です」

　画面上に、ずらりと生還者の顔写真が映し出された。

「実に三回目となる今回の作戦で、我々は──数百人の失踪者の奪還に成功しました」

　どよめく声が、鍵小野のイヤホンを埋め尽くした。

　そう。

　東京厄襲が発生して以来、膠着していた状じよう況きように変化が生じたのだ。

　ほんの一ひと握にぎりとはいえ──人類は、あの異世界に消えた人々を取り戻したのである。

『本当に……事実なのか？　マスコミの先走りや、情報の誤認ではなく？』

『消えたはずの人々で間ま違ちがいないのですか？　彼らは今、どこに？』

『どうやって取り戻したんだ？　いや、一体、何から……？』

　彼らが驚おどろくのは、当然だ。

　鍵小野自身も同じ気持ちだったし、世界中の人々が同様だろう。

「残念ながら、皆みな様さまの疑問に現時点で完かん璧ぺきな回答はできません。なぜなら生還者から、何の情報も得られていないからです。彼らは一様に〝東京にいたら紫色の霧きりに包まれた。次に気がついたら、救務庁という場所で保護されていた〟と証言しています。つまり──消えていた二年間の記き憶おくが欠けつ如じよしているのです。調査中ですが、身体的にも二年間分の老化現象が確認できていません。消えた当時、食事中だったという人物の胃に新しん鮮せんな野菜が未消化の状態で残っていたことも確かく認にんしています」

『記憶どころか、時間そのものが二年前で停とまっていたということか……』

『神よ……』

「彼らを取り戻した経けい緯いについても、残念ながら分ぶん析せき中と言わざるを得ません。生還者を回収したのは間違いなく我が救務庁のメンバーですが、ひどく消しよう耗もうしており、前後の記憶が不ふ明めい瞭りような状態です。おそらく完全に聞き出すことは不可能でしょう」

『馬ば鹿かな。回収したのに、思い出せない？』

『情報を隠してるんじゃないか？　そうだとしたら由々しき問題だぞ』

『〝クリティカル・エリア〟に関する情報は、全人類で共有すべきだ』

「隠しているわけではありません。まだ作戦が完かん了りようした直後ということもあり、我々としても望むべき情報が正確に得られる状況ではないのです」

『ならば、ぜひ協力しよう』

　そう言い出したのは、とある先進国の代表者だった。

『日本に〝クリティカル・エリア〟の調査は一任してきた。我々はその日本に協力を惜おしまない。そうすることで、どこかの国が特別に負担を負ったり、抜ぬけ駆がけ──情報の占せん有ゆうが発生しないようにしたのだ』

「理解しています」

『その日本が手に負えないというなら、我々は一歩踏ふみ込んだ協力を惜しまないだろう』

「一歩踏み込んだ……とは？」

『たとえば、生還者の分析だ。我が国の医い療りよう機関に数名の生還者を預けてくれるならば、調査の進展に貢こう献けんできると約束する』

「それはできません」

　彼は一刀両断した。モニターに映し出された顔つきが厳しくなる。

「彼らは間違いなく消えた失踪者です。ですが、それはかつてそこにいた人々と同じ記憶、同じ肉体を持っているものと推測できるというだけです」

『……どういう意味だ？』

「彼らはそういった記憶と肉体を持っただけの──ＥＯＭかもしれないということです」

　参席者たちが息を吞のむ気配が、イヤホン越ごしに伝わった。

　ＥＯＭ──エネミー・オブ・マンカインド。

　人類の敵という意味のそれは、変わり果てた都心に巣くう存在である。

　なぜそう名付けられたのか──それは、その言葉の意味通りの存在だからだ。

『馬鹿な……そんな、まさか──』

『根こん拠きよがあって、そのようなことを言ってるんですか？』

『ＥＯＭがエリアの外に出てきたのかもしれない、と……？』

「根拠はありません。あくまで可能性の問題なのです」

　鍵小野は冷静な口調で言う。

「ＥＯＭはエリアの外には出てこない。それが今までの定説です。しかし彼らがもしエリアの外に出たがっていて、その方法を模索しているとしたら？　その方法として──人間の中に自らを潜ひそませるという手段を見いだしたとしたら？」

『いくらなんでも飛ひ躍やくしすぎだ。そんな、突とつ拍ぴよう子しもない……』

『人間の中に潜んでエリア外に出るなんて……そんなＥＯＭが実際にいるとでも？』

　いる。

　少なくとも、すでに救務庁に一体。

　そして、今回の失踪者奪還に関する情報を総合したかぎり──。

　もしかしたら、もう一体。

「いいえ、今のところそのような報告はありません。申し上げた通り、あらゆる可能性を考こう慮りよしているだけです。安全が確認されるまで、隔離を解くことはできません。リスクをこの国に留とどめ、他国にまで影えい響きようを及およぼさないための配慮でもあります」

　鍵小野の淡たん々たんとした説明に、協力を申し出た人物が押し黙った。

　世界中が第二の被ひ害がい国になることを恐れていた。

　潜せん在ざい的なＥＯＭかもしれないと言われた存在を、受け入れたい国があるはずもない。

『しかし、それではあまりにも……失踪者を奪還したのに、何も分かりませんでしたでは済まされないでしょう。世論も納なつ得とくしないはずだ』

「その点に関しては、現在、別のアプローチを進行しております」

　鍵小野の言葉に、ざわめいていた音声がピタリと静かになった。

「実は今回の大規模探索作戦中、重要参考人として一名のレイダーを逮たい捕ほしました。その人物は件くだんの奪還における真相を知っていると証言しています」

『なんだって？』

『本当なら、尋じん問もんすべきだ！』

「もちろん現在、尋問中です。ですが重要な部分は語ろうとせず、多少の──薬物の投とう与よなども試みているものの、なぜか効果が不十分で証言を得られずにいます。方法は詳くわしく述べられませんが、強ごう引いんな手法にも耐たい性せいのようなものがあり──」

『まさか、そこでもお手上げと言うつもりはないだろうね？』

「尋問は続けます。しかし先ほど、その重要参考人がある取引を持ちかけてきました」

『取引？　釈しやく放ほうか、金か？　交こう渉しようの余地はあるはずだ』

「いいえ、釈放はしなくてもいいし、尋問は続けてくれてもいいとのことです。その上で──意図が不明確な要求をしているので、判断を保留している状況です」

　言いながら、鍵小野は自分の胸がざわつくのを感じた。

　モニターに並ぶ面々が、次に何を彼に──この国に要求するのか分かっていた。

　日本はそれを断ることができない。

　そのことは想定していたし、今後もあらゆる事態に対処できるという自信があった。彼自身の能力は高いと自負しているし、救務庁はそれを可能とする実力がある。

　だが、あの囚しゆう人じんは。

　一見して、ただの気弱な少女に見える、あのレイダーは。

　なぜか向かい合うだけで、彼の心に波は紋もんを立てるのだ。

『正式に要求します。その囚人との取引に前向きに取り組むことを』

『賛同します』

『我が国も同様です』

　次々と上がる賛成の声に、鍵小野の心に生まれた波紋が消えることはなかった。
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　──これから、世界は大きく動き出す。

　彼のパートナーである少女は、そう言っていた。

　確かに、予感はあった。

　二年前、突とつ如じよとして日本を襲おそった〝東京厄やく襲しゆう〟。

　東京都心が紫むらさき色いろの境界線によって隔かく離りされ、数百万人という都民が消えた。当然ながら国内は大混乱に包まれ、今に至っても海外へ逃にげ出す国民の数は減ることがない。

　表面上の落ち着きを取り戻もどすだけで、二年の月日を要した。国際社会の助けもあり、悲劇を免まぬがれた国民のほとんどは元の生活を取り戻しつつあった。

　そこへ先日、消えた人々の一部が生せい還かんした。

　数百万といわれる失しつ踪そう者のうちの、ほんの数百人にすぎない。

　だが救務庁が生還者のリストを公表して以来、世界中が大おお騒さわぎになっていた。

　当然だ。それは東京厄襲、ひいては〝クリティカル・エリア〟という事象を、解明すらできずにいた人類にとって、はじめて〝反はん撃げき〟が成功したということなのだから。

　それを成したという救務庁は、未いまだに詳しよう細さいを明かしていない。

　だが、彼──秋あき月づき蓮れん次じは知っている。

　数百人の生還者がいるのは事実だ。しかし、それをやったのは救務庁ではない。

　なぜ、そのようなことを知っているか？

　理由は、簡単だ。

　失踪者を取り戻したのが、他ならぬ彼自身だからである。

　正確には、蓮次一人だけでやったのではない。彼のパートナーである少女と、彼と同じ秘密を抱かかえるもう一人の少女とともに、消えた人々を取り戻したのだ。

　事実が露ろ見けんすれば、英えい雄ゆうとして扱あつかわれるのは蓮次たちなのだろう。

　だが蓮次たちは、そんな名めい誉よなどに興味はない。それにエリアへの不法侵しん入にゆうという犯罪行こう為いを働いている立場上、名乗り出た時点で重罪に問われることだろう。

　とはいえ、偉い業ぎようを成し遂とげたことには違いなかった。

　そんなヒーローの一人である彼は、今。

「センパイ。終業式の後、よかったら二人で遊びませんか？」

　同じ部活に所属する上級生を、デートに誘さそっていた。

　映像文化研究部。

　三代前くらいまでは、映画の歴史を研究する真ま面じ目めな部活動だったそうだ。

　だが現在の同部は部室棟とうで最も日の当たりが悪い一室に追いやられ、アニメのポスターや漫まん画が、雑誌、美少女キャラのフィギュアにスペースの大部分を乗っ取られている。

「ちょっと、個人的に……伝えたいこともあるんで」

　窓ガラスに、漫画を読むフリをしている自分の右半身が映っていた。

　夏休み直前の気温で汗あせばんだ、白いシャツ。高校一年生の平均値を固持する身長と体型。器用な妹に切ってもらっただけの髪かみ型がた。唯ゆい一いつの特とく徴ちようといえる、万年反はん抗こう期の目つき。

　飽あきるほど見慣れた、自分の半身だ。

　実は、それが自分のものではなく──人類のそれですらないことを知っている者は、彼自身を除いては、ほとんどいない。

「……センパイ？」

　返事がないため、蓮次は漫画本から顔を上げた。

　彼とは対角線上の隅すみっこに、一人の女子生徒が座っていた。きちんとアイロンをかけた制服と手入れが行き届いた長ちよう髪はつが育ちの良さを窺うかがわせる、高校二年生の先せん輩ぱいである。

　今、部室には蓮次と彼女しかいない。

「めめめめ」

「んっ？　はい？」

「めめめ、めずらしく部活に出て来たと思ったら、いきなり、どうしたの？」

　出だしはともかく、彼女の台詞せりふの後半は年上の余よ裕ゆうがあった。──髪をかき上げたせいで、真っ赤になった耳が丸見えなので台無しだが。手にしたスマートフォンを操作する指の速度が、なぜか異常に加速している。

「いきなりじゃないです。俺の気持ち……気づいてくれてなかったんですか？」

　二人の間に、沈ちん黙もくが落ちた。

　扇せん風ぷう機きの音が響ひびく空間に、吹すい奏そう楽がく部のチューニング音が流れた。

「でも、一つお願いがあって……このことは二人の秘密にしてほしいんです」

「……！」

　女子生徒が、はじめて表情を動かした。

　彼のほうを見て、目に涙なみだを浮うかべる。睫まつ毛げが小刻みに震ふるえていた。

「どうしたんですか？」

　首を傾かしげる彼に、彼女が自分のスマートフォンの画面を向けた。

　──ヤバイ、気になってた後輩（♂）と部室で二人きりぃぃぃ！

　──何話せばいいの？？？？

　──マジヤバイ、なんか誘われたぁあああああ!!

　──普ふ通つうにハイって言っていいの、コレ？？　いいよね？？

「……」

　中高生がよく利用するコミュニケーションアプリケーションだ。露出度の高いコスプレをした彼女のアイコンとともに、メッセージが連投されていた。

　メッセージ閲えつ覧らん者、つまりフォロワーの数は──異様に多い。

「……この話は、なかったことに。あと今日、部活休みます」

「待ってぇぇぇえええっ！　違うのぉぉおおおっ！」

　泣き叫さけぶ彼女を振ふり払はらい、蓮次は部室を出た。

　寡か黙もくであり、部員の中ではまともなほうだと思っていた人格者の、知りたくもない裏の顔を知ってしまった。彼女と何かあれば、数秒で全世界に発信されそうだ。

「ちっ、センパイもダメか」

　小さく舌打ちする自分の顔つきは、人として最低の部類に属するに違いない。

　だが誰だれに何と非難されようと、今の彼には一人の女性が必要なのだ。

　その女性は、まず秘密を守れる人物でなければならない。

「──なんだ、秋月。こんなところに呼び出して」

「先生、あの……」

　体育倉庫のそばに呼び出した女性の体育教師に向かって、蓮次は言った。

「俺の勘かん違ちがいだったら、すみません。その……先生の、俺への接し方が他ほかの男子と違う気がして……実は、俺も先生のことが──」

「まずは脱ぬいで」

「……は？」

「秋月って、実は引き締しまった良い身体からだしてるよね。だから私に可愛かわいがって欲しかったら、まずは今そこで服を」

「あっ、もういいです。お手間とらせてすみませんでした」

　彼が求める女性は、社会的信用がなければならない。

　自分の生徒に臆おく面めんもない要求をするような、犯罪者予備軍であってはいけない。予備軍どころか、手て遅おくれとしか思えない女性教師など論外である。

「あ、秋月くん？　わ、私に何か用？」

「やっぱり俺の名前、知ってたんだ」

「あ……」

「クラスが違うし話したこともないのに、よく俺のこと見てるよね。それって──」

「ごめんなさい！　私、秋月くんのお兄さんに憧あこがれてて、どうにか紹しよう介かいしてもらえないかって思って……！」

「ああ、アイツは死んだんじゃないかな。知らないけど。それじゃ」

　救務庁の職員になった蓮次の兄がモテるのは、昔からだ。

　一方、蓮次が異性にモテた試ためしなど、一度たりともない。

　トラブルメイカーとして半生を嫌きらわれながら生きてきたせいで、交際経験もない。

　自宅のある地元から離はなれた高校に通うようになって、やっと人並みに平へい穏おんな学校生活を送ることができるようになったくらいだ。

　だからこそ、今の高校内ならばと脈がありそうな女性に当たってみたのだが──。

「──うっ。カナからか……」

　ポケットにしまった彼のスマートフォンが着信音を鳴らした。

『周りに人は？』

　通話ボタンを押すなり、少女の声が言った。

　駐ちゆう輪りん場じように向かっていた蓮次は、帰宅する生徒たちの流れから離れる。

「大だい丈じよう夫ぶだ」

『任務の調子は、どう？』

「……俺には無理だって」

『弱音は禁止。今日はそのためにトレーニングを休みにしたんだから、結果を出して』

「簡単に言うなよ……」

『私たちのやろうとしてることが、簡単だったことなんて一度もないでしょ。私たちは今までそれを乗り越こえてきたし、これからもやり抜ぬかなきゃいけないの』

　分かっている。蓮次とパートナーの少女、二人で世間に隠かくれてやってきたことや、これからやろうとしていることの重大さはよく理解しているつもりだ。

「……気が乗らない」

『は？』

「俺は、ゆー姉のことが……それなのに、他の誰かを口説くなんて」

　相手が黙だまり込んだ。声は聞こえずとも、怒いかりの気配が伝わってくる。

　二年前、蓮次は大切な人を失った。

　まだ中学生だった彼は、くだらない理由で家出をした。その行き先が東京都心であり、彼に付き添そう形で幼なじみの少女が同行したのだ。

　大おお郷さと夢ゆ衣い。蓮次よりも二つ年上で、当時は高校一年生だった。

　夢衣は彼をかばって都心に消え──境界線上にいた蓮次は、半身を失った。

　それで死んでしまえばいいものを、彼は襲来した怪かい物ぶつの一いつ匹ぴきに気に入られたらしい。失った半身をそいつに補われることで、なぜか今も生き長らえてしまっている。

『私たちは誰も信用しないし、誰にも秘密を明かさない。誰に恨うらまれようと、憎にくまれようと、呪のろわれようと……お互たがいの大切な人を取り戻すって誓ちかったはずよね』

　彼のパートナー、弓ゆみ家いえ叶方かなたという少女も蓮次と同じだ。

　二年前の東京厄襲で、実の弟を失った。

　蓮次と叶方は、力を合わせて大切な人を取り戻そうとしている。

〝クリティカル・エリア〟への無許可の侵入をはじめとして、できることなら何でもするし、リスクも冒おかす。

　そのような人間は〝侵入者レイダー〟と呼ばれ、国によって厳しく取り締まられていた。

『レンは、お兄さんに怪あやしまれてるんでしょ？　そのせいでエリアに侵入してる間のアリバイ作りを手伝ってくれる、恋こい人びと役が必要になったんだから……今はその役目を引き受けてくれる女性を探すのが、レンの最優先任務よ』

「分かってるよ。気が乗らないけど──やるさ」

　彼の兄、翔しよう一いちが蓮次のことをレイダーではないかと疑いだしていた。

　東京厄やく襲しゆう後に定められた特別法によって、一いつ般ぱん市民による〝エリア〟侵入は重罪とされている。救務庁に勤める兄に彼の正体がバレれば、逮たい捕ほされるのは時間の問題だろう。

　蓮次が逮捕されれば、永遠に大郷夢衣を取り戻もどすことができなくなる。

　決して、大げさな話ではない。

　他の誰でもない、蓮次でなければ失しつ踪そう者を取り戻せない理由があるのだ。

　その理由を──救務庁が好意的に受け止めてくれるとは思えなかった。

『私たちが〝こちら側〟にいない時間のアリバイ作りに協力してくれる人。それも絶対に秘密を守れる人よ。社会的信用がある人なら、アリバイに説得力があるわ。人選は任せるけど、弱みを握にぎって脅おどすよりは、好意的な理由で協力してもらうのが理想的ね』

「分かってる。分かってるって……」

『本当に、大丈夫なの？』

「しつこいな。そんなに言うなら、いっそのことカナがやってくれよ」

『……バカ。私は偽ぎ装そう恋人さえ作れないって、知ってるでしょ』

　彼のパートナーは有名な芸能人でもある。資金作りのために上りつめた立場だが、彼女に恋人がいると世間に知られたら、真偽を問わずスキャンダルとなってしまう。

『とにかくレンが今の任務を完かん了りようしてくれないと、安心して次の行動がとれないわ』

「……」

『救務庁は、必ず何か動きを見せる。その前に先手を打たないと』

　東京厄襲から二年が経たち、世間ではこれ以上の被ひ害がいがないのならば〝クリティカル・エリア〟というパンドラの筺はこに触ふれるべきではないという雰ふん囲い気きが生まれつつあった。

　だが生せい還かん者を取り戻したことで、世論が大きく変わろうとしていた。

　失踪者を救出できるならば、それをすべきだという声が高まりつつあるのだ。

　救務庁という機関は、世論を受けて新たな動きを見せるだろう──。

　それが弓家叶方の予想だった。

『出遅れたら、私たちは二度と〝あちら側〟に行けなくなることもあり得うるわ』

「……できるだけ急ぐよ」

『三日以内に結果を出して。でも朝のトレーニングだけは欠かさないようにね』

　叶方との通話は、それで終わった。すぐに通話履り歴れきを消去する。

「救務庁に出遅れないように、か。それは分かってるけど」

　蓮次はため息を漏もらした。

「俺たちが戦わなきゃいけないのは、ＥＯＭじゃなかったのかよ……」

　駐輪場に置かれた愛車のクロスバイクにまたがり、学校の敷しき地ちを出る。

　そのまま住宅地を抜け、国道を走る。すれ違う通行人や自動車の数が、月日を経るごとに減っているように見えた。今もなお海外に避ひ難なんする国民は減ることがない。

　蓮次は、かつての東京があった方角を見た。

　千葉県にある通学路からでも、晴れた日には、はっきりと見ることができる。

　天地を覆おおう、半球系の巨きよ大だいな紫むらさき色いろの境界線。

〝クリティカル・エリア〟である。

　二年前のあの日、蓮次はあの境界線上にいた。

　──ゆー姉ぇぇえええっ！

　目の前で煙けむりと化し、消えていく年上の幼なじみ。

　一方で、境界線の境目にいた蓮次は、身体を真っ二つに引き裂さかれた。左半身は生身のまま、しかし右半身は幼なじみと同様に煙となって、ある怪物に吸い込まれた。

　陶とう磁じ器きのような肌はだをした、紫色の美女の口内へと。

　蓮次たちが後に〝ハーメルン〟と名付けた、一体のＥＯＭだ。

　数百万という数の人類が、人形のような見た目のそれへと吸い込まれた。

　その事実を知っているのは、失った右目でその光景を体験した蓮次と──彼のそばで、やはり境界線上にいたせいで、頭部を丸ごと失った少女だけだろう。

　右半身を失った蓮次と頭を失った少女は、その時に死んだ──はずだった。

　ところが蓮次は、今もこうして五体満足で呼吸をしている。頭部をなくしたはずのもう一人の少女も、先日、生きていることを確かく認にんした。

　どういう仕組みかは、分からない。

　ただ、あの瞬しゆん間かんに何が起きたのかは、なんとなく理解していた。

　蓮次たちが半身を失った瞬間、紫色の世界側に現れた不定形の塊かたまり。──やはり紫色をしたそれが二つに分かれ、それぞれ蓮次と少女に取り憑ついたのだ。それは失った彼らの半身に成り代わり、今もまるで人間のようなフリをして寄生を続けている。

　秋月蓮次という存在は、あの日に消えた。

　今、ここにいるのは秋月蓮次という人間と、あの紫色の何か──ＥＯＭの混合体だ。

　それでも彼は構わない。〝ハーメルン〟に吸い込まれた自身の右半身に未練もない。

　だが、あの少女だけは。

　当時、高校一年生だった幼なじみ、大郷夢衣だけはそうはいかない。

　半分しか残ってない蓮次の全すべてを投げ出しても、必ず取り戻してみせる。

　それだけを思い描えがき、戦い続けて、二年。

　今や蓮次自身が、消えてしまった当時の夢衣と同い年になってしまった。

「次こそ……次こそだ。絶対に取り戻す」

〝クリティカル・エリア〟を睨にらみ、無意識に呟つぶやく。

「待っててくれ、ゆー姉」

　あの紫色を見ただけで、蓮次の脳のう裏りに夢衣の笑え顔がおが蘇よみがえった。

　──うん、待ってる。

　考えなしの馬ば鹿かだった蓮次の恋心を知りつつ、そんな彼を大人になるまで待ってくれると笑ってくれた大郷夢衣。

　彼女だけは、絶対に取り戻してみせる。

　──優やさしいね、蓮クンは。

　誰だれからも愛されなくていいし、彼も他の誰かを好きになることはない。

　シュシュでまとめた髪かみを揺ゆらしながら笑ってくれた、あの少女以外には──。

「──あっ」

　もうすぐ自宅というところで、路地を歩いていた少女が彼に気づいた。

「おかえり、蓮クン！」

　シュシュでまとめた髪を揺らし、満面の笑みを浮うかべる少女。

　垂れ気味の目元は、微笑ほほえんだだけでそれを見た者までも表情を緩ゆるませるだろう。服装はお洒落しやれだが、少々、流行から遅おくれているのは、お下がりだからだ。愛あい嬌きようのある表情も含ふくめて、もしファッション誌内で見かけたとしても目立つに違いない。

　ゆー姉──。

　想おもい人が、ひょっこりと帰って来た。

　そう錯さつ覚かくして破は裂れつしそうに高鳴った心臓を、見えない拳こぶしで殴なぐりつける。

「──真ま愛い」

　蓮次が自転車から降りると、少女が彼の腕うでに飛びついた。

　消えた想い人、大郷夢衣とそっくりの目で、少女が蓮次の顔を覗のぞき込んだ。発育途と上じようの胸を、必要以上に彼の腕に押しつけてくる。

「もうすぐ暗くなる。送っていくよ」

「えー、やだー。まだ帰りたくないなっ」

　大郷真愛。──大郷夢衣の、実の妹である。

「そうだ、私が蓮クンを送っていって、それから帰るのはどう？　ね？」

　またはち切れそうになった心臓を、見えない手で鷲わしづかみにする。

　幼い頃ころ、蓮次はよく家出をした。彼を見つけた夢衣が、今の真愛と同じようなことを言って、蓮次を自宅に連れ戻してくれた思い出がある。

「……分かった、頼たのむよ」

　本来なら、真愛は同級生から憧あこがれられる美人の中学二年生になっていただろう。

　姉の夢衣が、かつてそうだったように。

　だが、そんな彼女の現状は──不登校児である。

　最愛の姉を失ったことがショックだったのだろう。泣き暮らした後、彼女は姉とそっくりの格好をし、学校にも行かずにふらふらと地域を徘はい徊かいするようになった。当初は彼女に同情した周辺の住民も、今ではすっかり不気味がって見て見ぬフリをしている。

　地域ぐるみの人気者だった夢衣を失踪させ、自らはノコノコと生還した蓮次。

　言うまでもなく罪深い彼を、最も正当な理由で憎んでいるのが真愛である。

「ねえ、蓮クン。今日は中途半はん端ぱな時間に帰ってきたんだね？　部活は？」

「……サボった」

「えー。もう、ダメだよ、蓮クン。部活は真ま面じ目めにちゃんとやらなきゃ」

　小こ悪あく魔まのように頰ほおを膨ふくらませ、真愛が蓮次を叱しかった。

「せっかく、お姉ちゃんを犠ぎ牲せいにして生きてるんだから」

「……」

「勉強もできないし、運動もできないんでしょ？　だったら、せめて楽しく生きなきゃ。お姉ちゃんは、何もできないんだから」

「……」

「それにひきかえ救務庁の人たちは頼たよりになるよね。この前、帰ってきた人たちの中に、お姉ちゃんはいなかったけど……次は、きっとお姉ちゃんもいるはずだもん」

「……そうだな」

「あはは、本当にそう思ってる？　蓮クンは、お気楽だね」

　少女の責める言葉を、蓮次は甘んじて受け入れる。

　この二年間、二人は同じことを繰くり返していた。姉を真似まねた外見や仕草も、全ては彼を責めるため。そんな彼女の言葉は決して慣れることもなく、一言一言が胸を抉えぐるが、彼は抵てい抗こうしない。怒りもしないし、逃にげもしない。

　そんな二人は──それでも、今となっては。

　自宅周辺では、お互たがいに家族以外で会話ができる唯ゆい一いつの相手になっていた。

「ねえ、またニュースでやってたね。救務庁が、レイダーって人たちをたくさん捕つかまえたって。犯罪者でも、今の蓮クンよりはマシな生き物なのにね」

「……」

「レイダーって、勝手に〝クリティカル・エリア〟の中に入る人たちのことだよね？　それで思ったんだけど、私もレイダーになれば」

「──ダメだ」

　反射的に。

　自分でも意識しないまま、はじめて真愛に強い口調を向けていた。

　真愛がビクリと震ふるえ、表情を凍こおらせた。彼に怒おこられるとは思ってもいなかったのだろう。それとも、よほど彼が怖こわい顔をしてしまったのかもしれない。

「……」

　真愛の目に涙なみだが浮かんだ。思い出したように蓮次を睨み返す。

「ごめん。悪い」

　蓮次は感情を抑おさえ、馬鹿な男子高校生らしい表情を取り戻す。

「エリアに許可なく入るのは犯罪なんだ。……真愛が、そんなことしちゃいけない」

「犯罪だから、ダメなの？」

「……」

「蓮クンは、逮たい捕ほされるのが怖いの？　だから、何もしないの？」

　言えない。

　あの紫色の世界に侵しん入にゆうすることが重罪だということは、誰だって知っている。

　だが、一いつ般ぱんには公表されていないが──あの世界は、非常に危険なのだ。

　荒こう廃はいした東京都心に巣くう、クリプテッドと呼ばれる謎なぞの獣けもの。

　人間では敵かなうはずのない、人類の敵。エネミー・オブ・マンカインド。

　好戦的なレイダーもいる。

　うっかりと曲がり角で強敵と遭そう遇ぐうしただけで、簡単に死んでしまうような世界なのだ。

　蓮次自身、何度も死にかけた。手足がちぎれたり、全身がぐちゃぐちゃになったことも、一度や二度ではない。──それでも彼が今も生きているのは、奇き跡せきという言葉を使わなければ、彼のパートナーである弓家叶方と、ある〝切り札〟のおかげでしかない。

　真愛に、彼と同じような地じ獄ごくを見させるわけにはいかなかった。

　他ほかの誰でもない──彼が好きな人の、たった一人の妹にだけは。

「お姉ちゃんがいた頃の蓮クンなら、そんなの絶対に怖がらなかったのに」

「……」

「……それに、私にも優しかった」

「え？」

　訊き返したところで、二人は蓮次の自宅に着いた。

　真愛が彼から離はなれた。背を向けて言う。

「それとも、あそこ──〝クリティカル・エリア〟に、何かいるの？」

　ぎくり、と蓮次は表情を強こわばらせた。

「蓮クン、東京厄やく襲しゆうの後、言ってたよね？　あそこには化け物がいるって」

　思い出す。東京厄襲の直後、彼はつい真愛に事実を語ってしまった。

　──みんな、紫色の化け物に吸い込まれたんだ……。

　──ウソばっかり……！

　クリプテッドやＥＯＭの存在を、誰も知らなかった頃のことだ。

　当時、真愛は小学生だった。悲劇の直後だったこともあり、てっきり彼の言ったことなど忘れているものと思っていたが──。

「い、いや……」

「──それじゃあ、またね、蓮クン」

　真愛が一度だけ彼を振ふり返り、去って行った。

「……」

　何とも言いようのない不安が、蓮次の胸に生まれつつあった。

　真愛も今や中学二年生。蓮次がレイダーになった時と同じ年ねん齢れいに成長していた。

　この二年間が、大郷真愛をどう変えたのか。泣きながら蓮次を責めるだけだった少女が、今、どんな思いを抱かかえているのか──。

　自分の戦いで精せい一いつ杯ぱいの蓮次には、推おし量ることができなかった。

「……ただいま」

　これからは真愛の行動に気をつけなければならないかもしれない。

　そんなことを考えつつ帰宅し、リビングに向かうと。

「おかえり」

　蓮次の妹、旭あさひがソファの上から彼を振り返った。

　中学二年生にして、身長１７０センチ。先ほどの真愛と同い年だが、こちらは無む駄だに図ずう体たいと態度ばかりでかくなって、家では憎にくまれ口ばかりの内うち弁べん慶けいに育ってしまった。

「なんだよ、珍めずらしいな。お前が素す直なおにおかえりなんて」

「ん、なんか、やるみたい」

　いつものタンクトップ姿で、妹がテレビ画面を指さした。

　蓮次は眉まゆをひそめ、妹とともに画面を見る。

『──生せい還かん者の詳しよう細さいについては、まだご報告できる段階にはありません。ただ失しつ踪そう者救出を求める声が、世界的に高まっているということは理解しております。その声に応こたえる形で、我々救務庁は〝クリティカル・エリア〟探たん索さくの体制強化を図はかることを決定しました』

　毎日のように流される、救務庁の定例会見である。

　救務庁の広報官である、鍵かぎ小お野のという男性職員の眼帯姿も見慣れたものだ。

『強化とおっしゃいますと、具体的にはどのような？』

『実際に調査を行う人員の補ほ充じゆう、及および、さらなる調査員の募ぼ集しゆうを行います。その先さき駆がけとして、これまでの調査チームをさらに強化したメンバーを発表します』

「……！」

　妹が背を向けてくれていて、助かった。

　鍵小野の背後に現れた男女を見て、蓮次は露ろ骨こつにぎょっとしてしまった。

『彼らが救務庁の代表として、新たに最前線に立つ者たちです』

　救務庁が選び抜ぬいた精せい鋭えい、正規メジヤーチームのメンバーが素顔を晒さらして登場していた。

〝クリティカル・エリア〟内で蓮次と対たい峙じした軍人風の隊長はもとより、危うく斬きり殺されかけた魚な瀬せという女剣けん士しの姿もある。

『ここに宣言致いたします。我々、救務庁は〝クリティカル・エリア〟に対し、これまで以上に積極的な姿勢で取り組み、その全域の把は握あくを急ぐことを』

　蓮次を驚おどろかせたのは、正規チームがカメラの前に勢せい揃ぞろいしたことだけではなかった。

『すなわち──〝クリティカル・エリア〟の完全制圧です』

　正規チームのメンバー、その最後に姿を現した人物を見て──。

「なっ──」

　思わず、彼は驚きの声を漏もらしてしまった。妹が振り返る。

「どうしたの？」

「……なんでもない」

　口を押さえ、リビングを離れる。階段を上りながら、スマートフォンを取り出す。

「どうして──なんでだよ……！」

　リビングに居続けたら、動どう揺ようを隠かくしきる自信がなかった。

「なんで、あの人が……アイツが、あそこにいるんだ……！」

　パートナーの番号を押しながらも、何かの冗じよう談だんなのではないかと思う。

「これが、カナの言ってた救務庁の新しい動きってやつか……？　いや、それにしたって──あり得ないだろ。一体、どうなってんだ……？」

　救務庁が新たに強化したという正規チームの、最さい後こう尾び。

　そこに当然のように現れた人物は──蓮次の知っている顔だった。

　だが、その人物はこの世界において、誰だれよりもそこにいてはいけない存在のはずだ。

　なぜなら、その人物は蓮次と同じ──レイダーだからだ。

　それも大勢の人間を手にかけた大量殺さつ人じん鬼きであり、救務庁の戦せん闘とう員も多く殺されているはずである。蓮次もまた殺されそうになったが、パートナーの叶方が一いつ騎き打ちで、かろうじて拘こう束そくしたと聞いている。

「〝ツイスター〟が……なんで救務庁に加わってるんだよ！」

　最悪な殺人鬼──。

　木き村むら処女神アルテミスが、あたかも英えい雄ゆうのように画面内で胸を張っていたのだ。
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　ファミリーレストラン、『Ａエｒアｉリｅーｓズ』。

　日本各地に店てん舗ぽを構えるチェーン店の一つに、蓮次はいた。

「どうなってんだ!?」

　いつも通り、店内で最も奥にあるテーブル席。周りの席には食器を置いたままにして他の利用客を近づけないようになっている。防犯カメラも、その席は決して映さない。

「あれは、本当に……あの人だよな？　俺の見み間ま違ちがいじゃないよな？」

　席に座るなり、蓮次は身を乗り出した。

「ご注文は、いかがなさいますかー？」

「いつものフレッシュジュースで！」

「かしこまりましたー」

　注文を取りに来たウェイトレスが、一礼して去って行く。彼女は、蓮次たちの協力者の一人である。この店の責任者と同様に。

「声が大きいわよ、レン……！」

　四人がけのテーブル席には、蓮次の正面にもう一人の客が座っていた。

「いつになったら、感情のコントロールができるようになるのよ。高いお金を出してメンタルトレーニングの教官を雇やとってる甲か斐いがないったら……」

　そう言う少女自身、眉根を寄せて苛いら立だっているように見えた。

　彼女の名前は、弓家叶方。見慣れたパーカー姿でフードを目ま深ぶかにかぶっているとはいえ、その強い眼まな差ざしと整った顔立ちは見る者の目を奪うばう魅み力りよくがあった。蓮次と同い年だが、彼の同級生には彼女ほど綺き麗れいな顔と完かん璧ぺきなスタイルの持ち主はいない。

　彼女が秀ひいでているのは、見た目だけではない。

　名門の私立高校に通いながら人気の芸能人ＫＡＮＡＴＡとして活動し、その資金を〝クリティカル・エリア〟内で戦うために費ついやしつつ、自らも戦闘のトレーニングを積む。

　そんな万能にして意志も強い少女が、蓮次のパートナーだった。

　そう、パートナーであって、友達ではない。

　家族でもないし、ましてや恋こい人びとでもない。

〝クリティカル・エリア〟に消えた大切な人を奪だつ還かんする──。

　そんなたった一つの目的を共有し、ともに戦う運命共同体である。

「今回ばかりは、落ち着けっていうほうが無理だろ」

　珍しくコーヒーを飲んでいる叶方を睨にらみ、彼は言った。──彼のパートナーは香かおりの強い飲食物が苦手だ。だからこそ感情を抑おさえたい時の刺し激げきにしていることを知っている。

　食べ物の嗜し好こうだけではない。二人は、お互たがいのあらゆる癖くせを知り尽つくしている。

　なぜなら、お互いの癖まで見込んだ連れん携けいをとれなければ、死ぬからだ。

　あの異世界──〝クリティカル・エリア〟では。

「お待たせしました。ごゆっくりどうぞー」

　睨み合う二人のもとに、ウェイトレスがドリンクを置いて去って行く。

　作戦会議はもとより、エリアからの帰還後、日常生活の精神状態を取り戻もどすための〝クールダウン〟にも、この店を利用することは多い。

「……確かに、異常事態だっていうのは確かね」

　冷静な口調だが、叶方の表情は険しかった。

「ただでさえ超ちよう人じん揃いの救務庁正規チームに、まさかあの人が加わるなんてね」

「〝ツイスター〟……！」

　その名を口にしただけで、蓮次は震ふるえがこみ上げた。

　木村アルテミス。あの怪かい物ぶつに恐おそれを抱いだくことを、恥はじだとは思わない。

　あの女の能力を見た者たちは、誰もが最初はＥＯＭの仕し業わざだと勘かん違ちがいした。

　ＥＯＭに近しい、圧あつ倒とう的な戦闘力。

　それはすなわち遭遇、イコール、死を意味する。

「もし本当に彼女が救務庁と手を組んだら、〝クリティカル・エリア〟内の勢力は一変するわ。あのバカげた戦闘力に、救務庁の組織力が加わったら」

　叶方が一いつ拍ぱくの間を置き、言う。

「救務庁が宣言した〝クリティカル・エリア〟の完全制圧も、実現しうる」

「……っ！」

「完全制圧とは言っても、もちろんＥＯＭには敵かなわないわ。でもレイダーは誰も太刀たち打ちできなくなる。クリプテッドすら、脅きよう威いじゃなくなるわ。そうなると、どうなるか」

　湯気の立つカップを置く叶方の額に、じわりと汗あせが滲にじんだ。

「エリア内にある変身トランスショットを──救務庁が独どく占せんする」

　変身ショット。

〝クリティカル・エリア〟を徘はい徊かいする未知の獣けもの、クリプテッドから得られる三種類の注入器である。それを人間が使用すると、運動能力や感覚を強化したり、致ち命めい傷しようすら一いつ瞬しゆんで治ち癒ゆするほどの効果を得られる。

　稀き少しようだが、あの世界で生き延びるためには必ひつ須すのアイテムだ。

　同時に、蓮次たちにとっては奥の手を使うための必ひつ需じゆ品でもある。

　おそらく世界でただ一人、蓮次だけが大量のショットを使うことで──人類の敵であるＥＯＭに対たい抗こうしうる力を得られるのだ。

「ショットの、独占──」

　そんなことをされたら、蓮次たちは為なす術すべがない。

　エリア内で生き残ることはおろか、とっておきの奥の手が二度と使えなくなる。

　消えた大郷夢衣を──取り戻すことができなくなる。

「先手をとられたどころか──いきなり王手を打たれた気分よ。数百メートルもの範はん囲いで動く者を感知して、攻こう撃げきできる〝ツイスター〟の能力……あれは反則よ。レイダーやクリプテッドを一方的に抹まつ殺さつできるし、物理的に存在するＥＯＭなら、その居場所を察知して避さけることができる。感知できない屋内は、正規チームが探索する。そんな詰つめ将しよう棋ぎを進めるだけで、エリア内でショットを持つ人間は救務庁以外にはいなくなるわ……」

　フードで影かげになっていたせいで、気づくのが遅おくれた。

　パートナーの少女の顔色が蒼そう白はくになっていた。

「──ごめんなさい。完全に、私のミスよ……」

　叶方の握にぎりしめた拳こぶしが、かすかに震えていた。

「あの時、確実に殺しておくべきだった。彼女がまだ私たちを見くびって油断していた、あの時だけが唯ゆい一いつのチャンスだったのに……」

　叶方もまた動揺していたのだ。もしかしたら、蓮次以上に。

「アイツは、もう二度と油断しない。まさか──まさか、救務庁と〝ツイスター〟が手を組むなんて、思いもしなかった……」

「カナ」

　蓮次は、震える少女の拳に自らの手を重ねた。蓮次と同じくらい戦闘のトレーニングをこなしているとは思えない、きめ細やかな肌はだをしていた。

「カナは最大限のことをした。木村さんを殺すかどうかは、カナの能力外のことだろ」

　叶方が顔を上げ、蓮次の顔を見つめ返した。

「カナは人を殺せない。そんなのは俺たちが空を飛べないってことくらい、当たり前のことだ。何度やってもできないことを後こう悔かいするなんて、おかしいだろ」

「……そうよ。でも、もし──レンだったら」

　蓮次も同じだ。誰かを殺すことなんて、できない。

　そう断言できない自分が、恐ろしいと思うこともある。

　大郷夢衣を取り戻すために、どうしても誰かを殺さなければならないとしたら──その時、自分がどうするか分からない。

　蓮次と叶方はパートナーだが、全く別の人間だ。

　叶方はまともな人間だが──蓮次はきっと、そうではないのだろう。

　だからこそ蓮次は、叶方がブレーキを踏ふもうとするところで一歩だけ前に出る。

　一方で叶方は、蓮次が一線を踏み外そうとする直前でブレーキをかける。

　そうして二年間、生死の淵ふちを生き抜いてきたのだ。

「……ごめん。なんでもないわ」

「俺は……木村さんが〝ツイスター〟だなんて気づきもしなかったよ」

　苦く笑しようし、一分間ほど見つめ合ったところで。

　叶方が、流れるような動作でテーブル脇わきに置かれたフォークに手を伸のばした。

「ところで、いつまで私の手を握ってるの？」

「わ、悪い。いや、他意はなくて……」

　手の甲こうに穴が空く前に、慌あわてて手を引く蓮次。

「なくて当たり前よ。女子の手を握りたいなら、さっさと恋人役を見つけたら？」

　呆あきれた顔で嘆たん息そくする叶方も、少々落ち着きがなくなっていた。

　蓮次と叶方は恋人を作ったことがない。簡単に恋人ができる性格でもないし、そんなものにうつつを抜ぬかしてエリア探たん索さくをおろそかにするわけにもいかない。

　人並みの人生は切り捨てた者同士、異性に対する免めん疫えきは皆かい無むである。

　なんとなく気まずくなった空気を、叶方の咳せき払ばらいが振ふり払った。

「話を戻しましょう。〝ツイスター〟の件よ」

「あ、ああ。切り替かえよう」

　言葉だけではなく、実際に頭の中をリセットする。思考の切り替えはトレーニングではなく、実戦で何度も死にかけているうちにできるようになった。

「なあ、カナ。どうせなら本当に話を戻すけど……テレビに映ってたあの人って、そもそも本当に木村さんなのか？　いや、確かに見たんだけど……だって、あり得ないだろ？」

「ええ、あり得ない。だってレイダーだという時点で犯罪者だし、あの人は大勢の人間を殺した大量殺人鬼だもの。救務庁の人間だって大勢殺されてるわ」

　こちら側の世界であれば、歴史に残るような凶きよう悪あく犯なのは間違いない。

〝クリティカル・エリア〟で行われた犯行だから無罪、とはならないはずだ。

「私も最初は目を疑ったわ。だから注意深く観察したけど……おそらく、本人よ」

「間違いないのか？」

「生放送だから映像を加工した様子はナシ。整形や他人のそら似だとしても、私の記き憶おくにある人相、骨格と違いがなさすぎる。洗脳状態にあるような表情でもない。あそこまで似ている偽にせ物ものを作るのは、そういうＥＯＭでもなければ無理ね」

　叶方の記憶力と洞どう察さつ力は確かだ。彼女が言うならば、間違いないのだろう。

「ＥＯＭはエリアから出てこられないだろ。〝アングリィ〟も、こっちじゃ役立たずだ」

　蓮次は言い、無意識に自分の顔の右側に触ふれる。

「ええ。ＥＯＭが一体でもエリアから出てきたら、それだけで人類存亡の危機よ」

「じゃあ本人だったとして……やっぱり、どうしてなんだよ？　救務庁がレイダーと──それも、あんなヤバイのと組むなんて、あり得ないだろ！」

「──三つ」

　振り出しに戻った蓮次の問いに、叶方が厳しい表情を浮うかべた。

「情報不足だから、どんな推測もできちゃうけど……私は三つの可能性があると思う。一つ目は、もう話したわよね。偽物説よ」

「でも、それは違ったんだろ？　二つ目は？」

「〝ツイスター〟の正体は、実は──最初から救務庁のメンバーだった」

　蓮次の呼吸が一瞬、停とまった。

「えっ……い、いや、そんな──」

「潜せん入にゆう捜そう査さみたいなものよ。彼女はレイダーに扮ふんした工作員として、単独で何らかの任務を遂すい行こうしていた……その任務を達成したか、あるいは放ほう棄きしたか、とにかく彼女は本来の所属である救務庁に戻っただけ。エリア内では救務庁によるレイダー制圧は違い法ほうじゃないわ。自衛のためと言い張れば、殺人もね」

「で、でも、あいつは」

「分かってる。彼女は──殺しすぎてる。それも救務庁の人間を。あれじゃ、いくら何でも実は救務庁の一員でした、は通らないわ」

「だよな……」

　蓮次は、胸をなで下ろした。

　いくら何でも、あれがこの国の公務だったとは思いたくなかった。

「じゃあ、三つ目は？」

「……」

　叶方が押し黙だまった。

　しばらく待ち、蓮次が眉まゆをひそめた頃ころにようやく口を開く。

「──罠わなよ」

「罠？」

「いくら強いとはいえ、あの殺さつ人じん鬼きが犯おかした罪は大きすぎる……でも、何らかの取引があったとしたら？　あれだけの大量殺人を無罪とはいかないまでも、保留にしておくだけの何かを、〝ツイスター〟が隠かくし持っていたとしたら？」

「何かって、何だよ？　あれだけのことを保留って……」

「〝ツイスター〟を捕つかまえた時、言ってたの。自分を見み逃のがしたら、ＥＯＭやショットの秘密を教えるって……自分にはそれが分かりかけてるって」

　今度は、蓮次が黙り込む番だった。

　驚おどろいたのではない。なんというか──全くピンとこなかった。

「はあ？　なんだ、そりゃ」

「そう、そう思うわよね。何言ってんのコイツって。言うことが突とつ飛ぴすぎて、信じたりはしなかったわ。きっと救務庁も同じでしょうね」

「救務庁も同じなら……」

「もう一つ。彼女は別の秘密を知ってる。──こっちは本当よ」

「なんだよ？　なんで本当だって分かるんだ？」

「だって、私の目の前にそいつがいるんだもの」

　叶方がじっと蓮次の顔を見つめ、言った。

「〝アングリィ〟」

　蓮次はハッとした。

「あの女は……レンの中にいるＥＯＭのことを知ってる」

　そうだった。

　蓮次の中に潜ひそむ、人類の敵。

　蓮次と叶方が〝アングリィ〟と名付けたそれは、こちらの世界では無害そのものだ。しかしエリア内で同時に三本の強化リインショットを使用すると、その正体を現すのである。

　蓮次は木村アルテミスの前で、〝アングリィ〟の能力を使ってしまったことがある。

「で、でも能力を見せたことはあるけど、〝アングリィ〟がＥＯＭだとまでは……」

「あの殺人鬼は、レンに異常なほど興味を持ってたわ。私たちに同行していたのも、その正体を突つき止めるためだったのよ。──ＥＯＭだとはっきりバレたわけじゃないと思うけど、レンの能力が特別だっていうことは確信してた。その上で、私たちが目的地にしていた浅あさ草くさで、これまでは起きなかったことが起きたことも知ってる」

「これまでは、起きなかったこと？」

「ＥＯＭからの──失しつ踪そう者奪だつ還かんよ」

「……！」

「ＥＯＭに人類は勝てなくても、同じＥＯＭどうしなら一矢報むくいることができるはず。私たちはそう思ってきたし、実際に間違いじゃなかったわ」

　二年の月日をかけて、ようやく蓮次たちの悲願は現実のものとなった。

　たとえ本命である、蓮次と叶方の大切な人はまだ取り戻もどせなかったとしてもだ。

「ＥＯＭに立ち向かえるのは、ＥＯＭしかいない。──木村アルテミスも、今回のことでその結論に辿たどり着いたのかもしれないわ」

「……！」

「同じように、救務庁もね。こっちはもっと現実的よ。〝アングリィ〟の残り半分を宿した子を、人工衛星ヒマワリっていう名前で隠し持ってたのは他ほかならぬ救務庁だもの。あの子の中にいるのがＥＯＭだってことは、とっくに承知してるはず」

　人工衛星ヒマワリというのは、救務庁の正規チームの一員でもある少女のことだ。

　あの少女が蓮次の想おもい人、大郷夢衣とそっくりの顔をしているのは──東京厄やく襲しゆうが発生した時、蓮次のそばで同じく半身を失った者同士という奇き縁えんが絡からんでいる。

「失踪者の奪還に、レンが関かかわっていることは救務庁も気づいてるはずよ。だからといって、彼らはあなたを失踪者奪還のヒーローとは見てくれないでしょう」

　叶方の表情が、ますます険しくなった。

「木村アルテミスと救務庁には、おそらく遠目とはいえ──〝アングリィ〟が境界線を壊こわそうとした時の光も見られてるはずだから」

「あ、あれは……」

　違ちがう、俺の意思じゃない──。

　そう否定しようとした蓮次を、叶方が視線で制した。

「〝アングリィ〟の正体が、〝ボーダー・ライン〟を壊すために存在するＥＯＭだったのかもしれない……そう結論づけるのは、まだ早いと思う。でも少なくとも救務庁はその可能性を見逃さないし、その危険性を放っておいたりはしないはずよ」

　蓮次と叶方は、人類の希望を〝アングリィ〟に託たくそうとした。

　しかし蓮次がもう半分の〝アングリィ〟であるヒマワリと共鳴した結果、彼はあの紫むらさき色いろの境界線を壊さなければならないという衝しよう動どうに突き動かされることとなった。

　二つの世界を隔へだてる境界線が消しよう滅めつしたら、どうなるか──。

　ＥＯＭが世界中に解き放たれ、人類の終しゆう焉えんへのカウントダウンが始まるだろう。

「救務庁と木村アルテミス、共通する目的がたった一つだけあるわ。前者はこちらの世界で生きる数十億の人類にとって脅きよう威いとなりうるＥＯＭを排はい除じよすること。そして後者は興味対象として、そのＥＯＭともう一度接せつ触しよくしたいということ」

　叶方の瞳ひとみが、まっすぐに蓮次を見つめた。

「あなたのことよ。レン」

　蓮次は生なま唾つばを吞のみ込んだ。握にぎりしめた拳こぶしに汗あせが滲にじむ。

「……俺を捕まえるために、救務庁と木村さんが手を組んだっていうのか？」

「正規チームのお披ひ露ろ目めなんて、何の得にもならなそうなことをした理由も、それなら辻つじ褄つまが合うわ。全国放送を使って揺ゆさぶりをかけてるのよ。私たちにね」

「……」

「きっと木村アルテミスが取引したんだわ。私たちに関する情報を教えるかわりに、正規チームに入れろとか……救務庁の情報収集力があれば、レンを見つけ出せるって──」

「だったら、早くどうにかしないと！」

　蓮次は身を乗り出した。

「まだ完全に俺たちの正体がバレたわけじゃない！　それに木村さんが、取引材料の情報を簡単に吐はくとは思えない。今なら──」

「バカ！　今、言ったばかりでしょ？　これは罠なのよ！」

　叶方もまた身を乗り出した。

「相手は私たちが動き出すのを待ち構えてる！　慎しん重ちようにならないと、簡単に捕まるわ！　レンが動けなくなったら、どうするの？　境界線を壊される危険はなくなるかもしれないけど……あなたの好きな人を二度と取り戻せなくなるわよ！　私の弟も！」

　ぐっ、と蓮次は呻うめいた。

　だが──。

「……いや、やっぱり動くべきだ。今すぐに」

　蓮次たちにとっては、この上なく厳しい状じよう況きようだ。

　だからこそ、何もせずにジッとしている選せん択たくは考えられなかった。

「動かないままで、この先、俺たちが有利になることなんてあるのか？　このままだとエリア内のショットが独どく占せんされるって言ったのは、カナだろ？」

　今度は、叶方が呻いた。唇くちびるを嚙かむ少女。

「今までずっとギリギリでやって来たんだ。今さら怖おじ気けづくなんて、カナらしくない」

「……私が、弱気になってるとでもいうの？」

「違うのか？　慎重なのはカナの役目だからいいさ。でも今までのカナなら、こう言ったはずだ。〝問題を回かい避ひするための計画を立てるわ。さあ、行きましょう〟ってな！」

「……！」

「何もしないなんていう選択肢しはなかった！」

　叶方が親指を嚙み、黙り込んだ。

　がむしゃらに戦い続けてきた間は、立ち止まるなんて考えもしなかった。

　だが本命ではないといえ、失踪者の奪還という結果を出したことが、パートナーの少女をより慎重にさせているのだろう。

「それに早く動かないと……〝ハーメルン〟が、いつまでもスカイツリーにいるとはかぎらないだろ！」

「……っ！」

　それが、トドメの一打となった。

　宿敵、〝ハーメルン〟が居る場所まで到とう達たつするのに、二年間を要した。

　もし、あの人形が姿を消したら、次はいつ発見できるとも分からない。

　蓮次たちが最も恐おそれるべき事態が、それである。

　あと、一いち撃げき。

　あと少しでも追撃できていたら──大郷夢衣を取り戻せていたかもしれない。

「……パトロンの意向を確かめるわ」

　叶方がスマートフォンを取り出した。

　蓮次と叶方のレイダー活動を支えているのは、出資者でもある後援者パトロンだ。彼らの資金のおかげで、エリアを探たん索さくするための装備や訓練環かん境きようを整えることができる。

　パトロンは、スポンサーではない。彼らは宣伝ではなく、もっと明確な見返りを求める。消えた身内の手がかりや、エリア内の貴重な情報など、その内容は様々だ。

「……はい、分かりました」

　何名かの相手と通話を終え、叶方が息を吐いた。細くて長い吐と息いきだ。

「パトロンたちは、なんだって？」

　後援者の指示は、絶対ではない。

　だが蓮次と叶方で意見が割れた時には、彼らの意向を窺うかがうのが常だった。

「……レン。恋こい人びと役探しは、一時中断よ。別の任務を考えるわ」

　少女の目つきが、豹ひよう変へんしていた。

「ということは──」

「ええ。ほぼレンと同じ意見よ。〝ハーメルン〟が消える前に動くべき、ってね」

　蓮次と叶方。

　ただの高校生でもなければ、芸能人でもない二人が──。

　ＥＯＭが徘はい徊かいする死の世界に自ら飛び込む、レイダーの顔つきで頷うなずき合った。

「ゴー、よ」
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『──以上で、昨日までに救務庁に寄せられた質問に対する回答を終わります。新たな問い合わせに対しては、また後日に回答させていただきます』

　満員のマスコミ関係者で埋うめ尽つくされた、記者会見場。

『救務庁は引き続き、エリアへの不法侵しん入にゆう者、及および〝スポット〟に関する情報を求めています。国内の秩ちつ序じよを保つためにも、国民の皆みな様さまのご協力をお待ちしております』

　救務庁の広報官を務める鍵小野はそう締しめくくり、一礼した。

　カメラのフラッシュと記者から飛ぶ質問の声に背を向ける。壁かべ際ぎわに整列していた正規チームのメンバーたちが、彼の後に続いた。

　そのまま通路を歩き、鍵小野を先頭にして控え室に入ったところで──。

「──拘こう束そくしろ」

　鍵小野の命令に従って、正規チームメンバーがいっせいに動いた。

　狙ねらいは、涼すずしい顔でメンバーの最さい後こう尾びに並んだ女性だ。

「あわっ？」

　巨きよ漢かんのメンバーが、女性を頭から押さえつけた。金属製の椅い子すに力ずくで座らせる。

　椅子から手て枷かせと足あし枷かせが飛び出し、女性の身動きを封ふうじた。別の男性メンバーが機械仕し掛かけの拘束具を取り出し、一いつ瞬しゆんで女性の両手の指や腰こし、喉のどに装着させる。

「あがっ！」

　金きん髪ぱつの女性メンバーが、電線付きの針を女性に突き刺さした。服の上から左胸、喉、手首、下腹部と、田植えをするかのように容よう赦しやなく突き刺していく。

　椅子の背もたれから、金属製のヘルメットがせり出した。瞳どう孔こうの動きを観察するカメラ、録音用のイヤホンとマイク、薬物投とう与よ用の鼻び腔こうに伸のびる管などが備わっている。

　トドメは、魚瀬鞠まり緒おという女性メンバーが抜ぬいた刀だ。蛇じや腹ばら状に伸びた刀身が、ピタリと女性の喉元に押しつけられる。

「拘束完かん了りよう」

　白しら髪が交じりのチームリーダーが機械的に言った。

　そこは控え室に偽ぎ装そうした、特とく殊しゆな取り調べ室だった。

　広い空間には多様な計器やモニター、カメラが並び、中央には女性が強制的に座らせられた椅子がある。医師や書記役、犯罪捜そう査さ官などが遅おくれて入室した。映像を通して、救務庁の上層部もその様子を見守っている。

　ある意味、もう一つの会見場といえよう。

　その主役ともいうべき女性が、合金製の椅子の上で涙なみだを溢あふれさせた。

「ううぅぅ……！　ひ、ひどいですよぉ！　どうして、こんなことするんですかぁ！」

　この控え室が改造されていたことを知らなかったのは、彼女だけだ。

　号泣していることを除けば、地味な印象の女性である。眼鏡めがねをかけており、中肉中背。強しいて言えばおとなしそうで──鈍どん臭くさそうな印象さえ受ける。

「私たちは、同じ救務庁の仲間じゃなかったんですかぁ？」

　女性の放った一言に、室内の空気が一変した。

　鍵小野は兵士ではないが、そんな彼でもはっきりと分かる。

　室内に充じゆう満まんしたのは──殺意というものだ。

「貴様は仲間ではない」

　いかにも軍人上がりの風ふう体ていをしたリーダーが言った。

「我々は戦士だが、お前はただの犯罪者だ。──木村アルテミス」

「そ、そんなぁ……！──マリオちゃんも、やめてください！　私たち、同い年の高校三年生どうしじゃないですかぁ！　仲良くしてくださいよぉ！」

　木村処女神。元レイダーにして、現在は図はからずも救務庁の一員となった女性である。

　その細い首に、鋭えい利りな刀の刃はが食い込んだ。一筋の血が細い首を伝う。

「二度と、私の名を呼ばないで。吐き気がするわ。それと──」

　長い黒くろ髪かみと、白い肌はだ。その淡あわい陰いん影えいが水すい墨ぼくの美人画を思わせる魚瀬鞠緒の首筋にも、一筋の液体が伝った。汗だ。

「なぜ──私の名前と歳としを知っているの？」

　彼女を取り囲む正規チームメンバーの表情に、わずかな動どう揺ようが入り交じった。

「うぅぅ……ひどいぃ。あちこち痛いですぅ……血、血がぁ……」

　木村は泣きじゃくるだけで、質問には答えない。

　不ふ穏おんな沈ちん黙もくが落ちる中、鍵小野だけは落ち着き払はらっていた。

　ただの犯罪者には知り得るはずのない情報を匂におわせる一方、こちらからの質問には一いつ切さい答えない。その癖くせ、本気なのか、それとも挑ちよう発はつか、こちらの神経を逆さか撫なでする。

　これまでも彼女の尋じん問もんに関かかわってきた鍵小野にとっては、見み飽あきた光景だった。

「魚瀬以外のメンバーは、今回の会見が初対面の者もいるだろう」

　鍵小野は木村と向き合う形で普ふ通つうの椅子を置き、座った。

「木村アルテミス、十八歳。埼玉県にあるミッション系高等学校の在校生。家族構成は両親と兄と姉が一人ずつの五人家族。父親は秋あき葉は原ばらにある企き業ぎようの正社員で、母親は手芸スクールを開いている。だが現在は両親ともに浮うわ気き相手と失しつ踪そう。兄と姉は、書き置きを残して家出。家族に捨てられた彼女は、一戸建てに一人暮らしをしている」

「なんで今、そんなこと言いふらすんですかぁ……お父さん、お母さん……」

「──現在、救務庁と警察庁が協力して消えた家族の所在を探しているが、一切の痕こん跡せきを摑つかめていない。兄と姉の書き置きを筆ひつ跡せき鑑かん定ていした結果、本人のものと断定されたものの極度の緊きん張ちよう状態に置かれた中で書かれたものと推測される」

「うぅぅ……お兄ちゃん、お姉ちゃん……会いたいよぉ……」

「彼女の周囲で、教師や同級生など同様に行方ゆくえを消した事例がいくつか確かく認にんできた。個別に行方不明者届が提出されていたが、どのケースも未解決だ」

「先生、みんなぁ……うふふ……悲しいよぉ」

　室内の体感温度が、急激に下がっていくような錯さつ覚かくを覚えた。

　この場にいる誰だれもが寒気を覚えていた。若いメンバーが木村の喉を摑む。

「コイツ、こっちの世界でも──東京厄やく襲しゆうのずっと前から……？」

「うぐっ……く、苦しい……や、やめて……！」

『対象の呼吸が乱れています。体温、脈みやく拍はく、ともに上じよう昇しよう。興奮状態です』

　壁に設置されたスピーカーから、検査官の声が響ひびいた。

「無む駄だだ。彼女は痛覚が性的刺し激げきに変へん換かんされる感覚異常者だ。驚おどろくべきことに精神的苦痛もな。そのせいで、痛みを伴ともなう尋問も逆効果になってしまう」

「い、いやっ……バラさないでくださいよぉ……！」

　生まれながらの人殺し、木村が耳を赤くして抗こう議ぎする。

「こんな大勢に、気持ち良いの見られちゃうなんて……アルテミス、恥はずかしいっ！」

　いちいち癪しやくに障さわる言動も、快感──他者からの攻こう撃げきを欲ほつしているからだろう。わざとなのか、それともある種の本能なのかまでは判別がつかない。

　拷ごう問もんは、効かない。

　おまけに自白を促そく進しんさせる薬物も、なぜか効果が薄うすいのだ。こちらに至っては原因不明で、通常の治ち療りように使用される投与薬も効きにくいことだけが分かっている。

　人間に通用するはずの薬が効かない。その一方で、木村と対戦した魚瀬鞠緒の報告が真実ならば、エリア内においては変身ショットを異常なほど使いこなしている。

　それはまるで、木村アルテミスという人間が──人間ではない何かに生まれ変わろうとしているかのようだった。

「木村アルテミス。君の要求は叶かなえた」

　鍵小野は、眼前で拘束された人の形をしたものに向かって言った。

「正規チームへの加入。そして全国放送での公表。──その意図については、この際、後回しにしよう。引き替かえに、君はある情報を我々に提供する約束だったはずだ」

「うぅ……顔、拭ふいてくださいぃ……涙で、べしゃべしゃ……」

　木村のお願いに応こたえる者は、誰一人としていなかった。

「君と同行していた二人組──特に、少年のレイダーは何者だ？」

　消えた人々の生せい還かんを、救務庁は重く受け止めた。

　人類にとって喜ぶべき出来事であると同時に、ＥＯＭという強大な敵に対する初勝利ともいうべき事態でもあるからだ。

　果たして、どうやってそれを成したのか。

　その正確な情報を、救務庁は残念ながらまだ摑めずにいた。

　あの日、救務庁は第三次大規模探索作戦を遂すい行こうしている最中だった。過去の二回と同様、失踪者の手がかりを探すという名目で、危険なレイダーを釣つり上げて一いつ掃そうするための行動を計画通りに進めていたのだ。

　だが立て続けに、不測の事態が起きた。

　一つは目の前にいる異常者、木村アルテミスというレイダーによる大量虐ぎやく殺さつである。

　そして、もう一つは──。

「君といっしょにいた、ナイフ使いの少年だ。その人物は我々が探している重要参考人と同一人物である可能性が高い」

　通信ケーブルでお互たがいを繫つなぎ合った、男女二人組のレイダー。

　特に、その少年のほうだ。

　そいつが救務庁の前に現れてから、イレギュラーな現象が発生するようになった。

　ある時は正規チームにＥＯＭを押しつけて逃とう走そうし、ある時は木村アルテミスという殺さつ人じん鬼きと行動をともにして救務庁と戦い、あの紫むらさき色いろの人形のようなＥＯＭ──〝疑わしきＥＯＭ〟となぜ戦わないのかと正規チームを罵ば倒とうした。

　挙げ句は、人工衛星ヒマワリの暴走だ。

　救務庁が擁ようする臨界区域探索用兵器、人工衛星ヒマワリ。

　中学生くらいの少女の外見をしたそれは、実は人間ではない。その事実を知るのは救務庁の上層部や、正規チームくらいだ。

　それまで忠実に救務庁の命令に従っていた、あのヒマワリが暴走した。

　同行していたメンバーを昏こん倒とうさせ、あの少年をスカイツリーに──いや、〝ボーダー・ライン〟に向かって運んだ。

　その結果──数百人もの失踪者が生還した。

　否いな、不ふ謹きん慎しんなようだが、その出来事すら副次的なものだ。

　重要なのは、それ以前に発生した〝ボーダー・ライン〟の異変である。

　エリア全体に響き渡わたるような大音おん響きようと、境界線を引き裂さくように[image: ]ほとばしる紫し電でん。

　あの日、エリアにいた者ならば誰もが目撃した、その光景はまるで──。

　都心を覆おおう境界線が、破は壊かいされようとしているかのようだった。

「あの少年に関する、確かな情報が欲しい」

〝ボーダー・ライン〟は、ＥＯＭに東京都心を侵略されたという悲劇の象しよう徴ちようだ。

　だが見方を変えれば、人類の敵を閉じ込めた檻おりでもある。

　ＥＯＭは、あの境界線を越こえてはこない。

　あれが、もし破壊されれば──この地球全体が〝クリティカル・エリア〟となる。

　人類文明が崩ほう壊かいし、人類がＥＯＭから逃にげ惑まどうことしかできない世界だ。

　そのような事態に陥おちいることだけは、避さけねばならない。

「君は彼のことを知っていると言った。だから我々は、君からの要求を吞のんだんだ」

　人工衛星ヒマワリが、今までにあのような事態を引き起こしたことは一度もない。

　となれば、原因はやはり──あのナイフ使いの少年にあると見るのが当然である。

「あの……こんな状態で……私も正規チームの一員……？」

　木村が同情を請こう目つきで、鍵小野を見た。彼は何の感情も抱いだかない。

「一日五時間の尋問と、それ以外の時間帯における監かん視しと拘こう束そくも条件だったはずだ。それでも君が正規チームの一員であることは間ま違ちがいない。公式な書類もある」

「で、でも私が情報を喋しやべったら、そんなのすぐにもみ消されちゃうんですよね？　どうせ今回の取引についても、国連からの圧力があってのことなんでしょうし」

　鍵小野以外の面子メンツが、顔をしかめた。──彼らの素す直なおな反応は、木村に見せたくない。しかし木村が脱だつ走そうを図った時に、対応できる戦せん闘とう員が必要なのも事実だ。

「一応、聞いておこう。それなら、今以上の何を求めているんだ？」

「何を、も何も……私たちは救務庁の精せい鋭えい、正規チームなんですよ？　ここにいるみんなでいっしょに〝クリティカル・エリア〟を探たん索さくするに決まってるじゃないですか！」

　つい先ほどまで泣きじゃくっていた女性が、急に目を輝かがやかせた。

「もちろん、人工衛星ヒマワリちゃんもいっしょにですよ！」

　また──鍵小野以外の面々が、動揺を見せてしまった。オリンピックの強化選手や勲くん章しようを授じゆ与よされるほどの兵士までいる強者揃ぞろいだが、交こう渉しようや駆かけ引きは専門外だ。

　ヒマワリが、目的なのか？

　表情には出さないものの、鍵小野も内心では困こん惑わくを覚えていた。

　魚瀬鞠緒の報告では、ナイフ使いとそのパートナーは木村アルテミスと同行していたものの、その正体を知らない様子だったという。虐殺行こう為いにも関与していないと思われる。

　なぜ木村は自分の正体を隠かくしてまで、二人組に同行していたのか。

　鍵小野は、木村が二人組──いや、ナイフ使いの少年の特とく殊しゆ性を見み抜ぬき、彼に執しゆう着ちやくしているのではないかと考えた。これまでの尋問で、それらしい発言もあったからだ。

　しかし──本命が、ヒマワリだとしたら？

　さらに慎重にならざるを得ない。

　あの少女は救務庁にとって、いや人類にとって諸もろ刃はの剣けんなのだから。

「ヒマワリは調子が悪くてね。今も治療中で、いつ目を覚ますかも分からない」

「ええー、残念ですね……お大事にとお伝えください」

「ヒマワリが同行できないなら、約束は果たせないと？」

「いえいえ、それじゃあまるで私がヒマワリちゃん目的で取引したみたいじゃないですか。それだったら最初からヒマワリちゃんと会わせてってお願いしますよぉ」

　ただの人殺しではない。木村は頭も回る。だから余計に厄やつ介かいなのだ。

「それなら、たとえば君も含ふくめた正規チームで〝クリティカル・エリア〟に侵しん入にゆうすれば、君は満足するのか？　言うまでもないが、決してショットは使わせないぞ」

「私、役に立ちますよ？　色々なことも知ってますし」

「その情報の提供を望んでいるんだ。いい加減、その条件を提示してくれないか」

「そうですねぇ、まずは私の歓かん迎げい会でも開いてもらったりして……」

　今にも怒いかりを爆ばく発はつさせそうな面々を、心地ここちよさそうに見比べて──。

「ゆっくり、お客さんを待ちましょうか？」

　あまりにも図ずう々ずうしい笑えみを浮うかべた。
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　弓家叶方との作戦会議を終え、自宅に戻もどるなり。

「……」

　蓮次は自分の判断ミスを呪のろった。

　叶方と別れた後、ちょっとしたトレーニングをこなしてから帰るか。それともたまには早めに自宅に帰り、両親からの信用を一パーセントでも取り戻しておくか。

　迷った挙げ句、後者をとったのだが──それが大だい凶きようという結果をもたらした。

　玄げん関かんに置かれた靴くつが、普ふ段だんより多かったのである。

「おう、おかえり」

　待ち構えていたように、濡ぬれた髪かみを拭く青年が洗面所から現れた。

「お前も早めに風ふ呂ろ済ませておけよ。今夜は混むからな」

　蓮次の兄にして、三人兄妹きようだいの長男。秋月翔一である。

　学生時代は、プロ球団からも声がかかるほどの体育会系だった。現在は一流企き業ぎようの内定を蹴けってまで、救務庁の職員となっている。社交的で頭の回転も速く、秋月家に留とどまらず周辺地域の住民からの信しん頼らいも厚い。取り柄えといえばそれくらいの、不ふ肖しようの兄だ。

「……」

「なんだ、その顔は。嫌きらいな虫でも見かけたか？」

　露ろ骨こつに顔面をしかめた蓮次を見ても、翔一は涼すずしい顔だ。ここらの地域にまだ生存しているらしい女性ファンが見たら、歓喜しそうな笑顔である。

「おかえりなさい、蓮次くん」

　リビングから、エプロン姿の女性が顔を出した。

「お食事にご招待いただいたんだけど、お泊とまりまでさせてもらうことになっちゃって」

　ファッション誌上で清せい楚そなロングスカートをはいていそうな、上品な女性だ。

　実際、良いところのお嬢じよう様さまらしい。

「突とつ然ぜん、ごめんね。明日あしたの朝、早いうちに出て行くから」

　家族公認の翔一の恋こい人びと、五ご条じよう島しま松まつ子こ。彼女はまだ女子大生である。

「……どうも」

　エプロンを見るに、夕食の準備を手伝っていたのだろう。そこへ帰宅した蓮次と翔一が鉢はち合あわせした気配を察し、慌あわてた両親によって送り出されたというところか。

　蓮次と翔一が一対一で向き合うと、必ず喧けん嘩かになる。

　そんな関係が決定的になったのも──二年前の東京厄やく襲しゆうがきっかけだった。

「どうもって……お客に対して、なんだその態度は。少しは愛想良くしろ」

「ま、まあまあ、翔一さん。そうだ、蓮次くん、旭ちゃんに声かけてもらっていい？」

　小言をのたまう兄を制し、松子が階段を見上げた。

「お友達が来てるみたいだから、そのお友達もいっしょにお夕食どうかしら？」

　お夕食、ときた。

　蓮次は、この兄の恋人が苦手である。

「……はい」

　嫌いなわけではない。美人で気立てが良く、育ちも良いくせに気取ったところもなく、言こと葉ば遣づかいもできるかぎり庶しよ民みんに合わせようとしているのが分かる。

　翔一と松子は周りからは理想のカップルに見えるようだが、蓮次は少々違う。

　胡う散さん臭くさい色男に世間知らずのお嬢様が恋れん慕ぼしているような不ふ憫びんさを感じてしまうのだ。翔一が周囲から言われるほど善人ではないと、蓮次が思っているせいかもしれないが。

「旭。夕飯どうすんのかって」

　蓮次は二階に上がって、妹の部屋をノックした。

　来客の多い日だ。旭と誰だれかの話し声が聞こえ、部屋のドアが開いた。
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「おかえり、蓮クン」

　妹の旭とともに部屋から出てきた少女を見て、蓮次は硬こう直ちよくした。

「今日はありがとう、旭ちゃん。またね」

　大郷真愛だ。

　数時間前に別れたはずの少女が、なぜか妹の部屋から現れたのである。

「えっ……なんで、真愛が──」

　あまりに予想外すぎて思考が停止した。ここが〝クリティカル・エリア〟だったら、この一いつ瞬しゆんで蓮次はクリプテッドに喰くい殺されるかＥＯＭに惨ざん殺さつされていただろう。

「お邪じや魔ましました」

「ちょっ……ま、待った。送っていく──」

「ありがとう。でも、大だい丈じよう夫ぶ。おうちなんて、すぐそこだよ」

　するりと蓮次の手をくぐり抜けて、真愛が微笑ほほえんだ。

　その摑つかみ所のない存在感が──見た目以上に、姉の夢衣とそっくりだった。

　軽快に階段を降りていった足音が、あっという間に玄関をくぐって消えてしまう。

「──旭」

　蓮次は妹の旭に向き直った。

「真愛が……なんで、ここに？　何を話してたんだ？」

　旭と真愛は同級生で、幼い頃ころは仲が良かった。この家にも、よく遊びに来たものだ。

　だが、それはあくまで二年前までのことである。

「えー、蓮クン。女の子どうしの会話を知りたいとか、ありえなーい」

　茶化す妹の肩かたを、がしっと摑む。旭がぎょっとした。

「まさか、真愛に何かあったのか？　あいつがうちに来るなんて、よっぽどだろ」

「……そんなに、気になるんだ。へー」

「旭！」

「昔っから、真愛ちゃんには優やさしかったもんね。実の妹なんかよりもさー」

　生意気な顔でしらばっくれる妹を、蓮次は睨にらむ。

「はあ？　そんなこと、今はどうでもいいだろ」

「──悪いことじゃないよ。たぶんね」

　観念したのか、旭が笑った。

「あのね、真愛ちゃん、また学校に行こうと思ってるんだって。でも久しぶりで不安だからって、私に相談しに来てくれたの」

「また……学校に？」

　姉の失しつ踪そうを機に不登校になってしまった真愛が、再び学校に通いたいという。

　日常に──現実に戻ろうとしている。

「ほ、本当か……？」

　そんな様子は今まで一いつ切さい感じなかったため、すぐには信じられなかった。

　だが疑う理由など、あろうはずがない。

「そうか……真愛が……そうか」

　涙るい腺せんが緩ゆるみそうだった。そんな自分自身に驚おどろく。

　きっかけが何だったのかは知る由よしもないが、そんなことはどうでもいい。

　ただ、嬉うれしかった。

　真愛は蓮次が生んだ、もう一つの不幸だ。

　原因は東京厄襲であり、ＥＯＭにあるのは違いない。だが蓮次が、彼女から最愛の姉を奪うばうきっかけを作ってしまったことも事実である。

　あの日の出来事で、人生を狂くるわせてしまった少女が──立ち直ろうとしている。

「嬉しそうだね、蓮クン」

「嬉しいに決まってるだろ」

　なぜか唇くちびるを尖とがらせる妹に向かって、いつ以来かも分からない笑顔を見せる。

「この二年間で……はじめて、良いことがあった」

　大げさではなく、心からそう思った。

　周囲から責められ、遠くにある高校に逃にげた後も、夜遊びばかりしているように見せかけているうちに家族からも期待されなくなった。その裏でトレーニングに明け暮れ、〝クリティカル・エリア〟に不法侵入しては化け物どもとの戦いを繰くり返す日々だった。

　そんな殺さつ伐ばつとした日々に、突とつ如じよとして舞まい込んだ朗報だ。

　嬉しくないはずがない。

「旭」

　蓮次は妹に向かって、真しん剣けんな表情で言った。

「真愛を……助けてやってくれ」

「言われるまでもないんだけど」

　ムッとした顔で言ってから、旭がニヤリと笑った。

「蓮クンなんかと違って私は優等生だし、真愛ちゃんは親友だもんね」

　小こ憎にくらしい妹の笑顔が、今だけは救いの天使に見えた。

　嫌われ者で不器用な次男とは違う。妹の旭は優ゆう秀しゆうな長男に似て──いや、気取ったアレなんかよりも、よほど大器だ。彼女が味方なら、きっとうまくいくだろう。

「ああ、頼たのむよ」

　妹を解放し、蓮次は部屋着に着き替がえるために自分の部屋に向かった。

　次に会った時、このことを叶方に話そう──。

　エリア探たん索さくに関係ない話を、と彼女は呆あきれるだろう。

　だが、きっと最後まで聞いてくれるに違いない。

「……！」

　にやつきながら自分の部屋に入るも、彼はすぐに表情を強こわばらせた。

　部屋の違い和わ感に、一目で気づいた。ベッドにかけた毛布の崩くずれ方が、出かける前と違う。部屋中に散らばった漫まん画が雑誌や目覚まし時計の配置も、微び妙みように変化していた。

　蓮次のいない間に、何者かが部屋に入ったのだ。

　しかも──その形けい跡せきを、隠かくそうとしている。

　犯人の心当たりは、一人しかいなかった。

「あ、あのクソ兄貴……」

　足あし下もと、いや一階にいる長男を睨みつける。

　こっそり部屋に忍しのび込むなど、家族以外にできるはずがない。父は部屋に寄りつかないし、母なら堂々と勝手に片付けるだろう。妹にいたっては、この空間を〝地じ獄ごく〟と呼んで避さけている。残すところの容疑者は、一人しかいない。

　救務庁に入った翔一は、蓮次をレイダーと疑っているようだった。

　疑われるようなヘマをした覚えもないのに、なぜか急に蓮次を疑いだしたのだ。

　この部屋に証しよう拠ことなるものは置いていないが、怒りがこみ上げる。

「とうとう、こんなことまでするようになりやがったか……」

　突然、恋人との食事を口実に帰省したのも、蓮次の尻尾しつぽを摑むために違いない。

　自信家の兄にしては、手口がせこい気もするが──それだけ疑われているということなのだろう。今すぐにぶん殴なぐりに行きたいところを、ぐっと堪こらえる。

　アリバイ作りのための恋人役探しという任務は、保留となった。

　今は翔一の疑いの目から避けるよりも、重要な任務が与あたえられたばかりだ。

「今は、お前に構ってるヒマはないんだよ……！」

　片付けるフリをしつつ、盗とう聴ちよう器やカメラを仕込まれていないかチェックする。

　次なる〝クリティカル・エリア〟侵しん入にゆうのために、彼に与えられた任務。

　それは──人物調査。

　木村アルテミスの実家の探索、および彼女が使用していた〝スポット〟探しだ。

　それは最優先であり、可か及きゆう的てき速すみやかに行わなければならない。

　あの、紫むらさき色いろの人形。

〝ハーメルン〟が、あの斜しや塔とうから姿を消す前に。
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　時刻は正午を回ったところのはずだが、その世界には太陽も雲もなかった。

　半はん壊かいした巨きよ大だい施し設せつのてっぺんに、一人の女性が佇たたずんでいた。

　彼女が立っている地は、かつては東京と呼ばれていた。もっと正確に言うなら墨すみ田だ区という地域で、足下にあるのは両りよう国ごく国こく技ぎ館かんという名所でもあった。

　二年前までは、だ。

　数々の歴史を残してきた施設も、今では屋根の半分が崩れ落ち、見る影かげもない。

　国技館だけではない。見み渡わたす限りの全すべてが老ろう朽きゆう化し、荒こう廃はいしていた。人の気配はなく、地面も荒あれ果てている。人類文明から切り離はなされ、数百年が経過したかのようだ。

　変わり果てた都心には薄うすい紫色の霧きりが立ちこめ、そこら中から不ふ穏おんな気配を感じた。

　人類を攻こう撃げきするために息を潜ひそめた獣けもの、クリプテッド。

　人類を虐ぎやく殺さつするためだけに存在する人類の敵、ＥＯＭ。

　当時、そこにいた人類を消し去り、図ずう々ずうしくも怪かい物ぶつどもが取って代わった世界。

　東京厄襲という悲劇に蹂じゆう躙りんされて以来、その地はこう呼ばれるようになった。

〝クリティカル・エリア〟と。

「……」

　国技館跡あとの屋根の上で、彼女は忠実に自らの使命をこなしていた。

　持ち込んだのは、物々しいミサイルランチャー──ではない。太い三さん脚きやくで支えた、デジタルカメラである。大たい砲ほうのような望遠レンズは北北西に向けられていた。

　無言で角度を調整する彼女の風ふう貌ぼうは、カメラ以上に異様だった。

　身体からだにフィットしたスーツの上から巻き付けているのは、大量のベルトだ。伸しん縮しゆく性のあるそれらは、スポーツ工学を学ぶ彼女が独自に考案した一種のサポーターだ。人工筋肉ともいえるそれらは、筋力の足りない彼女の動きを助け、強化してくれる。

　肩を覆おおう小型のマントには、小さなポケットがついている。手に入れた変身ショットを挿そう入にゆうするためのものだ。頭に装着した改造ヘルメットは可動式のマスクと変声機が備わっているだけではなく、モノトーンに染めた孔く雀じやくの羽が何本も貼はり付けられている。

　完かん璧ぺきなプロポーションをした、鳥ちよう人じん。

　常人なら、その異質すぎる姿を見て、ぎょっとするだろう。

　それが狙ねらいだ。クリプテッドやＥＯＭはともかく、敵対的なレイダーと遭そう遇ぐうした時、その一瞬こそ彼女が逃げる、あるいは先手のショットを射つための隙すきを生んでくれる。

「……指定の地点を観測しました」

　彼女はカメラを操作しながら、口元に小さな棒を寄せた。

　色とりどりのビーズでデコレーションした、ＩＣレコーダーである。まるで女子高生のスマートフォンのように装そう飾しよくしたそれに向かって、鳥人が音声を吹ふき込む。

「指定地点──スカイツリー」

　レンズに映し出されたのは、荒れ果てた大地にそびえる一本の斜塔。

　かつてスカイツリーと呼ばれた電波塔とうである。

　先せん端たんが折れ、塔そのものも傾かたむいた成れの果てを撮さつ影えいしながら、呟つぶやく。

「目標は失跡ロスト。繰り返します、目標は失跡」

　撮影と録音は、素す早ばやく行わなければならない。

　運良く、この撮影地点に辿たどり着いた。

　運が良ければ、無事に元の世界に戻もどることができるだろう。

　彼女のレイダーとしての経験は浅くないが、人間である以上──長居するだけ、生せい還かんできる可能性は小さくなる。

　それが、この〝クリティカル・エリア〟という世界だ。

「〝疑わしきＥＯＭ〟──〝ハーメルン〟は、いません」

　鳥人が構えたカメラのレンズには、塔の中腹が映し出されていた。

　何もない。誰だれもいない。

　破壊された展望台の跡には、動く影が全く見当たらなかった。

「〝ハーメルン〟は、すでにスカイツリーから消えました」

　人類を拒きよ絶ぜつする世界に、鳥人の機械的な声が響ひびいて消えた。
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「〝ハーメルン〟が、スカイツリーにいない!?」

　休日の午前中、とある河か川せん敷しき。

　人通りどころか車すら滅めつ多たに通らない、寂さびれた橋の下に蓮れん次じの声が響いた。

「確かなのか、カナ？　情報源は？」

　汗あせだくになったＴシャツ一枚姿で、スマートフォンに問いかける。

『パトロンよ。彼らは私たち以外にも、子飼いにしてるレイダーがいるの』

「そんな……あれから、まだ二週間も経たってないんだぞ？　ガセネタじゃないのか？　今まで二年間、浅草にいたのに……」

『望遠レンズを通した撮影画像を貰もらったわ。スカイツリーっていう高所にいるからこそ、現地まで行かずに遠くから撮影できたのね。確かに展望台の上には……何もいないわ』

　絶句する、蓮次。

　滝たきのような汗すら引きつつある彼の背後では、一人の男性がバケツで川の水をすくっていた。頭から水をかぶり、だらしなく伸のびた金きん髪ぱつと無ぶ精しようヒゲを洗う。

『展望台にいないだけで、まだ浅草にいる可能性はあるわ。でも私は別の場所に移動したんだと思う。ＥＯＭ特有の〝徘はい徊かい〟行動から、〝移動〟期に移った可能性が高いわ』

「……ＥＯＭの中でも、特にヤバイ奴やつは縄なわ張ばり意識が強い。普ふ段だんは一定範はん囲い内をウロウロしたりジッとしてるだけのくせに──」

『大規模な戦せん闘とうなんかで周囲の環かん境きようが大きく荒らされると、別の場所へ移動することがある。〝ハーメルン〟もそのタイプだとしたら……浅草に留とどまっているとは思えないわ』

「俺たちが攻撃したせいか……！」

　やはり、あの時に完全に〝ハーメルン〟を倒たおすべきだった。

　それが不可能だったからこそ現状があるのだが、後こう悔かいの念がやまない。

　目標の所在が判明しており、変身ショットも潤じゆん沢たく。邪じや魔ま者もおらず、蓮次と人工衛星ヒマワリという二人で一つの〝アングリィ〟が揃そろっているという状じよう況きよう──。

　比ひ喩ゆではなく、あれが千せん載ざい一いち遇ぐうのチャンスだったのだ。

「俺たちは、また……〝ハーメルン〟を探すところから始めなきゃいけないのか」

　浅草にいると見込んだ状態で、実際にそこまで辿り着くのに二年間を要した。

　消えたＥＯＭを探すところから再出発したら──どれほどの時間がかかるだろう？

『そうならないために、今回の私の任務があるのよ』

　叶方かなたが言う。その低い声が、彼女の任務の困難さを物語っていた。

『救務庁は〝ハーメルン〟を監かん視ししてた。今回もきっと行方ゆくえを追ってるはず。きっと〝ハーメルン〟の居場所を知ってるわ。私が必ず──救務庁との繫がりコネクシヨンを作ってみせる』

「でも……やっぱり、危険じゃないか？」

『あなたが言い出したんでしょ。動くなら──実際、今しかないわ。救務庁が体制強化で構造改革中なのを逆手にとって、ドサクサで接せつ触しよくするしかないのよ。新しい地じ盤ばんが固まってからじゃ、二度と潜もぐり込めなくなる』

「……そうだな。気をつけろよ」

『そっちも、しっかりね』

　通話を終え、蓮次は空を仰あおいだ。

「〝ハーメルン〟が、いない……」

　予想外の事態だ。

　このままでは〝クリティカル・エリア〟に侵入すること自体が意味を失いかねない。

　たとえ〝スポット〟をくぐってエリアに入ったとしても──そこから東西南北、どちらに最初の一歩を踏ふみ出せば良いのかすら分からないのだから。

「終わったか？」

　途と方ほうにくれる蓮次に、金髪の白人男性が英語で呼びかけた。

「さっさと済ませよう……俺は眠ねむいんだ」

　ぼさぼさに伸ばした前まえ髪がみの隙間から、青黒い瞳ひとみが蓮次を睨にらんだ。二メートル近くある巨きよ体たいのせいで、どこかで拾ったというジャージも裾すそが足りていない。手ぶらでゆらゆらと動く動作は、今日も酒が入っているからだろう。

「オ……オーケー、キース」

　蓮次は下手な英語で応こたえ、前ぜん傾けい姿勢で構えた。相撲すもう取りのように脚あしを広げ、左の拳こぶしを急所の喉のどの前に置き、右手にはナイフのレプリカを握にぎりしめる。

「ふん……」

　金髪の男性、キースがゆらりと腰こしを落とした。

　手ぶらながら、蓮次とそっくりの構え──否いな、こちらがオリジナルの構えをとる。

　蓮次と叶方は、元は傭よう兵へい部隊の兵士だったという彼に近接格闘や生存術の指導を受けていた。叶方が言うには、パトロンの一人である暴力団幹部から紹しよう介かいされたらしい。その幹部が用心棒として雇やとったものの、〝問題〟が多すぎて扱あつかいに困っていたそうだ。

「──ッッ！」

　蓮次の頭があった空間を、暴風が通り過ぎた。

　大砲で丸太を発射したような、前蹴けり。ほんのひとっ飛びで顔面に襲おそいかかったそれをまともに喰くらえば、蓮次の顔はぐしゃぐしゃ、頸けい椎ついまで破壊されて即そく死しだろう。

　間一髪、蓮次は大きなブーツを避さけるも、怖こわいのはここからだ。

　体勢を崩くずした蓮次に向かって、キースの長い腕うでが伸びた。

「うおおっ……！」

　蛇へびのようにしなって迫せまる太い腕から、不格好に身をよじって逃にげる蓮次。

　あの腕に捕つかまったら、その時点でゲームオーバーである。

　強ごう引いんに引き寄せられ、ドス、ドス、ドス──本来はナイフを持っているはずの右拳を、あっという間に急所に叩たたき込まれる。

　あるいは転ばされて、顔面を分厚いブーツで踏みつぶされる。

　蓮次が今までにそれを喰らった回数は、百回では済まないだろう。それでも蓮次が今も生きているのは、こんなアルコール依存症者でも手加減というものを知っているからだ。

　本気を出すまでもない子供扱い、とも言うが。

「……お前は、本当に才能のないガキだよ」

　地面を転がって距きよ離りを置く蓮次を、キースは追撃しなかった。

「銃じゆうは使うな。持つな。射撃は反復行動だ。いくら訓練を重ねたところで、どんな状況でも決まった射撃体勢をとるという真ま面じ目めさが、お前にはない……もう一人のガキと違ちがってな。距離がある状況で敵に見つかったら、逃げろ。隠かくれろ。お前に勝ち目はない」

　ブツブツと語られる英語の半分も、蓮次は理解できない。

　師事しているとはいえ、このキースという男は基本的なことは何も教えてくれない。蓮次たちはただ彼の攻こう撃げきを避けつつ、その動きを真似まねるしかなかった。

「ふっ……！」

　呼気とともに、今度は蓮次からキースに迫る。

「近づいても、防ぐな。受けるな」

　フェイントを混ぜて繰くり出した喉への突つきも、キースにあっさりとかわされてしまう。

　カウンターで繰り出された男の手を、身を仰のけ反らせてかわす。バランスを崩した蓮次の脚を狙った蹴りを、跳ちよう躍やくして避ける。快速列車が通り抜ぬけたかのような風圧を受けながらも、蓮次は空中でキースの肩かたを蹴った。

　ダメージを与あたえることが狙いではない。蹴った反動で、相手から離はなれるためだ。

　体重差がありすぎて、蓮次からしてみれば熊くまを相手にしているようなものだ。キースの攻撃を避けるためには、否いや応おうなくアクロバティックな動きを強しいられることになる。

「どうせ、お前より体重の軽い敵などいない。防いだり受けたりしても、体勢を崩すのはお前のほうだ。相手が有利なまま、お前は死ぬまで攻撃を受け続けることになる。お前より体力のない敵も、どうせいない。長期戦も、お前ごときには勝ち目はない」

　距離をとり、キースと対たい峙じする蓮次。

「きれいなストレートやフックの練習も無む駄だだ。お前みたいなガキのパンチ一発で倒れるような敵は、戦場にはいない」

　その台詞せりふくらいは、英語の勉強もしている蓮次には理解できた。

　キースの言う通りである。

　あちらの世界には、蓮次のパンチで倒れるような敵はいない。ＥＯＭは話にならないとしても、クリプテッドや敵対的なレイダーですら一発で殴なぐり倒すのは不可能だろう。

「弱いお前がやるべきことは、単純だ。避けろ。敵の攻撃に当たるな」

　蓮次が振ふるったナイフを、キースが容易にかわした。一いつ瞬しゆんだけ体勢を崩した男に、左手で摑つかみかかろうとするも──それもあっさりと避よけられる。

「避けて、摑んで、グサ、グサ、グサ、だ」

　逆にキースに摑まれそうになるが、かろうじて蓮次も避ける。

「避けて、摑んで、グサ、グサ、グサ。──一度だけナイフを当てても、お前の腕では、どうせ殺しきれない。相手を摑んで、狙ねらいを定めて、確実に急所を攻撃しろ」

　避けたと思ったが、それはフェイントだった。

　蓮次がハッとした時には、すでにキースのもう一方の手が彼の襟えりを摑んでいた

「ぐほっ……！」

　グサ、グサ、グサ、どころではない。

　まるで散さん弾だん銃じゆうのような連続攻撃が、蓮次の左胸を襲っていた。とっさに腕で防いだものの、腕を通して胸──いや、身体からだ全体がバラバラになりそうな衝しよう撃げきが突き抜ける。

「そして素す早ばやく次の敵に向かえ。一対一で戦うこと自体、戦場ではほとんどない」

　言葉通り、ゴミのようにポイッと投げ捨てられる蓮次。

「うっ……ぐぅっ……！」

　肺がパニックを起こし、呼吸ができなかった。地面の上をのたうち回る。

　またも、キースの言うことは正しかった。

　エリア内では、特に犬型のクリプテッドは群れで行動することが多い。そんな時、この酔よっ払ぱらいの教官の教えのおかげで生き残ったことも一度や二度ではなかった。

「もう来るな、と女のほうに言ったはずだぞ。酒とメシを置いて、さっさと消えろ」

　言い放ち、蓮次に背を向けるキース。

　これまでならば、これで今日のトレーニングは終しゆう了りようだ。

　しかし──蓮次は男の背中を睨みつけ、ゆっくりと立ち上がった。

「……」

　ダメージのせいで膝ひざが笑っていたが、動けないほどではない。ナイフを構える。

「──不意打ちを狙うなら、せめて自分の身を隠してからにしろ」

　あっさりと気配を悟さとられた。キースが振り返る。

「しつこいぞ。本当に──殺されたいか」

「そうだ。俺は、まだ生きてるぞ……」

　殺意を宿す男の目を、蓮次は真正面から睨み返した。

「それに──今日は随ずい分ぶん、べらべらとよく喋しやべるな」

「……」

「そんなアンタは、はじめてだ。今までのアンタじゃないなら──勝てる」

　キースは本来、もっと無口な男だ。

　それに先ほどの攻撃も、若じやつ干かんだが今までと比べて甘かった。いつもの彼の攻撃ならば、蓮次は酸欠状態になって悶もん絶ぜつしていただろう。

　重度の酔っ払いで性格も悪いが、強い。

　そんな男が見せた小さな変化は──付け入る隙すきに他ほかならなかった。

　蓮次は地面を蹴った。左右のフェイントを織り交ぜつつキースの間合いに入り──。

「──救務庁の人間が、ここに来た」

　ぎくり。

　キースの放った一言に動どう揺ようし、蓮次の身体が一瞬強こわばった。

　元傭兵の男が、その隙を見み逃のがすはずがなかった。

　気がつくと蓮次の視界が、電車に乗っているかのように真横に平行移動した。キースの横蹴りが彼の脇わき腹ばらに命中したのだ。──自分でも無意識のうちに腕で防いでいたが、それでも軽々と数メートルもの距離を吹ふっ飛とばされる。

「んんんっ……！　んぐぐっ……！」

　軋きしむ肋ろつ骨こつを押さえて悶もだえる蓮次を、キースが冷れい淡たんに見下ろした。

「敵に正体を知られるな。精神面を含ふくめて、お前に弱点は多い。お前が何者かを知る者が現れた時点で、遅おそかれ早かれ──お前は、殺される」

　救務庁というキーワードは、蓮次の油断を誘さそうためのブラフ──。

　とは、思わなかった。

　キースは社会との繫つながりを完全に絶っているし、蓮次たちが戦う理由すら聞こうとしない。当然、蓮次と救務庁という組織との関かかわりも、知らないはずだ。

「き、救務……庁が……なんで、アンタのところ……へ……！」

「お前らと同じだ。戦せん闘とうのトレーナーとしてスカウトしたいそうだ。ＮＡＴＯを通じて俺のプロフィールとキャリアを掘ほり出したと言っていたが……本当かどうかは知らん」

　蓮次は脇腹の痛みを忘れ、キースを凝ぎよう視しした。

　非常に──まずい事態だ。

　このキースという男の腕は確かだ。その腕前が救務庁の強化に繫がるのも恐おそろしいが、それ以前に、蓮次とキースは構えや動きがそっくりである。

　そのことを怪あやしんだ救務庁が、キースに蓮次たちの似顔絵でも描かかせたら──。

　他のトレーナーと違って、金に執しゆう着ちやくのないこの男に口止め料は効かない──。

「……どうやら、お前たちと救務庁という連中は、何やらあるようだな」

　キースが蓮次を見下ろし、言った。

「その目つき。いざとなれば、もう一人のガキと二人がかりで……俺を殺そうとでもいうつもりか？　口くち封ふうじしたいのか？」

「……」

　蓮次は答えなかった。

　だが、一瞬──叶方と二人、〝クリティカル・エリア〟探たん索さく用の完全武装をした状態で、この場に舞まい戻もどる光景が脳のう裏りをよぎったのは確かである。

「お前は、本当に才能がない。酷ひどいものだ。だが唯ゆい一いつ、クレイジーなところは──狂くるった世界なら、そこでだけは役に立つのかもしれない」

「……」

「俺が告げ口することはないから、安心しろ。人間同士の恨うらみ辛つらみは、うんざりだ」

　重苦しい嘆たん息そくを残し、キースが蓮次に背を向けた。

「面めん倒どうごとが増えてきたな。そろそろ、ここも潮時か……」

「えっ……こ、ここからいなくなるのか？」

「クソみたいな戦場で学ぶことがあったとすれば、たった一つだけある」

　痛みに耐たえて上体を起こす蓮次を、キースは振り向きもしなかった。

「引き際ぎわ、だ」

　吐はき捨てるように言い、キースが段ボールで作った自宅の中に消えた。

　命の奪うばい合いに疲つかれ、戦場から逃げ、抜け殻がらのようになった元傭兵の言葉。

　それはそのまま、蓮次と叶方に対する警告でもあるのだろう。

　救務庁は、すでに次なる段階へ動き始めている。

　およそ二年間、指導を受け続けてきたトレーナーも、間もなく姿を消すという。

　世界が、変わっていく──。

「引き際……」

　蓮次は顔を歪ゆがめ、段ボールを睨にらんだ。

　どう世界が変わろうと、彼の望むものがそこにないかぎり。

　そこに大おお郷さと夢ゆ衣いという想おもい人がいないかぎり──その新世界に、意味はないのだ。

「そんなもの──俺たちには、関係ない」

　押し殺した声で言い放った蓮次に対し──。

　三段組みの段ボールは、沈ちん黙もくを守ったままだった。
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　酔っ払いキースとのトレーニング後、蓮次はすぐに移動を開始した。

　愛車のクロスバイクに乗り、千葉県郊こう外がいへ向かう。

　新たに与えられた、最初の任務をこなすためだ。

　市街地を抜け、住宅よりも田畑が目立つようになったところで自転車を降りる。

　タイヤの空気圧を確かめるフリをして、ポケットから小型の双そう眼がん鏡きようを取る。

「……良かった。まだ誰だれにもいじられてないみたいだな」

　ぐるりと周囲の安全を確かめてから、一本の古びた電柱を観察する。

　ありふれた電柱の根元が、一瞬だけ煌きらめいた。

　監かん視しカメラだ。

　超ちよう小型のそれは、電柱の前を動く物体を自動的に録画するよう設定されている。録画された映像はいっしょに埋うめ込んだ送信機を通じて、子機に転送される仕組みだ。

　蓮次は子機を取り出した。スマートフォンよりも小さな画面に映し出されたのは、農具を持った地元住民や大きめのカエルくらいしかない。

「ナンバー01映像、異常なし」

　蓮次は呟つぶやき、再びクロスバイクに乗った。電柱の前を通り過ぎる。

　大型の車両──たとえば救務庁の調査部隊を乗せた輸送車などが、この先の山間部へ向かうためには、この道を通るしかない。だが、それらしき姿は録画されていなかった。

　わざと下手くそな隠かくし方をしたカメラも、誰かにいじられた形けい跡せきはない。

「ナンバー02映像、異常なし」

　同じくカメラを隠した自動販はん売ばい機きのそばを通りながら、子機の映像を確かめる。

「ナンバー03映像、異常なし」

　カメラ自体を少しでも動かしたら、指定したアドレスに警報が送信される機能も備わっている。一台の価格が安い中古車に匹ひつ敵てきするそれが、周囲に二十台ほど設置してある。

「──ナンバー09映像、異常なし」

　上り坂の途と中ちゆうで、蓮次は竹林に入った。

　細い道を上っていくと、小さな空き地と小屋が現れた。

　ぱっと見では、タケノコ採りのための物置小屋といった感じだ。実際、そのために建てられたもので、かつては農具や工具などを置いた休きゆう憩けい所として使われていたのだろう。

　だが蓮次にとっては、いや、蓮次と叶方にとってはただの物置小屋ではない。

　自分たちに残された最後の希望が、ここに在るのだ。

「……」

　蓮次は自転車から降り、警けい戒かいしながら小屋の入り口を開けた。

　薄うす暗ぐらい室内に、人の気配はない。蓮次が小屋に近づいたことで、竹林の中に潜ひそんだ何者かが動き出したような気配も感じない。

　以前よりも監視カメラを増設し、警戒する範はん囲いも大おお幅はばに拡ひろげた。

　ここまで慎しん重ちようにして、ようやく蓮次は緊きん張ちようを解いた。

「──クリア」

　明かりを点つけると、小屋の内部が露あらわになった。

　すでに大部分の荷物は撤てつ去きよ済みだ。作戦会議用のホワイトボードもなければ、監視カメラ用のモニターもない。ナイフやボウガンの予備もないし、医い療りよう器具もない。

　狭せまい空間の奥に、異質な光景があるだけだ。

　蓮次の頭と同じくらいの高さに浮うかび上がった、紫むらさき色いろの霧きりである。

　不定形で先の見えないそれは、〝スポット〟と呼ばれるものだ。

　紫色の境界線に覆おおわれた〝クリティカル・エリア〟への出入り口でもある。

　あの異界へは、それをくぐり抜ぬけることでしか侵しん入にゆうすることができない。

「……」

〝スポット〟を前にしただけで、蓮次はすぐにでも飛び込みたい衝しよう動どうにかられた。

　二年間、ずっとそうだ。

　あの霧の向こうに、大郷夢衣がいる。

　実際に、蓮次は何度もそれを通って都心に侵入した。ほぼ同じ回数、あちら側で死にかけ、奇き跡せき的にも全く同じ回数だけ、こちらの世界に戻ってくることができた。

　だが、それももう終わりだ。

　今、蓮次の前にある〝スポット〟の周りには、無数の電線が張り巡めぐらされていた。

　誰かがその封印に触ふれた時点で、警報が送信されるようになっている。

「──早く、次の〝スポット〟を探さないとな」

　二年間もくぐり続けたこの〝スポット〟は、もう使えない。

　人工衛星ヒマワリ、そして木き村むらアルテミス。──この〝スポット〟の在処ありかを知る二人の人物から、いつ救務庁にこの場所が漏もれるか分からないからだ。

　蓮次は床ゆかの一部を改造して作った隠し棚たなを開け、中身を取り出した。特とく殊しゆ部隊用のスーツやタクティカルベスト、各種武器と緊急医療道具、ゴーグルと通信ケーブル──。

　最後の最後まで残しておいた、〝クリティカル・エリア〟探索用の装備である。

　残した物資を回収し、この〝スポット〟から完全に撤収すること。

　それが蓮次に与あたえられた、最初の任務だった。

「……」

　大きめのスポーツバッグに装備を詰つめ込み終えると、蓮次はもう一度振ふり返った。

　感かん慨がいにふけるような場所とは言いがたい。良い思い出どころか、大たい抵ていは死の恐きよう怖ふから逃れるために、あの霧から転がるようにして舞い戻った記き憶おくがほとんどだ。

　それに何よりも、まだ感傷にふけっていられるような状じよう況きようではない。

　蓮次たちは、まだ大切な人を取り戻したわけではない。

　この場所は、あくまで──通過点でしかないのだ。

「……ふう」

　最初の任務を完かん了りようし、自転車に乗ろうとした時だった。

　竹の間から見える空に、一条の煙けむりが立ち上っていた。

「あっちは、確か……」

　この竹林の所有者である、老婦人の自宅があったはずだ。

　蓮次はしばし考え、自転車から手を離はなした。通ったことのない細道に入り、走る。

　何らかの罠わな、とは思わなかった。

「カナには勝手な行動をとるなって怒おこられそうだけど……罠ではないだろ。俺たちを捕つかまえるためなら、あんな目立つことをしたら誘い込むどころか警戒されるだけだ」

　ブツブツと言い訳をしながら、竹林を走り抜ける。

「それよりも火事でも起こしてたら──放っておくのは後味が悪すぎる」

　実際に会ったことはないが、この山の所有者はかなりの高こう齢れいと叶方から聞いている。

　しかも一人暮らしだそうだ。何かあったとしたら、見過ごすことはできない。

　老婦人の自宅は、すぐに見つけることができた。

　竹林に面して建てられた、年季を感じさせる日本家屋だ。もう直すつもりもないのか、屋根の瓦かわらが一枚だけ浮き上がっているのが分かった。

「……ひっ」

　突とつ然ぜん、竹林から現れた蓮次を見て、庭にいた老婦人が身を竦すくませた。

「あっ──」

　竹林が思いの外、急に切れた。そのため無警戒に──叶方に見られたらぶん殴なぐられそうなほど、簡単に老婦人の前に姿を曝さらしてしまっていた。

「す、すみません。怪しい者じゃ……」

　しどろもどろに説得力のない第一声を放ち、手で顔を隠す蓮次。

　驚おどろく老婦人の目の前に、問題の火元があった。

　ただの焚たき火びである。

「そ、その……もし火事だったら大変だと思って……」

　言い放ち、その場を去ろうとしたが、思いとどまる。

　これでは本当にただの不ふ審しん者だ。強ごう盗とうと思われて警察に通報でもされたら、まずい。

「あの、俺、本当に怪あやしい人間じゃなくて、カナと……あ、ええと、あの小屋で──」

　顔を見られないよう俯うつむきながら、どう説明すれば信用してもらえるか悩なやむ。

「だから、通報とかはしないでもらえると……」

「……ああ、アンタなのかい」

　老婦人が納なつ得とくした様子で胸をなで下ろした。──できるかぎり無用な人間関係を築かないためにも、彼女との接せつ触しよくは叶方だけがとっていた。蓮次と彼女は初対面のはずだ。

「あの子が言ってた、間の抜けた相棒ってのは」

　叶方らしい説明だが、怒ることはできなかった。

　今の状況は、その紹しよう介かいと百パーセント合がつ致ちしている。

「心配してくれたのなら、どうもね」

　そう言って、老婦人が蓮次から顔を背そむけた。

「ご覧の通り、葉っぱを燃やしてただけだよ。分かったら、もう行っとくれ」

　小屋の使用許可を得たものの、歓かん迎げいされているわけじゃないと叶方が言っていた。老婦人からしてみれば、蓮次たちは不審者よりも胡う散さん臭くさい存在に違ちがいない。

「は、はい」

　素す直なおに退散しようとしたが、またも思いとどまる。

　どうせ、もう見つかってしまったのだ。一言くらいは言い残しても良いだろう。

「あの……今まで、ありがとうございました」

　老婦人に向かって深々と頭を下げ、今までずっと伝えたかったことを口にする。

「あそこを使わせてくれたおかげで、俺は……俺たちは、戦えるようになりました」

　様々な人に嫌きらわれ、今も多くの人を裏切り続けている。

　そんな自分が、心からの感謝とともに頭を下げるのは──一体、いつ以来だろうか？

「あそこが使えなかったら、俺たちは何もできなかった……どうすることもできなくて、苦しくて……周りに当たり散らすだけのクズになってた……と思います」

「……」

「今も大して変わらないけど……こんな命でも、戦うために使えます。まだ──人間で、いられます。本当にありがとうございます」

　大切な人を犠ぎ牲せいにしたくせに、のうのうと安全な世界で暮らす。

　そんな気が狂くるいそうな日々が、あと一ヶ月でも続いていたら──。

　自分が正気を保っていられたという自信がない。

「もう、たぶん……二度と、あそこには戻もどってきません。ちょっとまずい状況で……いつ俺たちの正体がバレるか分からないから、逃にげて別の場所を探します」

　頭を下げたまま、言う。

「今まで、お世話になりました。……あ、いや、お世話になったら、まずいんだった。もし救務庁が来たら、俺たちとは何も関係ないって──」

「あの子の弟は、見つかったのかい？」

　そっけなく老婦人が尋たずねてきた。

　蓮次は一いつ瞬しゆん、押し黙だまった。叶方の中で弟のことはデリケートな部分だ。それなのにあの少女が、眼前の老婦人に事情を明かしていたことが意外だった。

「……この前、帰ってきた数百人の中にはいませんでした」

「……」

「俺の……取り戻したい人も」

　顔を上げた蓮次に対し、老婦人は決して振り向こうとしない。

「あの子にも同じことを言ったけど……あんたらがやらなきゃいけないことなのかねえ」

「えっ？」

「救務庁ってところに任せておけばいいじゃないか。この前も、たくさん助け出してくれたんだろ？　あんたらの弟なんかも、帰ってくるのを待てばいいじゃないか」

「……」

「戦う、だなんて……もう、そんな時代じゃないだろう。子供が危ない場所に行かなきゃいけないなんて、戦時中でもあるまいし」

「──いえ」

　なるべく穏おん便びんに去りたかった。

　だが、そう言われたら、蓮次は──気き遣づかってくれる老婦人に言い返さざるを得ない。

「俺たちしかいない……俺たちじゃなきゃ、ダメなんです」

　救務庁は本気で失しつ踪そう者を取り戻そうとはしていなかった。

　それに加え、あのＥＯＭ──〝ハーメルン〟に敵かなう人間などいない。

　消えた人々を取り戻すことができるのは、〝ハーメルン〟と同じＥＯＭである〝アングリィ〟を宿した蓮次と──彼を宿敵の元へと必ず導いてくれる叶方しかいない。

「俺たち以外には、絶対にできない……！」

　拳こぶしを握にぎりしめる蓮次を見もせずに、老婦人が火かき棒で焚き火をつつく。

「あんたらにしか、できないのかい。でも、そうなると……この前、たくさんの人が帰ってきたのも、あんたらのおかげってことになるね」

　ぎくり、と蓮次は顔を強こわばらせた。

「い、いえ──」

　うわずりそうになった声を抑おさえ、言う。

「俺たちじゃ、ありません。あれは──救務庁がしたことです」

「そうかい」

　ダメだ。蓮次はどうしても感情が表に出てしまう。

　ボロが出る前に去ったほうが良さそうだ。

「それじゃあ、俺はこれで……」

　背を向けようとした蓮次に向かって、老婦人が言った。

「ありがとうね」

　一瞬、何を言われたのか分からなかった。

　蓮次は数秒ほど立ち尽つくし、振り返る。

「……えっ？」

「あんたらみたいなのは、もし誰だれかを助けても、そうと言えないんだろう？　今も後も、コソコソとして、誰かを助けてもありがとうなんて言われないんだろう？」

「……」

「でも、あんたとあの子は、絶対に助けるんだって言う」

　焚き火をいじくりながら、蓮次のことを見ようともせずに老婦人が呟つぶやいた。

　そこに至って、ようやく彼女が蓮次を見ない理由が分かった。

　蓮次たちのことを、毛嫌いしているのではない。

　蓮次と叶方が素顔を覚えられたくないことを、彼女は知っているのだ──。

「だから、もし本当に助けられたら……その人らの代わりにね」

「──」

「ありがとうね」

　もう一度、老婦人が言った。

　老婦人と失踪者たちには、何の関係もない。

　蓮次は、おそらくは叶方も、誰からも感謝の言葉など求めたことなどない。

　それなのに、彼の胸が急に詰まり──。

　そっけない一礼を残して、足早にその場から立ち去ることしかできなかった。

「──違う」

　胸を押さえながら竹林の中を走る自分は、今、どんな顔をしているのだろう？

　歯を食い縛しばっても、胸にこみ上げた衝しよう動どうが止まらない。

「俺は……そんなんじゃ、ない……！」

　自分の目元が熱くなるのを、感じた。

　──ありがとう。

　蓮次が小学生だった頃ころに見た、大郷夢衣の笑え顔がおが脳のう裏りをよぎった。

「俺は、ゆー姉が帰ってくればいいんだ……他ほかの奴やつらを助けたのなんて、ただの──」

　偶ぐう然ぜん。そう、たまたまにすぎない。

　誰からも嫌われ、誰をも欺あざむいて、幼なじみの大郷夢衣を助けることだけを考えてきた。

　それ以外の人間など、どうでも良いのだ。

「他の誰かに、ありがとうなんて言われるためじゃ……」

　やはり蓮次は、メンタルトレーニングが足りないのだろう。

　ほんの一言、年老いた女性に不意を突つかれたくらいで──。

　気づきたくもない。

　いや、ずっと考えようとしなかった、余計な事実に気づいてしまった。

「だって俺しか、ゆー姉を助けられないんだ……！」

　感謝などいらない。名めい誉よもいらない。

　蓮次は大郷夢衣だけを助けられればいいのに──。

「……ゆー姉以外の人も、みんな……俺にしか、助けられないのか……？」

　竹林を突き進む蓮次の心中は、乱れに乱れて──。

　自分の双そう眸ぼうから、涙なみだがこぼれていることにも気づかなかった。
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　今まで使ってきた〝スポット〟を放ほう棄きした以上、次にすべきことは決まっていた。

　必然にして、最重要の任務。

　新たな〝スポット〟の入手である。

「このへんなら、なんとか日帰りで来られるな。北海道とかじゃなくて良かった」

　夏休み前の、最後の休日。

　蓮次は愛車のクロスバイクで埼玉県まで遠出していた。

　目的地から最も近い駅の駐ちゆう輪りん場じように、自転車を停とめる。最低限の装備だけを斜ななめがけのショルダーバッグに詰つめ込み、変装用の眼鏡めがねをかける。眼鏡の縁ふちには飾かざりのビーズを装よそおった超ちよう小型の録画用レンズが仕込まれていた。Ｂ級のスパイ映画のようだが、本当に海外の諜ちよう報ほう機関が使用している最新型だそうだ。

「まあ、北海道や沖縄だったら、それはそれで観光してみたい気もするけど……」

　蓮次は地元の住民を装いながら、とある住宅街を歩き出した。

　古い家、建て増しした家、新築の家が入り交じった下町である。駅から近いため、長く居着く古株から、通勤のために新居を購こう入にゆうした新参者まで住民層は幅はば広ひろそうだ。

「……」

　買い物帰りの母子とすれ違い、さりげなく顔をそむける。

　キョロキョロしては目立ってしまう。蓮次は視線だけを動かして周辺状じよう況きようを探る。

　平屋の家屋が多いのが、蓮次としては有り難がたかった。

　緊きん急きゆう時には、平屋の屋根を走って逃げられそうだ。そんな事態には陥おちいりたくないが、もし救務庁に見つかった場合、逃とう走そうルートの選せん択たく肢しは多いにかぎる。

「ここまで救務庁らしい人間は見かけないな……そろそろか」

　蓮次は十字路の歩道を歩きながら、左右を確かく認にんする。

「ＲＥＣレツク」

　左を向いた時に呟き、すぐにまた前方に向き直る。

「ＳＴＯＰストツプ」

　また呟き、そのまま直進する。

　ついでに何カ所かで同様の動きをしてから、スマートフォンを取り出す。

　歩道を歩きながら、危なっかしい歩きスマホをする若者──を装い、盗とう撮さつ用の眼鏡から自動的に転送された録画映像を確認する。

「……けっこう良い家だな。木村さんって、実はお嬢じよう様さまだったのか？」

　先ほどの十字路で撮さつ影えいした録画映像だ。道路の先に、大きな邸てい宅たくが映っていた。

　殺さつ人じん鬼き、木村アルテミスの実家である。

　蓮次がこの地にやって来たのは、木村アルテミスという少女を調べるためだ。

　その実家を見つけるのは、簡単だった。特とく徴ちよう的な名前をネットで検けん索さくしただけで、とあるミッション系高等学校の合唱部によるコンサートの記録がヒットしたからだ。

「まあ、あの名前が本名だったことが一番の驚おどろきだったけどな……」

　蓮次のパートナー曰いわく、木村アルテミスはたくさんの変身ショットを隠かくし持っていたらしい。〝クリティカル・エリア〟の秋葉原ＵＤＸで、これ見よがしに見せつけていた百本を超こえるショットも、そのほんの一部に違ちがいないと彼女は睨にらんでいた。

　あの女性ならば、確保している〝スポット〟も一つだけではないはずだ。

　なぜなら、普ふ通つうに探しても簡単には見つからない稀き少しような〝スポット〟も、確実に見つけ出すことができる方法があるからだ。

　それを使ってエリアにやって来たレイダーを見つけ出し、交こう渉しようするのである。

　その交渉の方法は様々だが、あの殺人鬼ならば──。

　にっこりと笑ってお願いするだけでは、済まないだろう。

「──あれだけ殺しまくって、ショットを奪うばいまくってたんだ」

　蓮次は映像を操作しながら、低い声で呟いた。

「〝スポット〟だって、木村さんはいくつも乗っ取ってきたに決まってる」

　他のレイダーから、奪い取る。

　それが〝スポット〟の確実な発見方法である。

　これまでの蓮次と叶方ならば、決して取らなかった手段でもある。すでに好条件の〝スポット〟を確保していたし、余計な恨うらみを買って敵を増やす必要がなかったからだ。

　だが、今は違う。

　蓮次たちは唯ゆい一いつの〝スポット〟を失ったも同然だし、奪う相手はあの殺人鬼である。

〝スポット〟を横取りすることに、何の躊躇ためらいもない。

「木村さんが隠し持った〝スポット〟を奪えれば、任務完かん了りようだ。木村さんに場所を知られてることに変わりはないけど、せめて貯ため込んだショットだけでも確保できれば……」

　レイダーにとって、〝スポット〟は生命線である。

　木村アルテミスも、そう簡単にその在処ありかを吐はかないはずだ。秋葉原ＵＤＸでその一つを垣かい間ま見たかぎり、殺人などの証しよう拠こも残っていそうだった。わざわざ自分から余罪を増やすような真似まねもしないに違いない。

　そして彼女が抱かかえた〝スポット〟のそばには──蓄たくわえた変身ショットがあるはずだ。

　蓮次と叶方が今、最も欲しいものが〝スポット〟と変身ショットである。

　その両方が手に入るかもしれないのならば──百の危険を冒おかすだけの価値があった。

「車庫のシャッターが閉まってて中が見えないのは怖こわいな。玄げん関かんは綺き麗れいに掃そう除じされてる。この塀へいの作りだと、忍しのび込むことさえできれば周りの家からの目は気にする必要なさそうだ。〝スポット〟の手がかりがあるとしたら、やっぱり木村さんの自室だよな……」

　木村アルテミスの表面的なプロフィールは、すでに下調べが済んでいた。

　本人以外の家族が全員失踪してしまった、薄はつ幸こうの優等生。

　その正体が凶きよう悪あくな大量殺人犯だったとは、周囲の誰も気づかなかったようだ。

「──ん？」

　エリア内での木村は、大だい胆たん不敵だった。自分が誰かに負けるとは思いもしなかったのだろう。それだけに油断し、レイダー活動の手がかりを周囲に残しているかもしれない。

　そう期待した蓮次だが、映像に映り込んだ違い和わ感に気づく。

「通りの奥に見える、このワンボックスカー……」

　路上駐車した大型の自動車を拡大する。

「かなり車体が沈しずんでる。中に誰か、いる……一人や二人じゃない──」

　蓮次はハッとして、他にも録画した映像を確認する。

「木村さんの家が見えるアパートの部屋が、いくつか……同じ幅だけ開いてる。拡大したら望遠レンズみたいなものも……！　誰かが張り込んで、監かん視ししてるのか？　ということは、あの車は移動型の中ちゆう継けい基地──」

　歩きスマホをする蓮次の全身から、冷ひや汗あせが噴ふき出した。

「救務庁か！」

　国家機関でもなければ、これほどの監視態勢を敷しくことはできないだろう。

「あ、危なかった……！　あの近くで何秒か立ち止まっただけでも、きっと拘こう束そくされて、事情聴ちよう取しゆを受けてた……！」

　平静を装うが、無意識に木村家から遠ざかる足の速度が増してしまう。

「落ち着け、こうなるのは想定内だったはず……木村さんは犯罪者だ。当然、実家は調査されたり封ふう鎖さされても、おかしくはない……」

　片手で口を隠しながら、自分で自分に言い聞かせる。

「でも、あれは何だ？　調査なんかじゃない──明らかに、待ち伏ぶせだ。木村さん以外の何者かが、あそこに来ることを想定してるのか？　一体、誰を？　木村さんの仲間か？　でもカナの分ぶん析せきじゃ、木村さんに仲間はいないって……そうだ、あんな気まぐれで人を殺すような奴と組む奴なんて、いるわけない」

　ブツブツと呟く蓮次の脳裏に、叶方の言葉が蘇よみがえった。

　──あの人は、〝アングリィ〟を知ってる……！

　木村と救務庁が手を組む理由として挙げた、最悪の予想を思い出す。

「──俺……か？」

　木村アルテミスは、蓮次に執しゆう着ちやくしていた。

　救務庁は、境界線を破は壊かいする可能性を孕はらんでいるレイダーを探している。

　両者が探し求める人間は同一人物で──まんまと、こうしてこの場にいる。

「木村さんが俺のことを救務庁にバラしたのか？　そして救務庁は、それを信じた。あの監視態勢は、そういうことなのか……？」

　想定以上に、木村アルテミスと救務庁の連れん携けいが早い。

「カナ──」

　パートナーの少女に判断を仰あおごうとダイヤル画面を出すが、番号を押すのを躊躇う。

「いや、ダメだ。カナは、今いま頃ごろ……」

　蓮次と同様に、叶方も自らの任務をこなそうとしている。

　それも今の蓮次以上に、危険な任務だ。少なくとも日中は連れん絡らくがとれないだろう。

「くそ……！　どうしたって、あれじゃあ木村さんの自宅に近づくのは無理だ！」

　この分では、木村アルテミスの友人関係──そんなものがあったとしても、関係者から聞き込みをするのも危険だ。すでに救務庁がマークしている可能性がある。

　任務、失敗。

　危険を承知で動き出した蓮次たちだが──救務庁によって完全に先回りされていた。

「それとも隙すきを見つけて忍び込むか？　木村さんの部屋を録画して、捕つかまる前に脱だつ出しゆつするように……いや、バカか、俺は。救務庁が調べてないはずがない。とっくに手がかりなんて残ってないに決まってる。それ以前に無む謀ぼうすぎる……」

　蓮次は子供の使いで、ここまでやって来たのではない。

　無理でした、では済まないのだ。

　ここで諦あきらめたら、そこで蓮次たちの〝クリティカル・エリア〟侵しん入にゆうは行き止まりだ。

　そうならないために、何としても次に繫つながるヒントをここで得なければならない。

「くそ……なんとか、抜ぬけ道を──いや、もうあの家に近づく意味すらないのか？」

　録画映像を繰くり返し確認する蓮次の、横。

　歩道に立つ電柱に、本来はないはずの色が塗ぬられていた。

　赤だ。

「でも、あそこ以外に、どこを探せって……学校に行ってみるか？」

　気にせずに歩いていると、今度は別の電柱に青い色が塗られていた。

　今度は、蓮次はチラリとそれを一いち瞥べつした。

　ただの落書きのようだ。治安の良さそうな地域なのに、珍めずらしい。

「さすがに学校はないか……むしろ学校なんて、一番手がかりを残したくない──」

　しばらく歩いていると、また電柱に別の色が塗りたくられていた。

　蓮次が今度ははっきりとそれを見たのは、その色が──緑色だったからだ。

　赤、青、そして緑。

　三色ある変身ショットと同じ色だからこそ、無意識にそれに視線が向いた。

「……兎うさぎ？　いや、鹿しかか」

　サインペンで殴なぐり書いたのだろう。拳こぶしくらいの大きさのマークが描えがかれていた。

「それも……頭ず蓋がい骨こつ？」

　丸みを帯びた可愛かわいくもない顔に、空くう洞どうの眼がん窩かと湾わん曲きよくした二本のツノ。

　デフォルメされているものの、それは鹿の頭蓋骨に見えた。

　趣しゆ味みの悪いイタズラだな、と思っただけで、再びスマートフォンに視線を戻もどす。

「鹿の……頭蓋骨？」

　だが、ふとパートナーの少女がしていた話を思い出した。

「木村さんがショットを使った時のホーンも、確か……」

　人間がエリア内で変身ショットを使用すると、外見も変化する。

　使用者の頭に一対の角──ホーンが生えるのだ。

　実際に見た叶方が言うには、木村が本ほん性しようをあらわした時に生やしたそれは──まるで輝かがやく鹿の頭蓋骨だったそうだ。

「……」

　立ち止まり、歩道の先と後ろを見比べる。

　赤、青、緑のマークは、一定間かん隔かくでずっと先まで続いていた。

　蓮次の口元に、苦笑が浮うかんだ。

「これも、どうせ……罠わななんだろ？」

　緊きん張ちようの汗を、首筋に伝わせながらも。

　選せん択たくの余地のない蓮次は、自転車を取りに戻るために駅に向かった。
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　救務庁の一員である証あかし、白い制服。

　二年前、彼女はそれを着て戦いたいと願った。

　だが年ねん齢れいを理由に門もん前ぜん払ばらいされ、それゆえに──レイダーとなった。

「入り口まで道は空けてあるな？　警備員は？　野次馬を入れさせるなよ」

「各カメラ、チェック済んでます。会見場もオールＯＫ」

「あと一分で開きまーす」

　一度は拒きよ絶ぜつされたはずの制服に、犯罪者となった今、袖そでを通している。

　あまりに皮肉で、身を焦こがすくらいに──悔くやしい。

　彼女だって本当は、誰だれからも隠れることなく正々堂々と、国のバックアップを受けて、大勢の仲間たちとともに〝クリティカル・エリア〟に挑いどみたかったのだ。

　決して救務庁を逆恨みしているわけではない。だが複雑な心境である。

「いい？　笑え顔がおをしっかりね。いつも以上に明るく振ふる舞まって！」

　緊張した面おも持もちの女性マネージャーが、うわずった声で言った。

　いや、明るいだけではダメだ。

　マネージャーは失しつ踪そう者の家族の気持ちが分かっていない。数百人の生せい還かん者を出した、このタイミングで望まれるのは、愛あい嬌きようを振りまくだけの芸能人ではない。

　へらへらと笑って手を振るアイドルもどきでは、国民感情を逆さか撫なでするだけだ。

　次は、もっと多くの人々を取り戻して欲しい──。

　そんな国民の期待に応こたえる、力強い象しよう徴ちようでなければならない。

「カウント入ります。十、九、八──」

　スタッフのカウントダウンが始まった。女性マネージャーが慌あわてて引っ込む。

「三、二……ＫＡＮＡＴＡさん、どうぞ！」

　声と同時に、光の奔ほん流りゆうが視界を真っ白に染めた。

　同時に──彼女は短い助走をつけ、跳とんだ。

「なっ……！　ＫＡＮＡＴＡ！」

　マネージャーの驚おどろく声を背に、光の中に飛び込む。

　救務庁の白い制服をはためかせ、スロープになった足場を飛び越こえる。

　長い髪かみをなびかせて着地したのは、舗ほ装そうされたアスファルトの上だった。〝クリティカル・エリア〟の荒あれ果てた地面とは大おお違ちがいだ。

　大勢の人々で埋うめ尽つくされた広場の中に、文字通り、降臨する。

　彼女が飛び出したのは、移動式のライブ会場としても使われる大型トレーラー。

　彼女が降り立ったのは、救務庁の本庁前広場。

　失踪者の関係者、野次馬、テレビ局あるいは政府広報担当のカメラマンなど、誰もが息を吞のむ中、彼女はゆっくりと着地の姿勢から顔を上げ──。

　ぴんと背筋を伸のばし、前を向いた。

「──」

　歓かん声せいとカメラのフラッシュが、怒ど濤とうのごとく降り注いだ。

　人類の希望を託たくされた救務庁に関かかわる人間は、特別でなければならない。

　そうでなければ、消えた人々を取り戻すことなどできない。

　失踪者の関係者ならば、そう思って当然だ。

　何よりも、他の誰でもない彼女自身が、そう望む。

「野次馬を押さえろ！　もみくちゃにされるぞ！」

　ガードマンが彼女を取り囲んだ。スタッフが懸けん命めいに人ひと垣がきを作り、野次馬を押し返す。

　彼女──弓ゆみ家いえ叶方は微び笑しようを浮かべ、急造されたランウェイの上を歩き出した。

　今の彼女は、ただの女子高生ではない。

　かといって、レイダーとしてのカナでもない。

　一流のメイクアップアーティストの手を借りて完かん璧ぺきに仕上げた、大きな瞳ひとみ。ナチュラルに見えるように、しかし光沢で魅みせる唇くちびる。ヘアオイルで艶つやを出した長い髪。

　若い世代を中心に人気を集めるヴァイオリン奏者にして、ファッションモデルやテレビ出演などの芸能活動もこなすアーティスト、ＫＡＮＡＴＡである。

「ようこそ、救務庁へ」

　庁舎前に辿たどり着いた彼女を、救務庁の長官が出で迎むかえた。

　長官の隣となりにはテレビでよく見る鍵かぎ小お野の広報官もいた。他ほかにも眼鏡めがねチェーンをかけた女性職員や──叶方が一方的に見知っている顔も、いくつか見えた。

「このたびは救務庁の広報大使を引き受けていただいて、ありがとうございます。非常に心強いですし、職員の励はげみになりますよ」

「こちらこそ、光栄です。私にできることなら、何でもさせてください」

　力強く握あく手しゆを交かわし、撮さつ影えい陣じんに向かって二人で笑顔を向ける。

　カメラのフラッシュが飛び交う中、長官が取り巻きを彼女に紹しよう介かいした。

「彼は鍵小野広報官です。広報課の課長代理でもあり、探たん索さく課も彼がまとめています」

「はじめまして、鍵小野です。お会いできて光栄です」

「こちらこそです。いつもテレビで会見してる方ですよね」

　ビジネス用の笑顔、ビジネス用の声を使って、握手する叶方。

「こちらの彼女は広報課で受付業務を担当している職員で──」

　ニコニコと笑顔で職員を紹介する長官と、ビジネススマイルで一人一人と握手を交わしていく叶方。その平和な風景を、テレビ局のカメラが撮影する。

　今を時めく芸能人、ＫＡＮＡＴＡが救務庁の広報大使に任命される──。

　その電でん撃げき報道が世間を騒さわがせたのは、ほんの数日前のことだ。

　広報大使着任のオファーは、実は叶方の所属する芸能事務所に以前からあった。

　そのビジュアルと音楽活動によって若い世代から支持を受け、かといって露ろ出しゆつ度の高い衣い装しようで踊おどるわけでもない。ヴァイオリニストとしてシックな気品を兼かね備えた彼女は、年配者からの印象も悪くなかった。救務庁が堅かたいイメージ一いつ辺ぺん倒とうから脱だつ却きやくを図はかるには、彼女はうってつけのイメージキャラクターというわけだ。

「彼は人事部の──」

　国民的アイドルになる大チャンスだ。当然、事務所はオファーに飛びつこうとした。

　だが叶方本人が、今までストップをかけていたのだ。

　断った理由は、簡単である。

　所属事務所にも秘密にしているが──叶方は、レイダーだからだ。

　エリアへの不法侵入者である彼女にとって、救務庁という組織は天敵である。

〝クリティカル・エリア〟では、ＥＯＭから逃にげ隠かくれる。

　こちらの世界では、救務庁から逃げ隠れる。

　それが叶方がレイダーとして生き残るための、絶対条件だったのだ。

「次は、そっちの若いのを。まあ若いといっても、ＫＡＮＡＴＡさんほどじゃないですけどね、はは。ほら、自己紹介して」

　だが今となっては、大きく状じよう況きようが変わった。

　救務庁が木村アルテミスと手を組み、圧あつ倒とう的な戦力でレイダーを駆く逐ちくするようになったら──レイダーは〝クリティカル・エリア〟で何もできなくなってしまう。

　そうなれば叶方も蓮次も無力になり、失踪者の奪だつ還かんは夢と消えるだろう。

　今、ここで何か返しの手を打ち、救務庁の詰つめ将しよう棋ぎを阻そ止ししなければならない。

　敵地潜せん入にゆうという最大の危険を冒おかしてでも、だ。

「はじめまして。総務課の秋あき月づき翔しよう一いちといいます」

　眼鏡をかけた二十代半ばの青年が、苦笑とともに叶方に手を差し出した。

「急に駆かり出されただけの下したっ端ぱですが、雑用なら慣れてます。必要なものがあったら、気軽に言ってください」

　甘いマスクをした人物だ。初対面だが、彼の顔は知っている。

　この人が、レンのお兄さん……テレビ映りのために連れてこられたのね──。

　パートナーの身内とはいえ、そんなことで動どう揺ようする叶方ではない。

　ない、のだが。

「うちの弟がファンです。この前、実家に帰ったら、ポスターが貼はってありましたよ」

「……」

　翔一の口から放たれた衝しよう撃げきの一言に、鉄てつ壁ぺきの営業スマイルが引きつった。

　レン……あいつ、カムフラージュにしてもそれはナシだって言ったのに！　部屋にポスターって……寝ねても覚めても、あいつに見られてるとか──。

「そ、そうですか。ありがとうございますと……弟さんに、お伝え……ください」

「あとでサインお願いしていいですか？」

　いいだろう。次に合流した時、本人の顔に直接それを殴り書いてやる。

「少し……握手が、長いようですが」

　秋月翔一のとなりにいた長身の女性が、低い口調で言った。

　長い黒髪と白い肌はだが印象的な美人である。日光の下で見ると、肌質が思ったより若々しいことに気づいた。大人の雰ふん囲い気きを漂ただよわせているが、実はかなり若いのかもしれない。

「失礼しました。はじめまして、ＫＡＮＡＴＡと言います」

　叶方はにっこりと微笑ほほえみながら、握手を要求する。

　はじめましてと言いつつ──叶方は、その女性を知っていた。初対面でもない。

「彼女は探索課の魚な瀬せ鞠まり緒おといいます。庁内はもちろん安全ですが、同性の護衛担当者として、彼女がＫＡＮＡＴＡさんをお守りします」

　鍵小野の紹介を受けて、小さな会え釈しやくとともに叶方の手を握にぎる魚瀬鞠緒。

「そう見えないかもしれませんが、優ゆう秀しゆうな探索員ですよ。達人です」

「わあ、そうなんですか。すごーい」

　魚瀬鞠緒の腕うで前まえは、よく知っている。

　つい先日、叶方は彼女に〝クリティカル・エリア〟内で殺されかけたばかりだ。

「こんなにお綺き麗れいな上に、強いなんて……やっぱり救務庁って、すごいんですね」

　叶方がおだてても、魚瀬はじっと彼女の顔を凝ぎよう視ししたまま口を開かなかった。

　早くも正体がバレたのだろうか？

　いや、それは、ない。エリアで遭そう遇ぐうした時はゴーグルとネックゲイターで顔を隠していたし、芸能人のＫＡＮＡＴＡでいる時は匂においにまで気を使って切り替かえている。一目で同一人物と露見するほど、叶方が二年間で培つちかった変声術とメイク術も甘くないはずだ。

「心強いです。よろしくお願いしますね、魚瀬さん」

　初しよっ端ぱなから候補外の正規チームに張り付かれるなんて……面めん倒どうね──。

　なかなか手を離はなしてくれない魚瀬に笑い返しながら、心中で唸うなる。

　叶方が救務庁に潜入する目的であり、彼女が達成すべき最優先の任務。

　それは──救務庁の内部で協力者を得ることだった。

「すみませーん、皆みなさんで並んだところを撮とりたいんですけど」

「ああ、はいはい。皆、並ぼうか。ＫＡＮＡＴＡさんもどうぞ真ん中へ」

　自分のファンを誘ゆう惑わくするか、弱みがありそうな職員と接せつ触しよくしてもいい。

　金で動く人間のほうが、かえって扱あつかいやすいかもしれない。

　とにかく協力者を得て、救務庁内部の動きや情報を横流ししてもらうのだ。

　何より今、知りたいのは木村アルテミスに関する情報である。あの殺さつ人じん鬼きが救務庁で、どういう扱いを受けて、どこまで秘密を明かしているのかを知らなければならない。

　そして、できることなら──人工衛星ヒマワリのことも。

　蓮次と同じ〝アングリィ〟というＥＯＭを宿す少女。彼女もまた〝ハーメルン〟から失踪者を取り戻もどすカギとして、なくてはならない重要な人物である。

「はい、撮りまーす」

　フラッシュとともに撮影された、一枚の写真。

　ことあるたびに責任をとって入れ替わる長官はともかく、探索チームの中心人物と思われる鍵小野報道官。パートナーの少年の実兄。そして正規チームの一員である魚瀬。

　まだ建物に入ってもいないのに、曲者揃ぞろいの面子メンツに囲まれた状況は──。

　叶方の任務の困難さを、最初から物語っていた。

　特に撮影のドサクサで、魚瀬が叶方の脇わき腹ばらを肘ひじで小こ突づき、ぼそりと呟つぶやいたあたり──。

「……翔一さんに色目を使わないで。見張ってるわよ」

　本当に、困難なようだ。

　その後、叶方は本庁庁舎のエントランスに設営された記者会見場に誘導された。

　長テーブルに所属事務所のチーフマネージャーと並んで座る。救務庁の長官や鍵小野らも、その横に続いた。護衛役の魚瀬が叶方の背後につき、つま先で彼女の椅い子すを蹴けった。

「……」

『それではＫＡＮＡＴＡさんの広報大使就任に伴ともなう記者会見を始めさせていただきます』

　進行役がアナウンスすると、カメラのシャッター音が響ひびき渡わたった。

　救務庁と芸能事務所、それぞれの責任者の挨あい拶さつから始まり、ＫＡＮＡＴＡという芸能人に広報大使のオファーを出した経けい緯いなどの説明がなされる。

　続いて鍵小野が、ＫＡＮＡＴＡ登用の具体的な効果を長々とアピールする。

　叶方は、退たい屈くつな声明と執しつ拗ようなつま先蹴りをものともせず、プロの微笑を保った。

『鍵小野報道官、ありがとうございました。それではこれより質問を受け付けます』

　真っ先に手を挙げた記者が進行役に指名され、席から立ち上がった。

「まずはこのたびの広報大使就任をお祝いします。おめでとうございます」

「ありがとうございます」

　叶方はマイクに口を近づけ、お決まりのやりとりをこなす。

「先ほど救務庁からは説明がありましたが、ＫＡＮＡＴＡさんご本人の今のお気持ちをお聞かせ願えますでしょうか？」

「救務庁の皆さんのことは、私個人としても心から尊敬しています。そんな皆さんの一員として迎えられるのは光栄ですし、大きな責任も感じています」

「このたびの就任は、ご本人のイメージアップにも繫つながりますよね。これまでも東京厄やく襲しゆうに関するチャリティーイベントによく参加されていますが、今回もその延長ですか？」

　いきなりのジャブが飛んできた。

　東京厄襲という悲劇をダシにして、売名行こう為いをしているのではないか？

　そんな風評は、これまでも常に彼女についてまわったものだ。

「それとも今回のオファーを受ける、きっかけがあったのでしょうか？」

　いつもなら「悲劇に見み舞まわれた人たちの力になりたいだけ」と受け流すところだ。

　所属事務所とも、そう答えるよう打ち合わせしている。

「きっかけなら……二年前にありました」

　だが今回は、これまでの芸能活動とは目的が全く異なる。

　叶方は今までのように金かね儲もうけをするためにやって来たのではない。

　あくまでレイダーとして、敵地へ乗り込んで来たのである。

「私の弟も、東京厄襲で消えた失しつ踪そう者の一人です」

　ざわっ、と記者会見場から驚おどろきの声が上がった。

　その瞬しゆん間かんの各関係者の表情を、叶方は目だけを動かして観察する。

　所属事務所のスタッフは、予定にない告白──それも叶方自身が事務所に口止めしていた秘密を暴ばく露ろしたことに驚いていた。これは予想通りである。

　息を吞のんだのは記者陣も同じだった。彼らの情じよう報ほう網もうをもってしても、その事実を知らなかったのは──両親が正式に失踪届を提出していないからだろう。

　叶方の弟、弓家奏そう汰たは難病によって余命わずかだった。親心としては生せい還かんして再び闘とう病びよう生活に戻るよりは、このまま苦しむことなく……という思いがあったのだろう。

　だが叶方はどうしても納なつ得とくできなかった。

　この世を去る前に、とびきり楽しい叶方の演奏を聴ききたい──。

　そう願った弟の、一人の人間としての尊厳を奪うばわれた。

　もしＥＯＭから彼を取り戻したとしても、本人に楽に逝ゆかせてほしかったと恨うらまれるかもしれない。そのジレンマは、今もなお消えないが──。

　たった一人の弟を見殺しにする、という選せん択たく肢しは叶方の中になかった。

　それが生前に何もしてやれなかった、出来損ないの姉にできる唯ゆい一いつのことだからだ。

「名前を奏汰といいます。もし先に生まれた私が男子だったら、そう名付けられてカナタと呼ぶはずだったと親に聞かされました。私の芸名も、そんな意味が込められています」

　叶方の突とつ然ぜんのカミングアウトに驚いていないのは──救務庁。

　下っ端という秋月翔一はともかく、鍵小野は表情一つ動かしていなかった。

　やっぱり……広報大使の身辺くらい、とっくに調査済みってわけね──。

　すでにバレているなら、無理に隠そうとするとかえって疑われる。問い詰められてから白状するのもまずい。

　失踪者の家族という立場は、レイダー行為を疑われる理由となり得るからだ。

　公表するなら、今、このタイミングしかなかった。

「それは……今まで公表なさっていませんよね？　救務庁はＫＡＮＡＴＡさんのそのような事情をご存じだったのですか？」

「いいえ、我々も初耳です。大変、驚いています」

　ポーカーフェイスで、しれっと答える鍵小野。

　身を守るのではなく、救務庁の隙すきを突くために来た以上──ここはもう戦場だ。

　一問一答、わずかな反応さえも、叶方ｖｓ救務庁の戦いである。

「なぜ今まで公表しなかったのですか？　また、なぜこのタイミングで公表を？」

「なぜ今まで……と言われれば、それが特別なことではないからです」

　叶方は真しん剣けんな眼まな差ざしで、記者を見つめ返した。

「二年前の悲劇で、数百万人もの人たちが消えました。彼ら自身はもちろんのこと家族や友人知人を含ふくめれば、東京厄襲によって人生を狂くるわされていない国民のほうが少ないでしょう。私もその中の一人にすぎないのに、芸能活動という影えい響きよう力が大きい舞ぶ台たいで不必要に特別視されてしまうのでは……と公表するべきかどうか悩なやみ続けていました」

「失踪者の家族という立場を、芸能活動に利用したくなかったということでしょうか？」

「はい」

「それなのに今、その事実を公表した理由とは？」

「先日、消えた人たちが生還してくれたからです」

　叶方は鍵小野、そして背後にいる魚瀬へと視線を向けた。

「ここにいる──救務庁の皆さんの手によって」

　それを成し遂とげたのは、二年間もの月日をかけて挑いどんだ叶方と蓮次だ。

　彼ら救務庁は、むしろ叶方たちを妨ぼう害がいした立場である。

　手て柄がらをとられた、などと恨むつもりは毛頭ない。誰だれかに感謝されたいとも思わない。

　しかし表情一つ動かさない鍵小野や魚瀬を見ると、怒いかりを覚えずにはいられなかった。

　失踪者を取り戻してくれるはずという人々の期待を、彼らは裏切っているのだ。

　下手に〝クリティカル・エリア〟を刺し激げきし、二次被ひ害がいを起こして数十億人もの人類を危険に晒さらすべきではないという──必然にして、至し極ごくまっとうな正論の下に。

「生還者の中に、私の弟は残念ながらいませんでしたが、感動しました。もしかして二度ともう消えた人たちには会えないんじゃ……という心の奥にある不安を、救務庁の皆さんが払ふつ拭しよくしてくれました。救務庁は必ず、また消えた人たちを取り戻してくれるはず！」

　高鳴る胸を押さえる演技をする叶方を、何台ものカメラが集中的に捉とらえる。

「そう思ったら、ジッとしていられませんでした！　私も戦いたい……私なんかでも、できることがきっとあるはずです！　ここにいる救務庁の皆さん──これまでも、そしてこれからも失踪者を取り戻すために戦い続ける人たちといっしょに！」

　叶方の口上──遠回しな責め文句を聞いても、鍵小野たちは涼すずしい顔だ。

「そう考えたのが……今回のお仕事を引き受けた理由でもあります」

　言い、叶方は再び椅子に座った。

　会見場はざわついていたが、やがて、しんと静まり返ったのは──叶方の真に迫せまる演技が効果的だったからだろう。彼女のファンなのか、涙なみだぐむカメラマンもいた。

「──ありがとうございます。私からの質問は以上です」

　場に漂う同情的な雰囲気を察したのだろう。最初の質問者が着席した。

　その後の質問は、全すべて想定済みの内容だった。叶方はそつなく回答していく。

『予定の時間となりました。記者会見は以上とさせていただきます』

　尻尾しつぽを出すような問答は一いつ切さいしていない。国民の支持を得るだけの手て応ごたえもあった。

　第一関門、突破──そう思った時だった。

『続きまして、鍵小野報道官から救務庁職員の募ぼ集しゆう要よう項こうの改変について説明があります』

　ぴくり、と叶方は指先を動かした。

　職員募集の要項改変。──そんな説明があるなど、彼女は知らされていない。

「通常なら定例会見でご報告するところですが、効率を重視してこの場で失礼致いたします。かねてより触ふれていた救務庁の体制強化に伴い、試験的に職員募集の要項を刷新することとなりました。これまでは特別推すい薦せん枠わくを除いて十八歳以上に定めていた、年ねん齢れい制限についてですが──この度たび、試験的に十六歳以上と改かい訂てい致します」

「──」

　ほんの、一ミリ。

　叶方が無意識に目を見開いたところを、カメラに撮られてしまっただろうか？

「重ねて言いますが、試験的な改訂です。才能ある若者の協力を得るためとはいえ、思春期の少年少女を採用することに否定的な意見もあるでしょう。そのため限定的な──」

　動どう揺ようは、見せていないはずだ。

　だが実際は、信じられないくらい戸と惑まどう自分がいた。

　二年前、叶方は救務庁に加わりたかったが、年齢制限を理由に門もん前ぜん払ばらいを喰くらった。再び望むにしても、十八歳という年齢まではまだ遠い。しかし──。

　今の叶方は、十六歳である。

　望めば──救務庁の一員となることが、できる？

　今すぐにレイダーとしての証しよう拠こを隠いん滅めつし、パートナーやパトロンとの繫がりを絶ち、全てをなかったことにすれば──。

　犯罪者としてコソコソせずに、正々堂々と国民の代表として──。

「──お伝えすべきことは、以上です」

　鍵小野の締しめくくりの言葉を聞いて、叶方は我に返った。

　説明を終えた鍵小野が、ちらりとこちらを見た。背後から、魚瀬の視線も感じる。

　反応を探さぐっているのは、叶方だけではない。

　救務庁も、常にレイダーという異物を警けい戒かいしている──。

『以上で全ての会見を終しゆう了りよう致します。お帰りの際は職員の誘導に従ってお進みください』

「ありがとうございました」

　笑え顔がおで愛あい嬌きようを振ふりまきつつ、叶方は席から立ち上がった。

　思わぬパンチを喰らったが、一ひと筋すじ縄なわでいかないことは最初から承知の上だ。

　これから全ての攻こう撃げきをかわし、信用を得ていけばいい。

　そして完全に信しん頼らいされた上で──協力者となり得うる人材を見つけ出す。

　外からは一枚岩に見える救務庁とはいえ、盲もう点てんの一つくらいは存在するはずだ。

「長官と私は、これで失礼します。ここからは部下が庁内をご案内します」

　鍵小野が言い、長官とともにさっさと姿を消した。

　残ったのは叶方と密着取材中のテレビスタッフ、そして秋月翔一と魚瀬だった。

「不ふ肖しようながら、総務課が案内役を承うけたまわります。普ふ段だんから雑用であちこち走り回ってるんで、この建物内のことなら誰よりも詳くわしいですよ」

　社交的な笑みを浮うかべる翔一と、氷のような視線で叶方を突き刺さす魚瀬。

「……ありがとうございます。よろしくお願いします」

　パートナーの実兄と、刃やいばを交かわしたことのある天敵。そんな奇き妙みような間柄の二人に連れ回される格好で、各課のオフィスを次々と見学しながら練り歩く。

「──さあ、次は食堂です。実は庁内で最も優ゆう秀しゆうなのは食堂のシェフだと言われるほど、おいしいですよ。おすすめメニューのランキングをお教えしましょうか？」

「わあ、きっと視し聴ちよう者も興味ありますよ、それ。秋月さんって頼たよりになる──うぐっ」

　ちょくちょく死角から襲おそう魚瀬の肘ひじ打ちに耐たえつつ、順調に庁内を見て回る。

　どうやら魚瀬鞠緒は、秋月翔一に好意を抱いだいているらしい。しかも随ずい分ぶんと嫉しつ妬と深い性格のようだ。女剣士の特とく徴ちようとして、頭にインプットしておく。

　秋月翔一にはもう、れっきとした恋こい人びとがいることを魚瀬は知っているのだろうか？

　叶方は、知っている。

　彼に恋人がいることを知っている理由は──弟である蓮次から聞いたからではない。

「──はい、これで一通り案内できたはずです。お疲つかれ様でした」

「え？」

　食堂や休きゆう憩けい所を回り終わったところで、翔一が立ち止まった。

「探たん索さく課が、まだだったような……探索課の人たちが、実際に〝クリティカル・エリア〟に入って調査してるんですよね？」

　戸惑った素振りを見せる叶方に対し、翔一が苦く笑しようした。

「ああ、すみません。探索課がある別べつ棟むねは開発中だったり分ぶん析せき中だったりする機密が多いらしくて、撮さつ影えい禁止なんです。私たち他の課の職員も近づけないんですよ」

　予想はしていたが、簡単に引き下がるわけにはいかなかった。

　木村アルテミス、そして人工衛星ヒマワリ。

　叶方が最も知りたい二つの情報は、探索課が握にぎっているはずだからだ。必然的に、叶方が得るべき情報提供者は探索課の秘密にアクセスできる人物でなければならない──。

「えー？　そう言われると気になっちゃいますよ。ちょっとだけ何とかなりませんか？」

　昔、気まぐれで試ためしたら面おも白しろいくらい弟を動揺させた上目遣づかいも、明らかに女性慣れした実の兄には通じなかった。

「あはは、勘かん弁べんしてくださいよ。バレたらクビ切られちゃいますよ」
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　笑う翔一の横で、魚瀬が叶方のクビを物理的に切りかねない目つきをしていた。

　軽けい薄はくそうに見える翔一だが、職務には忠実なようだ。しつこく食い下がっても無む駄だのように見えるし、叶方の護衛役であるはずの女剣士に背中から斬きられたくない。

　ここはいったん身を引いたほうが良さそうだ。

「そうですかー。残念です」

「この後、受付の体験があるんですよね？　まだ時間があるようなので、控ひかえ室までお連れします。後で総務課秘蔵の高級コーヒーを差し入れしますね。ナイショですよ？」

「わあ、嬉うれしいー。秋月さんって優やさしい──うぐっ」

　叶方たちはテレビスタッフを引き連れ、庁内の通路をぞろぞろと移動する。

　すると途と中ちゆうで、スーツを着た三人の男性職員が合流した。

「えっ？　また、あの件が？　確かに俺の担当案件ですけど……」

　翔一が男性職員たちと何事か話し込み、叶方を振り向いた。

「すみません、ちょっとトラブルがあって、私はここで失礼します。ここからは、この人たちが代わってご案内します。ただ、コーヒーの件は申し訳ないですけど……」

「あっ、いいえ、お構いなく」

　にっこり微笑ほほえむ叶方に一礼し、翔一が慌あわただしく走って行った。

　すると男性職員たちが、今度は魚瀬に向き直った。何事かを耳打ちする。

「──あの女が……？」

　魚瀬の声こわ色いろと表情──完全に戦せん闘とうモードに移ったそれを見て、叶方は眉まゆを動かした。

　魚瀬ほどの達人に、そこまでの顔つきをさせる〝あの女〟──。

　そんな危険人物が、こちらの世界に多くいるとは思えなかった。

「私も少々、失礼します。……残念ですけど」

　魚瀬がよそよそしい敬語で言い、走り去っていった。

　どうやら〝あの女〟とは、ＶＩＰである叶方の護衛よりも優先される人物のようだ。

　それが木村アルテミスか、人工衛星ヒマワリであったとすれば──。

　何か、起きたのかもしれない。

　本庁内で混乱が生じているとしたら、叶方にとっては付け入るチャンスである。

「慌ただしくて、すみません。さあ、控え室にお連れします」

　男性職員に先導され、通路を歩く叶方たち。

「それではスタッフの方々は、こちらへ」

　誘ゆう導どうされた大部屋にテレビスタッフが移動する。

「ＫＡＮＡＴＡさんの控え室は、あちらです」

　さすがに芸能人のＫＡＮＡＴＡには、個室が用意されているようだ。まるでテレビ局の控え室のように、ＫＡＮＡＴＡ様と書かれた張り紙がある部屋の前に案内される。

「どうぞ。時間が来たら、声をかけますね」

「ありがとうございます」

　礼れい儀ぎ正しく会え釈しやくし、開いたドアをくぐると同時に──。

　叶方は、思った。

　もし自分に、パートナーの秋月蓮次と同じくらいの反応力があれば。

「──」

　ドアの影かげから飛びかかった腕うでを、とっさに身を沈しずめてかわしただけではなく。

「……ッ！」

　背後から摑つかみかかった男性職員の腕を払いのけて、押し返しただけでもなく。

「うっ──」

　五人目の刺し客かくによって、ついに羽は交がい締めにされることもなかったかもしれない、と。

　しかし叶方には、蓮次ほどの筋力もなく──。

　五人がかりで身動きを封ふうじ込まれ、薬品を染みこませた布で口を塞ふさがれた。
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　愛車のクロスバイクを漕こぎ、電柱に描えがかれた鹿しかのマークを追うこと十数分。

「よく考えたら、このマークが罠わなだったとしても──」

　住宅街を疾しつ走そうしながら、蓮次は呟つぶやいた。

「少なくとも、俺やカナに向けた罠のはずがないよな。木村さんのホーンが鹿の形をしてるってのを知ったのは、カナが木村さんを捕つかまえる直前だったんだし」

　待ち伏ぶせがいないか、警戒は怠おこたらない。装備入りのスポーツバッグも、万が一の戦闘に備えて駅のロッカーから回収済みだ。

「ということは、このマークが描かれたのはそれ以前ってことだ。木村さんがこれを描いたとしたら、俺たちじゃなくて、あの人の正体を知ってる他ほかの誰だれかを誘さそうための罠……」

　電柱に描かれたマークは小さく、注意しないと見み逃のがしてしまうだろう。

　今のところ、蓮次以外の誰かがそれを辿たどっている様子は見当たらない。

「あるいは──木村さんの仲間に向けた、何らかのメッセージ」

　蓮次たちはあの殺さつ人じん鬼きに仲間はいないと見ているが、そうと決まったわけではない。

「だとしたら、この先に手がかりがあるかもしれない……仲間に何かを渡わたそうとしていたとか、それこそ〝スポット〟がある可能性だってある」

　予想としての本命は、ただの落書き。

　次点で、罠。

　そして大穴が──木村アルテミスに関係がある何か、といったところか。

　可能性が一パーセントでもある以上、今の蓮次はそれにすがるしかなかった。

「……」

　そう、前に進むしかないのだが。

　蓮次はおもむろに鹿のマークで結ばれたルートから脱だつ線せんした。

　曲がり角を曲がり、周囲に人目がないことを確かめて、一軒けんの空き家の敷しき地ちに入った。日本の高こう齢れい化と国外脱出者の増加のせいで、国内の空き家は増える一方である。

　自転車とスポーツバッグを塀へいのそばに隠かくし、十秒とかけずに敷地から出る。

　肩かた掛かけバッグと眼鏡めがねだけを装備した状態で、先ほどの道に戻もどる。

「ここを通らないといけないのか……」

　一見しただけでは、よくある団地の光景にすぎない。だが──。

「大きな建物に挟はさまれた、一本道──〝クリティカル・エリア〟だったら、絶対に通りたくないな……こんなところで敵と遭そう遇ぐうしたら、逃にげ場がない」

　待ち伏せするには、絶好の立地である。

　視界が悪く、左右に逃げ場はない。前後で挟み打ちを仕し掛かけられたら、おしまいだ。

「こんな一いつ般ぱん人がいる場所で、襲われたりはしないとは思うけど……」

　団地の住民らしい母子とすれ違ちがいながら、電柱のマークを再び辿っていく。

　小声で「ＲＥＣ」と呟き、スマートフォンを見ながら歩く。

　年季の入った団地の光景を録画し、すぐに映像をチェックする。

　道路を歩く蓮次を監かん視ししているような気配は、どこにも見当たらなかった。

「……」

　自転車の速度では、待ち伏せの気配に気づかず深入りしてしまいかねない。

　そう考え、徒歩で慎しん重ちように進んだのだが──杞き憂ゆうだったようだ。

　警戒した一本道に、罠や待ち伏せはなかった。

　その代わり、前方にあるマークに異変が生じていた。

「……紫むらさき色いろ」

　ここまで赤、青、緑が交こう互ごに続いていたはずのそれが、紫色で描かれていた。

　変身ショットの色は赤、青、緑の三色しかない。〝クリティカル・エリア〟の中でそれを使用した人間も、必ず同色のホーンを頭部から生やす。

　例外がいるとすれば、ＥＯＭである〝アングリィ〟を宿した蓮次と──彼と同じように〝アングリィ〟の半分を宿した人工衛星ヒマワリくらいである。

　彼ら二人だけは、ＥＯＭと同じ紫色のホーンを生やすのだ。

「……！」

　よく見ると、その電柱の根元に、小さく土が盛られていた。

　蓮次は周囲を警戒しつつ、電柱を通り過ぎる時に土を蹴けった。

　土の中から蹴り出されたのは──キーホルダー付きの鍵かぎだった。

　靴くつ紐ひもを直すフリをして鍵を拾い、再び歩き出す。

「──西にし浦うらグリーンシティ５０１」

　キーホルダーに書かれていたのは、今まさに彼がいる公営団地の棟とう名だった。

　一本道は危ないが、屋内、それも高所となると、ますます危険である。

　蓮次は逡しゆん巡じゆんするが──意を決し、団地の敷地内へと脚あしを踏ふみ入れた。

「ここまで来ておいて、今さら引き下がれるかよ……！」

　周囲にある建物の構造や、人が通る道筋をできるかぎり頭に入れておく。

　子供たちが追いかけっこをしているのを見て、少なからずホッとした。

「少なくとも救務庁が張ってる可能性はなさそうだな。あいつらだって一応、公務員だ。戦闘もあり得るような現場に、子供を近づけたりはしないだろ……」

　意を決して建物に入り、エレベーターではなく非常階段を上っていく。

　各階を警けい戒かいしながら素す早ばやく階段を上り、五階に辿り着く。

　団地の中庭に面した、五階通路。

　ここにパートナーの少女はいないが、いつもの癖くせで状じよう況きよう報告を口にする。

「５０１号室は階段から一番遠い位置にある。周囲に人影なし。上下と左側はコンクリートに囲まれて逃げ場なし。中庭がある右側は、地上から十メートル強の高さがある」

　もしここがエリア内だったら、通信ケーブルを通して叶方は迷わず言うだろう。

　危険すぎるわ、撤てつ退たいしましょう──と。

　しかし、ここはエリアではないし、危険は覚かく悟ごの上である。

「……ゴー、だ」

　自らにゴーサインを下し、バッグの中からネックゲイターとゴーグルを取り出す。

　眼鏡を外し、ネックゲイターを首に巻く。ゴーグルを装着し、眼鏡をバッグにしまうとすぐに姿勢を低くして、戦闘態勢をとる。

　誰かに素顔を見られたくないが、かといって今の怪あやしい格好を見られるのもまずい。

　素早く、しかし慎重に目的の部屋を調べる必要があった。

　滑すべるように５０１号室に向かって突つき進む。通路に監視カメラは見当たらない。

「目標地点に到とう着ちやく。監視カメラなし。トラップなし。──クリア」

　無事に５０１号室の前に辿り着くことができた。ドアに、そっと耳を当てる。

「物音──なし。メーターの動きもなし」

　壁かべに設置された電力計をチェックする。地上から見上げた時に、窓を閉め切っているのは確かく認にんした。中に誰かがいるとしたら、今の季節で冷れい房ぼうや扇せん風ぷう機きも使わずに引きこもっているのはキツイだろう。

　無人のようだ。念のため、慎重にインターホンを押す。

「……インターホンにも反応なし」

　蓮次は先ほど拾った鍵を取り出し、玄げん関かんドアの取っ手に差し込んだ。

　アルミ製の先せん端たんが、抵てい抗こうもなく鍵穴に入り──ゆっくりと回転した。

　カチャリ。

「……」

　身体からだを緊きん張ちようさせるも、何も起きない。

　解かい錠じようがスイッチとなる爆ばく発はつ物などは、仕掛けられてなさそうだ。

　となると次にとるべき行動は、当然──。

「……」

　汗あせを額に浮うかべながら、ドアをわずかに開いて内部を覗のぞき込む。

　すると、足あし下もとから小さな音と気配を感じた。

　風切り音と、一いつ瞬しゆんの影だ。

「──」

　木村アルテミス──否いな、〝ツイスター〟。

　あの殺人狂きようのレイダーにエリア内で何度も殺されかけて以来、蓮次はちょっとした風の音にも過か敏びんに反応するようになってしまった。それは気流に乗って標的を打ち砕くだく彼女の能力によって、一度は心臓を停とめるほどの重傷を負ったトラウマゆえである。

　それに加え、頭脳も腕わん力りよくも秀ひいでていない蓮次は──とにかく反応速度だけを重点的に高めるように訓練していた。今では危険を察知すると、頭よりも先に身体が反応する。

　二年間で積んだ鍛たん錬れんと、〝ツイスター〟恐きよう怖ふ症しよう。

　その二つが──彼の両脚を救っていた。

　開いたドアの内側から飛び出したのは、数本の細い糸。

　ドアを開いた人物の足を切り裂さくために仕掛けられた、ワイヤートラップだった。

「ッ……！　なんっ──」

　驚おどろきの声を上げた時にはもう、蓮次は天てん井じように張り付いていた。

　危険を感じた瞬間、天井の照明に飛びつき、足下の罠を避よけていたのだ。

「なんだ、これ……！　罠……？　足を狙ねらって──」

　直後、五階の通路に並ぶドアが勢いよく開いた。

　５０２号室から５０９号室まで、つまり五階にある全室から人影が飛び出したのだ。

　合計で十人以上にもなる男たちが着ているのは──白い制服だった。

「き、救務庁──」

　そんな、バカな──。

　ここまで監視されているような気配はなかった。監視カメラも見当たらなかった。

　同じ救務庁でも、木村アルテミスの実家とは待ち伏せの態勢が違いすぎる。

　あっちが囮おとりで、こっちが本命だったとしても──団地の住民を避ひ難なんさせない理由にはならない。救務庁が一般市民を危険に晒さらすような真似まねは、絶対にしないと思っていた。

「……ッ！」

　蓮次は床ゆかの上に着地し、ネックゲイターを持ち上げて口元を隠した。

「確保しろ！」

　後方からの命令に従い、先頭にいる男が鎮ちん圧あつ用のスタンロッドを振ふり下ろした。

　警告なしで、いきなりの武器使用。

　やはり、おかしい。これではまるで──〝クリティカル・エリア〟内の戦せん闘とうである。

「──」

　男の棒捌さばきは鋭するどかったが、蓮次が師事する酔よっ払ぱらいキースほどではなかった。

　蓮次は横に身体を傾かたむけて攻こう撃げきをかわし、全身の体重を乗せて体当たりをかける。

「ぐっ……！」

　男が態勢を崩くずし、後ろにいた男を巻き込んで倒たおれた。

　ファーストアタックを防いだとはいえ、狭せまい通路だ。逃げ道はない。

「このガキ……！」

　倒れながらも蓮次の足を摑つかもうとした男を跳とび越こえ、電流計を足がかりに跳ちよう躍やくする。

　低い天井すれすれを跳び、倒れた男たちの頭上を跳び越え──。

　中庭側の手すりの上に、跳び移る──。

　と、見せかけて。

「なっ──」

　息を吞のむ男たちを尻しり目めに、手すりの外側をすり抜ぬけて落下した。

　蓮次はそのまま十メートル以上も下の地面に激げき突とつ──したら死んでしまうので、四階の手すりに飛びついた。そこでいったん勢いを殺し、手を離はなす。

　今度は三階の手すりに足から着地し、また二階へ、そして地上へと降りる。

　高所からの命がけの脱出は、何度も経験済みだ。もちろん〝クリティカル・エリア〟内に限定した話だが、荒こう廃はいした向こう側と違って、こちらでは足場が崩れる心配もない。

「……だっ！」

　危ないところだった。蓮次は地面に着地し、頭上を見上げる。

　白い制服を着た男たちが、手すりから身を乗り出してこちらを見下ろしていた。さすがに彼に続いて壁降りにチャレンジするつもりはなさそうだ。

　蓮次はすぐに踵きびすを返し、その場から離れようとするが──。

「追いかけろ！　あのガキが、〝レン〟だ！」

「……！」

　ぎくりとして、蓮次は振り返った。

「レン、だと……！」

　彼のレイダーとしての呼び名である。

　その名を知っているのは、パートナーである叶方の他には数えるほどしかいない。

　忌いむべきことに──木村アルテミスも、彼の名を知る一人だ。

「俺を名指しってことは──やっぱり、俺を狙った罠わなだったってことか？」

　顔を歪ゆがめ、蓮次は地上を走り出した。

　最大のピンチは脱したが、まだ助かったわけではない。

　相手が救務庁なら、大勢の仲間を周囲に待機させている可能性が高いからだ。

「それじゃあ電柱のマークは、木村さんじゃなくて救務庁が描かいたのか？　木村さんの家を監視してたチームは囮で──いや、だったら監視カメラもないのは、おかしい……！　団地の住民を避難させてないのも、そうだ！　俺が現れるまで、ただじっとあんなところに隠かくれてるなんて……まるで、あいつらも誰だれかに見つかったらまずいみたいな──」

　猛もうスピードで走る蓮次を、すれ違ちがった団地住民が不ふ審しんそうに振り返った。

　救務庁は監視用の機器も、監視用のマニュアルも充じゆう実じつしているはずだ。たとえ二重の罠だったとしても、片方だけそれらを使わない理由など──。

「まさか……あいつら、救務庁には知らせずに非公式で──」

　非公式。

　自ら口にした言葉が、電撃のような直感を彼にもたらした。

　これまでの状況と、鹿しかのマーク。

　それらのヒントが結びつき、導き出したのは──最悪すぎる予想だった。

「──くそっ！　くそぉっ！　そういうことかよ……！」

　焦あせりと怒いかりで、蓮次の心臓が激しく高鳴った。

　自分は──思い違いをしていたのかもしれない。

　もし蓮次が気づいたことが事実だとしたら、あまりに危険すぎる。

　蓮次ではない。

　彼のパートナー──弓家叶方が、危ない。

「マズイ……！　マズイぞ、カナ……！」

　走り出しながらスマートフォンを取り出し、叶方の番号を押す。

「くそっ……！　出ろ、出てくれ、カナ！」

　蓮次の悲痛な願いは、しかし叶かなわなかった。

「逃にげろ、カナ……！」

　無情なコール音だけが鳴り響ひびく中、蓮次は──。

「木村さんは、俺たちに捕つかまったんじゃない……！」

　決して届くことのない声を叫さけぶしかなかった。
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　弓家叶方は、自分が凡ぼん人じんにすぎないということを知っていた。

　幼い頃ころに習ったピアノは弟ほど伸のびずに挫ざ折せつした。次に始めたヴァイオリンも同様だ。

　東京厄やく襲しゆう後、叶方はレイダーとなった。高校生活と芸能活動を両立させながら、裏では〝クリティカル・エリア〟で戦うためのトレーニングをこなした。

　彼女のパートナーである秋月蓮次は、叶方のことを頭が良くて器用だと言う。

　実際、自分はエリア探たん索さくに必要な物事を、全すべて上手うまくこなした。

　一方、パートナーの少年は覚えが悪く、不器用だった。

　叶方は蓮次のことをよく「足を引っ張るな」「パートナー選びに失敗した」となじったし、実際に心から後こう悔かいしたことだって一度や二度ではない。

　だが彼がようやく使い物になってくると、ある変化が生まれた。

　以前は叶方が蓮次のミスをフォローしていたのに──その関係が逆転しつつあった。

　叶方がミスをするようになったわけではない。だから蓮次は気づいていないようだが、ミスをしなくても窮きゆう地ちに陥おちいることが常の〝クリティカル・エリア〟で、蓮次の行動によって挽ばん回かいすることが増えてきたのだ。

　彼が宿す〝アングリィ〟のおかげでもあるが、それだけではない。

　叶方が怯ひるんで一時停止する場面で、蓮次はあと一歩だけ前に進むことができるのだ。

　殺さつ人じん鬼き、木村アルテミスとの対決で二人が交かわした会話。

　──カナさんだけ、まともじゃないですか！

　──私は……狂くるえない……！

　エリアで生き残るためには、時に正常な精神がかえって邪じや魔まになることもある。あの狂った世界に順応し、遊び場にしている木村アルテミスが象しよう徴ちようだ。

　秋月蓮次も、そんな狂きよう気きの片へん鱗りんを秘ひめているように感じた。

　幼なじみを取り戻もどすという彼の執しゆう念ねんは、叶方とは──いつまでも迷いを抱いだいている彼女とは比べものにならない。

　もし、いつか、これまでにないピンチに見み舞まわれた時、二人のどちらかが足を引っ張るとしたら──それは叶方のほうなのかもしれない。

　そんな思いは、先日、形となって現れた。

　ついに〝クリティカル・エリア〟で辿たどり着いた、〝ハーメルン〟との戦い。

　その決戦において、叶方は何もできなかった。

　蓮次が血ち塗まみれになって〝ハーメルン〟と戦う一方で、人工衛星ヒマワリという初対面の少女に彼を手助けするようお願いした後は──ただ、戦いを傍ぼう観かんしていた。

　あの時、叶方は自分の限界をはっきりと感じたのだ。

　揺ゆるぎない執念という狂気と、〝アングリィ〟という切り札を併あわせ持つ蓮次。

　彼のパートナーとして、自分は──相応ふさわしくない。

　ひたすら前だけを見て突つき進む彼に、いつの日か、ついていけなくなる時が来る。

　そんな思いを抱くと、己おのれがすべき使命もはっきりと見えてきた。

　秋月蓮次は、まだ未熟だ。ミスが減ってきたとはいえ、今はまだ叶方が必要だろう。

　そんな彼をサポートし、再び〝ハーメルン〟のもとに送り届ける。

　一回でも多く。

　少なくとも、もう一度。

　秋月蓮次という人類の希望を、必ずやあの人類の敵のもとへ──。

「──」

　どさっ、と自分が堅かたい地面に転がされる感かん触しよくとともに、叶方は意識を取り戻した。

　ぐらぐらと頭の中が揺れた。平へい衡こう感覚がないのは、嗅かがされた薬物のせいだろうか。苦く悶もんの表情で呻うめくも声が出ないのは、猿さるぐつわをされているからだ。

　自分の身に何が起きたのか理解できず、パニックに陥りそうな精神を落ち着かせる。金で雇やとった元軍属のカウンセラーから、精神安定を図はかるための訓練も受けていた。

　目隠しもされているが嗅きゆう覚かく、痛覚、聴ちよう覚かくは無事である。手足を縛しばられているものの指先の感覚があった。呼吸も息苦しいが正常。

　身体フイジカルＡ、精神メンタルＡマイナス。怪け我がはなく、自由を奪うばわれているだけの状態である。

　だが状況コンデイシヨン的にはＣ──つまり最悪だった。

　控ひかえ室として案内された部屋で、襲しゆう撃げきを受けたところまでは覚えている。

　救務庁の本ほん拠きよ地ち内で待ち伏ぶせされ、拘こう束そくされた。

　それは叶方の正体が、救務庁に知られていたということに他ほかならない。

　自分が置かれた状況に絶望しかけた、叶方だったが──。

「まだ騒さわぎになってない。なんとか配給品に紛まぎれ込ませて、ここまで運ぶことができた」

「ほ、本当に、あのＫＡＮＡＴＡを……もう後には引けないぞ」

「連れん絡らくが入った。すでに正規チームメンバーがこの建物の出入り口を封ふう鎖さしたそうだ」

　耳に飛び込んだ会話に、叶方はピクリと眉まゆを動かした。

　何やら、様子が変だ。

　回復した思考能力でよく考えると、今の状況もおかしいことに気づいた。

　叶方は自分の正体を救務庁に暴あばかれたものと思った。だが、もし本当にそうだとしたら、丸まる腰ごしの少女一人を力ずくで眠ねむらせるという面めん倒どうな方法をとる必要などない。

　ここは救務庁の本拠地なのだ。大勢で取り囲んで「観念しろ、レイダーめ」で済む。

　それなのに、これでは拘束ではなく、まるで──。

　誘ゆう拐かいである。

「ちっ、外と連絡が繫つながらなくなった。妨害電波ジヤミングか」

「さすがに行動が早いな……携けい帯たい電話はもう使えないぞ」

　聞こえる会話も、救務庁どころか、それを敵視しているかのような内容である。

　まさか、本当に誘拐されたのだろうか？

　救務庁の内部でクーデターのようなものが発生し、叶方はそれに巻き込まれた？

　叶方の中で、そんな突とつ拍ぴよう子しもない推測が生まれて──すぐに否定された。

「──あ、あの、それよりも彼女の目隠しをとってあげませんか？」

　男性ばかりの会話に割って入った、その女性の声を聞いた瞬しゆん間かん──。

「──」

　叶方の全身に鳥とり肌はだが立った。冷ひや汗あせが噴ふき出し、本能が警報を鳴り響かせる。

　ＥＯＭと遭そう遇ぐうした時と、全く同じ反応だ。

　ここは〝クリティカル・エリア〟ではないため、ＥＯＭがいるはずもない。

　だが本能的に叶方を恐きよう怖ふさせる、その正体は──。

「いいですよね？　とっちゃいますよ？──はい、これでオーケーです」

　目隠しをとった叶方を見て、あどけない笑え顔がおを浮うかべる女性。

　その人物は、はじめて出会った時と全く変わっていなかった。鈍どん臭くさそうに少々ずれた眼鏡めがねや、気が小さそうな控えめな表情もそっくりそのままだ。

「ご機き嫌げんよう、ＫＡＮＡＴＡさん」

　ＥＯＭではないが、ＥＯＭと大して変わらない。

「いきなりですけど、私の脱だつ走そうに協力してもらえませんか？」

　大量殺人鬼である木村アルテミスが、まるで普ふ通つうの人間のように微笑ほほえんだ。

　戦せん慄りつして呼吸を乱す叶方の額に、コツンと自らの額を当てて囁ささやく。

「協力してくれないと──色々、バラしちゃいますよ、カナさん？」

　ぎょろり、と異常者の双そう眸ぼうが愉たのしげに叶方を見つめた。
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　団地の敷しき地ちから飛び出した蓮次の前に、二人の男が待ち構えていた。

　いずれも白い制服を着ている。

　偽にせ物もののようには見えなかった。れっきとした本物の救務庁の制服である。

「挟はさみ込め！」

　摑つかみかかってきた男の手を、身を屈かがめてかいくぐる。

　別の角度から、もう一人の男がタックルを仕し掛かけてきた。蓮次は跳ちよう躍やくし、男の背中の上を前回りして乗り越こえる。

「きゃあっ！」

　通りかかった主婦らしき女性の横を通り抜ぬけ、蓮次は電柱に飛びついた。

　猿のように素す早ばやく電柱を上り、家屋の車庫の屋根に跳とび移る。屋根の上で助走をつけ、二階建ての家に跳び移る。雨どいを摑み、二階の屋根まで上り──。

「……ふっ！」

　勢いをつけて、隣となりの家の屋根に跳び移る。

　自分が跳躍できる距きよ離りを、見誤ったりはしない。瞬時に逃とう走そう可能なルートを見つけ出すためのトレーニングも、毎朝こなしている。

「な、なんだ、あいつ──」

　動どう揺ようする刺し客かくたちを尻しり目めに、蓮次は跳び移った家の反対側に回り込んだ。

　一階の屋根、塀へいの上と跳び移って、反対側の路地へ着地する。

「はあ、はあ……」

　周囲を見回し、次の逃走ルートを探す。

「やっぱり、おかしい。罠わなにしたって包ほう囲い網もうが甘すぎる……追っ手の人数も少ないし、戦い慣れてない。補助チームですらない、後方支し援えんがせいぜいの動きだ」

　前方から、新たな白制服が現れた。

　仲間に蓮次の位置を知らせているのだろう。走りながら、何者かと連絡をとっている。

「連絡手段に電話を使ってるのもそうだ。標準装備の無線を使ってない」

　曲がり角を曲がり、民家の敷地に飛び込む蓮次。

　洗せん濯たく物ものを干した庭を駆かけ抜け、隣にあるアパートの敷地へと乗り込む。

「たぶん──いや、やっぱり、間ま違ちがいない」

　追っ手から逃げながら、蓮次はスマートフォンを操作する。

　再びコールするも、叶方が通話に出ることはなかった。

「こいつらは救務庁だけど──救務庁じゃない！」

　蓮次が気づいた、ある推測。

　それがもし事実だとしたら、救務庁に乗り込んだパートナーの少女が危ない。

　なぜなら蓮次たちは、根底から認にん識しきを誤っていたかもしれないからだ。

「カナは、大だい丈じよう夫ぶか……？　このままじゃ、もし木村さんを見つけたとしても……騙だまされることになるぞ！」

　木村アルテミスは叶方の手で拘束され、救務庁に逮たい捕ほされた。

　そう考えていたこと自体、蓮次たちを誘さそい込むための──。

「……ちっ」

　追っ手を攪かく乱らんするために大きく迂う回かいしてから、自転車を隠かくした空き家にやってきたつもりだった。それなのに、すでに目的の空き家の前に白い制服が佇たたずんでいた。

　ただの不運だ。その証しよう拠こに、蓮次を見つけた男が驚おどろきの表情を浮かべていた。

　いったん、この場を離はなれるべきだろうか？　いや──そんな余よ裕ゆうはない。

　蓮次は覚かく悟ごを決め、バッグの中からナイフを取り出した。

　地元住民の通報によって警察が集まるまで、あと数分もないだろう。それまでに一刻も早く遠くへ逃にげなければならない。目の前にいる追っ手を撒まいている時間はなかった。

　互たがいに向かって走り出す、蓮次と白制服。

　相手は精せい鋭えいの正規チームどころか、補助チームでもない実戦の未経験者だ。体格の差はあれど、絶対に戦せん闘とうを避さけねばならない相手ではない。

「この野や郎ろう……！」

　雄お叫たけびとともに繰くり出した男のスタンロッドを、蓮次は横に身体を傾かたむけてかわした。

　そして相手の襟えりを摑んで態勢を崩くずさせ、戦術トレーナーの教えを忠実にこなす。

　摑んで、グサ、グサ、グサ。

　ただし相手はクリプテッドではなく、人間だ。殺すわけにはいかない。

　ナイフを持った拳こぶしで、相手の顎あごに素早い三連打。脳しんとうを起こし、ぐらりと前のめりに傾く男の頭を摑み直して、トドメの膝ひざを顎にめり込ませる。

　勝負は一瞬で決まった。そうでなければならない。

　男が気絶して倒たおれる直前に、その大きな身体を突き飛ばす。

　道路から見えないよう、空き家の敷地内に男を転がすが──。

「……！」

　その敷地の中で、動く人ひと影かげがあった。

　もう一人、いたか……！

　身体をよじり、ナイフを振ふるう蓮次。

　しかし──その腕うでが、ピタリと宙で停止した。

「ひっ……！」

　蓮次が持つナイフの刃は先さきとの距離、ほんの数センチ。

　ひきつった顔で恐怖に身を竦すくませたのは、白い制服を着た男ではなかった。

　追っ手どころか、屈くつ強きような男とは正反対のか弱い少女である。

　その姿を見て、蓮次は世界が崩ほう壊かいしていく音を聞いた。

　今まで自分が生きてきた、守ってきた、隠してきた、ありとあらゆる世界。

　それらが崩れ落ちていくショックで。

　ぐらり、と──目眩めまいとともに、蓮次の身体が傾いた。

「蓮……クン──」

　そこに佇んでいたのは、決してこんなところに居るはずのない少女。

　蓮次の大切な幼なじみ、大郷夢衣の実の妹。

　大郷真ま愛いだった。
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　見られた。

　言い逃のがれしようのないくらい、はっきりと。

　蓮次が、救務庁の人間を殴なぐり倒すところを。

　大郷真愛に、目撃された。

　今日も今日とて学校には行かず、姉とそっくりの姿をして、千葉にある自宅周りを徘はい徊かいしているはずの少女が──埼玉県にある、こんな場所で蓮次の前に立っていた。

　これは、悪い夢だろうか？

　蓮次が犯罪でもあるレイダー行こう為いをしていることは、周囲の人間にはずっと隠し通してきた。友人や、もちろん家族にもだ。そのために、あらゆる偽ぎ装そうを行ってきた。

　それが、なぜ。

　よりにもよって、真愛に──。

　あまりの衝しよう撃げきに、ぐらぐらと頭が揺ゆれた。今にも意識が飛んでしまいそうだ。

「──」

「──」

　目を見開き、絶句したまま見つめ合う二人。

　真愛も大きく衝撃を受けているように見えた。彼の名を呟つぶやいたものの、身動き一つしない。その細い肩かたが震ふるえているのは、蓮次がとっさにナイフを向けた恐怖からか。

　真愛の反応から察するに、蓮次がレイダーだと知っていたわけではなさそうだ。

　ならば、ここにいるのは、ただの偶ぐう然ぜんだろうか？

　そんな馬ば鹿かげた可能性にすがりたくなるくらい──蓮次は混乱を極きわめていた。

　偶然で、こんなにも生活圏けんから離れた場所で鉢はち合あわせするはずがない。

　それならば──幻げん覚かくだろうか？

　二年もの間、幾いく度どとなく死線をくぐり続けているうちに蓮次の精神は摩ま耗もうしていた。毎晩のように悪夢にうなされ、日常生活では小さな物音にも過か敏びんに反応してしまう。

　それでも何とか戦い続けて来たのに──とうとう完全に狂くるってしまったのだろうか？

　こんなにもリアルな知人の白昼夢を見るくらいに？

　いや……むしろ、そうであってくれ──。

「……っ！」

　どこからか響ひびいたパトカーのサイレンによって、蓮次は我に返った。

「──きゃっ」

　肩を竦める真愛の横を通り抜け、隠しておいたスポーツバッグを背負う。

　同じく隠しておいたクロスバイクに飛び乗り、空き家の敷地から飛び出す。

　真愛が呆ぼう然ぜんとした表情で、彼を見送った。声を上げることすらしない。

「……なんでだよ……！」

　全力でペダルを漕こぎながら、呻うめく。

「どうして、真愛が……あそこにいるんだよ……！」

　ハンドルを握にぎる手の皮ひ膚ふが引きちぎれんばかりに、強く握りしめる。

「俺の名前を呼んだ……完全に、バレてる！　当たり前だ……いくら顔を隠してたって、この自転車は何度も真愛に見られてる……！」

　蓮次の愛車とはいえ、防犯登録は密ひそかに別人の番号に偽装してある。そばを離れる際には、さりげなく指し紋もんを拭ふく癖くせもつけていた。

　だから知人でもないかぎり、それが蓮次の所有物だと分かる者はいないはずだ。

　そう思って、離れた土地ならば大丈夫だろうと持ち込んだのに。

　まさか、その遠い地で、彼をよく知る知人に見つかるとは──思いもしなかった。

「──自転車？」

　自分の言葉にハッとして、自らの愛車を凝ぎよう視しする。

　真愛が現れたのは、正確には蓮次の元ではなかった。

　彼女がいたのは──彼の自転車のそばだ。

「この自転車のどこかに……発信器が仕込まれて……！」

　小型のビーコンやＧＰＳ付きの追つい跡せき装置などが、ネットで購こう入にゆうできる時代だ。

　自分の警けい戒かい不足を呪のろうと同時に、あることに気づく。

「あの時、俺の部屋に調べられた跡あとがあったのも、兄貴がしたんじゃなくて──」

　兄の翔一が恋こい人びとを連れて、帰省した晩のことだ。

　蓮次は自分の部屋が誰だれかにいじられた痕こん跡せきがあったのを、兄の翔一の仕し業わざだと思い込んでいた。翔一は蓮次がレイダーなのではないかと疑っている節があったからだ。

　しかし、違った。

　あの夜、訪問者はもう一人いた。

　蓮次の妹に相談があったと言っていた少女は──トイレに行くとでも言えば、いくらでも蓮次の部屋に忍しのび込む機会を作れただろう。

「真愛だったのか……それも部屋は囮おとりで、本命は自転車に追跡器を仕込むために……！」

　部屋には何も仕込まれていなかったため、まんまと油断してしまった。

　完全なる計画的犯行だ。それだけに蓮次に対する疑いの強さを物語っている。

「一体、いつから俺のことを疑ってたんだ……？」

　いや、思い返せば、予兆らしきものはあった。

　──どこ、行ってたの？　探たん索さく作戦があった日……。

　蓮次の行動一つ一つを責める言葉に、ちらほらと彼を疑う素振りがあった。

　百の罵ば倒とうの中に、一つの兆しがあった。

　それを見逃していたのは──蓮次が迂う闊かつだったとしか言いようがない。

「ダメだ……戻もどらなきゃ……」

　真愛は、最愛の姉が消えるきっかけを作った蓮次を憎にくんでいる。

　こんな手の込んだことをしたのも、彼に復ふく讐しゆうする機会を窺うかがっていたからだろう。

　そして、その機会は訪おとずれた。彼女は嬉き々きとして救務庁に通報するに違いない。

　そうすれば蓮次は犯罪者として牢ろう屋やにぶち込まれ、特別救務法によって無期懲ちよう役えきと同等の扱あつかいを受けることになる──。

「戻って、真愛を口くち封ふうじしなきゃ……」

　救務庁に捕つかまれば、二度と夢衣を取り戻すことはできない。

　そうなる前に、何としても致ち命めい的てきミスを挽ばん回かいしなければならない。

　その唯ゆい一いつの方法は──真愛に通報をさせないことだ。

　どんな手を使ってでも、である。

「殺す……？　俺が……真愛を？」

　自分にとって大切な人は、唯一、大郷夢衣だけである。

　それ以外の人間は信用しないし、いくらでも騙すし、裏切るし、傷つける。いくら恨うらまれてもいいし、いざとなれば誰かの命を奪うばうことすら、覚悟していた。

　覚悟していた──つもりだった。

「せ、せめて、口止めを……脅おどしてでも……」

　殺人は最終手段として、脅きよう迫はくという手段もある。

「弱みを握って、脅迫して……絶対に喋しやべりたくなくなるくらい酷ひどい目に遭あわせれば……」

　相手はか弱く、とっくに周囲からは浮ういてしまった存在だ。

　暴力に頼たよれば、簡単だろう。思春期の女の子を追い詰つめる手段はいくらでもある。

　決して善人ではない蓮次は、いくらでも方法が思いつく。

　だが蓮次の両腕は、どうしてもハンドルを前方以外に切ろうとしなかった。

「真愛を……酷い目に……？　この俺が……？」

　このままでは蓮次どころか、パートナーの叶方まで巻き込みかねない。

　そんなことは重々承知しているのに、どうしても引き返すことができなかった。

「とっくに──真愛は、酷い目に遭ってるじゃないか……！」

　善人でもないくせに、自分のすべきことができない。

　泣く資格などないくせに、涙なみだぐむ。

「真愛が、今も苦しんでるのは、俺のせいなのにっ……！」

　蓮次の家出ごっこにつきあったせいで、大郷夢衣は都心に消えてしまった。

　妹の大郷真愛が不登校になったのも、そのショックのせいだ。あれから二年経たった今でも、彼女は友人も作らず、ふらふらと近きん隣りんを徘徊しては幽ゆう霊れい扱いをされている。

　真愛は、とっくに苦しんでいる。

　そんな彼女をさらに追い詰めることは──。

　他ほかの誰かならいざ知らず、真愛だけは──。

「できない……俺には、できない……！」

　頭から身体からだまで、蓮次という存在の全すべてが拒きよ否ひ反応を示していた。

　蓮次には、あの少女を今以上に傷つけることはできない。

「……俺は、どうすればいいんだ……カナ……！」

　どう行動すべきか、もう自分には分からない。考えることもできない。

　そんな蓮次に残されたのは、頼りになるパートナーにすがることくらいだ。

「助けてくれ……カナ……！」

　実際、蓮次は何もできないどころか、前を見ることすらできなかった。

　スマートフォンを取り出そうと、ポケットによそ見をした瞬しゆん間かん──。

「──」

　曲がり角から、子連れの親子が飛び出した。

　片手をポケットに入れた状態。そして精神状態が滅め茶ちや苦く茶ちやだった彼は、唯一の取り柄えである反応も何もあったものではなく──。

　片手でブレーキを握りしめた勢いで、ハンドルをとられた。

　子供と衝しよう突とつするのは避さけたものの、バランスを崩くずして車道に飛び出した。

　自動車と、激突。

　クロスバイクごとガードレールにぶつかり、車道のど真ん中に放り出される。

　鳴り響くクラクションの中、遠くから近づくパトカーのサイレンが聞こえた。

　車道中央の白線の上に、大の字になって倒たおれた蓮次は──。

「……どうすれば……いいんだよ……カナ……」

　ヒビ割れたゴーグルの奥で、涙をこぼした。
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「なんだか驚おどろいてるみたいですけど、私も驚いてるんですよ？　カナさん」

　救務庁、本庁庁舎。

　いや、もしかしたら本庁とは異なる場所なのかもしれない。

　手足を拘こう束そくされ、猿さるぐつわを嚙かまされ、目め隠かくしだけをとった状態の弓ゆみ家いえ叶方かなたには、自分がいる場所までは正確に把は握あくできていなかった。

　薄うす暗ぐらい会議室のような場所、としか分からない。

　木き村むらアルテミスと四人の白制服を着た男たちが、叶方を見下ろした。

「私と救務庁が手を組めば、あのお二人……レンさんとカナさんは焦あせると思ったんです。焦ったお二人は、用心して身を隠すでしょうか？　いえ、勇ゆう猛もう果か敢かんなお二人なら、きっと攻せめてくると思ってました。救務庁の内情を探さぐるために」

　木村が叶方から身を離はなし、無造作に金属製の筒つつを取り出した。

　リボルバー式の拳けん銃じゆうだ。エリアで見た早はや撃うちが脳のう裏りをよぎり、叶方は顔を歪ゆがめる。

「だから、このタイミングで接せつ触しよくしてこようとする人は、みんな怪あやしむつもりでいました。お二人に似てる姿形の人は、特にです。そしたら、まさかのＫＡＮＡＴＡ登場ですよ。怪しいと思ったので捕つかまえてみたら、まさかまさかですよ。ここにいる人たちの不意打ちを何度か避よけたそうですね。そんなことを、ただの芸能人ができるはずないですもん」

　木村がくるくると拳銃を回転させ、ピタリと銃口を叶方に定めた。

「カナさん、ですよね？　その節は、どうもお世話になりました」

〝クリティカル・エリア〟で木村を捕まえたのは、他ならぬ叶方だ。

　木村には彼女を撃ち殺す動機がある。たとえそれが、逆さか恨うらみだとしてもだ。

「……おい、何の話だ？」

　見つめ合う二人の少女の間に、男たちが割って入った。

「どうして今、彼女に銃を向ける？　ＫＡＮＡＴＡはお前を脱だつ走そうさせるための人ひと質じちにするんじゃなかったのか？」

　叶方は眉まゆ根ねを寄せた。

　男たちは、叶方の正体を知らされていない──。

　彼らは救務庁の制服を着ているものの、どういうわけか木村アルテミス個人の味方をしているようだ。今の発言からして、木村を脱走させるために叶方を利用したいらしい。

　救務庁の制服を着ただけの、外部から潜せん入にゆうした木村の協力者だろうか？

　いや、その可能性は低いはずだ。

　救務庁のセキュリティは、そこまで甘くない。これだけの人数を易やす々やすと潜入させるとは思えなかった。おまけに先ほどの会話を聞くに、他にもまだ仲間がいるようだ。

　彼らは一体、何者なのか──。

「あっ、はい、そうですね。彼女は予定通り、人質になってもらいます」

　木村が銃を下ろし、ペロリと舌を出す。

「でも、なんだか彼女もレイダーだったみたいです。それも私が話した、例のナイフ使いさんのパートナーだそうです」

「──」

　あっさりと。

　実に簡単に、正体を暴ばく露ろされてしまった。

　白制服を着た男たちが、顔つきを変えた。いっせいに叶方に摑つかみかかる。

「……ッ！」

　側頭部を床ゆかで打ち、叶方は呻うめき声を漏もらした。

　救務庁で働く者たちにとって、レイダーは天敵だ。

　人気の芸能人とはいえ、レイダーに対する彼らの敵意は変わらない──。

　と、思ったのだが、男たちの様子は違ちがっていた。

「──本当か？」

　叶方に摑みかかった彼らの目つきは、まるで──。

「それじゃあ、消えた人々を取り戻もどしてくれたのは、君……？」

　救世主にすがりつく、弱者のそれ。

　予想外の反応に目を見張る叶方を、男たちが激しく揺ゆさぶった。

「君たちが、あの〝疑わしきＥＯＭ〟から失しつ踪そう者を取り戻してくれたんだろう？　木村からそう聞いてるし、探たん索さく課も関係があると見てるぞ……！」

「一体、どうやって？　ＥＯＭに勝つなんて……！」

「それよりも、あれで終わりなのか？　そうじゃないよな？」

　叶方が縛しばられ、猿ぐつわをされていることなどお構いなしだ。

　男たちの背後で、木村がしまったという顔をした。

「ああっ……！　ご、ごめんなさい、カナさん。つい口を滑すべらしちゃいました」

　今すぐに殴なぐり飛ばしたい。

　そう思わせることも、木村アルテミスという殺さつ人じん鬼きの性さがなのだろう。

　こいつは人を傷つけることも、傷つけられることも快感と感じる。叶方が今まさに木村に向けた殺意の視線すら、彼女にとっては誘ゆう惑わくの眼まな差ざしに映っていることだろう。

「おい、本当なのか？　本当なんだろうな？　あのナイフ使いは何者なんだ？」

「消えた人たちを取り戻せるなら、どうして今まで何もしなかったんだ！」

「そうだ……なぜ、二年も経たってから……！」

「まあまあ、皆みなさん。そのへんで、落ち着いてください。彼女だけズルイ──じゃなかった、痛がってるじゃないですか」

「どうして、レイダーなんかやってるんだ！　なぜ救務庁から隠れる……！」

「遊びのつもりなのか？　俺たちが、どんな想おもいで、今まで……！」

「もう、興奮しすぎですよぉ。まずは彼女と話を──」

「もう一人のナイフ使いは、何者なんだ？　ヒマワリと関係があるのか？」

「……」

　男たちに無視され続けても、木村アルテミスは笑え顔がおを絶やさなかった。

　ただ一いつ瞬しゆん、無言になり。

　叶方に詰つめ寄る男に向かって、拳銃を持つ腕うでを持ち上げようと──。

「んーっ！　んんーっ！」

　叶方が呻きながら暴れると、ようやく男たちがハッとした。

　同時に、木村アルテミスの腕の動きもピタリと止まった。

「あ、ああ……す、すまない。大だい丈じよう夫ぶか？」

「おい、すごい汗あせだ。苦しいんじゃないか？　口だけでも拘束具をとってやろう」

「大きな声を出さないでくれよ。手て荒あらなことはしたくないんだ」

　男たちがうって変わって叶方を心配した。彼女の口から猿ぐつわを外す。

　彼女が流す大量の冷や汗は、息苦しさのせいだけではない。

「わあ、ＫＡＮＡＴＡの涎よだれつき拘束具って、高く売れそうですね」

　一言一句が人を苛いらつかせる、木村アルテミス。

　彼女は今、間ま違ちがいなく、眼前にいる男を殺そうとした。自分を無視したという、ほんの些さ細さいな理由だけで。叶方が暴れなければ血の雨が降っていただろう。

　木村アルテミスと白制服の男たちは、絶対に仲間ではない──。

　叶方が思っていた通りだ。

　この殺人鬼は、誰だれかと手を組むことができるような人間ではない。

「さすがカナさん。その表情からすると、彼らが何者か分かったみたいですね？」

　木村が膝ひざを折り、叶方の顔を覗のぞき込んだ。

「そうです。彼らは正しよう真しん正しよう銘めい、れっきとした救務庁の職員さんです。その上で、カナさん。貴女あなたのお仲間でもあります。つまり失踪者を取り戻したいと願う──」

　叶方は床の上で、歯を食いしばった。

「〝奪だつ還かん派〟の皆さんです」

　東京厄やく襲しゆうの発生直後は、消えた人々の奪還を望む声が強かった。

　しかし混乱が収まると、〝クリティカル・エリア〟を取り巻く雰ふん囲い気きが変化した。

　これ以上、〝クリティカル・エリア〟を刺し激げきする必要はないのではないか。

　そんな空気が、国内外に拡ひろがっていったのだ。

「私、エリアの中でカナさんに言いましたよね？　今時、カナさんたちみたいに失踪者を取り戻すために躍やつ起きになってるのは絶ぜつ滅めつ危き惧ぐ種だって」

　数百万人の失踪者を取り戻すよりも、残された数十億人の不安が勝ったのだ。

　今ある〝クリティカル・エリア〟を過か剰じように干かん渉しようし続けたら、自分が今いる場所にまで新たな〝クリティカル・エリア〟が生まれてしまうのでは──と。

「でも、きっかけさえあれば、そんな〝奪還派〟も息を吹ふき返す、とも言いましたよね」

　そう、木村アルテミスは確かに言った。

　その時、叶方は木村の言葉を否定したが──。

「きっかけを起こしてくれて、ありがとうございます」

　そのきっかけとは、他ほかでもない。

　叶方たちが〝ハーメルン〟から失踪者を取り戻したことだ。

「本当はカナさんだって、分かってたんでしょう？　こうなるって。だからこそ救務庁にいる潜在的な〝奪還派〟を引き込もうとして、乗り込んで来たんでしょう？」

　木村が叶方の耳元に口を寄せ、こっそりと耳打ちした。

「ごめんなさい。そういう人たち、みんな──私が、もらっちゃいました」

　叶方は、四人の男たちを見上げた。

　理り屈くつではない。消えた人々を取り戻したいという願いを、どうしても捨てきれずにいる人間──まさに木村の言う通り、叶方が協力者として狙ねらいをつけていた人物たちだ。

　叶方がやろうとしていたことを、木村アルテミスがすでに実行していたのだ。

　それも他でもない──叶方や蓮れん次じを、餌えさにして。

「厄襲直後の混乱を収拾させた救務庁の原動力は、職員が失踪者の関係者だったこと……その活かつ躍やくぶりを見れば、消えた人への執しゆう着ちやくも分かりますよね？　実際、二年間も誰一人として取り戻せずに焦じれていた人は、一人や二人じゃなかったみたいですよ？」

「……」

「失踪者を奪還できた本当の理由をちらつかせたら、彼らは快く私に協力してくれました。すでに〝奪還派〟の間でネットワークがあったそうで、私の監かん視しを解く手はずも実にスムーズに進めてくれて……救務庁の人たちは、本当に優ゆう秀しゆうですよね」

「──今すぐに、この女を捕まえるべきよ」

　木村の囁ささやきを無視し、叶方は男たちに向かって声を上げた。

「知ってるでしょう？　こいつは頭がいかれた殺人鬼よ。貴方あなたたちを利用してるだけで、いつ殺そうとしてくるか分からないわ……！」

「はい、私は殺人鬼ですけど、彼らが欲しい情報を持ってます。──それともカナさん、貴女がこの場で教えてくれるんですか？　どうやって失踪者を取り戻したのか」

「……！」

　蓮次が宿したＥＯＭ、〝アングリィ〟について明かす──。

　それは危険すぎる賭かけだった。危険人物の木村に知られることは元より、救務庁にその事実が漏れれば──ＥＯＭと同化した人類というだけで危険視されるだろう。

　そうなれば本格的に、蓮次を捕とらえるための包ほう囲い網もうが敷しかれることになる。

　半ＥＯＭとはいえ、〝クリティカル・エリア〟から出られる人類の敵がいるとなれば、この世界に蓮次の居場所がなくなりかねない。

　人類全体を──敵に回しかねない。

「それは……簡単に、信じてもらえないかもしれないから……」

「言うだけなら、タダですよ？　試ためしに言ってみてください！　ほら！　さあ！」

　言えない。

　叶方が追い詰められたからといって、パートナーを危険に晒さらすわけにはいかない。

　叶方の代わりはいても、秋あき月づき蓮次という切り札は──替かえの効く存在ではないのだ。

「……ね？　彼女は何も教えてくれる気がないそうです」

　木村が立ち上がり、朗ほがらかに笑った。

「でも私は脱走さえできれば知ってることを何でも話しますよ。脱走した後でゆっくりと彼女の口を割らせてもいいですね。こんな美少女を拷ごう問もんできるなんて心躍おどりますよね」

「……」

「カナさんも、ね？　協力しないと、今ここで殺しちゃいますよ？　だってもうカナさんったら見てるだけでムラムラ──じゃなくて、そうだ、ほら。私が捕まったのもカナさんのせいですし。おとなしく仕返しされるような性格でもないでしょう？」

　木村が部屋の隅すみから何かを持ち上げた。

「だからみんなで殺ヤって殺ヤられて、殺りまくりパーティです」

　そう言って木村が叶方の前に放ほうり投げたそれは、ヘッドフォンと小さな機械。

　叶方が使っていたものとは型式が違うものの、一目でそれが何か分かった。

　集音機である。

「──じゃなかった。皆さんで、か弱い私を助けてください」

　この上なく上じよう機き嫌げんな殺人鬼の笑みに、叶方と男たちは屈する他なかった。
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　人類が平和だったことが、いまだかつて一度たりともあっただろうか？

　見方によっては自分、鍵かぎ小お野のという男は平和な人生を生きてきたといえる。

　戦争のない時代の日本に生まれた。

　母子家庭とはいえ、衣食住に困らない暮らし。充じゆう分ぶんな教育を受け、治安の良い地域で育ち、大学に進学し、安定収入を見込める公務員に就職することができた。

　実に平和な人生だ。

　だが見ようによっては、全く別の見方もできる。

　母は常に男性関係で揉もめ続け、複数の恋こい人びと間で刃にん傷じよう沙ざ汰たになることもあった。学生時代の鍵小野自身も友人関係、恋人関係で、愛あい憎ぞうや誤解による争いや裏切りが絶えなかった。大学時代に母親が亡なくなると、弁護士を連れた人々が現れ、彼が由ゆい緒しよある一族の隠かくし子だと知らされた。それを機に彼の親族だという人々の争いに巻き込まれ──。

　と、平和に見える彼の人生でさえ、人間同士の諍いさかいごとが絶えなかった。

　報道を見る限り、紛ふん争そうやテロに苦しむ国はもっと酷ひどい。

　人間を苦しめるのは、常に人間だ。

　人が人を恨うらみ、人が人を傷つける。人類史は人類同士の争いの歴史でもあった。

　そんな人間同士の争いごとを見る度たびに、彼の中に蓄ちく積せきされていく感情があった。

　表情に出すほどでもない、小さな苛立ち。

　人間とは、そういうものなのだろう──。

　うんざりすると同時に、許容もしていた。喧けん嘩かをすることで以前よりも親密になる関係もあるし、戦争をきっかけに生まれた新技術だってあるはずだ。

　これからの人類も、そんな感じで時を刻んでいくのは明らかだった。

　だから鍵小野もなるべく争いを避さけ、ありふれた人類の一員として生きつつ、そろそろ嫁よめ探しでもしようかと考えていた時だった。

　唐とう突とつに、鍵小野は自分が何者であるか知るきっかけを得てしまった。

　東京厄襲である。

　あの悲劇が起きた瞬しゆん間かん、鍵小野はたまたま東京にいた。

　境界線近くにいたせいで瓦が礫れきに当たり、右目の視力を失ったのも、その時だ。

　右目だけではない。待ち合わせをしていた当時の婚こん約やく者までもが、境界線の向こうに消えてしまったが──その時の彼は、彼女の身を案じるどころではなかった。

　彼は血ち塗まみれになった顔で、紫むらさき色いろの境界線を見上げた。

　その周囲では、負傷して逃にげ惑まどい、あるいは助け合う人々の姿があった。

　あの時、自分はどんな表情をしていたのだろう？

　直感か、それとも本能か。眼前にそびえる境界線が、人が起こした現象ではないことが分かった。一方では、ひ弱な人々が等しく逃げ惑っている。

　そのような地じ獄ごくの中で、鍵小野は今まで味わったことのない安堵を覚えていた。

　人々の悲鳴が、どんな賛美歌よりも美しく聞こえた。

　泣き叫さけぶ声に向かって指揮棒を振ふりたい衝しよう動どうにかられる中、彼は自分の正体を悟さとった。

　自分は、平和主義者だったのだ。

　人間同士の争い、戦い、戦争──そのようなものを嫌きらい、完全に排はいしたいという思想を内に秘ひめていたのである。だからこそ争いごとに苛立つと同時に、そんな夢が叶かなう可能性のない現実に絶望したくなくて、諦あきらめたフリをし続けてきた。

　それなのに、ずっと心の中で問いかけてきた疑問に、答えが出てしまった。

　人類が平和だったことが、いまだかつて一度たりともあっただろうか？

　ある。

　東京厄襲が発生した瞬間が、それだ。

　歴史上、はじめて人類同士の争いを止めたのである。

　人同士で憎にくしみあい、裏切り、傷つけ合うことのない世界がどれほど美しいか。

　人が人と争わず、人が人を疑わず、怖おそれることもない。

　誰もが等しく、平等に弱い生き物として、人ではない侵しん略りやく者から逃げ惑う光景──。

　鍵小野の平和主義者としての理想の世界が、垣かい間ま見えてしまった。

　人間は人間同士で争わずともいられる種族である。

　人類以外の敵──勝ち目など毛ほどもない、強力な捕ほ食しよく者に侵略されている間は。

　東京厄襲という出来事が、彼に啓けい示じをもたらした。

　とはいえ自分は平和主義者であり、破滅主義者ではない。頭がおかしいわけでもないので、人命が失われることが悲しいことであるということも理解している。

　だから彼は救務庁という組織に入った。

　都心を襲おそった侵略者にＥＯＭと名付けたのも、彼の案だ。

　ＥＯＭ──人類の敵。その名の通り、彼らは人類にとって天敵でなければならない。

　人類が勝ち得たり回かい避ひできる存在では、ただの猛もう獣じゆうや天災と変わりがないのだ。

　絶対の脅きよう威いとして人類を一つに導きつつ、決して人類を滅亡させてはならない。

　そんな絶ぜつ妙みようなバランスを保つ、人類の〝隣りん人じん〟でなければならない──。

「──木村アルテミスが消えた？」

　救務庁本庁、庁舎。

　急いで駆かけつけたのだろう、部下の職員が息も荒あらく報告した。

「尋じん問もん室への定期連れん絡らくに応答がなかったので、補助チームが現場へ向かったら……監視役の職員三名の射殺体があり……」

　鍵小野は自分の同行者二人を見た。

「國くに井い隊長。劉りゆう班長」

　白しら髪が交じりの正規チーム隊長と、眼鏡めがねチェーンの女性が頷うなずいた。無線機を取り出す。

「正規チームを集合させろ、今すぐにだ。木村アルテミスがいた別べつ棟むねの全出入り口を封ふう鎖さする。並行して現在別棟にいる職員は、訓練通りのルートで速すみやかに脱だつ出しゆつさせろ。警報は鳴らすな。浮うき足あしだった職員に紛まぎれ込まれたくない」

「危険人物が別棟から脱走しました。外部受付係を除いた広報課職員は、本ほん棟とうにある各課に点呼をとらせてください。その後は、全課は各オフィスで待機。また同時進行で自衛隊に出動要よう請せいを。事前に承しよう認にんを得ている緊きん急きゆうコード０９３に従って動いてもらいます」

　木村アルテミス、脱走。──その可能性を、考えていなかったわけではない。

　その証しよう拠こに、万が一の事態が発生した場合の対応はマニュアル化してある。救務庁の全職員が速やかに、とは行かないまでも幹部たちは迅じん速そくに動いてくれるだろう。

「……」

　そう、木村アルテミスは危険人物だ。鍵小野はあの殺さつ人じん鬼きを正規チームに引き込み、限定的にとはいえ拘こう束そくを解くことのリスクは重々承知していたつもりだ。

　そういう意味では、木村が脱走を試みたということ自体は予想の範はん疇ちゆうなのだが──。

「脱走の手て際ぎわが強ごう引いんで──素す早ばやすぎる」

　鍵小野は顎あごに手を当て、思案した。

「木村が何かをしでかすにしても、もう少し我々の信用を得るか、根回しをしてからだと思っていた。こんなにも早く動き出すとは……逃げ切る勝算があるのか？」

　國井が無線機から口を離はなし、鍵小野を見た。

「実銃じゆうが持ち込まれたことも考えると、木村個人の行動ではないでしょう。あの女の仲間が潜せん入にゆうしているようです」

「もちろん、仲間の仕し業わざだろう。しかし木村に外部の人間が接せつ触しよくすることも、厳重に警けい戒かいしていたはずだが……」

　厳しい顔で向き合う鍵小野たちのもとへ、慌あわただしい靴くつ音おとが近づいた。

　鍵小野がいるのは、本棟と別棟を繫つなぐ渡わたり廊ろう下かである。別棟側の通路を完全武装の補助チームが封鎖する一方で、長い髪かみをなびかせた女性が本棟側から駆け寄った。

　魚な瀬せ鞠まり緒おだ。正規チームの一員である女性が、鍵小野たちとすれ違ちがおうとする。

「事態は把は握あくしています。すぐに、あの女を仕留めます……！」

「──待て、魚瀬隊員」

　鍵小野が呼び止めると、魚瀬が振り返った。

「ここは、五階だ。ＫＡＮＡＴＡの控ひかえ室がある二階からなら、地上を通ったほうが早いはずだが？」

「……」

「貴様、また迷子になったな」

　國井隊長に睨にらまれ、魚瀬が素知らぬ顔で目をそらした。

「いや、それならもっとおかしい。我々はたった今、木村脱走の報しらせを受けたばかりだ。君はＫＡＮＡＴＡの護衛もせずに、今までこの近くをウロウロしていたのか？」

　鍵小野の質問を受け、魚瀬が眉まゆをひそめた。

「私が緊急招集の命令を受けたのは、十分──いえ、十五分ほど前ですが」

　鍵小野、國井、劉ら三人が、同時に硬こう直ちよくした。

　上司である鍵小野よりも十五分も先に、部下の魚瀬に報告が行くことなどあり得ない。

「貴様……十五分も、迷子になっていたのか！」

「……二十分かもしれません」

「劉！」

「はい！　──ＫＡＮＡＴＡの控え室に誰だれかを送って！　最優先事じ項こうよ！」

　待つこと、数十秒。

　じりじりとした緊張感の漂ただよう中、連絡を受けた劉が顔を歪ゆがめた。

「テレビ局のスタッフを見つけました。本来の控え室とは別の部屋に通されたようです」

「ＫＡＮＡＴＡは？」

「……行方ゆくえ不明です。彼女が案内されたとみられる部屋には、争った跡あとが」

　渡り廊下に、重苦しい沈ちん黙もくが落ちた。

　時期尚しよう早そうと思われた、木村アルテミスの脱走。

　それが今、このタイミングで実行された理由を、國井隊長が苦々しく言い放った。

「ＫＡＮＡＴＡを、人ひと質じちにするつもりか──」

　人気のある芸能人ならば、これ以上ない人質となるだろう。

　だが問題は、それだけではない。

「そうだとしても、ＫＡＮＡＴＡの広報大使就任が決まったのは、ほんの数日前だ。計画から実行に至るまで時間が少ないわりに、根回しが早すぎる。──魚瀬」

　鍵小野は、直立不動で佇たたずむ魚瀬に尋たずねた。

「なぜ、國井隊長以外の命令に従った？　誰が君に命令を伝えたんだ」

「私に──私と、おそらく今回の件と全く関係がない無実の秋あき月づき職員に指示を伝えたのは、探たん索さく課の職員です。これまでにも同様に命令を伝達されたことがあるため、疑問を抱いだきませんでした。全すべては私一人の責任です」

　鍵小野は、國井隊長と目を合わせた。

　そばにいる劉も何が起きているのかを察したのだろう。唇くちびるを嚙かんでいる。

「鍵小野広報官。これは、外部からの侵入者ではなく──救務庁の職員が？」

「それも一人や二人ではないだろう」

　鍵小野は頷き、眉み間けんに皺しわを寄せた。

　平和主義者の彼が最も嫌う、人間同士の争いの匂においがした。

「クーデター、といえる事態だ」
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　何か、おかしい──。

　手足の拘束を解かれた叶方は、小さな違い和わ感を覚えた。

　救いようのない異常者といえど、囚とらわれの身となれば自由を欲ほつするのだろう。木村アルテミスからは、さも得意げに脱走に至るまでの経けい緯いを聞かされた。

　だが、どう考えてもおかしい点が、たった一つだけあった。

　木村が、叶方のパートナーである蓮次の話題に触ふれないことだ。

　木村アルテミスが最も興味を抱いているのは、秋月蓮次という少年。

　それだけは間違いないはずなのに、である

「──分かったわ、脱走には手を貸す。でも、一つだけ条件があるわ」

　抱いた違和感を隠し、叶方は立ち上がった。手首をさすりながら、木村を睨む。

「殺しは、なしよ」

　相手は抜ぬけ目のない殺人鬼だ。自分の疑問に、正直に答えるような人間ではない。

　不本意極きわまりないが、今はおとなしく従いつつ、真意を探さぐる必要がある。

「いきなり、一番の楽しみを取り上げないでくださいよぉ」

　木村が苦笑いした。リボルバーを玩具おもちやのように手の中で弄もてあそぶ。

「脱走の難易度も上がっちゃいますし。カナさんは条件を出せる立場じゃないですよね」

「いいえ、貴女あなたが一番よく分かってるはず」

「何をですかぁ？」

「私に人殺しはできない。──殺したくても、頭と身体からだが拒きよ否ひするのよ」

　叶方は集音機を拾った。構造を確認し、言い放つ。

「だから殺しをするなら、私は協力したくてもできないわ。今すぐに私を解放するか、それとも殺すか……人質にするなら、また眠ねむらせでもすればいいわ」

　挑ちよう発はつと思われるかもしれないが、事実だ。木村が思い出したように笑う。

「ああ、そうでしたね。カナさんが私を殺せなかったせいで、私は今もこうして生きてるわけですし。カナさんは頭が良いのに、甘さで全部台無しにするタイプですよね」

　返す言葉がなかった。

　叶方は、狂くるえない──。

　目的のために理性や道徳観を捨てるという、そんな簡単なことが自分にはできない。

「そうよ。だから貴女が誰かを殺すというなら、足手まといにしかならないわ」

　木村アルテミスは社会不適合者だが、叶方は人間社会に適合しすぎてしまっている。

　人類文明と、〝クリティカル・エリア〟。

　叶方と木村が、それぞれどちらの世界に適しているのかは、言うまでもない。

　本来ならば──適していない側の世界には足を踏ふみ入れるべきでない者同士だ。

「その代わり、誰も殺さないなら、貴女の脱走に全力を尽つくしてあげる」

　対照的な人格を備えた二人が、間近から見つめ合った。

「そして脱走を成功させた上で、あらためて貴女を捕つかまえてみせる。今度も殺しはしないけど……五体満足では済まさないわよ」

「それ、こっちの台詞せりふですよぉ。用が済んだら、たっぷり、たぁっぷり、今までで一番、じっくりとカナさんで楽しむつもりだったんですから」

　木村が上気した表情で、銃口をかじった。

「今の状じよう況きようじゃ、カナさんをヤれても楽しむ時間がないし──まあ、いっか。分かりましたよ。人質としてひきずっていくよりは、協力してもらったほうが手間が省けますし」

　木村があっさりと承しよう諾だくした。

　やはり、そうだ。木村アルテミスは、ここで彼女を殺したりはしない。

　脱走を成功させた上で──叶方から蓮次に関する情報を引き出したいはずだからだ。

　集音機を用意していたのも、最初から彼女に協力させるつもりだったからだろう。

「状況を教えて」

　一方、叶方は死ぬわけにはいかない。救務庁に保護されるわけにもいかなかった。

　蓮次の身が心配だ。救務庁の〝奪だつ還かん派〟に蓮次の情報が流れていた以上、彼が調べに向かった木村アルテミスの実家にも罠わなが仕し掛かけられている可能性がある。

　もし彼がピンチに陥おちいっていたら、それを助けるのはパートナーである叶方の役目だ。

　一刻も早く妨ぼう害がい電波の範はん囲い外に出て、彼と連絡をとらなければならない。

　それまでは木村に反はん抗こうして殺されるわけにはいかなかった。救務庁に保護を求めても、木村が彼女の正体をバラせば、疑いが晴れるまで身み柄がらを拘束されてしまうだろう。

　一秒でも早く木村を脱走させ、木村を拘束し、蓮次と連絡をとる。

　それが今の叶方に与あたえられた、新たな使命だった。

「カナさんを拉ら致ちしてから、四十五分ほど経たちましたかね。ここは探索課が占せん有ゆうしてる別棟の三階にある会議室です。すでに建物の出入り口は封鎖されてるでしょうね」

「お、おい、木村……本当にＫＡＮＡＴＡに協力させる気か？　レイダーだとしても、ただの子供だろう。怖こわくて逃にげ出すだけじゃ……」

「大だい丈じよう夫ぶですよ、この人なら皆みなさんの一万倍は役に立ちますから」

　躊躇ためらう〝奪還派〟の職員を笑い飛ばし、木村が叶方を見た。

「それに、カナさんも分かってますよね？　脱走に失敗したら、殺すか、救務庁に正体をバラしちゃいますからね。そうなったら──永遠にレンさんと連絡をとれませんよ？」

　叶方の思おも惑わくなど、お見通しらしい。

　上等だ。これで吐はき気けのするチーム結成というわけである。

「今、ここから出るのは危険だ。別棟は捜そう索さく隊でいっぱいだろう」

　出入り口のドアを張っていた男性職員が振ふり返った。

「他ほかの同志が助けに来るまで、待ったほうがいい」

「いやいや、ここでジッとしていたら、捜索範囲を絞しぼり込まれて終わりですよ」

「……気分が悪いけど、同感ね。その同志とやらが来る気配もなさそうだし」

　叶方は言い、集音機を手に会議室のドアに近づいた。

　ヘッドフォンを耳に当て、扉とびらをわずかに開く。

「お、おい……！」

「救務庁は、私の脱だつ走そうとカナさんの誘ゆう拐かいを外部に漏もらしたくないんでしょうか？　警報を鳴らさないのは失敗ですよねぇ、カナさん？」

　木村を無視し、叶方は小型の手持ち式アンテナを通路に掲かかげた。

「──手前の通路には、人の気配なし。曲がり角の奥に複数の靴音。歩ほ幅はばと小さな金属音から推測すると、武装した三人の男性。走るスピードを落とさないから、およそ三秒後に通り過ぎるはず。左側の通路で、ドアが開く音。緊きん張ちようした会話が聞こえる。きっと避ひ難なんしようとしてる職員ね」

　集音アンテナが拾う複雑な物音を、叶方の耳が瞬しゆん時じに解かい析せきしていく。

　木村がうっとりとした表情を浮うかべた。

「さすが、カナさん。一年八ヶ月の探索歴を持つベテランレイダーだけありますね」

「いっ……一年八ヶ月？」

「そんなレイダーの記録、見たことないぞ……！　正規チームだって、そこまでは──」

　驚おどろく男性職員たちを尻しり目めに、叶方と木村が脱出の態勢を整える。

「これなら不用意に正規チームとぶつかることもなさそうですね。雑魚ざこくらいなら、お任せを。エリアじゃなくても、それなりに撃うてるので」

「周囲を包囲されてる様子はないわ。出るなら、今よ」

　凶きよう悪あくな犯罪者に荷担することは、不本意だ。

　救務庁を敵に回すことも、やはり不本意だ。

「それじゃあ、例の合図をお願いします、カナさん」

「……」

「今はレンさんじゃなくて──私が、カナさんのパートナーですよ」

　ニヤリと嗤わらう殺さつ人じん鬼きの相棒となるのも、鳥とり肌はだが立つほど不本意ではあるが──。

　他に選せん択たく肢しのない彼女は──。

「ゴー！」

　救務庁との開戦の号令を下すしかなかった。
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　救務庁本庁の敷しき地ちは、真っ二つに分断されることとなった。

　芸能人のＫＡＮＡＴＡも加わった避難訓練と称しようし、二つの棟むねの間には緊急用の移動式バリケードが張り巡めぐらされた。

　本ほん棟とうでは国民の訪問者を受け入れ続ける一方で、別棟側は──戦場と化していた。

　巨きよ大だいなバリケードは、〝クリティカル・エリア〟を包囲するそれと同じものだ。列車型の壁かべは人間はもちろんのこと、戦車であろうと突とつ破ぱを許さない。

　別棟そのものは、すでに武装した自衛隊員が包囲していた。装そう甲こう車を盾たてにして、いつ脱走者が現れても対応できるように小しよう銃じゆうを構えている。

　一時間もかけずに完成させたとは思えない、完かん璧ぺきな陣じん形けいである。

　それにも拘かかわらず──。

「補助チームがまた一つ戦せん闘とう不能になりました！　四階、階段です！」

「五階の階段を封ふう鎖さしていた補助チームが突破されました！　手足を負傷！」

「魚瀬を五階に送れ！　一人で行かせるな！　必ず誰だれかに道案内させろ！」

「電子偵てい察さつ小隊が、目標を見失いました！　これでドローン五機、全て大破です！」

「モニター室、制圧完かん了りよう！　しかしすでに監かん視しシステムが破は壊かいされているようです！」

　大型車両の中に設けられた作戦本部に、木村捕ほ獲かくの報が届くことはなかった。

「……」

　鍵小野はノイズだらけのモニター群を見上げたまま、動かなかった。

　迷めい彩さい服を着た髭ひげの男が、現場を指揮する正規チーム隊長に向かって言った。

「國井一いつ佐さ──いえ、國井隊長。目標は本当に……十八歳の女子なのですか？」

「そうだ。木村アルテミス。本来なら大量殺人犯として無期懲ちよう役えきになるはずだった」

　國井隊長が頷うなずいた。彼はかつて自衛隊に所属する英えい雄ゆうだったが、東京厄やく襲しゆうを機に救務庁がスカウトした人材である。そばにいる髭の男は彼の元部下だそうだ。

「あのＫＡＮＡＴＡを人ひと質じちに取り、寝ね返がえった救務庁職員を引き連れて脱走を図はかっている、とのことですが……現状、想定していた事態とはあまりにかけ離はなれています」

「分かっている。木村アルテミスの射しや撃げき能力が、ここまで高いとは思わなかった。ショットを使っているわけでもないのに、この戦闘力は異常だ」

「それだけではありません……！　人質をとったのなら、どこかに立てこもって要求を出すのが普ふ通つうです。それなのに、この機動力は一体……？　索さく敵てき能力も高すぎる。通気口やエレベーター通路を通って接近したドローンが、ことごとく映像を送る前に破壊されています。木村という少女は壁の向こうを見通す目まで持っているのですか？」

「エリアではそういう能力を使いこなしていたと報告を受けているが、不明だ。何らかの方法でこちらの動向を察知しているのは、確かなのだが……」

　國井隊長が鍵小野に身を寄せ、囁ささやいた。

「鍵小野報道官。これは実際、人間業わざとは思えません。まさか、木村も──」

「ヒマワリの〝同類〟と？　違ちがうな。そもそもヒマワリですら、こちらの世界では普通の人間と何も変わらないんだ。あれ以上の存在がいるとは思えない」

　木村は、確かに普通の人間ではないのだろう。

　だが、せいぜい〝厄やつ介かいだな〟と眉まゆをひそめる程度だ。こちらの世界でショットを使えるわけではない。もしそれが可能なら、とっくに救務庁は皆殺しにされているはずだ。

　鍵小野は、それよりも別のことが気になっていた。

「動きが──おかしいな。なぜ、こんなにも建物内を休むことなく移動し続ける？」

　國井隊長と髭男が、顔を見合わせた。

「我々に捕まらないよう、逃げ回っているようには見えます」

「突破口を探しているようにも」

「私にも、そう見える。普通の脱走犯なら、そうだろう」

　頷き、鍵小野は続けた。

「しかし木村は、頭が良い。出入り口は全すべて、正規チームのメンバーが封鎖していることくらい分かっているはずだ。そのせいで魚瀬しか動き回れるメンバーが残っていないのが惜おしいが、ヤツはその魚瀬からも逃げている。つまり木村といえど、こちらの世界では正規チームのメンバーを相手にしたら勝ち目がないと判断しているんだ」

「逃げ場がない……と、すでに分かっているはずと？」

「それに、この機動力はやはりおかしい。足手まといの人質を連れていたら、とてもこうはいかないはずだ」

　鍵小野は横にいる髭男に視線を向けた。髭男が神しん妙みような顔で言う。

「報告では……ＫＡＮＡＴＡは特に拘こう束そくされている様子はなかったとのことです」

　しばしの沈ちん黙もく後、三人は鋭するどい目つきを交こう錯さくさせた。

「ＫＡＮＡＴＡを、救助対象から拘束対象に変へん更こう。同行している職員に対しても、木村と同等レベルの攻こう撃げきを許可する」

「了解」

「突入部隊に命令の変更を伝えろ！　使用武器を増やす！」

「木村はまだ何かを企たくらんでいる可能性がある。事態の収拾を急ぐぞ」

　ＫＡＮＡＴＡは、怪あやしい。──レイダーを取り締しまり続けてきた鍵小野から見れば、失しつ踪そう者を身内に抱かかえているという時点で潜せん在ざい的レイダーといえる。

　レイダーは、排はい除じよしなければならない。

　人類は等しく、人類の敵を恐おそれなければならないのだ。

　そうすることで人類同士の争いがなくなり、真に平和な種族に生まれ変わる。

　それなのにレイダーは、あろうことか──〝クリティカル・エリア〟に挑いどもうとする。

　自らが人類破滅の種を抱えているということも知らずに、だ。

「繰くり返すぞ、ＫＡＮＡＴＡも敵だ。責任は私がとる」

　そんなレイダーの中でも、特に危険な人物は──木村アルテミスではない。

　今、救務庁が最優先で対応すべきレイダーは、木村などではないのだ。

　あの、ナイフ使い──。

　一刻も早く、あの少年の捜索に乗り出したい鍵小野の元へ、一人の職員が舞まい込んだ。

「報告します！　一いつ般ぱん市民から警察回線へ、気になる通報が……！」

「一般市民の通報だと？　今、報告すべきことなのか？」

「申し訳ありません、國井隊長！　しかし探索課で最優先されていた事じ項こうに相当します。埼玉県の住宅街で、手配中の人物と符ふ合ごうする対象が事故を起こした模様です」

「手配中の人物？」

「十代半ば、中肉中背。──ゴーグルと、ネックゲイターを装備した少年です」

　鍵小野の中の、平和主義者としての本ほん性しようが微笑ほほえんだ。

　見つけたぞ、真の人類の敵め──と。
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「通路の先、０時方向に複数の靴くつ音おと！　待ち伏ぶせよ！　後方、12時方向からも階段を降りる音！　このままだと挟はさまれる……！」

「どちらのほうが与くみし易やすいですかぁ？」

「──後方！　前方からはバリケードを組む音がするけど、後方は人数も少ないし、統とう率そつのとれた足音じゃない！　明らかに急場しのぎのチーム！」

「了解です。反転しましょう」

　弓家叶方、木村アルテミス、仲間を探すために一人別れて三人の白制服の男たち。

　救務庁別棟の通路を走る五人組が、いっせいに身体からだの向きを変えた。

「ドローンの駆く動どう音はどこからも聞こえないわ。──前方、飛び出してくるわよ！」

　ヘッドフォンをした叶方の予言通り、通路の先から三人の白制服が現れた。

「モグラ叩たたきでズルしてるみたいで、気が引けますね」

　木村が世間話をするかのような口調で言いながら、リボルバーを構えた。

「出てくる場所とタイミングを教えてもらえるんですから」

　きっかり三発。早はや撃うちによって放たれた弾だん丸がんが、追っ手の肩かたや足を撃ち抜ぬいた。発射式のスタンガン型拳けん銃じゆうを構えようとした白制服たちが、悲鳴を上げて倒たおれる。

「お疲つかれ様です。さあ、今のうちに通り抜けましょう」

　木村アルテミスの射撃能力は健在だった。〝クリティカル・エリア〟で見た神がかり的な速度には及およばないまでも、常人離れしていることは変わらない。

「……」

　叶方は心の中で倒れた男たちに謝りつつ、木村に続いた。

　同行者の三人も、二人の少女に遅おくれて通路を駆かけ抜けようとするが──。

「裏切り者めっ……！」

　倒れた男が苦し紛まぎれに突つき出したアーミーナイフが、一人の足をかすめた。

「うあっ！」

　太ももを出血し、転てん倒とうする男。

「何してるんですかぁ、もお。私たちは先に行きましょう、カナさん──」

　呆あきれ顔で振ふり返る木村に、叶方は背を向けた。

「とりあえずこれで止血するわ！　立って！　走れる？」

　自分の上着を脱ぬいで、男の太ももをきつく縛しばる。

「あ、ああ……！　なんとか……！」

「……はあ、せめて血は垂らさないでくださいね。後を尾つけられちゃいますから」

　アーミーナイフを持った男の腕うでを撃ち抜きながら、露ろ骨こつに嘆たん息そくする木村。

　今さら殺人鬼に人情は求めないが、叶方はそうはいかなかった。

「あ、ありがとう、ＫＡＮＡＴＡ……」

「いいから、走って！」

　自分を誘ゆう拐かいした相手とはいえ、叶方と同じ〝奪だつ還かん派〟の人間だ。

　もし立場が逆だったら、自分も彼らと同じ行動をとっていたかもしれない。いや、逆でなくとも、大切な人を取り戻もどすために犯罪行こう為いに手を染めているのは同じだ。

「下の階から靴音！　上に逃にげるしかないわ……！」

「オーケーです。上へ参りまぁす」

　階段を駆け上がる、五人。

「いつまでも逃げ回っていられないわよ。どこから逃げ出すか、アテはないの……！」

「そういうことは、この人たちに聞いてください。彼らに全部、任せてるので」

「他にも別働隊がいるはずなんだが……！」

「皆みな、もう捕つかまってしまったのか？」

　男たちの焦あせる様子を見て、叶方は奥歯を嚙かんだ。

　一連の脱だつ走そう計画が大おお雑ざつ把ぱすぎる。予想していたよりも、ずっとだ。

　同行者の白制服たちは、一般職員なのだろう。武器の持ち込みだけはうまくいったようだが、それらを使いこなせる戦闘員ですらない。

「当初の計画通り、ＫＡＮＡＴＡを人質にして立てこもったほうがいいんじゃ……？」

「うーん、そうですねぇ。でもよく考えたら、それって勝ち筋なくないです？　足を止めて包囲されちゃったら、正規チームや特とく殊しゆ部隊にいっせいに突入されちゃいますし」

　木村が彼らを言いくるめた結果の、場当たり的な犯行──。

　そんな印象しかないが、当の脱走犯である女性が平然としているのが気にかかった。

「正規チームは、強いですからね。あの人たちとじゃ対等のヤり合いになっちゃう。私は一方的に無理矢理ヤったりヤられるのが好きなタイプなので……」

　木村は反吐へどが出るような人格破は綻たん者だが、馬ば鹿かではない。

　そんな女が出口の見えない逃とう走そう劇を企くわだてるとは思えなかった。

　やっぱり、何かがおかしい──。

　違い和わ感を膨ふくらませる叶方の鼓こ膜まくが、小さな物音を拾った。

「……！　前方、三つ先のドア！　人の気配！」

「おっと、待ち伏せでしょうか？」

「──おい！　こっちだ……！」

　前方にあるドアが開き、白い制服を着た男が顔を出した。手招きしている。

　その人物を見て、同行者たちが表情を輝かがやかせた。

「あれは、仲間だ！　まだ残っていたのか……！」

「どうです、カナさん？」

「──小数の衣きぬ擦ずれの音しか聞こえないわ。少なくとも大勢隠かくれていたり、金属製の武器を隠している気配はなし……罠わなではないと思うわ」

〝クリティカル・エリア〟の探索に慣れたレイダー二人は、慎しん重ちようだ。

　五人揃そろってドアの内側に滑すべり込む。そこは倉庫代わりに使われた部屋だった。薄うす暗ぐらい室内に、コピー用紙や業務用のインスタントコーヒーなどが保管されている。

　叶方たちを室内に呼び込んだのは、二人の男性職員だった。

「良かった、まだ無事だったんだな。もう捕まったのかと思ったぞ……！」

「他ほかの仲間は、どうなってるんだ？　逃げ道の確保をしてるんじゃなかったのか！」

「落ち着け……！　俺たちは、この階を警けい戒かいするように命令されているんだ！　でも報告をしなければ、すぐに裏切りがバレる！　時間がない……！」

　小声で言い合う男たちから離れ、叶方はドアからアンテナを出した。

「今のところ、階段方向から足音が聞こえるだけね。上に向かう階段に血ち糊のりを残しておいたのが、効いてるみたい」

「さすが、カナさん。逃げ慣れてますねぇ」

「俺たちも、すぐに捕まるだろう。だからその前に、今の状じよう況きようだけ知らせに来たんだ」

「そうか……外はどうなってる？　どこから逃げればいいんだ？」

　問われ、二人組の男が押し黙だまった。

「お、おい、どうした？　逃げ道は？」

「──全ぜん滅めつだ」

　苦々しい口調で呻うめく。

「本命だった屋上のヘリを奪うばう作戦が、正規チームの一人と補助チームの奇き襲しゆうを受けて潰つぶされた。あらかじめ確保しておいた出入り口も、正規チームの奴やつらにあっという間に制圧された。敷しき地ち外で待機していた仲間たちも、全員見つかって……」

　倉庫内に、氷のような沈黙が落ちた。

　易々と殺さつ人じん鬼きを逃がすほど、救務庁は甘くない──。

「それじゃあ、〝もう一つの作戦〟のほうはどうです？」

　ピクリ。木村の放った言葉に、叶方は顎あごを持ち上げた。

「本命というなら、そっちのほうでしょう？　ちゃんと成功しましたか？」

　もう一つの作戦。

　思った通り、木村は別の何かを企んでいた──。

「あの、ナイフ使い──〝レン〟さんを捕まえることはできたんですか？」

「……！」

　驚きよう愕がくし、振り返る叶方。

　彼女の反応を楽しみにしていたのだろう。木村がにやつきながら、こちらを見た。

「危険を承知で、カナさんが救務庁に乗り込んで来たんです。レンさんもどこかを調べているとしたら──私のおウチあたりなんじゃないですか？」

　完全に、叶方たちの狙ねらいを見抜かれていた──。

　やはり、木村は秋月蓮次のことを諦あきらめてはいなかった。蓮次が危機に陥おちいっているかもしれない、という叶方の懸け念ねんも当たっていた。

　何もかも、木村アルテミスの手の平の上だったということだ。

　思わず歯嚙みする、叶方だが──。

「……それも、失敗だ」

　うなだれる男を見て、叶方と木村の表情が逆転した。

「マンションの五階から、飛び降りたらしい。さすがにそれは……想定外だった」

「はあ？　レンさんはレイダーですよ？　それくらい、朝飯前でやってのけますよ」

　憤ふん慨がいする木村とは対照的に、安あん堵どの息を漏もらす叶方。

　蓮次もまた、待ち伏せに遭あったようだ。しかし彼は自力で危機を逃のがれたらしい。

　ひとまずは安心──と、思ったのだが。

「仲間が追いかけたが……その後、〝レン〟は事故を起こしたそうだ」

　叶方と木村アルテミスが、今度は全く同じ表情を浮うかべた。

　目を見開き、同時に声を漏らす。

「……えっ？」

「自動車との衝しよう突とつ事故だ。警察や救急に入った通報から、間ま違ちがいないだろう。救務庁にも見つかって、先ほど総動員がかけられたようだ……」

　ぎこちない動きで、叶方と木村は互たがいの顔を見合わせる。

「バ──バカなんですか、レンさんは……！」

　その通り、蓮次はバカだ。これまでに彼がしでかしたミスは数え切れない。

　だが今回ばかりは──今までの比ではなかった。

「事故って……！　証しよう拠こも残るし目もく撃げき者も出るし……レイダーとして、一番やっちゃいけないことじゃないですか？　逃がすだけならともかく、事故死なんかでポックリ逝ゆかれるとか……生きてても救務庁に捕まっちゃったら、私が脱走する意味が……！」

「ほ、本当にレンなの？　怪け我がは？」

「仲間からは、それらしい少年の姿は事故現場から消えていたと聞いているが……」

　男の言葉に、叶方と木村は胸をなで下ろした。

　最悪の事態は免まぬがれた。すぐに身を隠すことができたのなら、重傷ではないのだろう。

　だが居場所がバレた以上、救務庁が仕し掛かける包囲作戦から逃れられるかどうか──。

「……早く、助けに行かないと」

　ぽつり、と叶方は呟つぶやいた。

　いくら逃走中の出来事とはいえ、蓮次が簡単に事故に遭うとは思えなかった。

　彼はバカでミスも多いが──油断だけはしない少年だ。

　罠以外に、彼を動どう揺ようさせる何かが起きたのかもしれない。

「レンさんってば、もお……他に報告はありますか？」

　呆れた顔で嘆息し、木村が白制服たちに尋たずねた。

「いや、以上だ。そろそろ、ここも危ない。俺たちが囮おとりになるから──」

「ああ、大だい丈じよう夫ぶです。皆さんじゃ囮にすらならないでしょうし」

　立て続けに二発、銃じゆう声せいが響ひびいた。

「──」

　反射的に顔を上げた、叶方のそばで。

　今度は、三連発。

　合計で五発の銃声が鳴り響くと同時に、棚たなや壁かべに真っ赤な華はなが咲さいた。

「ところで、カナさん──」

　何事もなかったように、笑え顔がおで振り返る木村アルテミス。

　叶方は我知らず、目の前の殺人鬼に向かって飛びかかっていた。集音アンテナを捨て、木村アルテミスに摑つかみかかるも──。

　残り一発の弾丸を残したリボルバーの銃口が、真下から叶方の顎に突きつけられた。

「話は変わりますけど、私、見ちゃったんですよ」

　双そう眸ぼうから涙なみだを溢あふれさせる叶方を、木村アルテミスが見つめ返した。

　倉庫室で呼吸をしているのは、少女二人だけだ。

　ほんの一いつ瞬しゆん、目を離はなしただけで、あっさりと。

　五人の人間が頭を撃うち抜ぬかれ、絶命していた。

　五人の〝奪還派〟、叶方の同類が流した血の海の中で──。

「〝疑わしきＥＯＭ〟と戦ったのは……レンさん一人じゃなかったですよね？」

　木村アルテミスが、嗤わらった。
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　自分の中で、誤作動が生じていることは分かっていた。

　だからこそ彼ら──人類は、自分を恐おそれているようだった。

　彼らの目に、以前よりもはっきりと恐きよう怖ふと敵意が見てとれるようになった。

　彼らを変化させたのは、自分のとった行動が原因だ。

　自分は、今まで決して彼らを攻こう撃げきしなかった。

　当然だ。

〝自分たち〟は本来、そういう存在なのだから。

　しかしながら、ある時、やむなく彼らを攻撃してしまった。

　自らの使命を果たすために、必要な行為だった。彼らの生命活動を停止させるような損傷は与あたえていないとはいえ、彼らは決して許そうとしなかった。

　自分のことを、彼らは恐れている。

　それが彼らの言う二年間という時間軸じくの中で導きだした、自分の結論だった。

　それでも自分は彼らを許し、彼らとともに次の段階へ進もうとしたのに──。

　──俺たちは、同じだ。

　自分の片割れであるはずの少年は、自分のことを恐れなかった。

　彼は本来のあるべき姿を忘れ、人類側の要素が強く残ったようだ。

　──でも人間の部分は、俺たちは同じでも何でもない。

　人類側に近いくせに、彼は恐れず、敵意もなく、まっすぐに自分のことを見つめた。

　そんな存在は、はじめて出会った。

　自分は結論を急ぎ、大事なことを見み逃のがしていたのかもしれない。

　──お前の顔も……いっしょに取り戻もどすよ。

　彼らの行動は、統一されていないのかもしれない。

　同種の遺伝子を持つ存在ながら、行動に一いつ貫かん性がないのかもしれない。

　自分の中では、彼らは〝攻撃〟と〝防ぼう御ぎよ〟という二種類の行動原理によって成り立っているものと考えていた。

　彼らは自分のことを攻撃したし、防御のためにも利用しようとしたからだ。

　二年間、自分はそれ以外の人類を知らない。

　しかし──あの少年は、自分のことを、それ以外の目的で──。

　目的？　彼は何が目的だったのだろう？

　自分は己おのれの使命のために、もう一人の自分である彼と一つになろうとしたのに──。

　しかし彼は自分の中には、本当の自分がいると──。

　自分──自分──。

〝私〟は、どうしてあの時、使命に逆らってまで彼に同調したのだろうか──。

　彼の望むまま、よりによって〝同類〟にまで攻撃を──。

　私は、誤作動を起こしている──。

「脈みやく拍はくが上じよう昇しよう。脳活動も活発になっています」

「いつもの興奮状態だろう。鎮ちん静せい剤ざいを投とう与よ。データをとっておけ」

「鎮静剤を投与します」

「最後のエリア侵しん入にゆうからの帰き還かん後、定期的に発はつ症しようするな。原因は、何なんだ……？」

　手首の痛覚が、チクリと刺し激げきされた。体内に異物が注入されるのを感じる。

　混乱状態を引き起こしていた思考が、ゆっくりと落ち着きを取り戻していく。

　思考がニュートラル状態になると、自分の置かれた状況も思い出すことができた。

「人工衛星ヒマワリの身体機能が平常の状態を取り戻しました」

　そう、自分はここでは人工衛星ヒマワリと呼ばれていた。

　彼らの言葉を借りれば、彼女は国家機密プロジェクトの一いつ環かんとして救務庁に運用される兵器の一種だ。変身ショットというアイテムに対して顕けん著ちよな反応を示す彼女は、〝クリティカル・エリア〟探たん索さくの最終兵器として研究され続けている。

　しかし、それも先日までのことだ。

　前回の第三次大規模探索作戦時に、彼女ははじめて人類に反はん抗こうしたのである。

　結果、彼女は〝再調整〟を受けるために、実験施し設せつの一つに閉じ込められた。

　特とく殊しゆなシェルターである。分厚いコンクリートと金属板を重ねて造られたドーム状の防ぼう壁へきは、外部からの攻撃よりも内部からのダメージに耐たえるように設計されていた。

　施設の厳重さは、彼らのヒマワリに対する恐怖の顕あらわれといえた。

　こちら側の世界では、彼女は無力で、今も何もできないというのにだ。

　衣服の一枚も、着ていない。棒のような金属骨格を装着させられ、一台のベッドしかない広い空間を強制的に歩かせられている。彼女を歩行させている骨格でさえ、天てん井じようと繫つながった動力ケーブルなしではただの磔はりつけ用の柱にしかならないだろう。

　のそのそと裸はだかで円状に歩行する彼女を、白衣を着た男女が観察する。

　そのような行こう為いに何の意味があるのか、彼女には理解ができない。

「班長。正規チームのフランク探索員が面会を求めています」

「警備強化の件か。通してくれ」

　白い空間にある唯ゆい一いつの出入り口が開いた。

　現れた兵士たちの先頭にいる人物を見て、白衣を着た人々が息を吞のんだ。

　巨きよ軀くを包むは、軽金属の装そう甲こう。指一本に至るまで金属製のグローブで覆おおい隠かくした姿は、顔を覆うマスクすらも冷たい死に神の顔に見えることだろう。人間らしい部分といえば、マスクの後方からこぼれる長い赤毛だけだ。

　ヒマワリにとっては見慣れた格好だが、甲かつ冑ちゆう騎き士しから見た彼女は違ったようだ。

「……神よ」

　胸の前で十字を切り、マスクを外す騎士。

「人に在らざるとはいえ……この者を辱はずかしめる罪を許したまえ」

　二十代後半の白人男性だ。ヒマワリを見て流ちょうな日本語で言う。

「せめて服を着せられないのか。罪人に布一枚を与える慈じ悲ひくらい、あるだろう」

「先ほど、洗せん浄じようを終えたばかりでしてね」

　甲冑騎士をちらりと見るヒマワリの髪かみから、ぽたりと水すい滴てきが落ちた。

「一度は反抗したとはいえ、彼女は正規チームの仲間だ。こんな姿は見るに忍しのびない……何か羽織らせてやってくれ。その趣しゆ味みの悪い骨格も外すんだ」

「まあ、定時の運動も終わったので構いませんが……強制的に動かさないかぎり、直立させるか横に寝ねかせるくらいしかできませんよ。薬物で筋力を制限してるので」

　ヒマワリから金属骨格が外された。自動的にどこかへ収納されていく。

「……」

　一糸纏まとわぬ姿で直立した状態で、ヒマワリは甲冑騎士をじっと見つめた。

　甲冑騎士フランクも、じっと彼女の顔を見下ろす。

「趣味が悪いとは心外ですが……そちらこそ、完全武装ですね。確か、それはエリア探索用の装備だったはず。脱だつ走そう者は、そんなに手て強ごわいのですか？」

「木村アルテミスは恐ろしい罪人だ。しかし問題は、その協力者の多さにある。あの罪人は多くの救務庁職員をたぶらかしていたらしい」

「え？」

「裏切り者がいるということだ。それも、各所に。あの罪人の狙ねらいは、脱走だけではないのかもしれない。念のために、私がここの防護を任された」

「ここが襲われるかもしれない、ということですか？」

「そうだ。それも、内部の者にな」

　白衣の男女が、疑ぎ心しん暗あん鬼きの様子で顔を見合わせた。

「私たちが、怪あやしいと……？」

「そうは言っていない」

　喋しやべっている間も、フランクはヒマワリから目をそらさなかった。

　ぽつり、と騎士が呟く。

「美しい」

　髪から水を滴したたらせながら、ヒマワリのほうが先に目をそらした。

　ベッドの上に置かれた、ダイスの飾かざりをつけたブレスレットを見つめる。

「は？」

「美しいと言ったのだ。私は少女を好む趣味はないが、彼女は美しい。──ところで以前から気になっていたが、あのブレスレットは彼女にとって何なんだ？」

「ヒマワリが唯一、興味を示すものです。よっぽど好きなのか、副作用の強い実験を行った後でも、あれを持たせると落ち着くので……」

　好き。

　今までの彼女は、自分があのブレスレットに執しゆう着ちやくする意味を理解できなかった。

　だが、もしその感情が、彼らの言う好きというものなのだとしたら──。

　──俺は秋月蓮次っていう人間で……お前にも、ちゃんと人間の部分があるんだ。

　彼の言っていたことは、正しいということになる。

　自分にも、彼ら人類と同じ感情が芽生えつつあるのだ。

　その感情を向ける対象は紛まぎれもなく、自分の片割れ──否いな。

　彼女とは別個の存在としての、秋月蓮次という少年ということになる。

「フランク探索員、私たちを疑ってるなら、一時的に我々も避ひ難なんしましょうか」

「そうしてくれると、やりやすい」

　甲冑騎士がマスクを装着し、おもむろに両りよう腕うでを持ち上げた。

　両手を覆うグローブの指先から、電光を放つ糸が放たれた。それらは生き物のように空中を泳ぎ、引き連れた兵士たちを除く白衣たちに命中する。

「──だが作戦本部に報告される前に気を失ってくれると、もっとやりやすい」

　電気ショックを受けて、ばたばたと倒たおれていく白衣たち。

　その光景を無感情に見つめる、ヒマワリの前で──。

「さあ、あの世界……〝クリティカル・エリア〟へ参りましょう」

　甲冑騎士と兵士たちが膝ひざをついた。

「我らが待ち望んだ、救世主メシアよ」
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　秋あき月づき蓮れん次じが逃にげ込んだのは、二階建ての空き家だった。

「はあっ……はあっ……」

　家の中は、綺き麗れいに整せい頓とんされた状態だった。家具などもそのまま残っているあたり、家族旅行にでも出かけているだけのようにも見えた。

「くそっ……何やってんだ、俺は……！」

　二階の窓から外を警けい戒かいしながら、膝に包帯を巻き付ける。さらにスポーツバッグから止血用のジェルを取り出し、額にできた傷口に塗ぬり込む。

　大おお郷さと真ま愛いに救務庁の職員を倒すところを見られたことに動どう揺ようし、事故を起こした。

　自動車との接せつ触しよく事故だ。とっさに自転車を犠ぎ牲せいにして跳とび、受け身もとったことで重傷は免まぬがれたものの──現場から逃げ出す姿を、大勢の通行人に目もく撃げきされてしまった。

「落ち着け……骨折はしてない。出血も少ない。身体フイジカルＡマイナス、精神メンタルＡマイナス、状況コンデイシヨンＢだ。自転車は隠したし、この家に入るところも誰だれにも見られてない──って違う、状況Ｃだ……！　真愛にバレたんだぞ！」

　窓の外からは、パトカーのサイレンが響ひびき続けていた。

　蓮次を罠わなにかけた男たちが、何者だったのか。

　そんなことは、もう関係ない。こうなった以上、救務庁にも気づかれただろう。

　ここはまだ木き村むらアルテミスの実家近くだ。あそこで張り込んでいた救務庁の監かん視しチームも動員され、すでに周囲は救務庁の包ほう囲い網もうが敷しかれたと考えていいだろう。

　蓮次は自転車という足を失い、顔に怪け我がまでしてしまった。

　一いつ般ぱん人のフリをしてこの町から脱出するのは、極きわめて困難といえる。

「……っ、考えるのは後だ。救務庁はもう空き家の捜そう索さくを始めてるはずだ。ここもすぐに見つかる……！　早く逃げないと──」

　数人の追っ手から逃れるのとは、ワケが違う。救務庁という組織そのものと、警察当局。地域住民すら目撃者となる以上、周辺にいる人間の全すべてが障害となる。

「でも、どこへ逃げれば……！」

　窓から顔を引っ込め、後頭部を壁かべに打ちつける。

「どういうルートで脱出すればいいんだよ、カナ……！」

　追い詰つめられた時、逃とう走そうルートを決めるのは彼のパートナーの役目だった。

　彼女がゴーと言えば、蓮次は迷わず火の中にさえ飛び込んでみせる。

　だが今、弓ゆみ家いえ叶方かなたというパートナーの少女はここにはいない──。

「いや……カナも今いま頃ごろ、どうなってるか分からない……俺がしっかりしないと……！」

　己おのれを奮起させようとするも、蓮次の頭の中はぐちゃぐちゃだった。

「……ッ！」

　突とつ然ぜん、物音がした。蓮次は飛び起きてナイフを構えるが、すぐにそれを下ろす。

「……失しつ踪そう届？」

　部屋に置かれたテーブルから、紙切れの束が崩くずれ落ちただけだった。

　蓮次のいる部屋は、この家の息子むすこが使っていたのだろう。半開きになったクローゼットに吊つるされた服装からすると大学生くらいだろうか。

　床ゆかに落ちた紙切れは、蓮次もよく知る書類だった。

　東京厄やく襲しゆうで消えた被ひ害がい者しやを申しん告こくする届け出だ。救務庁の判子が押されている。

「それと──経過報告書。これ、全部か……」

　この家に住む家族も、失踪者の関係者だったようだ。

　紙切れの枚数は百を超こえていた。頻ひん繁ぱんに救務庁に問い合わせていた証しよう拠こである。

「目下のところ、調査中……調査中……調査中……」

　紙の束をもっと崩していっても、同じ内容しかない。

　蓮次の胸が締しめ付けられた。脱力して、うずくまる。

　ここの家族がどんな気持ちで、こんな紙切れを集めたのか──彼にはよく分かった。

「……ゆー姉……」

　大切な人を突然、奪うばわれた。

　生死すら分からず、自分だけがこの世界に残された罪悪感に苛さいなまれるようになった。

　──うん、待ってる。

　今でも目をつぶっただけで、大郷夢衣の笑え顔がおを思い出すことができる。

　そんな恋こい心ごころが──呪のろいにも等しい苦痛の槍やりで、蓮次を串くし刺ざしにするのだ。

「会いたいよ……ゆー姉……」

　このまま身体からだを丸めて、何もせずにいたい。

〝クリティカル・エリア〟は恐おそろしい。ＥＯＭやクリプテッドに怯おびえるのも疲つかれた。

　苦しいトレーニングなど、もうやめてしまいたい。トレーナーの全員に才能はないと言われ続けるのも、うんざりだ。国を相手に逃げ回るのも、惨みじめな気分になる。

　怪我をするのは、痛いから嫌いやだ。

　他人から嫌きらわれ、憎にくまれるのも、本当は傷ついている。

　自分は兄や妹と違って、何一つ上手うまくやれない出来損ないにすぎないのに──。

　もう一度、好きな人に会いたいという気持ちだけで、蓮次は身体を動かしている。

「……」

　残った気力を振ふり絞しぼって顔を上げると、報告書とは別の書き置きに気づいた。

『幸こう司じへ。お前が東京の大学から消えて、もうすぐ二年が経たつ。今までお前の帰りを待っていたが、お父さんとお母さんはもう限界だ。ここにいたら、お前だけじゃなく裕ひろ美みまでいなくなってしまうんじゃないかと不安でたまらない。だから海外に移り住むことにしたよ。でも、必ず帰ってきてくれると信じて、この家はこのままにしておく。きっと戻もどってくるよな？　大だい丈じよう夫ぶ、ずっと待ってる──』

　待ってる。

　その文字を見て、蓮次は反射的に紙切れを投げ捨てた。

「……待ってるだけで、何が変わるんだ。一体、何に期待してるんだよ……」

　蓮次は床に落ちた紙切れに向かって、吐はき捨てるように言い放つ。

「救務庁か？　あいつらは失踪者を取り戻す気なんて、ないのに……」

　──ありがとうね。

　千葉県にある竹林の持ち主、老婦人の言葉が脳のう裏りに蘇よみがえった。

　蓮次の手が無意識に動いた。自分の顔の右側に触ふれる。

「それとも──俺か……？」

　ずるずると足をひきずるようにして、壁かべ際ぎわに立つ蓮次。

「やめろ……俺は、ゆー姉のことだけで……ゆー姉すら、もう……」

　蓮次の身体と心は、もう限界が近い。

　その上、救務庁まで完全に敵に回してしまった。今や警察や一般市民もだ。

　これではまるで、蓮次が──人類の敵になったかのようである。

　こんなにも追い詰められた彼に、新たな重圧を加えようとでもいうのか？

　数百万人の失踪者の奪だつ還かんなどという──人類の希望を、彼は背負うことはできない。

「なんで……この前、取り戻した人たちの中に、ゆー姉がいなかったんだ……！」

　頭を抱かかえる蓮次の目に、涙なみだが滲にじんだ。

「あの中に、ゆー姉がいれば……それで、何もかもおしまいにできたのに……！」

　大郷夢衣さえ取り戻すことができれば、蓮次はそれでいいのだ。

　いや、パートナーである叶方の弟は取り戻すつもりだが、少なくとも自分の責任は果たしたことになる。後は誰に何と言われようと、関係がなかった。

　だが蓮次は、無関係の人々をＥＯＭから奪い返してしまった。

　想おもい人は消えたままなのに、それができるという証明だけをしてしまった。

　蓮次自身の願いは、何一つ叶かなっていないのに──。

　人類の敵意と期待、両極きよく端たんな重圧だけを一身に受けることになってしまった。

「俺は、ゆー姉を助けたいだけなのに──」

　混乱する頭を押さえる蓮次の耳に、バンッという音が飛び込んだ。

　家の玄げん関かんが開く音だ。蓮次は中ちゆう腰ごしになり、ナイフを構える。

「──だから、何度も言ってるでしょ！　お兄ちゃんを置いていくのはヤダって！」

「……！」

　ビクリ、と肩かたを震ふるわせる蓮次の耳に、言い合いをする声が一階から聞こえた。

「分かった、分かった。だからこうして戻ってきたんじゃないか、裕美」

「分かってないのは、お母さんよ！　私の心配よりも、お兄ちゃんの気持ちを……」

「お願い、もうやめて、裕美……少し落ち着かせて」

　手紙には海外移住をすると記した家族が、気が変わって帰ってきた──。

　蓮次の心臓が、殴なぐられたように激しく高鳴った。冷ひや汗あせが噴ふき出す。

　確かに、その予兆はあった。この家の第一印象からして、旅行に行っただけなのかと思うほど家具が綺麗なままだった。手紙にも家族が迷う様が、ありありと見えた。

　家族が思い直し、帰ってくるという可能性は充じゆう分ぶんにあったのだ。しかし──。

「……よりによって、このタイミングで……！」

　蓮次は呻うめき、窓の外を見た。

　間の悪いことに、ちょうど家の前で聞き込みをする救務庁の職員の姿が見えた。

　今、外に出れば、救務庁に見つかる──。

　蓮次の不運は、まだ終わらない。

　床に置いた蓮次のスマートフォンが、誰かからの着信を受けて振しん動どうしたのだ。

「──」

　咄とつ嗟さにスマートフォンを拾い、バイブレーションを切る。

　パートナーの少女が救いの手を差し伸のべてきたのかと期待したが、これも違ちがった。

　大郷真愛からだ。通報する前に、最後の罵ば声せいを浴びせようとしたのだろうか？

「……今、二階から、何か音がしなかった？」

「そうか？　何も聞こえなかったが」

「私、お兄ちゃんの部屋から持ってきた写真を戻してくる」

　蓮次のナイフを握にぎる手に、じわりと汗が滲んだ。

　外には救務庁。家の中には無関係の家族。

　完全に逃げ道を塞ふさがれた蓮次は──。

「カナ……俺はもう、ダメかもしれない……」

　悲痛な顔で、呟つぶやくことしかできなかった。
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　銃じゆう口こうを真下から顎あごに当てられ、叶方は呻いた。

「見た……？　私たちが、〝ハーメルン〟と戦ったところを？」

「〝ハーメルン〟。カナさんたちはそう呼んでるんですね。あの〝疑わしきＥＯＭ〟を」

　本ほん性しようを現した殺さつ人じん鬼き、木村アルテミスがニヤニヤと嗤わらった。

「ええ、見ました。レンさんが〝ハーメルン〟と戦う光景を、この目ではっきりと」

　叶方は涙を流しながら、絶命した五人の白制服たちを見た。

　彼らは、叶方の分身だ。

　ひたすらに消えた人々を取り戻すことに執しゆう着ちやくし、救務庁に期待した。しかし実は救務庁が残存する人類の安全を優先し、失踪者奪還を諦あきらめていると知り、絶望した。

　結果、救務庁に反はん抗こうし──眼前にいる木村アルテミスに利用された。

「〝ハーメルン〟と戦うレンさんのそばにいたのは、カナさんじゃなかったですよね」

　たった今、五人もの人生を不意打ちで断ち切ったというのに、木村アルテミスは平然としていた。そんな存在が、叶方には根本から理解できなかった。

　眼前の女性は、もはや人間ではない──人であっては、いけない。

「カナさん、確かに貴女あなたを見ていたらムラムラしますけど、興味はほとんどないんです。だって貴女は所しよ詮せんは普ふ通つうの人間ですし──本当は、恨うらみもないですから」

　木村アルテミスに利用されたのは、殺された男たちだけではなかった。

　叶方も同じだ。──そのことに、ようやく気づいた。

「……私のせいで、救務庁に捕つかまったんじゃなかったのね」

　叶方は泣き濡ぬれた瞳ひとみで、木村アルテミスを睨にらんだ。

　彼女が木村との一対一の対決で打ち勝ち、拘こう束そくしたのは秋葉原だ。

　あそこから浅草にあるスカイツリーの展望台にいる人物を判別することは難しい。広こう範はん囲いの気流を読むという木村の能力では、人の顔まで判別はできないことも分かっている。

　それなのに木村が〝ハーメルン〟戦を見ていたというのは、つまり──。

「はい。カナさんに置き去りにされた後、救務庁に捕まったけど、すぐに隙すきを見て全ぜん滅めつさせました。そのままスカイツリーまで行って、レンさんたちの戦いを見届けた後──」

　木村が、拳けん銃じゆうを下ろした。

「いったん自宅に帰って、ちょっとした罠わなを仕し掛かけてから、また〝クリティカル・エリア〟に舞まい戻って──自分で自分を縛しばった後に救務庁に捕まったんです」

　ちょっとした罠。秋月蓮次を窮きゆう地ちに追い込んだのが、それなのだろう。

　叶方と蓮次──いや、救務庁や〝奪還派〟も含ふくめた全員がまんまとしてやられたのだ。

　この殺人鬼が、わざと自分から救務庁に捕まったということに気づかずに。

　それよりも以前から仕掛けられていた罠に、誰だれもが見事にかかってしまっていた。

「あなたの狙ねらいは、最初から──人工衛星ヒマワリ」

　ここに来て、ようやく木村アルテミスの本当の目的が分かった。

「脱だつ走そうなんて、最初から成功させる気がなかったのね……」

　狭せまい倉庫室に並んだ五体の遺体が、叶方の言葉を証明していた。

「とにかくここで暴れて、救務庁の目を引きつけておいて……今頃は、もう──」

「ご名答。〝奪還派〟の戦せん闘とう部隊が、ヒマワリちゃんを解放してくれているでしょう」

　木村アルテミスは、秋月蓮次に執着していた。

　ならば蓮次と同じ存在──半ＥＯＭのヒマワリに執着するのも当然といえた。

「もちろん、本命はレンさんですよ？　そのために色々と罠を仕掛けたわけですし」

「……」

「でもヒマワリちゃんにも、一ひと目め惚ぼれしちゃったんです。二人ともそっくりで……あんなの、人間じゃないですよ。境界線を壊こわそうとしたり、〝ハーメルン〟に勝っちゃったり。ああもう、どっちでもいいから欲しくなっちゃったんです。どっちか一いつ匹ぴきでもいいから手に入れられれば、救務庁に捕まることなんか、どうでもいいんです。だって──」

　木村がぎらぎらと輝かがやく瞳で、叶方を凝ぎよう視しした。口元から涎よだれを垂らす。

「境界線を壊せば、どうせこの世界全すべてが〝クリティカル・エリア〟になるんですし」

　人類の敵、ＥＯＭが境界線を破って世界中に放たれる──。

　そんな未来を夢見て興奮する女性は、やはり人間の様相を呈ていしていなかった。

「ああ、まだかなぁ。〝奪還派〟の皆みなさん、ちゃんとヒマワリちゃんを〝ハーメルン〟のところへ連れて行ってくれてるかなぁ」

「──えっ？」

　目を見開く、叶方。

「今度は何人、取り戻すんでしょうね。いくら取り戻してもいいし、取り戻せなくても、どっちでもいいんです。お楽しみはそれからですから。すぐに境界線も──」

「〝ハーメルン〟の許もとに──ヒマワリが……？」

　叶方は言葉を失った。木村から腕うでを離はなす。

「救務庁は〝ハーメルン〟の居場所を知っていますよ。ずっと追つい跡せきしてますから」

「──」

「良かったですね、カナさん。また誰かが帰ってくるかもしれませんよ？　次は弟さんかもしれませんね？　どうせ、みんなすぐに死にますけど」

　木村の軽口に、腹を立てる気すら起きなかった。

「あああああ！　楽しみだなあ！　この世界、全部が〝クリティカル・エリア〟！　そうなったら、誰も彼も片かたっ端ぱしからヤりまくってやりますよ！　たまんないいい！」

　歓かん喜きに震える木村をよそに、叶方はぺたりと脱力して床ゆかにへたり込んだ。

　目の前が真っ暗になり、頭を抱え──がくがくと全身に震えがこみ上げる。

「……カナさん？　嬉うれしすぎて漏もらしちゃいそうなんですか？」

「な、なんて、ことを──」

「はい？」

「そんなことをしたら……ヒマワリが──〝ハーメルン〟に消されるわ──」

　叶方は、涙でメイクがぐしゃぐしゃになった顔を上げる。

「そうなったら──失しつ踪そう者を取り戻すことも──二度と──」

　木村アルテミスが、ぴくりと眉まゆを持ち上げた。にやけた表情も消す。

「レンとヒマワリが、そっくり……？　違うわ──二人で、一つなの……」

「……どういうことですか？」

　最も隠かくしておくべき秘密を、最も明かしてはいけない相手に語るべきかどうか。

　叶方が迷ったのは、ほんの一いつ瞬しゆんだけだった。

「──レンは、ＥＯＭに生かされてるのよ……ヒマワリも、同じ」

　木村アルテミスは、自分以外の誰しもを手の平で踊おどらせたつもりなのだろう。

　実際にそうなったのだが──とうの木村アルテミス本人も、思い違いをしている。

　それも全世界にいる誰一人として望まない、最悪の結末をもたらしかねない勘かん違ちがいだ。

「二人は二年前、二つに分かれたＥＯＭをそれぞれ宿しているの──」

　後のことなど、考えていられない。言葉を選んだり、誤ご魔ま化かしている猶ゆう予よもない。

　今すぐに判断し、軌き道どう修正しなければ──取り返しのつかないことになる。

「二人で一つの〝アングリィ〟なのよ」

　誰にも決して語ることのなかった秘密を、眼前の殺人鬼に吐と露ろする。

「どちらか一人じゃ、ただの中ちゆう途と半はん端ぱな人間で……中途半端なＥＯＭでしかないの。二人揃そろわない状態で、闇やみ雲くもに〝ハーメルン〟に挑いどんでも──勝ち目なんて、ないわ……！」

　第三者が聞いたら、途方もない妄もう想そうにしか思われないだろう。

　救務庁でさえ、ヒマワリの真の姿までは知らないはずだ。

　案の定、叶方の突とつ飛ぴすぎる話を聞いた木村アルテミスも、くすりと嗤った。

「信じて！　すぐに止めないと……あなたの大好きなレンとヒマワリ、どっちとも二度と会えなくなるわよ！」

「──準備はいいですか、カナさん」

　百人が聞いたら、百人が笑い飛ばすような真実。

　だが木村アルテミスは、その百人に含まれない人外の存在だったようだ。

　リボルバーに装そう塡てんした弾だん丸がんを確かめ、再び構える異常者の顔つきは──。

「ここからは本気の脱走です。救務庁とガチ喧けん嘩かですよ」

　この期ごに及およんでも、愉たのしげだった。
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　救務庁別べつ棟むねの通路に、銃声が響ひびいた。

「ぐぉっ……！」

「うあっ！」

　手足に銃弾を受けて怯ひるんだ白制服たちの間を、叶方と木村が駆かけ抜ぬける。

「──脱走しましょう、とは言ったものの」

　二人は階段にさしかかり、上階へ駆け上がった。

「どう考えても無理ですよね、これ」

　通路を走り、無人の部屋に身を潜ひそめ、追っ手をやりすごす。

　再び通路に出て、別の階へ移動する。

　それを何度も繰くり返すうちに、救務庁の包囲作戦の内容も分かってきた。

「救務庁は消しよう耗もう戦に持ち込む気みたいですね。別棟の出入り口に正規チームのメンバーを配置して死守しつつ、屋外は数百人の兵隊で封ふう鎖さ。こちらの弾たま切れを待ってから、本格的な刺し客かくを送り込んでくるつもりなんでしょうね」

「……この階は、静かよ。あそこの部屋で体力を回復させましょう」

「救務庁のこういう冒ぼう険けん心のない手て堅がたいところって、虫むし酸ずが走りません？　カナさん」

　気分が悪いというなら、殺人鬼と手を組まざるを得ない現状がそれだ。

「はあ、はあ……アンテナをお願い」

　叶方は木村にアンテナを渡わたし、ポケットから紙とペンを取り出した。

「カナさん、さっきから何をしてるんですか？　私にばかり働かせておいて」

　わずかに開いたドアから、アンテナを掲かかげながら木村。

　叶方は無言でペンを走らせた。時に考え込み、また続きを書き込む。

「聞いてますかぁ？　私の弾も、そろそろなくなっちゃいそうですよ？　コレなしじゃ、か弱い私たちなんて救務庁の屈くつ強きような男性たちに敵かなうわけないじゃないですかぁ」

「……」

「レンさんとヒマワリちゃんが危ないって聞いてから、私、色々と教えてあげたじゃないですかぁ。そしたら夢中で何か書き始めちゃうし。それって救務庁の備品ですよね。いいんですかぁ？　窃せつ盗とうですよ、やーい、泥どろ棒ぼう。急に学校の宿題でも思い出しちゃったんですか？　数学なら教えてあげられますよ。こう見えて理数系女子なんです、私」

「……黙だまって。外からの音が聞こえにくいでしょ」

「お礼くらい言ったらどうなんですかって言ってるんですよ」

　横目で睨みつける叶方を、木村がギロリと睨み返した。

「〝ハーメルン〟の居場所や、知ってるかぎりの〝スポット〟情報まで教えてあげたんですよ？　ありがとうヤラせてあげる！　って身を捧ささげるのが礼れい儀ぎってもんでしょう？」

「人でなしに人の礼儀を責められる謂いわれはないわ」

　木村は〝ハーメルン〟の居場所を知っていた。〝奪だつ還かん派〟から聞いたそうだ。

　あの紫むらさき色いろの人形が居るのは──叶方もよく知る、有名な地だった。

　その情報とは別に、木村が知る〝スポット〟の在処ありかも叶方は聞き出していた。

　その数たるや、十数カ所に及ぶ。それだけ多くのレイダーから奪うばったということだ。どのような手段でそれらの秘密を聞き出したのか、考えたくもない。

「今の状じよう況きよう、分かってます？　おそらく、この建物全体がすっぽり妨ぼう害がい電波の影えい響きよう範はん囲い内なんですよ。だから一刻も早くここから脱出して、私たちの愛いとしのダーリン二人と連れん絡らくをとらないといけないのに。これはもう危機的状況ですよ」

「誰のせいで、こうなったと……いえ、もういいわ、とにかく黙って」

　急いでペンを走らせ、余白の少なくなった末まつ尾びに宛あて先さきの名前を書く。

「──よし、これで……」

　紙を四つ折りにし、ポケットの浅い部分に挟はさむ。

　奥では駄だ目めだ。激しい動きをしたら落ちるような、絶ぜつ妙みような位置でなければならない。

「あ、宿題、終わりました？　じゃあ、そろそろ行きますか？」

　木村を無視し、叶方は祈いのるように両手を組み合わせた。

　意識して、とった行動ではない。

「──もう逃にげ場なんて、ない……」

　組み合わせた手を自分の額に当て、目を閉じる。

　二年前、東京厄やく襲しゆうが起きた。

　弟の奏そう汰たが入院していた病院も、〝クリティカル・エリア〟に吞のみ込まれた。

　あれから何度、絶望し、どれだけの数の死線をくぐり抜けてきただろうか？

　正体を隠し、トレーニングと芸能活動で身を削けずる日々を過ごしつつ、人類の敵が跋ばつ扈こする〝クリティカル・エリア〟に侵しん入にゆうする。その繰り返しだ。

　失血死。ショック死。落下死。悶もん死し。溺でき死し。轢れき死し──。

　ありとあらゆる死に方を直前まで体験し、間かん一いつ髪ぱつで修復リペアショットに救われてきた。

　絶望しかない死の世界で、たった一つの希望だけを追い求める生き方。

　それももう、これで──終わる。

「逃げられないのなら……攻せめるしか、ない」

　叶方は目を開き、呟つぶやいた。

　彼女にはもう逃げ道がないが、希望はまだ残っている。

　その希望は今いま頃ごろ、馬ば鹿かなミスをしつつも、かろうじて生き延びているはずだ。

　叶方は、その希望を──生かす。

　送り届ける。

　叶方たちの大切な人を奪ったあの世界、〝クリティカル・エリア〟へ。

「カナさんって、お祈りとかする人だったんですね。私も学校でよくやってましたけど、それ、効果はイマイチですよ？」

「アンテナを。私が先導するわ」

　覚かく悟ごは決めた。叶方は木村から携けい帯たい型のアンテナをひったくる。

「やっとやる気になってくれました？　どうやって脱出します？」

「──レンと連絡をとるためには……三つ、クリアしなきゃいけない問題があるわ」

　集音アンテナから伝わる音声に、追っ手らしき足音はない。

「それをこなすまでは、逃げ続けるしかない」

「……まあ、見込みが生まれただけ、良しとしましょう」

　木村が拳けん銃じゆうの先で、こつんと叶方のこめかみを小こ突づいた。

「ところで、それって成功率はどのくらいなんですか？　無む謀ぼうな賭かけなら、私一人で逃げたほうがマシかもしれませんよね」

　殺さつ人じん鬼きに銃口を向けられた状態で、叶方は思い出し笑いをした。

「レンが言ってたのよ。彼のお兄さんは絶対、浮うわ気きをしてるに決まってるって」

「……はい？」

「それが本当なら──百パーセント、成功するわ」

　怪け訝げんそうな顔をする木村を一いち瞥べつし、叶方は通路に向き直った。

「ゴー！」

　飛び出し、木村アルテミスと二人で通路を駆け抜ける。

「レンさんのお兄さんが浮気をしてると、どうして私たちが確実に助かるんですか？」

「０時方向、五秒後に三人の戦せん闘とう員と接せつ触しよくするわ！　殺さないでよ！」

　木村の問いかけを無視し、叶方は走るスピードを上げた。

「まずは一つ目を、ここで……！」

「無視ですか。もし噓うそだったりしたら、タダじゃ済みませんからね？」

　木村が西部劇のガンマン顔負けの腰こし撃うちで、リボルバーの三連射を放った。

　階段から現れた三人の白制服が、足を撃たれて転てん倒とうする。

　叶方はすれ違ちがい様に、男の一人が落とした拳銃型のスタンガンを拾い──。

「うおおっ？」

　遅おくれて現れた四人目に銃を向け、引き金を引いた。

　導線付きの弾丸が男に命中した。導線を伝って流れた電流が男を感電させる。

「ぐあっ……！」

　昏こん倒とうする仲間を見て、足を撃たれた男が無線機を手にとった。

「か、ＫＡＮＡＴＡから攻こう撃げきを受けた……！　やっぱりＫＡＮＡＴＡも敵だ……！」

　倒たおれた男からスタンロッドを拾い、再び走り出す叶方。木村も続く。

「カナさん……四人目の存在、気づいてましたよね？　自分を救務庁に敵視させることが、一つ目のやるべきことだったんですか？」

「……」

「もしかして、私がカナさんの正体を知ってるっていう弱みをなくそうと？　でも、それって本末転倒じゃないですか？」

　耳障りな木村の声を聞きながら、叶方は──足を止めた。

「どうしました、カナさん？　ほら、早く逃げないと」

　救務庁は、叶方のことを完全に敵と認にん識しきした。

　自分がとるべき行動の一つ目は、これで完かん了りようだ。

「そうよ……私は、レイダーよ」

　しかし、これだけでは、どうしても気が済まなかった。

　二年もの間、ずっと隠し続けてきた秘密を明かすと覚悟を決めた時から──。

　いや、もっと、ずっと前から。

　胸に秘ひめてきた感情を、爆ばく発はつさせずにはいられなかった。

「〝クリティカル・エリア〟に違い法ほう侵入する犯罪者よ。でも、だからって──」

　振ふり返り、目に涙なみだを浮うかべて最大音量で絶ぜつ叫きようする。

「バカにするなああぁっ！」

　倒れた白制服たちが、ぎょっとした。

「私たちは、奪われた大切な人を取り戻もどしたいだけ！　たった、それだけなのに！　勝手に誰だれも〝クリティカル・エリア〟に行けないようにして！　こっちの世界でも、私たちのことを探して、追い詰つめて！　どうして、私たちには行かせてくれないのよっ！」

　叶方自身で立てた作戦には、全く必要のない叫さけび声。

　苦肉の策で、正体を明かすことにはなったが──。

「確かにレイダーの中には、危険な人間だっているわ！　ここにいる木村アルテミスみたいにね！　だから私たちだって、自分が悪者だと思って隠れていたのに！」

　いざ正体を明かすと、それだけでは足りなかった。

　全然、胸の内を明かし足りなかった。

「それなのに──救務庁は誰一人、取り戻そうとしてなかった……！」

　第二の東京厄襲を防ぐという、救務庁の立場は理解できる。

　さらなる被ひ害がいを恐おそれ、今ある危険地帯を刺し激げきしたくないという気持ちも理解できる。

　だが、たった一つだけ、どうしても理解できないことがあった。

「救務庁は──あなたたちは、取り戻したくないの……？」

　倒れた男たちを、怒いかりと悲しみの入り交じった目つきで睨にらみつける。

「人として！　人間っていう種族として！　頭じゃなくて、心で！　人類の敵から、自分と同じ人類を！　取り戻さなきゃいけないっていう、本能はないの？」

　男たちは呆ぼう然ぜんとしたまま、身動き一つとらない。

「消えたのが、もし自分の家族や友人……大切な人だったら？　そんな想像力すら──そんな本能すらなくしてしまったんなら、どの道、先なんてないわ。そんなヤツらの集まりでしかない救務庁なんて、クソ喰くらえよ。もう期待なんかしない」

　言い放ち、叶方は身を翻ひるがえした。一度だけ、振り返る。

「次も──私たちが、消えた人たちを取り戻してみせる」

　涙を拭ぬぐい、再び走り出す。

　作戦上、何の意味もない本音の吐と露ろだったが──これでもう、思い残すことはない。

　自分の中に未練たらしく残っていた、救務庁に対する憧あこがれも綺き麗れいさっぱり消えた。

　ふっきれたという意味では、プラスになる行動だったのかもしれない。

「──弾たまの節約をしましょう。私が敵の一人を受け持つから、あなたは残りの敵を」

　階段を駆かけ上がりながら言うと、木村がニヤニヤと笑いながら叶方を見た。

「カッコいいですよねぇ、カナさん。惚ほれ直しちゃいました」

「からかうなら、後にして」

「本音ですよぉ。人間が本音を叫べることなんて、一生にどれくらいあるんでしょうね。私、生まれ変わったら、カナさんみたいな人になりたいなぁ」

　叶方は眉まゆをひそめた。そんな彼女の反応さえ、木村にとっては面おも白しろいようだ。

「私は、本音を叫んだりなんてできなかったので。生まれてから、一度も」

「当然でしょ。人を殺したいなんて、叫ばれてたまるもんですか」

「そう、その目ですよ。カナさんの言う、人間の本能ってヤツなんでしょうか。生まれた時から、何をしても、誰からもひどく嫌きらわれちゃうんですよね。私が人を殺したい人だって、匂においで分かるんでしょうか？　カナさんは二年間、自分がレイダーだっていうことを隠してたんですよね。私は物心ついた時から、自分の正体を隠し続けてきました」

　木村が勝手に語り出した身の上話を、叶方は意識の外に追い出した。

　ヘッドフォンから集まる音に集中し、周囲の気配を探さぐる。

「上の階から、大勢の靴くつ音おと……！　この階の通路を通って、反対側の階段へ行くわよ！」

「私だって家族が欲しいし、友達や恋こい人びとが欲しいんです。でも好きになったら、ほら、その、私も思春期なので……恥はずかしい話、することしたくなっちゃうじゃないですか。私はいつでも心の準備ができてたのに……実際、はしたないですけど、誘さそってみたこともあります。って、何を言わせるんですか、もう、カナさんったら！」

「０時方向、三番目のドア！　複数の人の気配！　待ち伏ぶせよ！」

　ドアから飛び出した三人の白制服を、二発の銃じゆう声せいが返り討うちにした。

　残った一人の攻撃をかいくぐり、叶方はスタンロッドを叩たたきつける。

「でも、みんなシャイで……そうなったら、もう仕方ないじゃないですか」

「はあっ、はあっ……このまま次の階段で気配を探るわ！」

「ヤってくれないし、ヤラせてくれないなら、無理矢理ヤるしかないでしょう？　欲求不満が募つのって、誰でも良くなっちゃう時があるのも普ふ通つうですよね」

　木村アルテミスのくだらないお喋しやべりは止まらない。

「普通と思ってたんですけどね。でもどうやら、この世界ではあんまり普通じゃなかったみたいです。──だから、嬉うれしかったなあ。東京厄襲が起きた時は」

　ピクリ、と叶方は思わず顔を歪ゆがめた。だがすぐにまた無視を決め込む。

「……下から聞こえる気配のほうが少ない。いったん、また下に降りるわ。ゴー！」

「普通じゃない私なんてどうでも良くなるような、でっかい普通じゃないものが現れたんですよ。嬉しくて中に入ってみたら、もっとビックリです。見たこともない化け物がいて、人間がヤラれまくりのパラダイスでした」

「階下から、複数の靴音！　急いで通路に出て、やりすごすわ！」

「ああ、こっちだ──って思いましたね。私がいるべき世界は」

「また待ち伏せよ！　接触まで、あと五秒……！」

「だって、どうしても人間になれなかったんですもん。でも一人じゃ寂さびしいので……私は、彼らの仲間に入れてもらうことにしたんです」

　銃声と、スタンロッドが電流を放つ衝しよう撃げき音が通路の響ひびいた。

　倒れる白制服たちを背に、叶方はとうとう木村アルテミスを睨みつけた。

「彼ら──ＥＯＭに、なりたかったの？」

　馬鹿げている、狂くるっている──そんな罵ば倒とうは、木村にとって何の意味もないのだろう。

　事実、眼前の殺人鬼はクスリと嗤わらっただけだった。

「ヤってくれるし、ヤレない。そんな相手じゃないと、私はお友達になれませんから」

「馬鹿げてるし、狂ってるわ」

　無意味だと分かった上で罵倒し、叶方は再び走り出した。

「そんなぁ。私、がんばりましたよ？　ＥＯＭには必ずホーンが生えてますよね。ショットを使えば、私でもホーンを生やせます。だから彼らと同じになりたくて、何本も射ち続けました。何本も、何本も。何十、何百、何千……私の他ほかに、そんな人がいますか？」

「救務庁や他のレイダーから奪うばって、でしょうが……！」

「半分くらいは真ま面じ目めにクリプテッドからゲットしましたよぉ。まあ、とにかく健けな気げにもそんなことをしてるうちに、次し第だいに彼らを近くに感じるようになってきました。最初はキツかったけど、そのうち気持ちよくなってきて、今では身体からだも快調です」

「ただの気のせいね。人間がＥＯＭになるなんて、あり得ないわ」

　確かに〝クリティカル・エリア〟で対決した木村は、人間離ばなれしていた。

　こちらの世界でも、異様に強いが──それだけだ。

　木村アルテミスは、ただの〝すごく危険な人間〟にすぎない。

「ええ、実はそうなんです。色々と分かっちゃいました。近づきはしたけど、私はどうやってもＥＯＭになれない……つまり、このアプローチをとったＥＯＭも失敗だったということです。他のＥＯＭと、同じように」

「……？」

　いよいよ木村アルテミスが何を言っているのか、分からなくなってきた。

　所しよ詮せん、異常者の戯たわ言ごとである。まともに聞くだけ無む駄だなのだろう。

「察しが良いカナさんでも、まだ分かりませんか？　じゃあ、こう言い換かえましょうか」

　走りながら、木村が顔を寄せた。囁ささやくように言う。

「あの世界に、クリプテッドや変身ショットなんて余計なものは──本当はないんです」

　無視しようとする叶方の胸が、ざわついた。

「〝クリティカル・エリア〟に在るのはＥＯＭだけ。ただ、其れだけなんです」

　何を、ワケの分からないことを──。

　心中で毒づき、走り続けること、十歩。

　ゆっくりと減速して、五歩。

　ふらふらと歩くこと、三歩。

　そして、とうとう叶方の足が完全に止まった。

「──」

　ぎこちない動きで、顔だけを木村に向ける叶方。

「あっははは！　カナさん、その顔！　良いリアクションです！　やったぁ！」

「……っ！」

　大笑いする木村から、自分の身体に視線を移す。

　手首や首筋──今まで何度もショットを注入してきた部分を押さえる。

「あはは！　大だい丈じよう夫ぶですよ！　カナさんくらいの変身回数じゃ、大した変化はありませんから。こっちの世界の食品添てん加か物のほうがよっぽど身体に悪いくらいです！」

　笑い転げる木村を、叶方はキッと睨みつけた。木村の襟えり首くびに摑つかみかかる。

「証しよう拠こでも、あるの？　あなたは──其それと、遭そう遇ぐうしたことがあるとでも？」

「ありません。でも、おかしいですか？　よく考えてみれば、当然じゃないですか？」

　ただの仮説。

　そう笑い飛ばすには、叶方は〝クリティカル・エリア〟に侵しん入にゆうしすぎていた。

　あの世界では、何でもあり得るし、何でも起きうる。

　数百万人の人類を吸い込んだり、都心を丸ごと数百年分も荒こう廃はいさせるような存在が、まるで散歩をするかのように跋ばつ扈こしている世界なのだ。

　だから──そういうＥＯＭが居たとしても、おかしくはないのかもしれない。

「クリプテッドや、変身ショットが……一体のＥＯＭが生み出したものだっていうの？」

　叶方の絞しぼり出した低い声も。

「あはは、その通りです」

　木村アルテミスの嗤い声に、上書きされた。

「私たちはＥＯＭの卵を、自分の身体に注入し続けてたんですよ」







　　　　０４




　ここは救務庁の本ほん拠きよ地ちだ。

　今すぐにでも移動しなければ、すぐに取り囲まれて終わりである。

　しかし、そうと分かっていながら──叶方は呆然と立ち尽つくした。

「ＥＯＭの、卵──」

「ＥＯＭの一部と言ったほうが正しいでしょうか？　私の推測が正しければ、私たちがクリプテッドと呼んでいるものは、どこかにいるＥＯＭが生んでいるもので──当然、クリプテッドが残す変身ショットも、ＥＯＭの一部にすぎないということです」

　木村アルテミスは得意満面だ。ナゾナゾの答えを言いふらす子供のように。

　ようやく木村の言わんとしていることが理解できた。

　クリプテッドや変身ショットというものは、本当は存在しない──。

　それらがＥＯＭの一部だというのなら、その通り、あの世界はより単純になる。

〝クリティカル・エリア〟には、ＥＯＭという存在以外には何者も存在しない──と。

「……矛む盾じゆんしてる」

　しかし叶方は、より根本的な部分で異論を唱えた。

「ＥＯＭが人類に敵対してるのは明らかよ。クリプテッドだって私たちを殺しにかかってくる。それなのに──変身ショットは人間を強化したり、怪け我がを治してくれる。人間にとって有利に働いてるわ。人間を助けるＥＯＭなんて、存在するとは思えない」

「すぐに殺さないだけですよ。私、言ったでしょう？　微び量りようだけど毒性はあるって。その証拠が変身したままで修復ショットを射たずにいると暴走する、〝中毒ジヤンキー化〟です」

「中毒化が……？」

「三段階で念入りに人類を殺そうとするＥＯＭなんですよ。まずクリプテッドに人類を喰い殺させる。生き残った人類には強化ショットや感覚センスショットを射たせ、中毒を起こさせて殺す。もし修復ショットを射ったなら、その人類には微量な毒性だけを残して生かすことで──遺伝的なレベルから、人類という種族を根絶させる」

「……」

「毒を蓄ちく積せきさせた人間が子孫を作り、その子孫がまた別の健康な人間と交配していけば、どのくらいの世代で人類は滅めつ亡ぼうするんですかね？　かなり毒が溜たまっている私が子供を産んだら、面白いのが産まれそうでワクワクしてるんですけど」

　遺伝子レベルで、人類を根絶する。

　本当にそれが目的だとしたら、ＥＯＭの人類に対する殺意は想像を絶するものだ。

　なぜ、そこまで人類のことを──。

「〝クリティカル・エリア〟に侵入し、ショットを射ち、こちらの世界に帰き還かんする。そして一いつ般ぱん市民に紛まぎれ込んで生活をする。そんな私たちレイダーは、人類を滅ほろぼす因子を抱かかえた危険な遺伝子爆ばく弾だんというわけです」

　レイダーは危険な存在。その口述は、まるで──。

「以上、救務庁による見解でした」

　叶方の表情を読み取り、木村がニヤリと嗤った。

「救務庁の……？　それじゃ救務庁も、クリプテッドをＥＯＭの一部と考えて──」

「上層部で隠かくしてる最重要機密ですけどね。以前、のこのことエリアに視察に来た幹部を捕つかまえて、ちょっとイジメて吐はかせた情報なので確かかと。それらしいＥＯＭの目もく撃げき情報もあるとか。でも正確ではないので、エリア全域に影えい響きようを及およぼすほどの強力な他の数体のＥＯＭといっしょに、こう呼んでいるそうです」

　内ない緒しよ話をするかのように、木村が自分の口に手を当てて囁いた。

「〝疑わしきＥＯＭ〟──と」

　救務庁という組織が、なぜレイダーをここまで弾圧するのか。

　もし木村の言うことが本当だとしたら、救務庁にとってレイダーは人類にとって最悪の病原体をばらまきかねない感染者キヤリアにしか見えないだろう。

　いや、レイダーどころか、仲間であるはずの探たん索さく員でさえ──。

「カナさんたちが〝ハーメルン〟と呼んでいるＥＯＭも、その内の一体ですよ」

「……レンから、聞いたわ。救務庁が〝ハーメルン〟のことを、〝疑わしきＥＯＭ〟って呼んでたって」

「おや、顔色が悪いですよ、カナさん。いいじゃないですか、遺伝子をちょっとくらい変えられたって。バンバン子作りしていきましょうよ。それとももう、レンさんと？」

　キッ、と木村を睨にらみつける、叶方。

「レンとは……そういう関係じゃないわ」

「ええっ、もったいない！　減るものでもないのに！　増やしていきましょう！」

「……」

「カナさんも、さっき本能がどうこう言ってたじゃないですか。どんどんやっちゃえばいいんですよ。どうせ──救務庁の考えてることなんて、間ま違ちがってるんですから」

　殺意に燃えていた叶方は、一いつ瞬しゆん、木村の言っている意味が理解できなかった。

「……え？」

「もう、簡単に騙だまされないでくださいよ、カナさん。救務庁はそう考えてるっていうだけです。私も大筋では同じ考えですけど、ショットが毒うんぬんっていう部分だけは全く見当外れなんですよ。カナさんなら、私と同じ結論に到とう達たつすると思ったんだけどなあ。だってカナさんは、レンさんをずっと見てきたんでしょう？」

　衝撃の事実というべき、救務庁の真意を明かされ。

　数秒後には、それが噓うそだと言われる。

　その落差に叶方がついていけると思われたならば──買いかぶりだ。

「レンさん自身は、ちょっとおバカなので……気づくとしたら、やっぱりカナさんですよ。本当に分かりませんか？　そもそも、おかしいと思ったことがないんですか？　ＥＯＭが歪いびつながらテレビみたいな形をしてたり、日本の侍さむらいみたいな感じのだっていることを。そのまんま人型だっています。人類文明を真似まねてる時点で、もう明らかですよ」

「……」

「そこへ来て、レンさんですよ！　レンさんこそ、歴れつきとした証拠なのにっ！　人類を殺さないＥＯＭなんていない？　レンさんっていう例外がいるじゃないですか！　いえ、例外じゃないんです！　なんで、その矛盾に気づかないのかなあ？　まさか二人して、いまだに〝なんで彼の身体にＥＯＭが？〟なんて首傾かしげてるんですか？」

　秋月蓮次の存在を思い出した途と端たん、興奮してまくしたてる木村アルテミス。

　眼前の女性の奇き行こうはともかく──その通りだ。

　叶方は、いや蓮次自身ですら、彼の身体にＥＯＭが宿った理由が分からずにいる。

「レンさんだって、他のＥＯＭと同じなんです！　くそっ、マジうらやまっ！　ただ違う点は──彼が一番、成功に近いというだけなんですよ！　私は失敗したのに！」

　木村アルテミスが何を言っているのか、もはや何一つ理解できなくなっていた。

　それなのに──叶方の胸中には、不安だけが募つのっていく。

「何を……言ってるの？　レンが成功？　他のＥＯＭと同じって……」

「知りたいんですか？　もうとっくに心の底では気づいてるくせに、安易に答え合わせしたいんですか？　そんなことは、後回しですよっ！」

　木村が、乱暴に叶方の頭を摑んだ。

　髪かみの毛を摑んで強ごう引いんに振ふり向かされた先に、複数の人ひと影かげがあった。

「敵があんなに近づくまで、気づかなかったとは言わせませんよ」

　白制服を着た集団だ。

　その先頭に立っている人物は、叶方と木村にとって共通の顔見知りである。

「それも、正規チームメンバーです。これがクリアすべき第二の問題だとでも？」

　ギロリと叶方を睨み、拳けん銃じゆうの銃口をこめかみに当てる木村。

「──そうよ」

　叶方は顔を歪ゆがめながら、肯こう定ていした。

　彼女が走り回りながら探し求めていたのは、〝極きわめて静かな摺すり足あし〟だった。

　しかし向こうもこちらを追いかけているはずなのに、いっこうに巡めぐり合わない。

　そこで思いついたのは、追い求めるのではなく、立ち止まること。

　もしかしたら──精せい鋭えいの正規チームメンバーとして、信じがたい事実だが。

　摺り足の主は、とんでもない方向音おん痴ちなのかもしれない──。

「仲間割れ、ですか……」

　ゆらりと前に出て、二振りの刀を揺ゆらす女性。

　正規チームメンバー、魚な瀬せ鞠まり緒お。エリアではレイダーの叶方と木村ともに死し闘とうを演じ、こちらの世界では芸能人として嫉しつ妬とを買った最悪の刺し客かくである。

「〝クリティカル・エリア〟では、どうも……剣けん士しさん」

　叶方が素すの声で言うと、魚瀬がピクリと刃は先さきを揺らした。

「ああ、貴女あなたは〝カナ〟……今まで気づかないなんて、私がどうかしていました」

　よそよそしい敬語で言うのも、それが最後だった。

「この世で最も仕留めたい相手が、こうもまとめてなんて──私は、運が良いわね」

　魚瀬が言い放つと同時に、後ろに控ひかえた男たちが金属の筒つつを床ゆかに転がした。

　金属筒から、勢いよく白い煙えん幕まくが噴ふき出す。

　魚瀬たちはガスマスクを装備していない。目くらましが目的なのだろう。

「……もしかして、一人ずつ正規チームメンバーを倒たおしていこうっていうんじゃないでしょうね、カナさん！」

　木村アルテミスが叶方から手を離はなし、三発の銃弾を放った。

　しかし魚瀬はすでに煙けむりの中に紛れ込んだ後だった。〝クリティカル・エリア〟ならば気流を読むことができる木村も、こちらの世界では視覚に頼たよらざるを得ない。

「そうじゃないわ！　でも、とにかくこの人を何とかしないと……！」

　叶方は後退し、集音アンテナを煙に向けた。

　魚瀬の摺り足は厄やつ介かいだが、完全な無音ではない。叶方は耳に全神経を集中させる。

「──危ない！　もう、右に来てる！」

「瞬間移動でも、使えるんですか……！」

　白い煙幕を切り裂さき、蛇じや腹ばらの刀が右手から木村を襲おそった。

　木村は驚きよう異い的な反応速度と動体視力で──なんと、その刀を銃弾で弾はじき返した。

　さらに別の角度から襲いかかったもう一本の刀を、グリップの底で受け止める。

　女剣士と殺さつ人じん鬼きが、真っ向から殺意の視線を交かわした。

「──化け物め」

「お互たがい様ですよ」

　刀とグリップが、弾かれたように離れた。

　離れ際ぎわに木村が銃弾を撃うつも、魚瀬が煙の中に消えるほうが早かった。立て続けに放たれる銃声も、壁かべや天てん井じようを砕くだく音を響ひびかせただけだ。

「エリアみたいに、騙し討うちはできないわよ……」

　煙幕の中から、囁ささやくような声が聞こえた。

　魚瀬には、こちらの動きが把は握あくできているようだ。他ほかの仲間が加勢できずにいるところを見ると、魚瀬だけが持つ特別な才能なのだろう。

「正々堂々、正面からがいいなら、スポーツでもやっててください。私はもっと一方的に無理矢理ヤったりヤラれたりの、いやらしいのが好きなんですよ」

「無抵てい抗こうになれば、いくらでもヤってあげるけど……？」

「わざと抵抗しないなんて、おママゴトじゃないですか。私を抉えぐりたいなら、抵抗したくてもできないシチュエーションまで盛り上げてくれないと」

　白煙に向かって軽口を叩たたく木村だが、敵の気配は彼女のそばには現れなかった。

「……ッ！」

　狙ねらわれたのは、叶方だ。身を屈かがめた叶方の頭上を、鋭するどい切っ先が通り過ぎた。

　風を切る音が、今度は足あし下もとから伝わった。

「──このっ！」

　床から振り上げられた刀を間かん一いつ髪ぱつで避さけ、スタンロッドを振り回す。

　叶方の反撃はかすりもしなかったが、敵を遠ざけることには成功した。

「感覚ショットも使わずに、ここまで正確に音を聞き取れるなんて……こちらの誤算ね」

　白煙の向こうから、冷静な声が聞こえた。

　叶方と木村は、互いの姿を見失わないように互いの背中をくっつける。

「敵は常に動き続けて、狙いを絞しぼれないわ……！　相手の攻こう撃げきに合わせるしかない！」

「オーケイ、カウンターを狙うわけですね。ところで──」

　木村の声のトーンが落ちた。殺気を込めて呟つぶやく。

「かなりの強敵ですけど……本当に彼女を倒すのは必要なことなんですよね？」

「必要よ！」

　叶方は間髪を容いれずに答えた。

「この人を倒して、私は一刻も早くレンと連れん絡らくをとらないといけないの……！」

　叶方が蓮次の身を案じているのは、木村にとっても疑う余地がないはずだ。

「分かりました。私もレンさんが救務庁なんかに捕まるのはつまらないですしね」

「来るわよ！」

　叶方はスタンロッドを構えた。

「私じゃない！　そっちの正面から！」

　叫さけびながら。

　叶方は素早く身を屈めながら、後ろ向きにスタンロッドを振り払はらった。

　魚瀬鞠緒が横よこ薙なぎに繰くり出した刀──木村ではなく叶方を狙った攻撃は、回かい避ひした。

　一方で、背後にいる人物を狙った叶方のスタンロッドは──。

　これもまた、空を切った。

「──この、噓つき」

　棒ぼう高たか跳とびをするかのように跳ちよう躍やくした木村が、頭上からギロリと叶方を睨んだ。

　銃声が鳴り響く。

「くっ……！」

　とっさに床を転がったものの、木村の銃弾が叶方のふくらはぎをかすめていた。

「仲良くなれると思ったのに──この裏切り、高くつきますからね」
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　木村が着地し、人とは思えない目つきで叶方を睨みつける。

　彼女が木村を騙し討ちしようとしたことなど、お見通しだったようだ。

　だが、問題はない。たとえ目もく論ろ見みが外れようと、目と耳を封ふうじられた木村に──。

「信しん頼らいできる仲間がいないなんて、惨みじめね……」

　魚瀬鞠緒が、猛もう然ぜんと襲いかかった。

　木村アルテミスが防戦するも、形勢は明らかだった。魚瀬の攻撃をかわし、跳はね返すも、どこから襲い来るか分からない斬ざん撃げきに徐じよ々じよに押されていく。

　魚瀬と戦いながらも、木村の双そう眸ぼうは──叶方を睨んだままだった。

「はあっ……はあっ……！　うぅっ……！」

　叶方は血を流す脚あしを押さえながら、立ち上がった。

　勝利を確信した魚瀬が、刃ではなく峰みねで木村を狙うようになったのを見て踵きびすを返す。

　叶方が絶対にクリアしなければいけない、本当の二つ目の課題。

　それは殺人鬼、木村アルテミスの捕ほ獲かくだった。

　この恐おそるべき人物を世に解き放ってはいけない。それはパートナーの蓮次救出と同じくらい、叶方にとっては重要な使命だった。

　今度こそ、木村アルテミスは確実に捕獲されるだろう。

　そして彼女が捕つかまっている間に、叶方は──最後の使命を果たさなければならない。

「はあっ……！　はあっ……！」

　木村を囮おとりにし、懸けん命めいに逃にげる叶方。

　秋月蓮次は──たった一人しかいない彼女のパートナーは、助けを待っているはずだ。彼女は今すぐにでもこの建物から脱だつ出しゆつし、彼のもとに駆かけつけなければならない。

「レン……！」

　痛みを堪こらえて走る叶方の双眸から、涙なみだが零こぼれた。

　パートナーとして、秋月蓮次という人類の希望をサポートしなければならない。

　だが──できない。

　叶方が最後の使命を遂とげられないことは、後方から近づく摺り足が証明していた。

「お願い、レン……征いって……！」

　木村を倒した魚瀬が、叶方を追いかけてくるのが分かった。

「私たちは逃げられないから……もう、征くしかない……！」

　パートナーとして、彼とともに戦うことができないならば。

　せめて──あの少年を、あの世界へ送り込む。

　それこそが今の自分にできる唯ゆい一いつにして、絶対の使命。

「〝クリティカル・エリア〟へ……！」

　自らの意識を絶つ背後からの一撃を感じながら、叶方は──。

　ポケットから零れ落ちた一枚の紙切れに、人類の希望を委ゆだねた。
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　魚瀬鞠緒は、同行者に裏切られた木村アルテミスに向かって斬きりかかった。

「お前たち二人は、やっぱり仲間だったのね……」

「私とカナさんのことですか？」

　白煙を切り裂く刀を、木村が躱かわし、あるいは拳銃で受け止めた。

　だが所しよ詮せんは、こちらの世界で変身ショットを使えない一いつ般ぱん人だ。なかなかの戦闘力を持っているようだが、幼少期から虐ぎやく待たいに近い修練を積んできた鞠緒の敵ではない。

　衣きぬ擦ずれの音や空気の流れを読むことで、鞠緒には敵の位置がはっきりと分かっていた。

「あの女が広報大使として救務庁に潜もぐり込んできたのも、お前を逃がすためだったのね」

「ええ、おっしゃる通りです。彼女とは切っても切れない間あいだ柄がらでして。だから牢ろう屋やに入れる時は、ぜひとも同じ部屋でお願いします」

　薄うす汚ぎたない殺人鬼にしては、よくやったほうだ。

　しかし接近戦で、それも目と耳でもあった同行者を失った木村に、正規チームの近接戦闘要員である鞠緒が負けるわけにはいかない。刀を持ち替かえ、峰で木村を狙う。

「──噓うそ、ね」

　流れ落ちるような振り下ろしで、木村の頭を狙う。

　木村はグリップで受け止めようとするも、刀の軌き道どうが宙で変化し──。

「あの女は、生き残るためなら、誰だれとでも手を組むだけ」

「──ッッ！」

　水すい墨ぼく画がの一筆書きのように、鮮せん烈れつな弧こを描えがいた刀が木村の脇わき腹ばらに命中した。

　声も上げられずに苦く悶もんに──いや、快感に顔を歪める木村。

　その側頭部を、もう一本の刀が横よこ殴なぐりに叩いた。

「私の時も、そうだった……」

　衝しよう撃げきで、木村アルテミスの身体からだが空中で半回転した。頭から床に激げき突とつし、白目を剝むいて完全に失神する。

「それでも──お前と違ちがって、命の重さくらいは知っていたわ」

　殺人鬼の無様な末路を嘲あざ笑わらっている余よ裕ゆうはなかった。

　芸能人ＫＡＮＡＴＡの皮を被かぶったレイダー、〝カナ〟はすでに木村を囮にして逃げ出していた。鞠緒は倒れた木村の手元からリボルバーを蹴けり飛ばしてから、追走する。

「とはいっても、節操なしのドブネズミであることには変わりない……救務庁の仲間を傷つけるレイダーは、等しく仕留める」

　カナは木村に撃たれ、脚を負傷していた。

　鞠緒はあっという間に少女に追いつき、その背中に向かって刀を振ふりかぶる。

「翔しよう一いちさんに色目を使ったっていう重罪もあるし、ね……」

　刃か、峰か。一いつ瞬しゆん、正義と私し怨えんの狭はざ間まで揺ゆれ動くも──かろうじて理性が勝った。

　走るカナの首筋に、若じやつ干かん強めの峰打ちを叩き込む。

「……ッ！」

　剣けん筋に私情が混ざったとはいえ、鞠緒の刀は一撃で少女の意識を奪うばい去った。

　どさり、と床に倒れ込み、気絶するカナ。

　足下に倒れた少女の頰ほおには──涙を流した痕あとがあった。

「脱走者を確保しました。通路の空調を元に戻もどしてください」

　鞠緒の声が、通路に響いた。空調が稼か働どうし、煙えん幕まくが薄れていく。後方で倒れた木村アルテミスを、仲間の職員が総勢で押さえつける光景が見えた。

「……泣くくらいなら、どうして正体を明かしたの」

　鞠緒は倒たおれた少女を見下ろし、顔を歪ゆがめた。

　逃げ道などないことは、この少女もとっくに知っていたはずだ。

「芸能人のＫＡＮＡＴＡとして、人ひと質じちに徹てつすることもできたはずなのに……」

　自分が二度も逃がした、〝レン〟と〝カナ〟という二人組のレイダー。

　これまで敵対してきた中でも、特に慎しん重ちようにして大だい胆たんだったレイダーが──こんな無む謀ぼうな脱走劇に荷担して、自らの正体を暴ばく露ろまでした動機が分からなかった。

「私たちに言いたいことがあったというなら、その願いだけは叶かなったわね。無線を通じて、貴女あなたの叫びは……ここにいる全員が、聞いていたわ」

　──救務庁なんて、クソ喰くらえよ。

　ただ、その一言が言いたかっただけというなら、こんな結末も本望だろう。

　所詮は自分のことしか頭にない、馬ば鹿かなレイダーの一人にすぎなかった。

　そう自分を納なつ得とくさせ、その場から立ち去ろうとした時だった。

「……？」

　煙幕が完全に消えると、倒れた少女のそばに紙切れが落ちていることに気づいた。

　危険物ではなさそうだ。拾い、四つ折りになったそれを開く。

　そこに書かれていた内容は──数字と記号の羅ら列れつだった。暗号にも見える。

　レイダーが持っていた以上、ただの落書きではないだろうと思ったが──。

「──」

　末まつ尾びに一文だけ、暗号ではない文字が書き込まれていた。

　思わず強く握にぎりしめた手が、紙切れをくしゃりと歪めた。

「さすがですね、魚瀬探たん索さく員！　その少女も、すぐに確保します！」

「それは……？　レイダーが持っていたものなら、証しよう拠こ物件としてお預かりしますが」

「いえ──ただのゴミです」

　怪け訝げんそうな顔をする職員の腕うでを摑つかみ、歩き出す。

「ところでお願いがあるのですが、早さつ急きゆうに本ほん棟とうまで道案内をお願いできますか」

「えっ？　は、はい」

　胸むな元もとの無線機が鳴った。鞠緒は音声をオンにする。

『魚瀬。木村アルテミスとＫＡＮＡＴＡを確保したとの報告が入ったが間違いないか？』

「間違いありません、隊長。両者ともに意識喪そう失しつ。拘こう束そく完かん了りよう。こちら側に負傷者なし」

『よくやった。それでは他ほかにも仲間がいないか、探索を開始する。探索を終えるまで一般通信の妨ぼう害がいは解除しないから、引き続き、この周波数を維い持じしろ』

「了解しましたが、一部、報告を訂てい正せいします。私が自分でも気づかない程度の負傷を負っていたようです。念のため、チームを離り脱だつして治ち療りようを受けます」

『分かった。治療を終え次し第だい、チームに復帰するように』

　通路を突つき進みながら、無線機の音声をオフにする。

「魚瀬探索員、負傷されていたんですか？　それなら医務室に──」

「探索課の医療班は手当てが雑なので嫌きらいです。本棟の一般治療室に行きます」

　強ごう引いんに職員に誘ゆう導どうさせ、五階の渡わたり通路にさしかかる。

　分厚いバリケードが組まれ、完全武装した戦闘員たちによる封ふう鎖さが行われていた。

「お？　どうした、魚瀬。お前が脱走犯を捕まえたって報告が入ったばかりだぞ」

　屋内にも拘かかわらず、正面に盾たてをつけたバイクにまたがった男が眉まゆをひそめた。

　正規チームのメンバーだ。この渡り廊ろう下かの封鎖を担当している人物である。

「治療室に行きます。通してください」

　バリケードを押しのけ、戦せん闘とう員の間を通り抜ぬける。

「……了解。──いいぞ、通せ。今、作戦本部に確かく認にんした。コイツがチームを一時離脱する許可が降りてる。あんなガキども相手に負傷したんだとさ」

　むさ苦しい男どもが笑い声を上げたが、無視する。

　普ふ段だんなら仕留めるところだが、今はそれどころではない。

　本棟に入り、歩くこと数分。

「ここで結構です。チームに戻っていてください」

「本当に、よろしいんですか？　ここは──総務課ですよ？」

「ええ、ありがとうございました」

　不思議そうな顔をする職員を見送り、鞠緒は総務課の入り口に立った。

　完全武装した鞠緒の登場に、オフィス全体がざわついた。

　鞠緒が何もせず、仁に王おう立ちで待っていると──。

「ああ、もしかして、また迷子になったんですか？」

　職員の一人が手を挙げ、鞠緒のもとにやって来た。

「ここは迷子案内所じゃないんですが……はいはい、いつも通り、案内しますね」

　秋月翔一。鞠緒の愛いとしい人に腕を引っ張られ、休きゆう憩けい所に連れられていく。

　本棟の通路はまるっきり人気がなかった。休憩所も同様だ。

「──一体、どういうつもりだ、鞠緒……！」

　自じ販はん機きの前に辿たどり着くなり、翔一が怒いかりの表情を浮うかべた。

「あんなに目立つ形で、オフィスに来るなんて……！　いい加減、俺たちの関係が周りにバレかねないぞ」

　叱しかられても、彼女の彼に対する気持ちは変わらない。

　彼には正式な恋こい人びとがいて、鞠緒とは人工衛星ヒマワリという機密を探さぐるための関係にすぎないと分かっていても、だ。

「各課にオフィスから出ないよう、命令が下ったかと思ったら……何か起きてるのか？　別べつ棟むねの敷しき地ちにも物々しいバリケードができてるし──」

「拘束していたレイダーが脱走したの。それも、今までにない大物よ」

「……！」

「でも、さっき私が捕まえたわ。もう安全よ」

　鞠緒が言うと、翔一が驚おどろきの表情を浮かべた。

「それを……わざわざ言いに来たのか？」

　まずは褒ほめてほしかったのだが、まあいい。本題は、ここからだ。

「そのレイダーが、これを落としたの」

　四つ折りになった紙切れを、翔一に手渡す。

　彼は訝いぶかしそうに受け取り、開いた内容を見て──鞠緒が思った通り、顔色を変えた。

「……ッ！」

「レイダーが、持っていたの。それも大勢の人間を殺した、最悪のレイダーが」

　強調する。──正確には殺さつ人じん鬼きの同行者だが、大した違いではない。

　そう、これを持っていたのはただの一般人ではない。レイダーだ。

　たんなる落とし物ではなく──犯罪者との関かかわりを示す証拠品である。

「……ただの、偶ぐう然ぜんだ」

　口を押さえて苦く悩のうする彼の姿は、鞠緒としても見たくない。

　だが、今回だけは──心が躍おどらざるを得なかった。

「翔一さん。貴方あなたは……裏切られたのよ」

　優やさしい口調で囁ささやく鞠緒を、翔一が睨にらんだ。

「本当に、レイダーがこれを……？　いや、そうだとしても、これは──不自然だ」

「ひどい。私がねつ造したっていうの？　違うわ。正しよう真しん正しよう銘めい、レイダーが持っていたもので、私が提出すれば正式な証拠として分ぶん析せきされるわ。そうなる前に、危険を承知で持ってきたのよ。それとも、貴方に知らせずに提出しておけば良かった？」

　翔一が無言で空を仰あおいだ。

　数秒間の沈ちん黙もくを置いて、彼がスマートフォンを取り出した。紙切れの内容を写真に撮とり、鞠緒に突き返す。

「恩に着るよ。関係ないとは思うが……確認だけは、してみる」

「貴方が望むなら、これ自体、なかったことにもできるのよ？」

「大だい丈じよう夫ぶだ。提出してくれ。本当に……ただの人違いに決まってるからな」

　鞠緒は翔一と見つめ合い、ふっ、と微び笑しようした。

　紙切れの下か端たん、末尾の一文が書かれた部分だけを──破り捨てる。

「……助かる」

「それだけ？　私の気持ちだけなら、このまま提出してしまいたかったわ。でも翔一さんの……翔一さんのためだけを思って、組織を裏切ってこれを持ってきたのよ」

　彼はもっと、彼女の気持ちを理解するべきだ。

　鞠緒がここまで必死になるのは、〝クリティカル・エリア〟でもあり得ない。

「──そうだな」

　翔一が顔を上げて、微笑ほほえんだ。

「もし、この件が最悪の形で現実になったら──その時は」

　彼女の愛しい人は、今は傷ついているのだろう。

　だが、そんな彼の傷ついた心も、すぐに鞠緒が癒いやしてみせる。

「君だけを愛すると、誓ちかうよ」

　その言葉を聞いて、魚瀬鞠緒は──生しよう涯がいで最高の笑えみを浮かべた。
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　五ご条じよう島しま松まつ子この通う大学では、講義終了時にメロディが流れる。

「人体の構造から見る、男女別、年代別の一いつ般ぱん的なランニングフォームについては以上となります。次の講義では、手足の関節部、いわゆるジョイント部分にかかる力を算出してグラフ化し、考察していきます」

　大きな階段教室と、マイクを持って講義する著名な教授。

　１号館から６号館あわせて数十ある教室。壁かべを改修したばかりで綺き麗れいな教育棟や研究棟、体育館、プール、食堂、エトセトラ。

　それ自体が別世界のようで、外界の喧けん噪そうとはかけ離はなれた空間だ。

　松子はその全すべてが大好きだが、特に気に入っているのは講義終了のメロディだ。

　ちょっと間が抜けていて、小難しい講義から現実に引き戻してくれる協和音。

　それが完全に終わるまで待ち、松子は手の中に握った機械を止めた。

「ふう……ねえ、今日の講義、難しくなかった？」

　教科書をしまいながら、隣となりの席に座った友人に声をかけた。

　付け睫まつ毛げをした友人が、目め尻じりを弱々しく落とす。

「全く、分からん。やべー」

「ねっ」

「録音したの、後で私にもくれ。単位ヤバイから特別課程とったのに、これじゃあ……」

　松子は「うん」と苦笑いしながら、友人と二人で階段教室から出た。

「おーい、こっち。お疲つかれ、松」

「あはっ、なんで恵え理り、死にそうなん？」

「うっせ。メシ行くぞ、メシ」

　二人の友人と合流し、計四人でキャンパスを歩く。

　世界中に存在する危険や不安は、きっと松子の想像が及およばないくらい多いのだろう。

　だが、この構内では、それらの恐きよう怖ふとは無む縁えんだ。松子は生活に困ることもなく、学びたいものを学び、友人に囲まれ、素す敵てきな恋人だっている。

　幸せを嚙かみ締しめているつもりだが、ちょっと申し訳ない気持ちもあった。

　この国には今も、二年前の悲劇によって苦しんでいる人が大勢いるというのに。

　生まれてこの方、苦労らしい苦労をしたことがない自分は──恵めぐまれた者の義務として、苦しむ人々のために何かをすべきなのではないだろうか。

　そんな想おもいが、ずっと胸の奥にあった。

「──うひっ」

　名門の私立大学らしく、ちょっとした洋食レストランよりも美味おいしい学生食堂。

　ポケットに入れたスマートフォンが振しん動どうし、松子は肩かたを竦すくませた。

　フォークやスプーンを持った友人らが笑う。

「うひっ、だって。きゃわいーん」

「バッグに入れとけっつったろ。ただでさえアンタ、くすぐられるの弱いのに」

「ご、ごめん。えーと……あっ」

「また救務庁の彼でしょ。いつもの呼び出し？」

　松子は液えき晶しようを確認し、身を縮こまらせた。

「……ごめん」

「ハイ、今日の遊ぶ予定、しゅーりょー」

「お疲れ様でしたぁ」

「えっ、ちょっ……私のことはいいから、みんなで楽しんできてよ」

「松がいるって条件で、法学部の子らと合流するはずやってん、もう」

　おのれ、そんな計画が水面下で進んでいたのか。

　心置きなく抜け出せそうだ。松子はメールですぐに向かう旨むねを恋人に報しらせる。

「あー、あたしもこんなカノジョ欲しいわ。呼び出したら、講義も友達もほっといて駆かけつける従順な子。あと顔が可愛かわいい」

「彼氏やなくて、そっち？　いやもう君に関しては疑うだけ無む駄だやけども」

「良いとこのお嬢じようさんのくせに、高校時代は野球部のマネージャーなんかやってて。部活の先せん輩ぱいだった今の彼以外、付き合った経験もなくて。あと顔が可愛い」

「顔好きすぎやろぉ」

「ピュアで一いち途ずで、お行ぎよう儀ぎも良いから、彼氏の家族にも気に入られてて。頭も良くて単位もばっちり。コネ入社を蹴けって、卒業後は花のお嫁よめさんっすか。あと隠かくれ巨きよ乳にゆう」

「やめえや。そんな理想的なカノジョ、現実におるわけないし」

　じっ、と友人三人分の視線が集まるのを感じた。

　松子はメールを打つ手を止め、耳まで真っ赤にした顔を上げる。

「……や、やめてよ」

　口を尖とがらせ、弱々しく抗こう議ぎする松子。

「くあーっ！　天使かっ！」

「これでヤな子やったら、めっちゃいじめたるのに！」

「本当にやめなさいよ、もう……」

　眼鏡めがねをかけた友人が言い、困り顔の松子に向き直った。

「でも、さすがに頻ひん繁ぱんすぎない？　最近は特に多いし……たまには断ったら？」

「うーん……でも、嫌きらわれたくないから」

「そんなことで嫌うような男は、こっちから捨てっちまえ！」

「いやでも、イケメンやで。かなりの」

「確かにあの顔は、捨てるには惜おしいけれど……」

　自分を心配してくれる友人らに苦笑しつつ、松子は席を立った。

「本当に、ごめんね」

　謝り、食器を片付けてから食堂を出る。

　恵まれた家に生まれた松子は、恋人にも恵まれた。

　彼女が交際している秋月翔一という青年は、外見のみならず人格も優すぐれている。理想的というのなら、彼のほうだろう。

　そんな彼は救務庁に勤めており、立派に人々に貢こう献けんしている。

　彼女にとっては尊敬すべき日本男児であり、自じ慢まんの彼氏だった。

「──翔一さん」

　翔一は大学の構外に、車を停とめていた。

　見慣れた四輪駆く動どうの助手席に乗り込むと、彼はいつもの笑え顔がおで彼女を出で迎むかえた。

「悪いな、まだ講義もあっただろうに」

「どうしたの？　まだ勤務時間中じゃ──って、この前も同じようなことがあったわね」

「……」

「翔一さん？」

　じっと自分の顔を見つめたまま動かない恋人に対し、首を傾かしげる。

「あ、もしかして、また蓮次くんが何か……？」

「──いや、あいつじゃない」

　否定する、翔一。しかしそれもすぐに否定する。

「いや……あいつも、やっぱり怪あやしいんだ。実はあれから、あいつの友達と連れん絡らくをとりあっているんだが……どうも、あいつの言うことと友達の言うことが食い違ちがって──」

　以前から、翔一は弟の蓮次を気にかけ──何らかの疑いを抱いだいているようだった。

　家族のことを疑うなんて良くないと、松子は思うのだが。

「いや、そうじゃない。今度は蓮次じゃないんだ。蓮次じゃなくて……正直、何がどうなっているのか、さっぱり分からない……」

　翔一の様子は、ただ事ではなかった。

　交際して長いが、頼たのもしい彼がここまで動どう揺ようしているのを見るのははじめてだった。

「ど、どうしたの、翔一さん？　落ち着いて……」

　よっぽどのことがあったのだろう。

　せめて肩をさすって元気づけようと伸のばした松子の手を、翔一が摑つかみ返した。

「これを──見てくれ」

　真しん剣けんな表情で言い、翔一が彼女に自分のスマートフォンを手渡した。

　画面には、一枚の写真画像が映し出されていた。

　折り目のついた、紙切れである。

　決して大きくない紙面に、びっしりと数字と記号が書き込まれていた。

　そして末まつ尾びには、短い一文。

「……〝松子さんへ〟」

　その部分だけ、日本語でそう書かれていた。

　松子は液晶画面と翔一の顔を、交こう互ごに見比べた。

「……」

　翔一は松子の顔を見つめたまま、何も言わない。

　仕方なく松子はもう一度、画面を見た。たっぷり数十秒間も。

　目を細めたり、画面を遠ざけてみたり、逆さにしてみたりと色々と試みてから──。

「──これは、何？」

　途と方ほうに暮れた顔を、翔一へ向ける。

「今日、救務庁から脱だつ走そうしようとしたレイダーが持っていたんだそうだ」

　低い声で言う翔一の表情は、どこか悲しげに見えた。

「えっ……脱走？　レイダーが──」

「……」

「大丈夫だったの、翔一さん？　危なかったんじゃ……」

「……」

「……？」

「……」

「──あっ？　これを、レイダーが……えっ？」

　ハッとして、また画面と翔一の顔を交互に見る。

「この〝松子さんへ〟って……翔一さんが書いたんじゃ──」

「俺が書くなら、〝松子へ〟って書くよ」

　そう、もしこれが遠回しなラブレターだったり、プロポーズであれば。

　翔一は、今のような表情をしていないだろう。

　彼女の顔をじっと見つめる青年の目つきは──松子のことを疑っていた。

「だ、誰だれなの……？　その、脱走したレイダーって……私の知ってる人？」

「大だい丈じよう夫ぶだ、もう捕つかまったよ。どんな人間なのかは、分からない」

「……」

「でも、大勢の人を殺したそうだ」

　松子は、息を吞のんだ。

　大量殺人を犯おかすようなレイダーなど、松子の知り合いにはいない。

　少なくとも、彼女が知人であると認にん識しきしている交友範はん囲い内には。

「だ、誰……？　その人は、私のことを知ってるの……？　む、昔の同級生とか……？　何人かにラブレターをもらったことがあるわ。お断りしたけれど、そういう……？」

　涙なみだを浮うかべて震ふるえる松子を、それでも翔一はじっと観察していたが──。

　やがて、ぐっと唇くちびるを嚙み、彼女を抱だき寄せる。

「──すまん」

「え……？」

「疑って、悪かった。俺がどうかしてた。蓮次どころか、お前まで疑うなんて……」

　松子を強く抱きしめる翔一の胸が、大きく膨ふくらんだ。

　安あん堵どのため息。深く長いそれが、直前までの彼の不安や動揺の強さを物語っていた。

「こんなのは、人違いに決まってる……お前のはずがない」

「人違い──あっ……そ、そうよね。松子なんて、きっと私以外にもたくさん──」

　彼女が言い終えるよりも先に、翔一が唇を重ねてきた。

　一時の静せい寂じやくと、唇を離はなして見つめ合う二人。

「……重ね重ね、すまん。もう行く。戒かい厳げん令れいの中から抜ぬけ出してきたんだ」

「謝ってばかり」

　クスリと微笑ほほえみ、松子は助手席のドアに手をかけた。

　良き恋こい人びとである彼女は不平を言わない。常に理解のあるパートナーでいたいからだ。

「謝りついでに、もう一つ。──あんまり会えずに、申し訳ない」

　松子は自動車を降り、バッグを手にとって笑った。

「いいのよ。貴方あなたは、忙いそがしいんだから」

「……それ、まだ使ってるんだな」

　バッグからぶら下げたキーホルダー付きの機械を見て、翔一が言った。

「講義を録とるなら、デジカメとかのほうが良かったのかと思ってるよ。いまだに」

「とても役に立ってるわ。友達にデコられて、見た目は少し変わってしまったけれど」

　大量のビーズでデコレーションした、音声記録装置──ＩＣレコーダーである。

　松子が大学に合格した時に、お祝いとして翔一からもらったものだ。

「それじゃ、またな」

　疑ったことを気にしているのか、申し訳なさそうな笑みを残して、翔一が去った。

　彼の愛車を見送り、その後ろ姿が見えなくなってから。

　松子は大学の敷しき地ちを囲む柵さくによりかかった。スマートフォンを取り出す。

「翔一さんに、疑われるなんて……」

　何かの間違いなのだろう。

　彼女に殺さつ人じん鬼きの知り合いなど、いるわけがない。

　殺人鬼ではない、レイダーならば──松子の知り合いにもいるが。

「この貸しは大きいわよ、カナさん」

　メール画面を操作し、文章を書き込んでいく。

「あの暗号を知ってるのは、同じパトロンから援えん助じよを受けているレイダーだけ。救務庁で捕まったのなら、今日、そこへ潜せん入にゆうするはずだったカナさんで間違いないでしょう。それなら、解読した文章を伝えたい相手は、彼しかいない……」

　翔一に見せられた暗号は、すでに記き憶おくし、解読している。

　内容は地名の羅ら列れつで、それが何を意味しているのかも理解できた。

　解読した文章を知らせたい本当の相手が──おそらく、松子ではないことも。

「何が起きたのかは分からないけれど……最後の宛あて名なだけ暗号にしなかったのは、そうすることで確実に私のもとへ届くと分かっていたのね。レイダーという正体が救務庁に知られたのも、きっとわざと……レイダーでもない普ふ通つうの犯罪者が残したものだったら、救務庁の関係者が気にすることもなく警察に押おう収しゆうされて終わっていた……」

　松子は、レイダーだ。

　それは恋人の翔一にも明かしていない、彼女の隠し事である。

「惜しいわ、カナさん。同じパトロンの──お爺じいさまの息がかかったレイダーの中でも、貴女はずば抜けて優ゆう秀しゆうだったのに……捕まってしまったなんて」

　松子が翔一に隠し事をしていることを、裏切りだとは思わない。

　翔一も松子に隠し事をしている。どんな隠し事か、想像もついている。

　誰もが騙だまし、騙されている。

　だが、その中に少しでも優やさしさが入り交じっているのなら──。

　騙し、騙されている者も、幸福だ。

「この機会に、彼にも私のことを明かすべきかしら。彼のパートナーのカナさんは、断固として反対していたけれど……彼は特別なのだから、失うわけにはいかないわ」

　メールを書きながら、呟つぶやく。

「持てる者は、持たざる者だらけの世界のために命をかける義務があると思うの」

　より恵めぐまれ、より特別な力を持つ者は、それを与あたえてくれた世界に恩返しすべきだ。

　そんな自らの信念に従って、五条島松子は──。

「そうでしょう、蓮次くん？」

　メールの送信ボタンを押した。
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　埼玉県にある、とある空き家。

　いや、てっきり空き家だと思っていた二階建ての住宅。

「──私、お兄ちゃんの部屋から持ってきた写真を戻もどしてくる」

　一階から、帰宅したばかりの家族の声がした。

「……！」

　二階に隠かくれた秋月蓮次は、ナイフを握にぎりしめた拳こぶしに汗あせを滲にじませた。

　もう、逃にげ場がない──。

　そんな状じよう況きようで、もう片方の手に握ったスマートフォンが振しん動どうした。

　また、真愛か──。

　焦あせった表情でメールを一いち瞥べつしたところへ、部屋に人ひと影かげが現れた。

「……？　今、何か音が──」

　考えるよりも先に、身体からだが動いていた。

　ナイフをしまい、ドアの横に移動する。直後、部屋に姿を現した少女──蓮次と同い年くらいに見える長ちよう髪はつの少女の膝ひざの裏を軽く蹴けり、ストンとその場に立て膝にさせる。

「え──」

　肩かたを押してクルリと半回転させ、背後からナイフを持っていた手で口を押さえる。スマートフォンを持った腕うではすでに首に回し、いつでも頸けい動どう脈みやくを締しめられる態勢だ。

　戦せん闘とう指南役の酔よっ払ぱらいキースなら、すでに首を切るか失神させていただろう。

　そうしろ、ときつく言われているが、できない。

「……！　……っ！」

　これ以上ないくらい目を見開いてもがく少女を、傷つけたくなかったのは事実だ。

　だが蓮次が何もできずに固まったのは、もう一つ理由があった。

「……」

　少女の首に回したほうの手が持つ、スマートフォン。

　その画面に映し出された、メールの内容に目を奪うばわれていたからだ。

　送り主は大郷真愛ではなく、蓮次の知らないアドレスからだった。

「……」

　メールの本文は、全国各地に亘わたる住所の羅列だった。

　それぞれが矢印で結ばれ、まるでバトンリレーのように繫つながっている。

　終着点にある文字だけ、地名ではない。

〝Ｈ〟というアルファベットが一文字だけ。

　その後、空白を置き、短い一文。

〝ｆｒｏｍ　Ｋ〟。

　その文字を見た瞬しゆん間かん、蓮次は電でん撃げきを受けたように身震いした。

　実際のメールの送り主が何者かは分からない。説明らしき文章も、何もない。

　しかし──一目で、全すべてを理解した。

　逃げ場のない袋ふくろ小路こうじに追い詰つめられた蓮次に、救いの手を差し伸のべる。

　その手は、いつも──彼のたった一人しかいないパートナーのものだった。

「やったな……カナ」

〝ｆｒｏｍ　Ｋ〟のＫとは、叶方の頭文字。

　そして〝Ｈ〟とは、紛まぎれもない──。

「〝ハーメルン〟の居場所を、摑つかんだのか」

　このメールは叶方からの、任務成功の合図だ。

　同時に──蓮次に対する、新たな任務の指令でもある。

「俺に、そこまで征いけって言うんだな……」

　罠わなだとは考えなかった。

　普ふ段だんは慎しん重ちようなくせに、追い詰められた時こそ、大だい胆たんな突とつ破ぱ口こうを見み出いだす。

　これは間違いなく、叶方からのゴーサインだ。

　二年間、生死をともにしたパートナーとしての繫がりが、そう確信させていた。

　確信した以上──自分のすべきことは決まっていた。

「……しーっ」

　人差し指を口に当てて黙だまっているよう促うながしながら、蓮次は少女から身体を離した。

　涙を流しながら、ガタガタと震える少女。その口をタオルで縛しばり、両手と両りよう脚あしをプラスティック製の錠じようで縛る。後者は敵対したレイダーを拘こう束そくするために用意したものだ。

　その後、蓮次は着ていた衣服を素す早ばやく脱ぬぎだした。

　顔を見られないよう背を向けた蓮次の後ろから、少女が息を吞む気配が伝わった。彼が彼女を乱暴するものと思ったのだろうが、もちろん、そうではない。

　スポーツバッグから引っ張り出した薄うす地じのボディウェアを着込み、その上からタクティカルベストを装着する。軍用のブーツを履はき、手足の関節にサポーターを装備し、腕や腰こしにベルトを巻き付け、予備も含ふくめて三本のコンバットナイフを各所に取り付ける。どれも前回のエリア侵しん入にゆう後、さらに改造を加えたアップグレード版である。

　最後に、ゴーグルとネックゲイターを装備し直す。ネックゲイターから伸びた通信ケーブルは──今は必要ないので除外だ。

　あっという間に、〝クリティカル・エリア〟侵入用の完全武装を完かん了りようする。

　今を逃のがせば、この先、着き替がえる余よ裕ゆうはないだろう。持ち歩くにも荷物が多すぎる。

「……ごめん」

　ネックゲイターで口元を隠しながら、一度だけ振ふり返る。

　少女は涙なみだを流したまま、呆ぼう然ぜんと凍こおりついていた。──彼女からすれば蓮次はただの不ふ審しん者だ。身体を傷つけずとも、心にはトラウマとなるような恐きよう怖ふを刻まれただろう。

「約束はできないけど……もしお兄さんが帰ってきたら、それをお詫わびと思ってくれ」

　我ながら無責任すぎる一言を言い残し、窓を開ける。

　二階から身を躍おどらせ、壁かべの突起に着地する。高さを把は握あくした上で、地上へ着地する。庭を駆かけ抜け、塀へいを跳とび越こえる。そして道路を走らず、別の住家の敷地へ飛び込んだ。

　気配を消して走る蓮次だが、人目につかずにいられたのはそこまでだった。

　二軒けん目の家から飛び出した瞬間、二人組の女性に見つかった。

　黒ずくめ、それも全身ソケット付きのベルトだらけという異様な格好の蓮次を見て、女性たちが小さな悲鳴を上げた。悲鳴が新たな人目を呼ぶ。

　パトカーのサイレンが鳴り響ひびいた。閑かん静せいな住宅街が物々しい雰ふん囲い気きに包まれる。

　蓮次は道路を駆け出した。塀を跳び越え、郵便ポストや電柱を足場にして家と家の間を跳び移り──最短経路を一直線に走ることで、大きな国道の交差点に飛び出す。

「はあっ……はあっ……」

　ここへ来て、ようやく蓮次にツキが回ってきたようだ。

　交差点にはまだ追っ手の姿は見当たらず、代わりに蓮次が求めていたものがあった。

「はあ……はあ……」

　通行人から奇き異いの目を向けられながら、蓮次は信号待ち中のオートバイに近づく。

「すみません」

　何事かと振り返った運転手の、ペダルにかかった脚に両手をかけ──大きな大根でも引き抜ぬくかのように、一気に上に持ち上げる。

「おわあっ！」

　運転手が地面に投げ出された。すかさず蓮次はオートバイにまたがる。

　エンストを起こしかけたエンジンを再点火し、アクセルを回す。

　間かん一いつ髪ぱつだった。ほぼ同時に、数台のパトカーが交差点に到とう着ちやくしていた。

　警棒を手に、次々とパトカーから降りる警察官たち。その横を蓮次が運転するバイクが弾だん丸がんのように駆け抜けた。紙かみ一ひと重えですれ違ちがった一いつ般ぱん車両がクラクションを飛ばす。

　住居侵入、傷害、無免めん許きよ運転、公務執しつ行こう妨ぼう害がい──。

　次々と罪を重ねながら、しかし蓮次は迷うことなくバイクを走らせた。

「……っ！」

　道路の前方を、警光灯を点灯させた大型車両が塞ふさいでいた。

　救務庁の特とく殊しゆ車両だ。案の定、包ほう囲い網もうを築こうとしているのだろう。

　だが、まだ車両の数が少なく、バリケードを設置する前である。蓮次は通行者がいないことを確かく認にんし、歩道に乗り上げて救務庁の車両をやりすごす。

「いいぞ……！　救務庁も、警察も、いくらでも集まれ……！」

　バックミラーを見ると、救務庁の車両が彼を追走する光景が映っていた。

　狭せまく入り組んだ日本の道路で、カーチェイスを長く続けられるとは思っていない。

　居場所が見つかった以上、すぐに包囲網も完成するだろう。

「俺に逃げ道がないことなんて、とっくに知ってる。……カナもだ！」

　だが存在しないはずの逃げ道を、パートナーの少女が作ってくれた。

　いつだって彼女の言うことは正しかったし、どんなピンチからも救ってくれた。

　その叶方が、蓮次にメッセージを送ってきたのだ。

　征け、と。

　叶方がゴーサインを出し、蓮次はそれに従って進む。

　たったそれだけの関係を築くために、二人は数え切れない死線をともに越えてきた。

「俺たちは戦いたいだけなんだ。それでも、邪じや魔まするなら……」

　再び、大きな交差点に躍り出た蓮次を──救務庁による完全封ふう鎖さが出で迎むかえた。

　よほど蓮次を危険視しているのだろう。何台もの特殊車両が他ほかの一般車両をなぎ倒たおし、隙すき間まなく道路を塞いでいた。この強ごう引いんさが、救務庁の優秀たる所以ゆえんだろう。

「それでも、ついてくるっていうなら──」

　蓮次は躊躇ためらいなく、アクセルを全開にした。

　一か八かの強行突破──ではない。

　ハンドルを切って向かったのは、交差点にある一軒の古書店だった。

「ついてこいっ！」

　閉店を告げる張り紙を貼はった窓に、バイクごと突つっ込こむ。

　埃ほこりまみれの窓からして、ずっと以前、おそらく二年前よりも昔に閉店したのだろう。

　突入の衝しよう撃げきで、店内に投げ出される蓮次。

「……ッ！　くぁっ……！」

　蓮次のパートナーである叶方は、木村アルテミスとの接せつ触しよくに成功したのだろう。

　そう考えれば、メールに書かれた地名の意味はすぐに分かった。

　木村から聞き出した、〝スポット〟の場所である。

　そして、この古書店こそが──メールに書き込まれた、最初の場所だった。

「──ッ！」

　飛び交かうガラスの破片や古書に交じって、無数の石の棒が飛び散った。

　見た目はただの細い石だが、それが何か疑うべくもない。

　木村アルテミスが残した、〝へそくり〟だ。

　蓮次は転がりながら、石の棒を摑めるだけ摑み、その勢いのまま──。

「ついてこられる──ものならなっ！」

　錆さび付いたレジカウンターの奥にある、紫むらさき色いろの霧きりに飛び込んだ。

　空中で密集したそれを突き抜け、蓮次は壁にぶつかる──ことはなかった。

　一瞬の酩めい酊てい感と。

　ピクリ、と嬉うれしげに引きつる、蓮次の身体の右半分。

　いつしか慣れてしまった感覚を味わいつつ、再び開けた視界の先にあったのは──。

　紫色の霧に包まれた、広大な廃はい墟きよ。

　かつては東京と呼ばれ、人類世界でも有数の繁はん栄えいを誇ほこった大都市。

〝クリティカル・エリア〟だった。

　人類を拒きよ絶ぜつする空間へと変へん貌ぼうした世界が、犬型のクリプテッドの集団という洗礼で蓮次を出迎えるも──。

「ショット！」

　蓮次自身もまた、人類による反はん抗こうの狼煙のろしとして赤い注入器を自らに突き刺さした。

〝スポット〟を通る直前までは、ただの石の棒だったものだ。

　その数、三本。

　右半身を赤く輝かがやかせ、頭部に一本だけの角を生やした蓮次は──。

「──ガァァアアアアアアアアアアッッッ！」

　復ふく讐しゆう者の侵入を、〝クリティカル・エリア〟全域に宣言した。
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　救務庁、別べつ棟むねの敷しき地ち内。

　木き村むらアルテミス確保の報告を受けて、作戦本部は一段落の雰囲気に包まれていた。

　だが、それも束の間のこと。

「──ヒマワリが消えた？」

　報告を受け、鍵かぎ小お野のは眉まゆ根ねを寄せた。

「はい。それも数十分も前に……現場で昏こん倒とうしていた研究員が目を覚まして、ようやく発覚した模様です」

「警備をしていたフランクはどうした？　なぜ襲しゆう撃げきの報告すら上がらない」

「そのフランク探たん索さく員が、研究員を攻こう撃げきした模様です。発覚が遅おくれたのも、彼が正規チームの周波数を使用して、定期報告を続けていたためで……」

　鍵小野は横を見た。正規チームのリーダーである國くに井いが痛つう恨こんの表情を浮うかべる。

「……信しん頼らいしていた部下でした。私の配置ミスです」

「ついに正規チームのメンバーからも離り反はん者が出たか」

　救務庁という組織に与くみする人員は、末まつ端たんの職員まで強く結束しているはずだった。

　そうでなければ、東京厄やく襲しゆう直後の混乱を収めることなど到底できないからだ。

　しかし、こうも簡単に瓦が解かいするとは──。

　否いな。鍵小野が思っていた以上に、救務庁職員は堅かたく結ばれていたのだ。

　いつの日か消えた失しつ踪そう者を救い出す、という希望によって。

　その希望を──逆手にとられてしまった。

「離反者の共通点は、やはり……」

「はい、失踪者の救出を唱える──いわゆる〝奪だつ還かん派〟です。フランクは忠実な男でしたが、在日米軍の仲間を厄襲で失っています。エリア外の人類を守るためとはいえ、〝疑わしきＥＯＭ〟を放置し続けることに不満を抱かかえていたのかも……」

「その内心の不満が、離反に繫つながったわけか。数百人の生還者を出したことで、現在の救務庁の方針が間違っていると確信し──木村アルテミスは、そんな心情を狙ねらった」

「元々、救務庁は失踪者の関係者で構成し、混乱を収拾する原動力とした組織ですから」

「その通りだ、國井隊長。君もまた、かつての部下を基地ごと失った……」

　鍵小野が見つめると、國井もまたまっすぐに彼の目を見つめ返した。

　自分に離反の意はない、と正々堂々としているように見えるが──。

　裏で糸を引いているのが自分だとして、それがどうした？

　最初に裏切ったのは、救務庁のほうだろう？

　そう、開き直っているようにも見えた。

「……ナイフ使いのほうは、どうなっている？」

　今、内部の人間を疑いだしても、キリがない。

　木村アルテミスが救務庁に流し込んだ毒は、もう二度と浄じよう化かされることがないだろう。

　今さら別の身体からだに取り替かえる──職員を総入れ替えするのも非現実的である。

　ならば、その毒に対応した体質に変異するしかない。

　どんな手を使っても、だ。

「はい、今、報告が来ました！　目撃情報のあった地域で、それらしき人物を発見したとのこと！　現在、警察当局と協力して包囲網を形成中！」

　通信手の報告に、國井が目を細めた。

「木村脱だつ走そうの本当の狙いは、ヒマワリだったのでしょう。ですが、ナイフ使いは一体、何を狙って……？　あまりに迂う闊かつすぎる。このままなら、すぐに拘こう束そくできるでしょう」

「魚な瀬せの報告では、〝レン〟と〝カナ〟は木村アルテミスと一時協力関係にあったものの、仲間ではないようだ。彼らも木村アルテミスに操あやつられただけなのかもしれない」

「標的を追い込むことに成功しました！　現場の隊員が確保に──えっ？」

　鍵小野と國井が、通信手に目を向ける。

「どうした？」

「標的が事故を──道路沿いの店てん舗ぽに衝しよう突とつしたとのことです！」

「……油断せず、本人の身み柄がらを確保しろ。念のため、救急車の手配を──」

「標的の姿を見失いました。標的、ロスト！」

　鍵小野の言葉を遮さえぎり、通信手が叫さけんだ。

「──〝スポット〟です！」

　作戦本部にいる全員が、息を吞のんだ。

「当とう該がい住所をデータベースと照合中……該当なし！　未確認の〝スポット〟です！」

　救務庁がまだ発見していない、未知の〝スポット〟。

　そんなものを逃にげ道として使われるとは、完全に想定外だった。

　しかし、その手段はあまりにも──。

「馬ば鹿かが……！　よりによって、〝クリティカル・エリア〟に逃げ込むとは！」

　國井が吐はき捨てた。

「クリプテッドとＥＯＭに殺されるだけだぞ！　──現地の〝スポット〟を包囲しろ！　生きて逃げ帰ってきたら、確実に拘束できるようにな！」

　國井隊長だけではない。救務庁の人間なら、誰だれもが同じ考えに至るだろう。

　あの世界は、生き延びるために逃げ込むような場所ではない。

　逆だ。

　生を求めるなら──決して足を踏ふみ入れてはいけない世界である。

「正規チームを集合させろ！　現地の〝スポット〟に突入し、ナイフ使いを追うぞ！」

「いや、正規チームは別の場所に向かわせる」

　鍵小野は國井隊長の命令を却きやつ下かした。

　誰もが標的の自殺行こう為いに驚おどろく中──鍵小野だけは、全身が総毛立つのを感じていた。

「……それらしき人物を捕ほ捉そくした、と言っていたな。顔は確認できたのか？」

　彼の問いに、通信手が「えっ」と振ふり返った。

「い、いえ。当該の人物は黒いウェアやナイフを装備していたそうです。やはりナイフ使いの特とく徴ちようと一いつ致ちするため、報告を省略しましたが……」

「──なんだと？　〝クリティカル・エリア〟侵しん入にゆう用の装備に着替えていたのか？」

　國井隊長が顔つきを変えた。鍵小野を振り返る。

　少年は苦し紛まぎれに、侵入したわけではない。いや、苦し紛れだったとしても、エリアに侵入する準備をしていたというのなら──事態は変わってくる。

「ナイフ使いは、逃げたんじゃない。侵入するべくして侵入したんだ」

〝クリティカル・エリア〟に順応したレイダーは、非常に面めん倒どうだ。

　特に、あの〝レン〟という少年の生存能力は、こちらの想像を超こえる──。

「正規チームはフランクとヒマワリの追つい跡せきに向かわせろ。そう長く逃げられるとは思っていないはずだ。となると、どこへ向かうかは想像はつく」

　鍵小野の命令に、國井隊長が頷うなずいた。

「了りよう解かい。ナイフ使いのほうは？」

「木村アルテミスの実家近くにある、未確かく認にんの〝スポット〟……それを偶ぐう然ぜん、〝レン〟と〝カナ〟が見つけていたとは思えん」

「やはり奴やつらは木村と通じていると？」

「関係性はともかく、木村が隠かくし持っている情報を共有しているのは間違いない」

　木村アルテミスが多数の〝スポット〟を抱えていることくらいは想定済みだ。

　だが、その情報がナイフ使いに流れたとなると厄やつ介かいなことになる。

「記者会見の準備をしろ！　全国放送で全テレビ局に緊きん急きゆう放送をねじ込む！」

　言い放ち、鍵小野は作戦本部から飛び出した。

　もし彼の予感が正しければ、救務庁にとって──。

　いや、人類にとって最悪の事態に陥おちいりかねない。

「すぐに木村を──いや、あの女は何をしても無む駄だだろう」

　國井ら部下を引き連れ、本棟とうに向かって足早に歩く。

「ＫＡＮＡＴＡを取り調べ室へ！　あの女は、ナイフ使いの狙いを知っているはずだ！　どんな手を使っても、自白させる！」

　國井隊長が厳しい顔つきで鍵小野を見た。

「それは──難しいでしょう。無線で聞いた演説といい、あの少女が簡単に口を割るとは思えません。下手に追い込むと、秘密を守るために自らの命を絶ちかねません」

「いや。彼女が私の思う通りの人間だとしたら──あっさりと吐くはずだ」

　たった一日で瓦解した、救務庁という組織を立て直さなければならない。

　そう──どんな手段を用いても、だ。

　だが今は、目の前の危機を阻そ止ししなければならなかった。

「なぜ、このタイミングで、ヒマワリとナイフ使いが……」

〝クリティカル・エリア〟の境界線を破は壊かいしようとしたのが、ナイフ使い。

　大勢の失踪者を救出したのが、人工衛星ヒマワリ。

　そう考えていたのが、鍵小野の勘かん違ちがいだったとしたら──。

「まさか……二人とも、なのか……？」

　いずれかが、それをしたのではない。

　人工衛星ヒマワリと〝レン〟、二人で両方をしたというのなら──。

　二人が揃そろうことで、絶望と希望という諸もろ刃はの可能性を生み出すというのなら──。

「あの二人を〝クリティカル・エリア〟で引き合わせるのは、危険すぎる……！」

　表と、裏。

　人類の命運を、コイントスに託たくすわけにはいかない。

　それが人類の一人として、鍵小野が導き出した当然の結論だった。
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　右半身に、紫むらさき色いろに光り輝かがやくラインが浮かび上がった。

　右の瞳ひとみが紫色に染まり、頭の右側に紫し電でんを放つ角──ホーンを一本だけ生やす。

　左半身は、秋あき月づき蓮れん次じという人類。

　右半身は、〝アングリィ〟という人類の敵。

　相対する存在を一つの肉体に宿した少年が、大口を開けて咆ほえた。

「ガァァアアアアアアァアアアッッッ！」

〝スポット〟を通じて蓮次が躍おどり出たのは、雑居ビルの屋上のようだ。

　荒こう廃はいしている分を差し引いても、時代遅れの給水ポンプ。ボロボロに朽くち果てた柵さくと、錆さびて原型をなくした広告用の看板。

　その向こうに見えるのは──東京湾わんである。

〝クリティカル・エリア〟に侵入した蓮次に、犬型のクリプテッドが襲おそいかかった。

「ガアアァッ！」

　嚙かみつかれる直前、左手でその首を鷲わしづかみにする。

　そして右手に持ったナイフで、緑色に輝くラインを浮かべた犬の軀からだを突つき刺さす。首の根元に一回と、軀に二回。強化された右みぎ腕うでの腕わん力りよくで確実に突き殺し、放ほうり捨てる。

〝クリティカル・エリア〟には、クリプテッドという三タイプの害がい獣じゆうが存在する。

　群れで人間に襲いかかる、犬に似たタイプ。

　巨きよ軀くと豪ごう腕わんで人間を殴なぐり殺そうとする、ゴリラ型。

　大きな音を立てて他ほかのクリプテッドを呼び寄せる、浮ふ遊ゆうするペンギン。

　どれも危険な存在だが、それらを倒たおすと、稀まれにあるアイテムを生成することがある。

　それが、変身ショットだ。注入器のような形をしたそれを人体に摂せつ取しゆすることで、人は身体機能や感覚を強化することができる。

　通常は一本で効果を発揮するが、蓮次だけは違ちがった。

　三本同時に注入することで、自らと同化したＥＯＭの能力を呼び覚ますことができる。

「グォアアッ！」

　横から飛びかかった犬の牙きばを避さけ、叩たたき切るようにしてその首を刎はね飛ばす。

　蓮次が今いるのは東京湾のそば、かつての港みなと区だった。

　一方で、メールにあった〝ハーメルン〟の居場所は──正反対の方角。

〝クリティカル・エリア〟における対角線上の地域だ。

「……ッ！」

　雑居ビルの屋上は、犬型クリプテッドの巣そう窟くつだった。

〝アングリィ〟化した今なら負けることはないが、無駄な戦せん闘とうをする気は毛頭ない。

　蓮次はナイフをしまい、犬の群れの間を駆かけ抜ぬけ──柵の向こうに身を躍らせた。

「ッガァアアッッ！」

〝アングリィ〟化すると声帯も変化するせいで、まともな声を発することができない。

　咆ほう吼こうとともに、ビルの壁へき面めんに右手の指を突き立てる。コンクリートの壁かべに五本の爪つめ痕あとを残しながら、落下する蓮次。途と中ちゆうで空調用のダクトに跳とび移り、地上を目指す。

　この世界において、変身ショットは人類の生命線といっていい。

　それを使って変身していられる時間には制限がある。

　いくら木村アルテミスが貯ため込んだ〝へそくり〟を手に入れたとはいえ、希少なそれをクリプテッドとの戦闘などで無駄使いするわけにはいかなかった。

　蓮次は衝しよう撃げきとともに、強化された右足で地上に着地した。

　すぐさま目的地に向かおうと走り出した、その時──。

　チク。

　小さな音が、蓮次の鼓こ膜まくを震ふるわせた。硬こう直ちよくし、振り返る蓮次。

　タク。

　また小さな音が、静まり返った周囲に響ひびいた。

　老ろう朽きゆう化して崩ほう壊かいしたビルの跡あと地ちに、紫色の物体が埋うまっていた。

　アンティークの置き時計──のように見える。

　装そう飾しよくは溶とけかけのチーズのように歪ゆがんでおり、文字盤ばんには数字も何も描えがかれていない。頂点には二本の細い突起──ホーンが生えていた。

「グ──」

　チク、タク。

〝クリティカル・エリア〟には、クリプテッド以外にも敵が存在している。

　人類の敵、通つう称しようＥＯＭと呼ばれる絶対の捕ほ食しよく者たちだ。

　チクタク、チクタク。

　なぜ、人類の敵と呼ばれるか。

　それは──決して人類が敵かなうような存在ではないからだ。

　チクタクチクタクチクタクチクタクチクタクチクタク。

「ォアアアアアアアッッッ！」

　急速に秒針の速度を速めていく置き時計から、蓮次は無様に逃げ出した。

　しかし逃とう走そうする蓮次の膝ひざから、急に力が抜けた。

　彼の全身に、深い皺しわが刻まれていく。黒い髪かみがあっという間に白しら髪がに変わり、眼がん窩かが窪くぼんで目もかすみ──皮ひ膚ふが風化し、頭ず蓋がい骨こつがむき出しになる。

　そうして、秋月蓮次という人間はあっさりと絶命した。

　ＥＯＭの前では、人類の生命など塵ちりのごとく易やす々やすと奪うばわれる。

　それが〝クリティカル・エリア〟における不変のルールであり──。

〝アングリィ〟の特とく殊しゆ能力が発動する条件だった。

「──」

　命を失った蓮次の身体からだが、弾はじけるようにして紫色の霧きりへと変へん貌ぼうした。

　もうないはずの彼の視線が、一いつ瞬しゆんにして置き時計の背後に移動し──。

　空中に出現した紫色の濃のう霧むが、無傷の秋月蓮次の姿に変貌する。

「ッガァァッァァアアアアアアアアアアアアッッッ」

　紫色に輝く右拳こぶしを、真上から置き時計に叩きつける。

　置き時計を衝撃が貫つらぬいた。アスファルトの地面が陥かん没ぼつし、蓮次のホーンから右腕、右腕から置き時計へと伝わった紫電が周囲に吹ふき荒あれる。

　置き時計自体には傷一つないが、その針がピタリと停とまった。

　蓮次が受けた攻こう撃げきを〝なかったこと〟にする、ダメージ無効化──。

　彼を攻撃した敵を追つい尾びする瞬間移動──。

　そして必ず命中し、敵の能力を強制的にキャンセルさせる反撃──。

　それが変身後、一度だけ発動する〝アングリィ〟の特殊能力。

　たとえＥＯＭが相手でも例外ではない、奥の手のカウンター攻撃である。

「グォアアアアアッッ！」

　ぶるぶると震えて沈ちん黙もく状態に陥った置き時計を持ち上げ、遠方に投げ捨てる。

　個体ごとに姿形が異なり、能力も全く違う。

　そんなＥＯＭは、〝クリティカル・エリア〟中を徘はい徊かいしている。

　もし蓮次が〝アングリィ〟という特殊能力を持ち合わせていなかったら──。

　彼はこの世界に侵入してから、ものの数分で絶命していたということになる。

「ッ……！」

　踵きびすを返し、蓮次は走り出した。

　いつもなら数メートル移動するだけで寿じゆ命みようを縮めていた世界だ。パートナーである叶方かなたがいれば、先ほどの置き時計も秒針の音で事前に察知し、回かい避ひできていただろう。

　しかし今の蓮次のそばに、叶方はいない。

　そして彼には、一刻も早く目指すべき場所があった。

　港区を全力疾しつ走そうする蓮次の前方を、犬型のクリプテッドの群れが塞ふさいだ。

　蓮次はナイフを抜いた。飛びかかる犬を切り裂さきながら、一直線に路地を走り抜ける。

　そこへ半壊したカフェの屋根の上に、宙に浮うかぶ異形のペンギンが現れた。

　蓮次を見下ろし、ペンギンが甲かん高だかい音をかき鳴らせる。

　音を聞きつけて、ビルの陰かげから数体のゴリラ型クリプテッドが現れた。

「ガァァアアアアアッッ……！」

　蓮次はナイフで犬型を切り裂き、ゴリラ型が振ふり回す腕をかいくぐる。

　彼が目指すは、〝ハーメルン〟がいる都心の反対側──ではない。

　全く逆の方角にある、東京湾だった。

　その海岸沿いに、蓮次の目指すものがある。

「……ッッ！」

　蓮次が瓦が礫れきを飛び越こえた瞬間、ゴリラ型の攻撃が襲いかかった。

　空中では避けることができず、クリプテッドの腕がまともに左ひだり脚あしに命中した。ゴキンという鈍にぶい感かん触しよくと激痛によって、脚の骨が折れたことを悟さとる。

　地面に転がった蓮次を、クリプテッドたちが追撃した。

　蓮次は顔を歪めながら、青い輝きを放つ三本の変身ショットを自らに突き刺した。

　青い輝きが蓮次を包み込んだ。頭に生えたホーンが光の粒つぶとなって霧散し、身体に浮かんだラインも消失する。同時に、左脚の骨折も一瞬にして治ち癒ゆされていた。

　修復ショット。使用者が生きているかぎり、肉体をエリア侵しん入にゆう時の状態まで回復するアイテムだ。他のショットを使用した変身状態を解く作用も持っている。

「くっ……！」

　完全な人間の状態に戻もどった蓮次は、間かん一いつ髪ぱつでクリプテッドたちの攻撃を回避した。

　転がって受け身をとり、すぐに再び走り出す。

「急げ……！」

　古書店の〝スポット〟で手に入れたショットは少ない。次の〝アングリィ〟化に必要な本数は残ってはいなかった。今、新たなＥＯＭと遭そう遇ぐうしたら、おしまいである。

「いつでも連れん絡らくをとれる状態なら、カナが使ったこともないアドレスからメールを送ってくるはずがないんだ……！」

　後方からは、クリプテッドの大群が迫せまっていた。

「いつでも行けるなら、手に入れた〝スポット〟の場所を矢印で結ぶ必要もない……！」

　彼のパートナー、弓ゆみ家いえ叶方は慎しん重ちような性格だ。

　その彼女が説明もなしに、最低限の情報だけを不確かな手段で送ってくるのは──二年間、彼女とパートナーを組んでから、はじめてのことだった。

　それほど逼ひつ迫ぱくした事態だということなのだろう。

「それくらい、急げってことなんだろ……？」

　蓮次はスマートフォンを取り出した。メールに書かれた場所を、再確かく認にんする。

　蓮次がやって来たのは、海岸線にせり出した広い市場跡。

　かつて築地つきじ市場と呼ばれていた場所だった。

「今すぐにでも、征いけってことなんだろ……？」

　かつての市場跡は、がらんとしていた。ここが市場としての機能を別の場所に移転させたのは、東京厄やく襲しゆうが起きる以前のことだ。

「ぐっ──」

　息を切らせる蓮次の腕に、一いつ匹ぴきの犬型が嚙みついた。

　速度が落ちた蓮次に、犬型とゴリラ型のクリプテッドが襲いかかるが──。

「うおおおぉおおおっ！」

　蓮次はボロボロに朽ちた柱の陰に飛び込む。

　そこにあったのは、空中で密集した濃霧──〝スポット〟だった。

　霧の中に頭から飛び込むと、彼の腕に嚙みついた犬型のクリプテッドが霧散した。

　人類の世界と〝クリティカル・エリア〟を繫つなぐ出入り口、〝スポット〟。

　そこを通ることができるのは、人類だけである。

「──ぉおおおっ！」

　かくして蓮次は、人間の住む元の世界に帰き還かんした。

　二つ目の〝スポット〟が蓮次を吐はきだしたのは、狭せまい空間だった。

　白い壁に囲まれた部屋に、小さなテーブルと乱暴に転がされたバイクしかない。

　テーブルの上に、無数の石の棒があった。バイクのほうは、旧式だが救務庁が使う静音仕様の電動バイクである。エリア探たん索さく用の正規品に見えるが、おそらく盗とう品ひんだろう。

　この部屋も、木村アルテミスの数ある隠かくし部屋の一つなのだろう。

「無事でいてくれよ、カナ……！」

　素す早ばやく腕の傷口に止血用のジェルを塗ぬりたくり、石の棒をかき集める。

　弓家叶方もまた、窮きゆう地ちに立たされているのだろう。

　そうでもなければ、こうも強ごう引いんな指令は下してはこない──。

「お前がいなきゃ、俺は……」

　どう戦えばいいのかも、分からない──。

　その言葉を吞のみ込み、蓮次はバイクにまたがった。
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　鍵小野がいる控ひかえ室に、タブレットを持った職員が飛び込んだ。

「ナイフ使いが現れました！」

　緊きん急きゆう会見の準備をしていた鍵小野は、顔をしかめた。

　そばに控えていた正規チームのリーダー、國井隊長が職員を睨にらみつける。

「古書店はとっくに包囲が完かん了りようしていたはずだ。確保したか？」

「いえ、それが……まだ不確定ですが、標的の目撃情報が入ったのは──」

　職員がタブレットを操作し、画面を鍵小野に見せる。

「九州の──福岡県です」

「……！」

　鍵小野と國井は、鋭するどい目つきを交こう錯さくさせた。

　埼玉県で取り逃にがした後、ほんの十数分で福岡まで移動する。

　常識で考えるならば、ロケットにでも乗らないかぎり不可能な移動速度だ。

　だが常識では図はかることのできない、あるものを利用すれば可能だろう。

「報道官の悪い予感が当たりましたな。ナイフ使いは……」

「ああ、複数の〝スポット〟を渡わたり歩いている」

　鍵小野が歩き出すと、周囲の人間もぞろぞろと移動を開始した。

「会見場の準備、完了しました！　各局に緊急放送として割り込みます！」

「これが緊急発進させたヘリからの映像です。画質が粗あらいですが」

　タブレットの画面に、パトカーを引き連れて街中を走る一台のバイクが映し出されていた。黒ずくめの運転手の姿が、かろうじて見てとることができる。

　鍵小野は國井隊長を含ふくめ、周りにいる救務庁幹部たちに指示を出す。

「逃とう亡ぼうが目的なら、再び姿を現して目立つ必要などない。明らかに標的はどこかを目指していて、かつ急いでいる。──國井隊長」

「はっ。目的地は間ま違ちがいなく……あそこでしょう。私もチームに合流します」

「標的が複数の〝スポット〟を利用しているなら、捜そう索さく範はん囲いは全国に亘わたる。救務庁だけでは捕ほ捉そくできないだろう。警察、消防、自衛隊、米軍……各機関に協力を要よう請せいする手配を。特別救務法の第三条を発動して、各省庁や大使館の許可は事後にとるものとする」

「はい！」

「民間に許可を出してもいい、とにかくもっとヘリを飛ばせ。もう福岡には間に合わないが……必ず、次もどこかに現れるはずだ。もっと明確な映像をとって標的を分ぶん析せきするんだ。人相、装備、負傷具合──どれほどの数のショットを所持しているか。〝クリティカル・エリア〟を何度も通って、全く無傷でいられるはずがない。限界があるはずだ」

「了解しました！」

　部下たちが、いっせいに立ち止まった。

　鍵小野だけが歩き続け、会見場の壇だん上じように上がった。

　撮さつ影えいスタッフがＯＫのサインを出した。鍵小野はカメラに向かって口を開く。

「救務庁から全国民の皆みな様さまに、緊急のお知らせとご協力のお願いがあります。ただいま、まさに現時点において、悪質なレイダーが交通妨ぼう害がいおよび傷害事件の容疑者として逃走中です。国民の皆様におかれましては、目撃情報をお寄せいただけるようご協力をお願いするとともに、危険なため容疑者には絶対近づかないよう注意を──」

　あの〝レン〟という少年を、目的地に到とう達たつさせてはいけない。

　彼は──彼らは、そこで再び賭かけをしようとしている。

　それだけは絶対に阻そ止ししなければならない。

「情報提供用のホットラインは随ずい時じ、回線数を増やしていきます。大変、危険な犯罪者ですので、あくまで情報のみ提供を求めております」

　国ぐるみで、たった一人の少年を追い詰つめる。

　そんな前代未み聞もんの捕とり物ものでさえ、大げさとは思わない。

　たった数百人の人類を取り戻すか、それとも境界線を破は壊かいして全人類を滅めつ亡ぼうさせるか。

　そんな馬ば鹿かげたギャンブルを、二度とさせたりはしない──。

「──以上です。国民の皆様のご協力とご理解をいただけますよう、お願いいたします」

　鍵小野は締しめくくり、壇上から降りた。

　ネクタイを緩ゆるめながら、再び集まった部下たちとともに歩き出す。

「今の内容を、通報用の番号と福岡の映像を織り交ぜて定期的に流し続けろ」

「手配しています！　五分後には最初の報道特番が開始します」

「内閣や国連からの問い合わせは、全すべて長官と補ほ佐さ官に回せ。我々は通報の分析と、兵隊派は遣けんのスムーズ化だけに集中する。自衛隊と米軍には銃じゆう器きの使用を許可するが、殺すなと伝えろ。どうせ運が悪ければ死ぬだろうが、一応な」

「すでに全国から情報提供が集まりつつあります！」

「今は福岡以外の目撃情報は無視しろ。あとはガセだ。──尋じん問もんの手はずは？」

「完了しています！」

「よし、あとの対応はしばらく劉りゆうに任せる」

　大半の部下をその場に残し、鍵小野は二人の部下の後についていった。

　武装した戦せん闘とう員が出入り口を固めた、狭い一室に入る。

「誰だれも近づけるな。記録も、録音もなしだ」

　言い、鍵小野は部屋の中央に置かれた椅い子すと向き合った。

　座った者の手足を拘こう束そくし、電流を流す仕組みもある特別製だ。今朝がたは木村アルテミスが座らされていた場所に、今は別の少女が意識を失ったまま座していた。

　芸能人のＫＡＮＡＴＡ。

　いや──レイダー、弓家叶方である。

「起こせ」

　鍵小野の指示で、尋問官が少女に注射器の針を刺し込んだ。

　覚かく醒せい用の薬物を注入され、「うっ」と叶方が顔を歪ゆがめた。

「弓家叶方。君にはレイダー行こう為いと、救務庁職員に対する傷害の容疑がかかっている」

　少女は朦もう朧ろうとしていた。うっすらと開いた目で周りを確認し、鍵小野を見る。

　弓家叶方は賢かしこい。ほんの数秒で、自分の置かれた立場を理解したのだろう。

　その証しよう拠こに──少女が、微笑ほほえんだ。やり遂とげた眼まな差ざしで鍵小野を見つめ返す。

　鍵小野自らが尋問を行っているという状じよう況きようを見ただけで、彼女は──自らのパートナーである少年が、救務庁を窮させていることすらも悟っている。

　使命を果たした戦士は消え去るのみ、とでも言いたげだが、そうはさせない。

　世界を荒あらすだけ荒らして消えるような、甘い考えは許さない。

「君は重犯罪者だが、今は尋問しない。拷ごう問もんもしないし、お願いもしない。無む駄だなことをしている時間がないからだ。それとも無駄ではないと期待していいのかな？」

「……」

「だろうな。だから我々がしたいのは、取引だ」

　鍵小野の提案に対し、少女が無言で目を閉じた。

　彼女は自らのパートナーを裏切らない。たとえ死んでも、黙もく秘ひし続けるだろう。

　分かっていたことだ。だから鍵小野は、次なる提案をした。

「取引すら拒こばむというなら、そちらの土俵に上がってやる。君らは好きなんだろう？」

　あえて挑ちよう発はつ的に言う、鍵小野の言葉に。

「我々と──賭けをしようじゃないか」

　鉄よりも重いと思われた弓家叶方のまぶたが、うっすらと開いた。
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　蓮次がくぐり抜ぬけた二つ目の〝スポット〟は、福岡県にあった。

　白い部屋の正体は、高層マンションの空き部屋だった。

　電動バイクを駆かった状態で、部屋から飛び出す。廊ろう下かを走り抜け、非常階段を下っていく。目立ってしまうが、また都合良く移動手段を得られるか分からない以上、できるかぎりバイクを手放したくはなかった。

　一階まで降りると、すれ違ったマンション居住者が驚おどろきの悲鳴を上げた。

　構わず自動ドアを抜けて、外へ飛び出す。

　海の香かおりがする、大きな車道が蓮次を出で迎むかえた。

「……福岡！」

　車道に割り込み、バイクを走らせながら片手でスマートフォンを操作する。

　ＧＰＳで現在地を表示すると、福岡市と表示されていた。地図上には、ごく近い位置に有名なドーム施し設せつや城しろ跡あとを示すアイコンが表示されていた。

「メールにあったルート通りだ……！　ということは、やっぱり──」

　蓮次は次の目的地を設定し、スマートフォンをタクティカルベストに入れた。一定間かん隔かくで電子音が鳴るビーコン機能が、次なる〝スポット〟までの距きよ離りを教えてくれる。

「このルートを辿たどれば、その先に──〝ハーメルン〟がいる！」

　蓮次は身を低くし、アクセル全開で南下する。

　福岡市の国道を走る蓮次の後方から、パトカーのサイレンが響ひびいた。

　マンションの住民が通報したのか、ノーヘル運転を見とがめた通行人からの通報か。それともスピード違い反はんか──今は、どうでもいい。

　後ろをついて回るだけの警察車両ならば、無視すればいい。

　この国では、発はつ砲ぽうされる危険もない──そう侮あなどっていた蓮次だが。

「……っ！」

　頭上から響いた轟ごう音おんに、思わず空を見上げる。

　ヘリコプターだ。ピタリと蓮次に張り付き、乗員がカメラで撮影している。

「警察の航空隊か……？」

　たかがスピード違反の取り締まりのために投入されたとは思えない。

　対応の早さも、尋常ではなかった。マンションから飛び出して十分も経過していない。

「救務庁と連れん携けいしてるのか？　でも、それにしたって見つかるのが早すぎる……！　さっきまで俺がいた埼玉を警けい戒かいし続けてくれてると思ったのに……！」

　蓮次は歯は嚙がみした。

「俺が〝スポット〟を渡り歩こうとしてることが、もう見抜かれたってことか！」

　まだ確定したわけではない。だがそう考えておくべきだろう。

　救務庁は、やはり一ひと筋すじ縄なわではいかない。

「構うか……！　誰が来ようと、まとめて振ふり切ってやる！」

　赤信号の交差点に飛び込む、蓮次。

　自動車が走る列の隙すき間まをすり抜け、かろうじて交差点を抜けることに成功する。

　彼を追っていたパトカーが、激しいクラクションとともに一いつ般ぱん車両に吞のみ込まれた。

　蓮次はその後も小道を通り、公園を抜け、追っ手を引き離はなしていく。

　だが空を飛ぶヘリコプターには勝てない。二機に増えたヘリコプターの誘ゆう導どうで、すぐに蓮次を追走する車両が増えていく。

　蓮次は福岡市を脱だつ出しゆつし、国道からそれた。樹木が密集した地域に飛び込む。

　現れた鳥居をくぐり、驚きの声を上げる参拝者たちを追い抜いていく。

　有名な神社なのだろう。綺き麗れいに清せい掃そうされた境けい内だいと立派な社しや殿でんのそばを、蓮次は不敬にも猛もうスピードで駆け抜け──神社を取り囲む林の中に突つっ込こんだ。

　スマートフォンのビーコン機能が、電子音を鳴らす間隔を短くしていく。

　土を巻き上げ、木々の枝を折りながら、突き進み──。

　林の切れ目に現れた、小さな木造建築物に突とつ進しんする。

「祟たたるなら、ゆー姉を取り戻もどしてからにしてくれよ……！」

　放置された祠ほこららしきものの扉とびらを打ぶち破った先に、それがあった。

　御ご神しん体たいの代わりに鎮ちん座ざする、紫むらさき色いろの霧きりの塊かたまり。

〝スポット〟である。

　バイクごと霧に飛び込んだ蓮次を、一いつ瞬しゆんの酩めい酊てい感が襲おそった。

　ヘリコプターの轟音が消え去り、夏の蒸し暑い空気さえも変へん貌ぼうする。

　再び侵しん入にゆうした、そこは──〝クリティカル・エリア〟。

　薄うすい紫色の霧に包まれた世界へと、蓮次は放ほうり出された。

「──」

　また、東京湾わん。

　しかし濃こい紫色に浸しん食しよくされた海面を、蓮次ははるか上空から見下ろしていた。

　福岡県から侵入した〝スポット〟の出口は──かつてお台だい場ばと呼ばれていた場所にある、朽くちた観覧車の頂点にあった。

　ゴンドラの機内にある〝スポット〟から、蓮次とバイクが放り出される。

　地上から数十メートルの高さだ。およそ人間が助かる距離ではない。

「──だっ……！」

　とっさに腰こしのベルトから降下用のフックを引き出し、ゴンドラ目がけて投げる。

　フックは狙ねらい通りに機体にひっかかった。電動バイクが地上に落下していく一方、蓮次は空中で大きく揺ゆさぶられながらも支柱に向かって手を伸のばしたが──。

　彼の腕うでが、金属製の柱に触ふれようとした直前、頭上で物音がした。

　ゴンドラの一つから、ゴリラ型のクリプテッドが現れた。蓮次目がけて飛び降りる。

「くっ……！　ショット！」

　蓮次は降下用ワイヤーを切り離し、一本の強化ショットを自らに注入した。

　赤く輝かがやく注入器は、人間の身体能力を飛ひ躍やく的に強化してくれる。〝上級者〟と呼ばれるほどの適応者ならば、身体能力の強化以上の効果を得ることも可能だ。

　しかし蓮次は〝上級者〟ではない。おまけに通常ならば二本のホーンを生やすはずが、蓮次のそれは一本だけだ。赤く輝くラインも左半身にしか浮うかび上がらない。

　それは右半身にＥＯＭを宿した彼だけに課されたペナルティともいえる。

「ぐおっ！」

　お台場の上空で、蓮次とクリプテッドが激突した。

「うぐっ……！　こ──のっ……！　がっ！　うおおっ！」

　ゴリラ型の太い腕をかわし、逆に右手で摑つかみかかり、左手でナイフを抜き──柱に背中をぶつけ、ゴリラの膝ひざ蹴げりを喰くらい──また落下しながら柱に激突し──。

　もみくちゃになりながら、数倍は体格差のあるゴリラといっしょに落ちる蓮次。

　そして、とうとう地上に激突する一人と一体。

　数秒の沈ちん黙もくの後、起き上がったのは──。

「シ……ショット……」

　自らに修復ショットを射うった、蓮次だった。

　強化ショットによる変身が解け、右腕にある嚙み傷以外の怪け我がが完治した。その足元で、溶とけるようにして消えていくゴリラ型のクリプテッド。

　クリプテッドが消えた後に、一本の強化ショットが残されていた。

　蓮次はそれを拾い、ベルトのソケットに差し込む。

「ラッキーだ……今は一本でも多くショットが欲しい」

　死にかけるのは、この世界では日常茶さ飯はん事じだ。見返りがあっただけ幸運である。

　元の世界から持ち込んだ電動バイクは、落下の衝しよう撃げきでバラバラになっていた。

「カナがいない状態で、この世界を全力疾しつ走そうするなんて──〝アングリィ〟化なしじゃ、五分と生きていられないだろうからな」

　蓮次は呟つぶやき、ソケットから三本の強化ショットを抜き放った。

　福岡市にあった〝スポット〟で木村の〝へそくり〟を補ほ充じゆうできたとはいえ、変身ショットの数はまだ少ない。本来ならば数本貯ため込むことすら難しい貴重品である。

「ショット！」

　三本の強化ショットを同時に自らの右半身に注入し、蓮次は走り出した。

　次なる〝スポット〟を目指し、荒こう廃はいした東京都を駆け抜ける。

　かつてのテレビ局を含ふくめ、剣けん山ざんのように崩ほう壊かいしたビル群からクリプテッドが現れた。犬型が数匹ひき、ゴリラ型が二匹だ。蓮次は一段と加速し、北上する。

「グォアアッッ！」

　一本目のナイフは、先ほどの攻こう防ぼうで折れてしまった。蓮次は二本目のナイフを抜く。

　クリプテッドらを牽けん制せいしながら、首都高速11号台場線に乗る。

　芝しば浦うらと台場、都心と臨海副都心を結ぶ巨きよ大だいな吊つり橋──。

　レインボーブリッジである。

　かつては夜景が煌きらびやかだった名所も、どす黒い吊り橋に変わり果てていた。かろうじて残った地面部分にも、運転手を失った自動車の残ざん骸がいが残るのみである。

　蓮次はクリプテッドに追われながら、残された足場を跳とび移っていく。

　ここからはもう、前方にしか逃にげ場はない。

　後ろからはクリプテッドの大群、左右に地面はなく、足元に空いた穴から落ちれば──海とは異なる何かに変貌してしまった紫色の水面に吞み込まれるだけだ。

　そんな絶望しか映さない海面から──。

「──」

　台場の観覧車にも匹敵する、巨大な古代魚が跳び上がった。

　次なる足場へ跳ちよう躍やくした状態で、呆ぼう然ぜんと凍こおりつく蓮次。

　先日、神田川で目もく撃げきしたＥＯＭだ。あの時は叶方の誘導に従って逃げおおせたが、その後、魚のほうは東京湾まで流れついていたようだ。

　空中に跳はねた魚型のＥＯＭが、大きく口を開いた。

　蓮次の全身が──ぶくぶくと泡あわ立だった。

　彼を追いかけていたクリプテッドたちも、ＥＯＭの捕ほ食しよく行こう為いに巻き込まれた。全身を泡立たせ、どろりと液状化していく。

　蓮次も死を免まぬがれなかった。全身が焼けるような激痛に包まれたかと思うと、今度は温度を感じる間もなく手足が溶け、身体からだや頭も溶けていく。

　身体を失った蓮次が、溶けたクリプテッドもろとも魚の口に吸い込まれた。

　ごくん。

　満足そうに喉のどを鳴らし、頭から海面に飛び込もうとするＥＯＭ。

　その頭上に、小さな紫色の霧が発生し──。

「ッガァァアアアアアアアアアアッッッッッ！」

〝アングリィ〟の能力を発動させた蓮次が、魚の背びれに拳こぶしを叩たたき込んだ。

　変身後、一度きりに限られた死の無効化。

　自らを攻撃した敵を追つい尾びし、瞬間移動した上でのカウンター攻撃である。

　紫し電でんに包まれた魚が、身体を反らせて麻ま痺ひしたまま、海面に落下した。

　ちょっとした山ほどの高さもある水柱に弾はじき飛ばされ、蓮次も橋に着地した。魚が橋そのものの上に落ちなかったことに感謝しつつ、三本の修復ショットを射つ。

「はあっ……はあっ……ショット！」

　空になった注入器を捨て、新たに三本の強化ショットを抜き、自らに注入する。

「──ガァアアッ！」

　紫色に染まった右目で前方を見み据すえ、強化した右足で地面を蹴る。

　一度の変身に三本の強化ショットと、変身を解くために三本の修復ショット。

　貴重なショットを大量に消費する〝アングリィ〟化は、燃費が悪いというレベルではない。しかし一度だけ死を回かい避ひするという〝保険〟は、今の蓮次には必ひつ須すだった。

　残された足場から足場へ跳び移る、蓮次。

　ついにレインボーブリッジを抜ぬけると、さっそく良いものを発見した。

　電柱の陰かげに倒たおれた、救務庁の探たん索さくチームらしき男性の遺体──は、ともかく。

　そのそばに置き去りにされた、電動バイクである。

　遺体の状態や、バイクが最新型であるところからして、先日の第三次大規模探索作戦の参加者なのだろう。仲間からはぐれ、遺体も未回収のままのようだ。

　今の蓮次には、念仏を唱えられる声帯もない。電動バイクを引き起こし、バッテリーが残っていることを確かく認にんして機体にまたがる。

　アクセルを回し、〝クリティカル・エリア〟を疾走する蓮次。

　次の目的地である、コンビニエンスストア跡あとが見えた。

　だが同時に──その店先に立ちふさがる、小さな物体も視界に入った。

　日本人形の右目と後うしろ髪がみ、フランス人形の口と前髪、クマの右みぎ脚あしと、ウサギの左手──ありとあらゆる人形を継つぎ接はぎした、直立する何かである。

　この世界において人類でもクリプテッドでもないなら、その正体は明らかだ。

　ＥＯＭである。

「……ッ！」

　蓮次は加速し、電動バイクごとその横を通り抜けようとするも──。

　ぼふん、とコミカルな音を立てて蓮次の全身が裂さけ、血の代わりに綿が飛び出し──。

「──ガァァアアアッッッ！」

〝アングリィ〟が能力を発動させた。死を無効化し、ＥＯＭを攻撃する。

　そして時速数十キロで走った勢いのまま、電動バイクもろともコンビニエンスストアの中に転がり込む。錆さびた棚たながひっかかり、ウェアの背中の部分が裂けた。

　そのまま店内にあった〝スポット〟へと放り込まれる、蓮次とバイク。

　蓮次の頭に生えたホーンが弾けて消えた。

　変身した状態で〝スポット〟に入ると、その変身は強制的に解除される。

　修復ショットなしで変身を解くことができる、裏うら技わざだ。ただし当然ながら怪我は治ち癒ゆされないため、蓮次が背中に負った傷はエリア外へ持ち込まれることになる。

「──ぐあっ！」

〝スポット〟から排はい出しゆつされた蓮次は、堅かたい壁かべに叩きつけられた。

　錆びた手術台のおかげで、そこが放ほう棄きされた病院の跡地であることが分かった。

　木村アルテミスの〝へそくり〟だろう。床ゆかの上に大量の石の棒が散らかっていた。

　蓮次は石の棒──変身ショットをかき集め、電動バイクに飛び乗った。

「はあっ……！　はあっ……！」

　廃病院から飛び出し、雑草だらけの敷しき地ちを抜け、道路に飛び出す。

　スマートフォンで現在地を確認すると、北海道の地図が表示された。

　次の目的地を設定し、住宅街に入って数分も走ると──。

「……ッ！」

　道路を走る蓮次の頭上に、軍用のヘリコプターが現れた。

「今度は、自衛隊──早すぎるだろ……！」

　すでに周辺を巡じゆん回かいしていたのだろう。そうでなければこうも早く見つかるわけがない。

　嫌いやな予感がした。蓮次はスマートフォンを操作し、ネット中ちゆう継けいを表示する。

『──全国民の皆みな様さまに、緊きん急きゆうのお知らせとご協力のお願いがあります。ただいま、まさに現時点において、悪質なレイダーが交通妨ぼう害がいおよび傷害事件の容疑者として』

　鍵小野報道官の会見映像と、電動バイクを走らせる蓮次の姿が映し出されていた。

　この国にいる人間、全員で。

　たった一人、秋月蓮次という半ＥＯＭを捕とらえようとしている。

「邪じや魔まをしないでくれよ──」

　ネックゲイターで隠かくした唇くちびるを、きつく嚙かみ締しめる。

「俺は、ただ……！」

　蓮次は自分の大切な人である、大おお郷さと夢ゆ衣いを救い出したいだけなのだ。

　あの年上の幼なじみが、好きだったから。

　彼女が消えたのは、自分のせいだから。

　たったそれだけのことなのに──誰だれもが、蓮次を妨害しようとする。

　唯ゆい一いつ、たった一人の味方だったパートナーの少女は──。

「……この時点で、まだ連れん絡らくが来ないっていうことは……カナは、もう──」

　もし弓家叶方が自由の身であれば、この状じよう況きようで彼女が連絡してこないはずがない。

　それがないということは──。

　緊急のメールで、〝ハーメルン〟までのルートを送ってきたということは──。

「──」

　蓮次は、まっすぐに前方を見た。

　叶方から託たくされたものは、宿敵まで繫つながる道筋だけではない。

「今さらだよな、カナ」

　およそ二年前の、あの日。

　──キミって……友達いなそうね。

　──そっちこそ。

　毒づきあい、手を組むと決めた時から、二人で抱いだき続けてきた思いがある。

「二年前から、とっくに俺たち以外に味方なんていなかった」

　蓮次は電動バイクを走らせ、次の〝スポット〟を目指す。

　追っ手の数は増え続け、ついには小しよう銃じゆうを構えた自衛隊員が行く手を塞ふさぐようになった。

　まるで戦争だ。

　道路を迂う回かいし、小道を抜け、包ほう囲い網もうを突とつ破ぱし、蓮次は進み続ける。

　ついに田園地帯のポンプ小屋に辿たどり着き、〝スポット〟をくぐっても──。

「仕方ないだろ──」

　かつての最高学府、東京大学の跡地に現れた蓮次を、クリプテッドたちが襲おそう。

「忘れられないんだから……」

　三本の強化ショットを取り出し、勢いよく自分の右みぎ腕うでに注入する。

「ショットっ！」

〝アングリィ〟化した状態で電動バイクを駆かり、クリプテッドたちを振ふりほどき──。

　出くわしたＥＯＭに、あっさりと殺され。

〝アングリィ〟の能力によって蘇よみがえり、カウンター攻撃で押しのけ。

　傷を修復する余よ裕ゆうもない状態で、次の〝スポット〟に飛び込む。

「はあっ……！　はあっ……！」

　元の世界に戻もどり、木村アルテミスの〝へそくり〟をかき集め、また走り出す。

　すでに発はつ砲ぽう許可が降りているようだ。少しでも住宅地を離はなれると、自衛隊や米軍の車両から銃じゆう弾だんが飛んだ。常に動き続ける蓮次をかすめた銃弾が、全身に裂れつ傷しようを刻んでいく。

「うぉおおっっ！」

　また新たな〝スポット〟に飛び込み、〝クリティカル・エリア〟に侵しん入にゆうする。

「ショット！」

　すかさず強化ショットを自らに射うち、変身する。

　数分後にはあっけなく死に、〝アングリィ〟という人類の敵の力を借りて蘇る。

　クリプテッドをやりすごし、ＥＯＭに殺され続けながら──。

　新たな〝スポット〟を通じて、また元の世界に帰き還かんする。

　修復ショットは、直近のエリア侵入時の状態までしか肉体を回復してはくれない。

「ショット！」

　蓮次の傷は、〝スポット〟をくぐるたびに増え続ける。

　木村アルテミスの〝へそくり〟をかき集め、手にしたショットの数も増え続ける。

　国中を転移し続けるたびに、追っ手の数も増えていく。

「ショット……！」

　日本各地と〝クリティカル・エリア〟を、矢のように移動し続けていき──。

「シ……ショット……！」

　何もかもが、蓮次を傷つける。誰もが、蓮次の敵だ。

　そんな容よう赦しやのない二つの世界を交こう互ごに奔はしり続け、血ち塗まみれになった状態で──。

　蓮次は、ついに辿り着いた。

「──」

　彼の宿敵は、高い場所が好きなのかもしれない。

　満まん身しん創そう痍いで声も出なくなった彼が見上げたのは、巨きよ大だいな双そう塔とうだった。

　以前に戦った東京スカイツリーに高さは及およばないまでも、完全に崩くずれることなく城じよう塞さいのような佇たたずまいを保持している光景は壮そう観かんだった。

　かつての東京都庁である。

　往年のメガシティを象しよう徴ちようする巨大建築物の、二つある屋上の片方に其それは居た。

　紫むらさき色いろの軀からだ、紫色の髪、紫色の唇、紫色のドレス。まるで人形のように透すき通った肌はだ。

〝ハーメルン〟である。

　遥はるか頭上に見える、その異形に──空から迫せまり来る人ひと影かげが重なった。

「どうして……お前がいるんだ──」

　小こ柄がらな身体を白い制服で包んだその人物は、彼の最愛の少女と同じ顔をしていた。

　大郷夢衣。いや──。

「ヒマワリ──」

　呆ぼう然ぜんと佇む蓮次の首に、笑え顔がおで空から舞まい降りた少女が強化ショットを射ち込んだ。
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　自衛隊の人員輸送車を改造した、移動型作戦基地の車内。

「新たな場所で標的の姿を捕ほ捉そくしました。……大阪です！」

　通信機や操作パネル、モニターを備えた通信席に座った女性通信手が報告する。

「ただちに周辺地域の主な幹線を封ふう鎖さします。大阪府警に追つい跡せきを要よう請せい中……中部方面の自衛隊駐ちゆう屯とん地ちから出動したヘリが、およそ二分後に標的を確認できます」

「……」

　鍵小野は、モニターに映る〝レン〟の姿を無言で見上げていた。

　彼のとなりにいる弓家叶方も、一言も発しなかった。凶きよう悪あく犯を輸送するために作られた護送用の小型檻おりの中で拘こう束そくされた状態とはいえ、猿さるぐつわや目隠しはしていない。

　鍵小野の護衛と弓家叶方の監かん視し役を兼かねて、魚瀬鞠まり緒おも同席していた。

「官かん房ぼう長官と防衛省、国連特使、米国大使館が救務庁に説明を求めています。劉班長が、このままでは兵隊の動員にストップがかかるのは時間の問題だと……」

「適当に時間稼かせぎしろ。決着がつくまで、そう時間はかからない」

　指示する鍵小野を乗せた移動型作戦基地は、高速道路をひた走っていた。

　作戦基地だけではない。護衛車両と中継アンテナ車、護送ヘリコプターを含ふくめ、総勢で数十人もの人員が高速道路を移動していた。

「大阪府警が標的を見失いました。標的の位置情報を求めています」

「自衛隊担当の職員を増員しろ。常に標的の位置情報を米軍や警察と共有するんだ」

「航空部隊も、標的を見失いました。標的を完全にロスト！」

「……周辺を調べろ。未み確かく認にんの〝スポット〟があるはずだ」

　魚瀬鞠緒が檻の中に手を伸のばした。弓家叶方の頭を鷲わしづかみにする。

「このメスガキを人ひと質じちにして、投降を呼びかけてみては？　投降しなければ死し刑けいにするとでもいうメッセージを送れば……」

　ふっ、と叶方が鼻で笑った。

「何がおかしいの？　何なら、今ここで──」

「やめろ、魚瀬探たん索さく員」

　鍵小野はモニターを見つめたまま、部下を制止した。

「おそらく、〝レン〟は相棒が捕つかまっていることをすでに悟さとっている」

「それなら、なおさら……」

「それに──弓家叶方を必要以上に痛めつけたくない」

　魚瀬が眉まゆをひそめた。

「……なぜです？」

「保険のためだ」

「……？」

「万が一の場合は、その少女が必要になるかもしれない。救務庁にとってもな」

　答えになっていない答えを口にし、鍵小野はモニターを凝ぎよう視しした。

「大だい丈じよう夫ぶだ。いずれにしろ、〝レン〟は長くはもたない」

「……標的が現れました！　新潟です！」

　モニター映像が移り変わり、電動バイクを駆る少年の姿が映し出された。

「現場からの映像を解かい析せき班が分析中。──負傷箇か所しよが、先ほどよりも増えています」

「当たり前だ。〝クリティカル・エリア〟とこちらの世界を、こうも短期間に行き来して無事で済むはずがない。まだ生きているだけで奇き跡せき的だ」

　各地にある〝スポット〟を、あと何往復するつもりだろうか？

　それで生き延びられると、本当に思っているのだろうか？

　熟練のレイダーとは思えない、あまりにも無む謀ぼうなマラソンである。

「負傷箇所はすでに止血処置が施ほどこされている模様です。ナイフらしき装備が、また本数を減らしています。一方、ソケットに挿そう入にゆうされた変身ショットの数は微び増ぞう──」

　少年が木村アルテミスが隠した〝スポット〟を渡わたり歩いているのならば、同一人物が隠したショットを回収することも予想済みだ。

　だが、いくら変身ショットを増やしたところで、自殺行こう為いであることは変わらない。

　クリプテッドならばともかく。

　ＥＯＭという人類の敵は、少しくらい強化した人間など一吞のみにするだろう。

「標的をロスト！」

　鍵小野は微動だにせず、来たるべき時を待ち続ける。

「また標的が現れました！　福島！」

　標的を捕ほ獲かくした、という報告。

　あるいは標的を発見できず、という事実上の死亡宣告。

　そのいずれかがもたらされるまで、じっとモニターを凝視し続ける。

「負傷箇所が増えています！　所持ショット数、微増！」

　待つ。

「標的をロスト！」

　待つ。

「香川県に現れました！　また負傷が増えています！　所持ショット数、微増！」

　待つ。

「標的をロスト！」

　待つ。

「次は、山口県です！　ショット数、微増……！」

　何度、同じような報告が繰くり返されただろうか。

　作戦基地の車両内に漂ただよう雰ふん囲い気きが、明らかに変異しつつあった。

「兵庫……！　また負傷しています……ショット数、微増──」

　モニターに映る少年は傷だらけで、全身が血塗れになっていた。

　だが、捕まらない。

　死にもしない。

　鍵小野の額に、一筋の汗あせが伝った。

　映像に映る少年の姿からは、迷いや恐きよう怖ふが一いつ切さい感じられなかった。

　ただ一心、前だけを向いて突つき進む。

　彼が見ているのは、彼を妨ぼう害がいする人々などではないのだろう──。

「茨城県……！　また負傷が……ショット数……！」

　通信手の女性が涙なみだを流していた。嗚お咽えつで、報告する声が乱れる。

　鍵小野は通信手の背中を一いち瞥べつし、静かに言う。

「──君も〝奪だつ還かん派〟というわけか」

　通信手は泣き声を堪こらえたまま、答えない。

「思想はどうあれ、救務庁の職員であることは変わらない。今は職務に集中しろ」

　鍵小野の命令を聞いて、通信手が涙を拭ふいた。モニターに向き直る。

「あ……あり得ない……」

　魚瀬鞠緒が、車内にいる全員の心中を代弁した。

「どうして、死なないの……！　私たち正規チームでさえ、こんな……」

　誰だれもが──鍵小野でさえ動どう揺ようを隠かくせない中、一人だけ静かに微笑ほほえむ者がいた。

「死なないわけ、ないじゃない……あの〝クリティカル・エリア〟で……」

　弓家叶方だ。ぽつり、と呟つぶやく。

「今日だけで、あいつ……何回、死んだんだろう……」

　死んだといいつつ、弓家叶方は彼が走り続けると信じて疑っていない。

　鍵小野は少女に向き直った。

「それが──君たちの秘密なんだな」

「……」

「普ふ通つうの人間ならすぐに死ぬはずの、〝クリティカル・エリア〟で……あの少年だけは、何らかの反則技わざが使えるというわけだ」

　叶方は答えなかった。じっと鍵小野の顔を見つめるだけだ。

「……あと何往復で、彼はゴールに辿たどり着く？」

「……」

「そうだな。これはもう、回数の問題じゃない」

　鍵小野は嘆たん息そくし、天てん井じようを仰あおぎ見た。

　もう認めるしかない。

　これ以上、少年の捕獲にこだわって、大局的な対応に遅おくれるわけにはいかなかった。

「弓家叶方……私との賭かけの内容は憶おぼえているな？　ゴールに辿り着くまでに〝レン〟を捕獲することができれば、君は知っていることの全すべてを証言する」

「……」

「しかし、もし捕獲できなければ……」

「私が、一つの条件を吞むことを前提に……」

　鍵小野と叶方は、敵意を露あらわにして睨にらみ合った。

　眼前にいる少女は、鍵小野にとって天敵といえるだろう。目指すものが違ちがいすぎるし、行動原理も異なる。できることならば真っ先に処分したいところだ。

　だが──やむを得ない。

　鍵小野の個人的な理想は、遠ざかった。

　少女との賭けも負けた。

　しかし救務庁という組織は、まだ必要だし──。

　全人類を滅ほろぼしかねない事態を、たった一人の少年に委ゆだねるわけにはいかなかった。

「──待機している正規チームに、命令の変へん更こうを伝えろ」

「了りよう解かいしました。内容は？」

　鍵小野は通信手にはまだ答えず、弓家叶方を睨んだまま言った。

「人類の存亡をかけた賭けまでは、負けるわけにはいかない。──君に与あたえた条件は、憶えているだろうな」

「ええ。今日、これが終わったら……明日あしたからは──」

　人類全体を巻き込むような賭けを押しつけた少女が、この期ごに及およんで──。

「もう二度と、レンとは会わないわ」

　美しい微笑を浮うかべた。
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　人工衛星ヒマワリは甲かつ冑ちゆう騎き士したちによって、ある場所に連れてこられた。

　彼女という存在が在るべき世界。

〝クリティカル・エリア〟である。

「我らが救世主よ──」

　救務庁の研究所から救助されるなり、エリア侵しん入にゆう用の装備を身につけさせられた。

　いつものヘルメットではない。サイズが全く合っていない標準の装備だ。

「人工衛星ヒマワリよ──」

　袖そでが余った制服に身を包んだ、ヒマワリ。

　組織を裏切った正規チームメンバー、甲冑騎士フランク。

　そして仲間の戦せん闘とう員らを含めて、総勢二十名ほどで〝スポット〟に飛び込んだ。

　彼らが士気も高く目指したのは、新宿区と呼ばれていた地域。

　かつての東京都行政の象しよう徴ちよう、東京都庁だった。

「なぜだ──」

　犠ぎ牲せい者を出しながらも、彼女たちは目的地に到とう達たつした。

　しかし瓦が礫れきの上に佇たたずむヒマワリの瞳ひとみに映った光景は──。

「なぜ……戦ってくれないのだ──救世主よっ！」

　血の唾つばを吐はきながら絶ぜつ叫きようする、甲冑騎士フランク。

　そしてクリプテッドの大群と戦う、仲間の生き残りたち。

　東京都庁の崩くずれかけた双そう塔とうの頂点には、かすかに小さな人ひと影かげが見えた。

　いや、人ではない。

　救務庁という組織は、それを〝疑わしきＥＯＭ〟と称しようして禁きん忌き扱あつかいをしていた。

　一方、彼女の片割れ──秋月蓮次は〝ハーメルン〟と呼び、敵視していた。

　ならば彼女自身はというと、其それの呼び名を知らない。

　数いる彼女の〝同種〟の一つという認識しか、持ち合わせていなかった。

「我々、人類の同どう胞ほうを……貴女あなたが取り戻もどしてくれたのではなかったのか……！」

　クリプテッドと戦いながら、フランクがヒマワリの足元に金属製のケースを投げた。

　自動で蓋ふたが開き、中身のショットが露わになる。救務庁が管理していたものだろう。強化ショットと修復ショットが数十本は並んでいる。

「……」

　ヒマワリはケースを一瞥したものの、すぐにまた顔を上げた。

　右、左。また右。ここにはいない人物を探して、視線を左右に振ふる。

「侵略者に奪うばわれた人々を、また救ってくれるのではないのかっ……！」

　すがるように咆ほえるフランクには、一切興味がなかった。

　一人、また一人と倒たおれていく人類を助けることもない。

　都庁のてっぺんに佇む、紫むらさき色いろの〝同種〟をどうするというわけでもない。

「……」

　ヒマワリと名付けられた自分自身に、意思というものはなかった。

　あるのは人類という種を観察することと、〝審しん判ぱん〟を下すという使命。

　それは彼女ら種全体の存在意義としての本能ともいえる。

　彼女は観察を終え、一度は人類に〝合格〟の烙らく印いんを押した。

　だから審判を下したのだが──。

　それを阻はばんだのが、もう一人の自分ともいうべき存在。

　二つに分かれた彼女の片割れ──秋月蓮次と名乗った人類の少年である。

「我らを救い給たまえっ……！」

　甲冑騎士がクリプテッドを蹴け散ちらし、ヒマワリの正面に立った。

　左右の分厚いグローブで握にぎりしめた強化ショットを、彼女の首に突つき刺さした。

「救世主よ！」

　強制的に二本の強化ショットを注入され、ヒマワリの双そう眸ぼうが紫し電でんを放った。

　長い髪かみをかきわけ、二本のホーンが頭部に生える。顔面に光り輝かがやく紫色のラインが浮かび上がり、引力を操あやつる光球が彼女の周囲に生まれた。

　ケースに収納された変身ショットを見えない手で摑つかみ、ヒマワリは飛ひ翔しようした。

　その名の通り、衛星のように無数のショットを周囲に浮かべた状態で、〝クリティカル・エリア〟の上空に浮ふ遊ゆうする。

　そして──右、左。また右。

「……」

　死にゆく戦闘員たちを守るわけでもなく、都庁に向かうでもなく。

　ふわふわと空を漂い、ただ待ち人を探し続けるヒマワリ。

「なぜ──だ──」

　ガクリと膝ひざをつく、甲冑騎士フランク。

「所しよ詮せん……ただの、ＥＯＭだったということなのか──」

　その通りだ。彼女は彼らとはじめて遭そう遇ぐうした時、自らをそう示したはずだ。

　それを彼らが勝手に人工衛星ヒマワリという固有名称を与え、お互たがいのことを観察し合っていただけにすぎない。

　しかし彼女の半身──秋月蓮次は違った。

　彼女と同じ存在であるはずなのに、自らの名を名乗った。

　彼女にもまた、本当の名前があると言った。

　彼からは非常に強い力──一心同体である彼女にも伝わるくらい、強い力を感じた。

　それは種として使命、つまり本能しか持たない彼女を動かすほどの力。

　意思、というもの。

　本能に抗あらがいうる、人類という種だけが持つ不思議な力である。

「蓮……クン……」

　彼女は、本能。

　彼は、意思。

　二人で一つのはずなのに相反する二つの力を抱かかえることが、たまらなく──愉たのしい。

　本能以外には感情を持たない彼女ですら、そう感じるほどの進化を与えてくれる。

　そんな自らの半身が、愛いとおしい。

「蓮クン」

　待ち人──来きたる。

　乱戦に陥おちいった地上から少し離はなれた場所に、一人の少年が現れた。

　全身、負傷だらけで血の色に染まっていたが、彼女が彼を見間違えるはずがない。

　秋月蓮次である。

「蓮クン──」

　彼女は空中で急旋せん回かいし、彼の許もとに降下した。

　人類の敵の、本能。

　人類の、意思。

　今度はそのどちらが勝利するか、胸を躍おどらせながら──。

　彼女は彼に三本の強化ショットを射うち込んだ。

「征いこ……？　蓮クン」

　再び一つになった自分が、どのような審判を下そうとも──結果は同じだ。

　彼女と彼。否いな、彼女たちと彼らは、いずれ一つになる。

　それでこそ。

　遥はるか彼方かなたから遣やってきた彼女たちにとって、ようやくの終着点となり得うるのだから。
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〝ハーメルン〟の姿が、見えない。

　蓮次が思い焦こがれた人、大郷夢衣と同じ顔をした少女の笑え顔がおに隠かくれて。

　自分が倒すべき敵が、どこにいるのか分からない。

「──征こ……？　蓮クン」

　三本の強化ショットを射たれた首筋から、熱い衝しよう動どうが流れ込んだ。

　彼が抱いだいた感情、ＥＯＭに対する敵意、愛しい人への想おもい──。

　人間としてのそれらが、身体からだの内側で燃え盛さかる炎ほのおによって消し炭へと変わっていく。

「──」

　カナ──。

　この決戦の場にやって来るまでに心身ともに消しよう耗もうしきった彼は、抗うことができない。

　人工衛星ヒマワリの瞳に囚とらわれ、敵の姿が見えない。

　人間としての蓮次と常にいっしょにいてくれた、パートナーの少女もいない。

　どこにいるんだよ、カナ──。

「蓮クン」

　蓮次を見つめるヒマワリの双眸が、紫色の膜まくに覆おおわれつつあった。

　彼の右の瞳もまた紫色に染まった。頭から一本のホーンが生え、右半身に光り輝くラインが浮かび上がる。

「──グッ」

　見つめ合う、蓮次とヒマワリ。二人の変身が、さらに進行していく。

　両者の顔つきが、変へん貌ぼうした。蓮次の左半身に光り輝くラインが侵食し、頭から二本目のホーンが生える。ヒマワリも二本のホーンを肥大化させていった。

「グゥゥ──」

　蓮次とヒマワリで、一体のＥＯＭ──〝アングリィ〟。

　その激しい胎たい動どうが共鳴し、人類の敵としての本来の姿を取り戻していく。

　同時に、蓮次に残された人類としての意思が消しよう滅めつしていき──。

「ッガァァァアアアアアアアアアアアアアッッッッッ！」

　完全に一心同体と化した蓮次とヒマワリが、同時に咆ほう吼こうした。

　自分の内に巡めぐる衝動の正体に、彼はようやく気づいた。

　それは種としての、本能。

　人類によって、人類の敵と名付けられた彼らの──生存本能だった。

「ガァアアアアッッ！」

　ヒマワリが生み出した光球の力によって、二人は空へ飛翔した。

　地上を這はう人類の生き残りを無視し、東京都庁を一いつ瞬しゆんで飛び越こえる。

「──」

　二つある都庁の屋上のうち、片方にあるヘリポートに佇む紫色の人形と目が合った。

　蓮次のホーンが紫電を放ち、彼の中にある闘とう争そう本能が刺し激げきされる。

〝アングリィ〟化すると必ず蓮次が抱いた、ＥＯＭに対する怒いかり──それを彼は、大切な人を奪った存在に対する憎ぞう悪おと思い込んでいた。

　だがＥＯＭとしての本能を完全に呼び覚ました蓮次は、それが勘かん違ちがいだったと気づく。

　それは憎悪ではなく、侮ぶ蔑べつ。

　この、出来損ないどもめ──。

　己おのれだけでは使命を果たすこともできない、中ちゆう途と半はん端ぱな〝同種〟に対する蔑さげすみだった。

　それを秋月蓮次という人類が抱えた怒りと混同していたのだ。

　喜ぶがいい。〝私〟は、人類を好ましいと審判を下した──。

　二つに分かれ、力を失った上で人類という種に混ざり込んだ。

　人類の中で観察し、結論を下すことが自分の第一の使命。

　その結論に基づいて、この世界を次の段階へ導くことが第二の使命である。

　まだ足りないというのなら、〝俺〟がもっと与あたえてやる──。

「ガアアッッ！」

　ヒマワリが咆えた。光球を操り、蓮次を勢いよく投げ飛ばす。

　東京都庁の後方に、それはあった。

　元の世界と〝クリティカル・エリア〟を隔へだてる、紫色の障しよう壁へき。

〝ボーダー・ライン〟である。

「ガアアッッ！」

　境界線に叩たたきつけられた蓮次を、強きよう烈れつなエネルギー波が襲おそった。

　まるでキャッチボールの応おう酬しゆうをするかのように、今度は勢いよく境界線から弾はじき飛ばされる蓮次だが──その姿が、忽こつ然ぜんと消え去った。

〝アングリィ〟の特とく殊しゆ能力、発動。

　受けたダメージを無効化した蓮次が、境界線の前に再び姿を現した。

　ヒマワリと共鳴して本来の力を取り戻した右拳こぶし──光り輝くブラスナックルを浮うかべたそれを、境界線に叩きつける。

「ガァアアアアアアアアアアアアアアアッッッ！」

　紫色の稲いな妻ずまが、〝クリティカル・エリア〟の天地を繫つないだ。

　激しい衝しよう撃げき音と振しん動どうが、エリア全域に響ひびき渡わたった。大空を覆う紫色の雲に穴が空き、地上を竜たつ巻まきのごとき突とつ風ぷうが吹ふき荒あれる。

　ビリビリと震ふるえて光を失った境界線に──。

「ガァアアアアアアアアアアアアアアアッッッ！」

　さらに、左拳に浮かび上がったブラスナックルを叩きつける。

　ピキッ──と。

　二度目の大だい音おん響きようが響く中に、何かが割れる音が混じった。

　大音響の残ざん滓しが消えると、〝ボーダー・ライン〟が息を吹き返した。

　エネルギー波に弾き飛ばされ、空中に放り出される蓮次。

　その身体を、ヒマワリの光球が受け止めた。

　ボロボロになった彼の身体に、宙に浮かんだ三本の修復ショットが突き刺さる。

　そして新たに、三本の強化ショットが射ち込まれる。

「ガァアアアアアアアアアアッッッ！」

　再びミサイルのように投げ放たれた蓮次が、回転しながら境界線に挑いどんだ。

　エネルギー波に打たれ、能力発動。

　右拳と、左拳。両手で二回のカウンター攻こう撃げきを繰くり出す。

　境界線に、目で見えるくらい大きな亀き裂れつが走った。

　耐たえる境界線が放ったエネルギー波が、また蓮次を弾き飛ばした。

　ひまわりが空中でキャッチし、再度、蓮次を変身させる。

「グォアアアァアアアアアッッッ！」

　審しん判ぱんと、解放。

　自らの本能に従い、機械的に使命を全うする二人で一つの〝アングリィ〟。

　弱き人類の意思などが挟はさまれる余地のない、侵しん略りやくのキャッチボールが繰り返される。

　境界線を完全に破は壊かいすべく、とどめの一撃を繰り出す蓮次。

「ガァアアアアアアアッッッ──」

　その視界が。

　ほんの数センチだけ、ブレた──。

「──」

　蓮次の喉のどから、大量の鮮せん血けつ──紫むらさき色いろに変異したそれが[image: ]ほとばしった。

　一瞬、遅おくれて聞こえたのは、銃じゆう声せい。

　何者かによって、背後から狙そ撃げきされたらしいと理解するよりも先に──。

　彼の本能を差し置いて、彼の肉体に宿った能力が自動的に発動していた。

「──ガァアアアアアアッッッ！」

　自らを攻撃した相手を自動追つい尾びし、蓮次は拳を振ふり下ろす。

「……ッッッ！」

　彼の攻撃を受けたのは、白い制服を着た小こ柄がらな男性だった。

　境界線から、数百メートルは離れた場所だ。地面に横たわった状態で狙撃銃を構えていた男性が、蓮次の拳を喰くらって潰つぶれたカエルのように口から大量の血を吐はく。

　緑色のホーンを消滅させ、ぐったりと動かなくなった男性には見覚えがあった。

　救務庁の正規チームメンバーだ。

　秋月蓮次としての記き憶おくの中、テレビの会見映像でその顔を見た覚えがある。

「蓮クン……！」

　ヒマワリが頭上から、彼の許に駆かけつけた。蓮次にショットを射ち直す。

　余計な邪じや魔まが入ったものの、蓮次たちは再び境界線に向かって飛ひ翔しようし──。

「ガッ……！」

　蓮次の背中を、自動小銃の連射がなぎ払はらった。

　振り向く間もなく、蓮次の身体が勝手に能力を発動させる。

「ガァアアアアッッッ！」

　また境界線から、少し遠ざかった。

　小銃を構えた男性は、やはり正規メンバーの一員だった。全身に深しん紅くのラインを浮かべた男性が、どのような能力を使ったのか、霞かすみのように姿をかき消した。

　しかし蓮次のカウンター攻撃は、必中である。

「──おぐっっ……！」

　蓮次が振り回した拳の先に、瓦が礫れきに押しつぶされた男の姿が現れた。即そく死しではないが、一刻も早く修復ショットを射たなければ失血死するだろう。

「ガァアア……！」

　蓮次と、遅れてやってきたヒマワリは、同時に苛いら立だちの唸うなり声を上げた。

　彼の使命を邪魔する者たちがいる。

　不ふ穏おんな敵意を察知しつつも、しかし気配を殺した敵を見つけ出せず──。

「──ッ！」

　全くの無音で接近した電動バイクが、背後から蓮次を轢ひいた。

　決して大ダメージを受けたわけではない。

　しかし攻撃を受けた以上、蓮次は姿を消して──。

　逃にげる。逃げる。逃げる。

　猛もうスピードで加速して逃とう走そうするバイクに、ようやく追いついて再び姿を現す。

「ガァアアアアッッ！」

「──ぐうっ……！」

　電動バイクごと、アクセルを握にぎった白制服を殴なぐって押し潰す。

　また正規チームのメンバーだ。

　追いついたヒマワリが、蓮次に新たなショットを射ち込んだ。

　彼の両拳に新しいブラスナックルが再装そう塡てんされた、その直後。

「ガッ──」

　頭上から、榴りゆう弾だんが降り注いだ。彼の全身を爆ばく風ふうが打つ。

　カウンター攻撃が発動した先にいたのは、やはり──正規チームのメンバーだった。

「ガァァアアアアアアッッッ！」

　ヒマワリが、怒りの咆吼を上げた。

　また少し、蓮次が境界線から遠ざかった。

「ガアアッッ！　グォアアアッッ！」

　蓮次は周囲を警けい戒かいするも、すぐにまた次の攻撃が彼を襲った。

　ここまでやられたら、本能に支配された蓮次にも分かる。

　救務庁の人間たちは、どうやら蓮次を境界線から離はなそうとしているようだ。

　彼からすれば、無む駄だな抵てい抗こうでしかない。だが、疑問もあった。

　敵が、明らかに蓮次の能力を把は握あくして攻撃してきているということだ。カウンター攻撃だけではなく、彼の身体に染みついた癖くせまで読み取り、的確に死角を突ついてくるのだ。

「グォアッ……！」

　また、新たな攻撃を喰らってしまう。

　警戒の仕方まで盗ぬすまれるほど、救務庁と何度も戦った覚えはない。

　それなのに敵は蓮次の一挙手一投足まで──彼自身が気づいていない仕草まで見み透すかしたかのように、何度も攻撃を成功させてくるのだ。

　これでは、まるで──。

「グォアアアアアアアアアアアアアアアアアアアッッッ！」

　怒りの咆吼を上げる蓮次の胸に、トスッという音を立てて何かが突き刺ささった。

　遠方から投げ放たれた、蛇じや腹ばらの刀だ。

　蓮次は姿を消し、自らを攻撃した相手の許もとに瞬しゆん間かん移動する。

「──いずれ、必ず仕留める……」

　潔くも直立不動の姿勢で出で迎むかえた魚瀬鞠緒に、蓮次の拳が突き刺さった。瓦礫の上を何度もバウンドし、朽くち果てた電灯に激突して動かなくなる、魚瀬。

　そして──人類の瀕ひん死し体たいを量産する死のバトンリレーを締しめくくる、最後の攻撃。

　一発のライフル弾だんが、蓮次の眉み間けんに命中した。

　頭から血を噴ふき出す彼の身体からだが、霧きりとなって消えた。

「──」

　身体を失った蓮次の視界が、地を這はった。彼を攻撃した憎にくむべき敵を追い求め、前方にそびえ立つ建造物の壁かべを滑すべるように上じよう昇しようする。

　ヒビ割れた壁へき面めんを駆け上がり、変色した窓ガラスを眼下に置き去りにし──。

　建物の屋上に立つ、彼の敵と向かい合う。

「忘れないで、レン──」

　弓家叶方。

　地上から数百メートルの高さで、一人の少女が輝かがやくような黒くろ髪かみをなびかせていた。

　屋上に佇たたずむ彼女の足元に、無骨なライフルが落ちていた。彼女をそこまで送り届けた人物だろう、背中に飛行用のジェットパックを背負った女性が遠ざかっていく。

　悠ゆう然ぜんと佇む弓家叶方を見て、蓮次は悟さとった。

　先ほどから、蓮次がことごとく攻撃を受けたのは──彼女の指示があったからだ。

「──ガァアアアアアアアアアアッッッ！」

　湧わき上がる憤ふん怒ぬに任せて、蓮次は彼女の眼前に姿を現した。

　今の彼に人間としての意思はない。

　なぜ彼女が今、ここにいるのか──そんなことを考えたりはしない。

　思考することを放ほう棄きし、獣けもののような本能を込こめて拳を振りかぶる。

　叶方が、彼を攻撃した。

　彼女は彼を裏切ったのだ。

　自分の分身でもないし、人類や人類の敵も関係ない。

　この世界で唯ゆい一いつ、彼を絶対に裏切らないはずのパートナーが──。

「アァアアアアアアアアアア──」

　裏切った。

　彼を騙だまし討うちしておきながら、叶方は澄すみ切った表情を浮かべていた。

　蓮次を信じ、一片の疑いもない眼まな差ざしで、握った拳を前に出す。

「秋月蓮次は、大郷夢衣を取り戻もどすために」

　蓮次と叶方が〝クリティカル・エリア〟に侵入する時、必ず口にする合い言葉──。

　完全に〝アングリィ〟としての本能を取り戻した彼に、その続きを紡つむぐ口はない。

「アァアアアアアッッ！」

　咆ほえ、蓮次は自らの輝く拳で少女を貫つらぬいた。

　弓家叶方の身体が、木こっ端ぱ微み塵じんに砕くだけ散る。

　しかし──蓮次の拳に、手て応ごたえはなかった。

　間ま違ちがいなく、弓家叶方の首から下の身体が消え、彼の拳は素す通どおりしたのに──。

　彼のカウンター攻撃は、必ず命中するはずなのに──。

「──」

　まぶたを閉じた弓家叶方の顔が、紫色の煙けむりへと変わった。

　少女が消えた向こう側に、小さな人ひと影かげがあった。

　弓家叶方だった煙が、その人影に吸い込まれていく光景を見て──。

「……」

　蓮次は、ようやく自分がどこに居るのかを理解した。

　彼の立っているのは──かつて東京都庁だった、成れの果て。

　並び立つ二つの頂上のうち、片方の屋上であり──。

　彼の視線の先で、もう一本の塔とうの屋上に佇んでいるのは──。

「──ォォォォゥゥ──」

　息い吹ぶきとも歌とも分からない声を、大きく開いた口から奏かなでる人類の敵。

〝ハーメルン〟だった。

　弓家叶方だった煙が、紫色の唇くちびるの中に吞のみ込まれて──。

　ごくん。

　美味うまそうに、人形の細い喉が鳴った。

「──」

　その光景を呆ぼう然ぜんと目まの当たりにした、蓮次の頭が──。

　割れた。

　そう錯さつ覚かくするくらい、彼の頭を支配していた本能が引き裂さかれ、記憶が蘇よみがえる。

　──うん、待ってる。

　そう言って微笑ほほえんだ最愛の人、大郷夢衣が。

　──蓮クン！

　必死の顔つきで蓮次をかばい、自らは煙となって消えた時の光景。

　東京厄やく襲しゆうが発生した、あの日から。

　蓮次の大郷夢衣を取り戻すための戦いが始まった。

「……」

　呆然としながらも、蓮次は塔の屋上から高々と跳ちよう躍やくした。

　もう一本の塔。

　色あせたヘリポートに佇む紫色の人形に向かって跳とぶ蓮次の脳のう裏りに、また記憶が蘇る。

　──キミって……友達いなそうね。

　自分のせいで大郷夢衣を失い、自暴自じ棄きに陥おちいっていた蓮次に手を差し伸のべた少女。

　彼女は都心に消えた、たった一人の弟を取り戻したいと彼に語った。

　何度、彼女と衝しよう突とつしただろう。

　お互たがいを罵ののしり、嫌けん悪おし、傷つけ合った二人は時を経て、お互いを励はげまし、信しん頼らいし、助け合う唯一無二のパートナーとなった。

　──秋月蓮次は、大郷夢衣を取り戻すために。

　挫くじけそうになるたびに、お互いの希望を口にし、拳こぶしを重ねてきた。

　そんな彼の大切な少女の名は──弓家叶方といった。

「──……ッ！」

　ヘリポートに着地し、そこに佇む人形の頭を鷲わしづかみにする。

　そして、拳でその顔を殴り飛ばす。

　しかし──。

「ォォォゥゥ──」

　人形は顔つきを変えず、歌い続けた。

　すでに二度のカウンター攻こう撃げきを使った蓮次は、人形の吸い込む力に抗あらがう術すべを持たない。

　彼の脚あしが煙と化し、胴どう体たいが煙と化す。

　それでも彼は、だだっ子のように人形を殴るのをやめない。

　彼の無力な拳は、見えない壁に守られた〝ハーメルン〟の髪一本すら、傷つけることができない──。

「──蓮クン……！」

　今いま頃ごろになって追いついたヒマワリが、反対側の塔の上から光球を放った。

　不可視の引力に引き寄せられ、蓮次の上半身が〝ハーメルン〟から引き離された。

　空中で三本の修復ショットを射たれ、蓮次は元の身体を取り戻す。

「──ぁああああああああああああああああああああああああああああああっっっ！」

　人間の口を取り戻して、蓮次はようやく咆えることができた。

　双そう眸ぼうから、滂ぼう沱だのごとく涙なみだが溢あふれ出す。

　ヒマワリの力で空中に浮うかんだ強化ショットを両手で摑つかみ、自らに射うつ。

〝アングリィ〟化した蓮次の顔を、紫むらさき色いろのマスクが覆おおおうとした。

　蓮次の思考能力が麻ま痺ひし、人類の敵としての本能が彼を乗っ取ろうとした。身体が勝手に〝ハーメルン〟ではなく、境界線がある方角に向き直ろうとする。彼の片割れであるヒマワリもまた、同じ動きで境界線を見る。

　ＥＯＭの本能が、蓮次から人類としての意思を根こそぎ奪うばい去ろうとする。

　しかし。

　──うん、待ってる。

　大郷夢衣の笑顔だけは、消えることがなかった。

「──……ッ！」

　蓮次とヒマワリが、同時にがくがくと震ふるえながら、身体の向きを変える。

　境界線ではなく、彼の大切な人を奪った敵へと向き直る。

　震える両手で、蓮次はマスクを摑み。

　震える両手で、ヒマワリは顔を覆う。

「──……ッッ！」

　何度、死の淵ふちに立っても。

　何度、自らに宿る人類の敵に奪われそうになっても。

　──忘れないで、レン。

　決して忘れられない、弓家叶方という存在が。

　秋月蓮次という少年を──ただの人類へと引き戻した。

「ッガァアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアッッッ！」

　蓮次のマスクと、ヒマワリの双眸を覆う人形のような膜まくが、同時に砕け散った。

　全く同じ動きで顔を上げる、二人の顔つきは──。

　紫色に染まりながらも、人類の敵を憎むもの。

　紛まごうことなき、人類のそれだった。

「ガァアアアアアアアアアアアアアアッッ！」

　蓮次とヒマワリは同時に咆え、異なる動きをとった。

　ヒマワリは光球を操あやつり、蓮次をヘリポートに向かって撃うち出した。

　蓮次は割れたゴーグルの奥から涙をこぼしながら、そこに在るＥＯＭに向かっていく。

「ォォォォゥゥ──」

〝ハーメルン〟が歌声を奏でると、蓮次の身体が煙に変わろうとした。

　頭部から二本のホーンを生やした蓮次が、消しよう滅めつする。

　カウンター能力を発動させた蓮次が、〝ハーメルン〟のそばに出現した。

「グォァアアアアアアアアアアアアアアッッ！」

　右拳に浮かべたブラスナックルを、人形の顔面に叩たたきつける。

　しかし彼の攻撃は、その綺き麗れいな顔に傷一つつけることができなかった。見えない力──境界線そのものと同じ感かん触しよくが、〝ハーメルン〟を防護していた。

〝ハーメルン〟はＥＯＭの中でも、特別な存在のようだ。

　そんなことは──前回、戦った時から知っている。

「……ッ！」

　境界線を攻撃した時と同じエネルギー波が、蓮次を弾はじき飛ばした。

〝クリティカル・エリア〟の空に放り出された彼の姿が、霧となって消える。

　二度目のカウンター攻撃、発動。

「──ガァアアアアアアアアアアアッッ！」

〝ハーメルン〟のそばに出現した蓮次が、左拳に浮かぶブラスナックルで殴なぐりつけた。

　カウンターの連続攻撃。ヒマワリと共鳴した状態での〝アングリィ〟化は、変身後の能力発動を一回から二回へと強化させていた。

　右の拳が弱体化させた不可視の壁を、左の拳が突つき破った。

　陶とう磁じ器きのような人形の頰ほおに、蓮次の拳が命中した。

　ブラスナックルが紫し電でんの稲いな妻ずまと化し、〝ハーメルン〟の細い軀からだを貫く。

「──」

　それでも〝ハーメルン〟は傷を負うことはなかったが──。

　ぎょろり。

　ガラスのレンズのようだった双眸に、深い紫色の瞳ひとみが生まれた。

　蓮次と〝ハーメルン〟。

　底知れない敵意を秘ひめた両者の視線が、間近で交こう錯さくした。

「……ッッ！」

　復活した不可視の障しよう壁へきが、エネルギー波で蓮次を弾き飛ばした。

　ヒマワリが蓮次を空中でキャッチし、彼に修復ショットを射ち込んだ。しかしすでに負っていた負傷や、〝アングリィ〟化による負荷で傷ついた身体からだは完全には治らない。

「返せ──」

　蓮次がここに至るまでにかき集めた変身ショットも、宙に浮かんだ。

　空に舞まう変身ショットの海の中、蓮次は血に染まった全身を震わせる。

「返せぇぇぇええええええええええええええええっっ！」

　大郷夢衣の名前を叫さけべばいいのか。

　弓家叶方の名前を叫べばいいのか。

　自分の中にある怒いかりと悲しみを言葉にできず、ただ獣けもののように咆ほう吼こうする。

「──ガァアアアアアアアアアアアアッッッ！」

　涙と血で濡ぬれた瞳でヘリポートを睨にらむ蓮次に、三本の強化ショットが注入された。

　蓮次とヒマワリは全く同じ顔つきで咆え、再び〝ハーメルン〟に挑いどむ。

　人類の敵としての肉体を、人類としての意思で動かす。

　東京都庁の屋上、それぞれ双塔に陣じん取どったヒマワリと〝ハーメルン〟──両者の間を、蓮次という怒りの化身が何度も繰くり返し飛び越こえる。

〝ハーメルン〟が歌い。

　蓮次が能力を発動させ、カウンター攻撃で不可視の障壁を弱らせる。

　再び攻撃を受けた蓮次が、二度目のカウンター攻撃で〝ハーメルン〟本体を攻撃する。

「グォアアアアアアアアアアッッッ！」

〝アングリィ〟と〝ハーメルン〟という二体のＥＯＭが何度もぶつかり合い、〝クリティカル・エリア〟の上空に咆吼と歌声が混じり合う。

　彼ら人類の敵同士の衝突は、これで二度目だ。

　両者の戦いは、前回と同じ現象をもたらした。

　ぷくり。

　歌う〝ハーメルン〟の頰が、膨ふくらんだ。

　何かを吐はき出すのを堪こらえきれなくなったように。

「ガァアアアアアアアアアアアアッッ！」

　次の一いち撃げきで、吞み込んだ人間を取り戻もどす──。

　蓮次が渾こん身しんの力を込こめ、左拳を振ふりかぶった時だった。

「──」

　はじめて〝ハーメルン〟が動いた。

　細い両りよう腕うでを振り上げ、蓮次の頭と首をがっしりと摑む。

　歌うのを止やめ、間近から蓮次を睨みつける〝ハーメルン〟。その膂りよ力りよくは凄すさまじく、全身から紫色の煙を噴ふき出しながら蓮次の頭部を砕くだこうと締しめ付ける。

　歌うた姫ひめ気取りのＥＯＭにも感情があるとしたら、ようやく怒りを覚えたのだろう。

　蓮次を敵として認にん識しきし、彼の頭と首に指を食い込ませるも──。

　メキッ──と。

　頭の角度を水平に折り曲げたのは、〝ハーメルン〟のほうだった。

　蓮次のカウンター攻撃は、必中だ。敵の攻撃を無効化し、自動的に反撃を成功させるところまでが〝アングリィ〟というＥＯＭの絶対の能力である。

　歌う人形が蓮次の頭を握にぎり潰つぶそうとした時には、すでに──蓮次の左拳が真下からその顎あごを捉とらえていた。

　激しい紫電の嵐あらしが、東京都庁を突き抜ぬけた。

　足元のヘリポートの床ゆか部分が弾け飛び、瓦が礫れきを吹ふき上げながら数メートル沈しずみ込む。

「──」

　かぱり、と真横を向いた〝ハーメルン〟の口が開いた。

　その唇くちびるの奥から、煙けむりの塊かたまりを吐き出す。

　煙は都庁の上空で留とどまり、細かく分ぶん裂れつして四方に飛び散ろうとした。

「ガァァァアアアアアアッッッ！」

　ヒマワリが光球を生み出し、飛散しようとする煙を残さずキャッチした。

　引力が及およぶ圏けん内ないで停てい滞たいした煙が、ぐるぐると回転しながら形を変えていき──一つ一つが、年ねん齢れいも姿形も異なる人間へと変へん貌ぼうする。

　その人数は、数百人に及ぶだろう。

　東京厄やく襲しゆうの発生時、〝ハーメルン〟に吸い込まれた人々である。

　全員が眠ねむるように目を閉じていた。しかし彼らの命に別状がないことは、以前に取り戻した人々の前例が示している。

「ガッッ……！」

　沈ちん黙もく化が解けた障壁が、エネルギー波を発した。蓮次は人形から弾き飛ばされる。

　ヒマワリが、空中で蓮次を受け止めた。彼に修復ショットを射ち込む。

　一方で、複数の光球に搦からめ捕られた人々が地上へと降下していった。目で見届けずとも、一心同体となったヒマワリが彼らを無事に地面に送り届けていくのを感じる。

　以前の戦いでやり遂とげたのは、ここまでだ。

　だが前回と異なり、変身ショットがまだ残っている。

　逆に蓮次の肉体は、むしろ前回よりも消しよう耗もうしているが──止まることはできない。

「うぉおおおおおおおっっ！　ショットォッ！」

　躊躇ためらうことなく、三本の強化ショットを自らに射ち込む。

　ゴーグルの破片と、ネックゲイターの切きれ端はしを飛び散らせ。

　もう半分も残っていないタクティカルベストを纏まとった状態で。

　止まることのない涙を双眸から溢れさせながら、〝ハーメルン〟に挑みかかる。

「ガァァアァアアアアアアアアアアアアアアアッッッッ！」

　咆吼を上げる〝アングリィ〟を、紫色の人形の歌声が迎むかえ撃った。がくん、と人形そのものの動きで頭部の角度を戻し、蓮次の身体を煙と化して吸い込む。

　だが数百万人の人類を吸い込んだＥＯＭといえど、今の蓮次の前では無力だった。

　一方的に二度のカウンター攻こう撃げきを喰くらい、紫色の唇を開く。

　二度目の煙の塊が、空へと舞い上がった。

「──ガァアアアアアアアアッッッ！」

　蓮次は弾き飛ばされるも、再び変身して〝ハーメルン〟に飛びかかる。

　紫色の人形が細い腕うでを振り回し、彼を拒きよ絶ぜつするも──それが自らの使命であり、本能であるとばかりに止まることのない歌声が、自身へのカウンター攻撃を誘ゆう発はつする。

　三度目の煙の塊が、人形の口から放出された。

「──グォアアアアアアアァッッッ！」

　共鳴したヒマワリの目を、通じて。

　蓮次は、地上に拡ひろがる光景に気づいていた。

　人形から奪だつ還かんした生還者たちを、白い制服を着た人々が次々と保護していた。

　救務庁である。

　蓮次が瀕ひん死しに追い込んだ正規チームメンバーの姿もあった。修復ショットによって完治したのだろう。彼らがクリプテッドを牽けん制せいする一方で、職員が生還者を電動式の人員輸送車に収容していく。それらが向かう先にあるのは、直近にある〝スポット〟だろう。

　その動きは統制がとれており、急場の行動とは思えない。

　あらかじめ生還者を元の世界へと運ぶ手はずが整えられていたのだろう。

「ガァアアアアアアアアアッッッ！」

　蓮次が失しつ踪そう者を取り戻すことを確信していた──とは思えない。

　何しろ、彼らは救務庁だ。元の世界での指名手配といい、彼らが蓮次のことを国全体、いや人類全体の敵として見ていたことに疑いはなかった。

　そんな彼らを動かすことができるとすれば、たった一人しかいない。

「グォアアアアアアアアッッッ！」

　弓家叶方だ。彼のパートナーである少女が、救務庁を動かしたのだろう。

　どうやって天敵ともいうべき組織を動かしたのかは分からない。考える必要もない。

　叶方は蓮次と違ちがって、頭が良いし──優やさしい。

「ガァァアアアアアアアッッッ！」

　蓮次はとっくに半分しか人間ではないし、色々なものを捨ててしまった。

　だが叶方は、捨てない。口では捨てると言いつつ、捨てられずにいる。

　蓮次は人間であることをやめることで力を得るが、彼女は違う。

　人間であることをやめられない、彼女こそ──。

　人類という種を導く希望でなければならない、と彼は思う。

「グォアアアアアアアッッッ──」

　その希望を──彼は、取り戻した。

　何度、〝ハーメルン〟から煙を吐き出させただろうか。

　空中で人の形を取り戻した中の一つ。

　ヒマワリの目が、目をつむった少女の姿を捉えた。

　弓家叶方だ。

　眠りについているとはいえ、その美しい素す顔がおを見間違えるはずがなかった。

「アアアアッッ……！」

　エネルギー波に弾き飛ばされそうになるも、最後の力を振り絞しぼって人形にしがみつく。

　ヒマワリが修復ショットを飛ばし、蓮次に射うち込んだ。

　人間の姿を取り戻すも、血に染まった身体はとっくに限界を超こえていた。

「まだだ──まだ全然、取り戻してない──」

　ただの人としての両手が、人類の敵である〝ハーメルン〟の頭を摑つかんだ。

　人形の額に、自らの額を打ち付ける。

「取り戻すまで、何度でも来てやる……！　何度でも──何度でもだっ……！」

　ＥＯＭの瞳を、ほんの数センチの距きよ離りから睨みつける。

「俺は人間でもＥＯＭでもない。ただの、お前らの──ＥＯＭの敵だ……！」

　蓮次は人類でもないし、人類の敵でもない。

　ましてや人類の希望にもなれない。そんな重荷を背負えるような聖人でもない。

　中ちゆう途と半はん端ぱな存在にすぎない蓮次に、なれるものがあるとしたら──。

　人類の敵にとっての、敵になることだけだった。

「覚えておけ──何度でも、俺は──」

　人類の敵に宣戦布告したことで、蓮次の中で何かがプツリと途切れた。

　全身から力が抜け、人形の軀からだにもたれかかる。

　人間の赤い血が、べっとりと〝ハーメルン〟の陶とう磁じ器きのような顔を濡らした。

　彼の呪のろいの言葉を理解したのか、どうか。

　硬こう直ちよくしていた〝ハーメルン〟が動きを取り戻した。ぎこちない動きで蓮次を見下ろし、彼を吸い込もうと唇を開く。

「──ガァアアッッ！」

　人形が歌声を紡つむぐ直前に、ヒマワリが光球で蓮次を拾い上げた。

　脱だつ力りよくした蓮次の身体が〝クリティカル・エリア〟の空で弧こを描えがいた。東京都庁から離はなれた地上へと、放ほうり出される。

「……」

　うつ伏ぶせで倒たおれたまま、蓮次は顔だけを動かして後方を見た。

　東京都庁の周辺は、大混乱に陥おちいっていた。生還者の数が多すぎて、人員輸送車の往復が間に合っていない。その間にもクリプテッドが集まり、正規チームのメンバーがかろうじて返り討うちにしている状態だ。

　上空では、ヒマワリが遠巻きに〝ハーメルン〟を牽制し続けていた。蓮次の変身が解けてしまった状態ではその意思が汲くみ取れないが、生還者の回収を完かん遂すいするまでは人形を引きつけようとしているように見える。

　都庁周辺は、撤てつ退たい戦に移行した。

　それぞれの戦いで精せい一いつ杯ぱいの彼らは、倒れた蓮次に目を向ける余よ裕ゆうもない。

「──ゆ、ゆー姉……」

　歯を食いしばり、蓮次は地面を這はった。

　今は共きよう闘とう状態にあるように見えるが、救務庁に捕つかまるのは危険だ。たった一度や二度の成功で、彼らが蓮次を安全であると判断するとは思えない。

　地面を這いずり、少しでも遠ざかる蓮次。

「ごめん──また、取り戻せなかった──」

　パートナーの少女は、取り戻した。

　しかし──ヒマワリの目を通じて見た生還者の中に、大郷夢衣の姿はなかった。

「でも、大だい丈じよう夫ぶだ──次こそは、絶対に──」

　血みどろになって、虫のように地面を這いながら──。

「すぐに──絶対に──」

　蓮次はいつまでも、涙なみだを流し続けた。
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　関東地方、とある喫きつ茶さ店てん。

　店員も客もいない店内に、カーテンの隙すき間まから夕日が射さし込んだ。

　もうすぐ夜になる。

　長かった一日に、ようやく夜の帳とばりが降りようとしていた。

『──続報です！　救務庁が新たに救出した生還者の人数を発表しました。おおよその数であるとしながらも、その人数は千五百名を超える見込みとのことです！』

　カウンターやテーブルに積もった埃ほこりの量は、少なくとも数年分はあった。

　塗と装そうの剝はげた木製のドアには、『ＣＬＯＳＥＤ』と書かれた札がかけられている。

『生還者の保護は、自衛隊の協力を受けながら現在も続いているとのことです！　保護した人々の収容場所は非公開としながらも、一いつ般ぱん市民による目撃情報から、近きん畿き地方にある駐ちゆう屯とん地ちではないかと憶おく測そくされています！』

　やけに内装が凝こっているのに、店主はなぜこの店を手放したのだろうか。

　やむを得ない事情か、それとも気変わりか。

　いずれにしろ、ここではない新たな場所へ赴おもむいたのだろう。

　留とどまることも、戻もどることもできなければ──先へ進むしかない。

　それが人としての、あるべき生き方なのだろう。

『日中、全国各地で行われた大おお捕とり物ものが今回の救出劇に関かん与よしているのかとの記者の質問に、救務庁広報担当者は無関係であると否定しております！　また問題のレイダーは現在も引き続き捜そう索さく中としながらも、生還者の救出を最優先するとの声明を──』

　薄うす暗ぐらい店内に、淡あわい明かりが灯ともっていた。

　床ゆかに置かれたスマートフォンだ。ネット中ちゆう継けいによる報道を垂れ流している。

『生還者の数が多いことから、名めい簿ぼの公表には数日かかると予想されており──』

　店の奥、裏口のほうから、扉とびらが開く音がした。

　主あるじのいない喫茶店に用事がある者は、少ない。

　彼のように、二階にある〝スポット〟を必要としている人間か。

　それとも、そんな彼を捕まえようとする者たちか。

　後者の可能性は低い。東京都庁の近くに繫つながる〝スポット〟がある、この場所に入るところを彼は誰だれにも見られていないからだ。当然、帰ってくるところも見られていない。

　ならば、何者かというと──。

「──ごめんな……こんなところに、呼び出して」

　カウンター横、床の上で壁かべによりかかった状態で彼は言った。

「真ま愛い」

　笑ったつもりだが、うまく笑えたかは分からない。

　来訪者──大おお郷さと真愛は、そんな彼を無言で見下ろした。

「……」

　少女の瞳ひとみからは、大おお粒つぶの涙が溢あふれていた。

　何が、そんなに悲しいのだろうか？　それとも、同情したのだろうか？

　実の姉の仇かたきとはいえ──血だまりの中に座り込んだ、秋あき月づき蓮れん次じの姿に。

　出血は、かろうじて致ち死し量に至っていない。店内に残されていた変色した紙ナプキンを手当たり次し第だいに傷口に貼はり付け、何とか止血している状態だ。

　軽度のショック状態で手足が思うように動かないが、それだけだ。

　蓮次はまた、あの世界から──〝クリティカル・エリア〟から生還していた。

「……見てたよ」

　とめどなく涙を流し続ける少女が、自分のスマートフォンを取り出した。

　その画面には、報道の中継映像が映し出されていた。

「……ずっと、見てたよ……」

　涙を流す少女から、蓮次は視線を落とした。

「ごめんな……また、取り戻せなかったよ」

　床に置かれた液えき晶しよう画面を見て、言う。
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「あの中に……ゆー姉は、いないんだ……」

　今度は蓮次の瞳から、一筋の涙がこぼれ落ちた。

「また、ダメだった……」

　真愛は何も言わなかった。彼を責めないし、罵ば倒とうもしない。

　涙を拭ぬぐう余力もない蓮次は、汚きたない顔を上げた。

「頼たのみが、あるんだ」

　真愛が無言で、蓮次の顔を見つめ返した。

「次こそは、必ず取り戻すよ。だから──」

　その時、蓮次のスマートフォンが振しん動どうして着信を知らせた。

　中継映像が切り替かわり、『秋月翔しよう一いち』という送信者の名前を表示させた。

「……」

　蓮次は震ふるえる指先を動かして着信ボタンを押し、スピーカー機能をオンにする。

「なんだよ」

　力を振ふり絞り、そっけない自宅での声こわ色いろを作る。

『蓮次か？　さっきから、かけ続けてたんだぞ。今、どこにいる？　家の近くか？』

「どこでもいいだろ。なんだってんだよ」

『……テレビか、ネット中継を見たか？　色々と大おお騒さわぎになってるんだが』

「レイダーとか、生せい還かん者が出たとかいってるヤツだろ。知ってるよ。でも生還者のリストが出るのは数日後っていってるから、ゆー姉がいるかどうかはまだ──」

『そうじゃない。レイダーのほうだ。俺には何だか……お前と似ていた気がしてな』

「はあ？　はっ、馬ば鹿かじゃねーの。とうとう、俺を犯罪者呼ばわりかよ」

『もう一度、訊きくぞ。──今日、どこにいた？　誰かと一いつ緒しよだったのか？』

　翔一が強い口調で尋たずねた。引き下がるつもりはなさそうだ。

　もう、兄の詮せん索さくから免まぬがれるのは、不可能だろう。

　よほど──説得力のある事情でも、ねつ造しないかぎり。

　蓮次は、顔を上げた。

「──ああ、前に言ったろ」

　無言で自分を見下ろす少女を見つめ返し、言う。

「つきあってる彼女と、ずっと一緒だよ」

　真愛は、彼の視線から目を逸そらさなかった。

『……本当か？　その子は、今、電話に出られるか？』

「なんで出さなきゃいけないんだよ。誰にも言いたくないって、前に言ったはずだよな」

『夢衣ちゃんのこともあるから、隠かくしたいことは分かる。誰にも言わない。だから、出せ。そうじゃなきゃ、今すぐに俺のところに来い』

「ふざけんなよ──」

『お前の彼女とやらを出せ。それとも出せない理由でもあるのか？』

　蓮次は堅かたく目を閉ざした。

　先ほど、頼むとは言ったものの、やはりそれだけは──。

　眼前にいる、最愛の人の妹だけは──。

「──こんにちは、翔一さん！」

　蓮次は、目を見開いた。

　ほんの一いつ瞬しゆん、彼が目を閉じた隙に、真愛がスマートフォンの前に膝ひざをついていた。

　その表情は、躊ちゆう躇ちよした蓮次とは裏腹に──朗ほがらかだった。

「お話しするの、久しぶりですね！　翔一さんが地元からいなくなっちゃって、寂さびしかったんですよ。まるで逃にげるみたいに、さっさと遠くに行っちゃいましたよね」

『──』

　電話越ごしでも、翔一が絶句しているのがはっきりと分かった。

　今の蓮次と、同じだ。

「蓮クンは、私とずっと一緒でしたよ！　せっかくデートしてたのに、邪じや魔ましないでくれますか？　私たち、真しん剣けんに付き合ってるんですから」

『──真愛ちゃん、なのか……？』

「そうですよ。私のことなんて、薄はく情じような翔一さんは忘れちゃいましたか？」

　言い、蓮次に向かってニッコリと微笑ほほえむ真愛。

　屈くつ託たくのない、優やさしい笑えみ。彼女の姉である夢衣とそっくりな、その笑顔を見て──蓮次の胸の奥を、焼けるような激痛が走った。

　最後の一線を越えることを躊躇ためらった、蓮次の代わりに。

　真愛に、その一線を越えさせてしまった。

　スキップで。

　何の罪もない姉を、〝クリティカル・エリア〟に置き去りにしただけでなく。

　何の罪もない、その妹を自分の共犯者にさせてしまった。

『……蓮次に替わってくれ』

「えー、もうおしまいですか？　私、もっと翔一さんとお話したい──」

『替われ……！』

　スピーカー機能を使っているので、替わるまでもない。

「何なんだよ、お前が出せっていったん──」

『正気か、お前……！』

　蓮次の言葉を、兄の怒ど声せいが遮さえぎった。

『なんで、よりによって……！　秘密にしたかったのは、そういうことか……！　当たり前だ！　他ほかの誰でも構わないが、真愛ちゃんは……真愛ちゃんだけは……！』

「……」

『一体、何を考えてる……！　お前が──いや、俺たちのせいで、夢ゆ衣いちゃんがいなくなったんだぞ！　それなのに、今度は……その妹だなんて──ただでさえ夢衣ちゃんの件で、地元に居づらくなってるのに──周りに知られたら、今度こそ、うちの家族はあそこにいられなくなるぞ……！』

「──分かってるよ」

　真愛が覚かく悟ごを決めた以上、いつまでも蓮次が躊躇っているわけにはいかない。

　前と同じではいられず、平和だった過去に戻ることもできない以上──。

　先へ、進むしかないのだ。

　たとえ、その先が──。

『お前……地じ獄ごくにでも、墜おちる気か？　真愛ちゃんを道連れにして──』

　死しか待っていない、〝クリティカル・エリア〟という地獄でも。

　蓮次は、たとえ其そ処こで命を落としたとしても──何度でも、蘇よみがえることができる。

　自らの半身に、〝アングリィ〟と名付けた人類の敵を宿しているかぎり。

「──ちょうどいいから、言っておく」

　蓮次は、へらへらとした軽薄な声を作って言った。

「俺たち、少しの間だけど、また消えるよ」

『なに……？　何を言って──』

「二年ぶりの家出だよ。いいだろ、どうせもう夏休みに入るし」

　兄の翔一が、また言葉を失った。

　満まん身しん創そう痍いの状態で、帰宅するわけにはいかない。こちらの世界では修復ショットを使えない以上、ある程度、怪け我がを治しておかないと周りから怪あやしまれてしまう。

「気が済んだら、帰るから……心配しなくていいぜ」

　蓮次がレイダー行こう為いをしていることは、秘密だ。

　その秘密は、守り続けなければならない。──これからも、ずっと。

『蓮次。俺には、もう……お前のことが、分からない』

「分からなくて、いいさ」

　そのほうが都合が良い──。

　心中で付け加え、実の兄との通話を切る。

　スマートフォンから顔を上げると、真愛が屈託なく微笑んでいた。

「〝家出ごっこ〟だね」

　──ただの、〝家出ごっこ〟だね。

　大郷夢衣とそっくりの表情で、妹の大郷真愛がかつての姉と同じ台詞せりふを口にする。

　運命、などでは決してない。

　これは蓮次が生み出した──罪だ。

　自らが犯おかした罪を償つぐなう、その日まで彼は立ち止まるわけにはいかない。

「次は、どうするの？　蓮クン」

　結局は、真愛も二年前の蓮次と同じだったのだろう。

　助け出したい人がいるのに、何もできない。そのやるせなさと罪悪感が、真愛を自じ暴ぼう自じ棄きにさせていたが──今、彼女は自分のやるべきことを見つけ出してしまった。

　たとえそれが、世界で最も危険なレイダーの共犯者、という役割だったとしても。

　真愛の無む邪じや気きな笑顔を見たのは──二年ぶりだった。

「〝ハーメルン〟と戦ったし……アリバイ作りのための恋こい人びと役も見つけたぞ……」

　蓮次は、ぽつりと呟つぶやいた。

　彼に与あたえられた任務は、全すべてこなした。

　それでも結局は、目的の人を取り戻もどすことはできなかったが──。

「次の任務は、何だ……？」

　あの紫むらさき色いろの世界から帰還した時、となりにいる少女の姿形も変わってしまったが──。

　大郷夢衣という、彼の大切な人を取り戻す日までは──。

「教えてくれよ……カナ……」

　彼は、何度でも立ち上がらなければならなかった。
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「答え合わせを、したいんですよね？」

　薄うす暗ぐらい空間に、二つの顔が浮うかび上がった。

「それとも、また私が脱だつ走そうするお手伝いをしに来てくれたんですか？」

　一人は凶きよう悪あくな殺さつ人じん鬼き、木き村むらアルテミス。魚な瀬せ鞠まり緒おに殴なぐられた側頭部にガーゼが貼はられているのが見えた。首から下は見えないが、厳重に拘こう束そくされていることだろう。

「みんな、勘かん違ちがいしてる……貴女あなたは、そう言ったわよね」

　もう一人は、弓ゆみ家いえ叶方かなただ。彼女もまた、後ろ手に手て錠じようをかけられていた。

　小さな格子付きの窓を隔へだてて、二人は向かい合う。

「私は──〝ハーメルン〟に吞のみ込まれたわ。すぐにレンに助け出してもらえたけれど」

「貴重な体験ですね。マジうらやま。どうでした？　気持ち良かったですか？」

　あいかわらず、木村アルテミスの物言いは癪しやくに障さわった。

　しかし叶方は怒いかりはしない。

　今は囚とらわれの身どうし、最初で最後の答え合わせをする。

「そんなわけない──って言いたいところだけど、否定できないわ。あそこはとても静かで、穏おだやかで、ちっぽけな不安もなくて……見守られている感じがした」

「なるほど、そのおかげでやっと分かったというわけですね」

「確かに、貴女の言っていた通り、私も不思議に思ってたわ。人類の敵──人間を殺すために存在するようなＥＯＭの中に、人間と似た形のものがいることを……時計、車、家具に似た、人類文明の道具に似た形のものがいることを……」

「そんな形をしていても、人類を殺す役になんて立たないでしょうにね」

「ＥＯＭは、人類を知っていた。──いえ、知ろうとしている」

「そこまで分かっていれば、私と同じ結論に辿たどり着くのは当然でしょう？」

「ＥＯＭは……人類の敵は……人間を、殺そうとしているんじゃない──」

　叶方は次の言葉を紡つむぐことを躊躇った。

　人類が人類の敵と名付けた、未知の侵しん略りやく者たち。

　ＥＯＭ。

　今いる人類と彼らとの間に構築された、今の関係を考えると──。

　あまりにも理り不ふ尽じんで、馬鹿げていて、口にするだけで人々から非難されかねないような一つの推測を、自らの口から唱えることになる。

「ＥＯＭは──人類と、一つになろうとしている……？」

　ある意味では、敵意を抱いだかれることよりも恐おそろしい。

　人類の敵は、人類を憎にくんでいるのではない。

　憎いどころか、むしろ逆の──。

「ＥＯＭは、人類のことが大好きなんですよ」

　よくできましたと言わんばかりに、木村アルテミスが満面の笑みを浮かべた。

「私たちと同じになりたいんです。同化、合体、そう……融ゆう合ごう。あんなに熱心にも、色んなアプローチをしてきているじゃないですか」

「……」

「ただ、ことごとく失敗しているだけです」

　失敗──その一言で済ませるには、数百万人という人命は、あまりにも重すぎる。

　殺意ではなく、好意によって生まれた犠ぎ牲せいと考えるには、あまりにも──。

　救いが、なさすぎる。

「レンさんとヒマワリちゃんは、向こうからの交こう渉しよう役、あるいは斥せつ候こうだったのかもしれません。使者？　それとも、もっと重要な……とにかく結果的に、彼らが一番の成功例であることは間違いないですよね。だってどちらの世界でも生きられる、唯ゆい一いつの──」

「ただの、憶おく測そくよ。──私と貴女だけのね」

　たった二人の女性が抱いた、ただの妄もう想そうにすぎない。

　そう結論づけるべき、空想話だ。

　少なくとも、今はまだ。

「まあ、そうしておきましょう。私という〝理解者〟を必要とする時までは」

　木村アルテミスの挑ちよう発はつ的な視線を、叶方は微び笑しようして受け流した。

　今や、叶方には理解者ともいうべき人々が大勢いる。

　もう、特別なパートナーは──二度と必要としないと決めた。

「良い目ですね、カナさん。大切な人は、取り戻せたんですか？」

「……ええ、たった一人の弟よ。レンが取り戻してくれた」

「それは、おめでとうございます」

「もう──いないわ。もともと病気で……私が看み取とったの」

「それは、ご愁しゆう傷しよう様さまです」

　悲しい、という感情すら理解できているのかどうか。

　ニヤニヤと嗤わらうだけの殺人鬼から、叶方は目をそらした。横を向く。

「征いくのですか、カナさん」

「ええ──もう、始まっているから」

　叶方は立ち上がり、歩き出した。

　薄暗い通路を歩く彼女の両りよう脇わきを、白い制服を着た二人の男性が挟はさみ込んだ。

　前方に見える明かりに向かって、叶方は迷いなく突つき進む。

　明かりの前に到とう着ちやくすると、自動的に視界が開けた。

「弓家叶方と木村アルテミスの面会が終しゆう了りようしました」

「不ふ穏おんな動きは確かく認にんできませんでした。物資の受け渡わたし等もありません」

　両脇に二人の男性を従えた叶方の、視線の先。

　照明に照らされた白い通路に、正規チームの全メンバーが待ち構えていた。錚そう々そうたる顔ぶれの中には、蛇じや腹ばらの刀を差した魚瀬鞠緒の姿もある。

「よし、手錠を外せ」

　正規チームの先頭に立つ鍵かぎ小お野のが命令した。叶方は手錠から解放される。

　まっすぐに前を見た叶方は、彼女を取り囲む正規チームメンバーと同じ制服に身を包んでいた。広報大使用の衣い装しようではない。本物の戦せん闘とう服である。

「これで君からの要望は、全すべて叶かなえたことになる」

　叶方は鍵小野と並び、通路を歩き出した。その背後に正規チームのメンバーが続く。

「これからはヒマワリに過度の実験も課さないし、ナイフ使い──〝レン〟について、君は一いつ切さい証言する必要はない。我々、救務庁としての捜そう索さくは続けるがな」

　秋月蓮次は、まだ自由だ。

　それが一番、重要なことである。

　救務庁が彼を捕とらえられずにいるかぎり、人類にとってまだ希望がある。

　同時に、破は滅めつの可能性もある──そう考えているのが、隣となりにいる鍵小野だ。

「あとは、君にするべきことをしてもらうだけだ」

「分かっています。私は決して──裏切りません」

「そう願う。君や木村アルテミスのおかげで、救務庁の内情はガタガタだ。組織に忠誠を誓ちかう者と、〝奪だつ還かん派〟の間で疑ぎ心しん暗あん鬼きに陥おちいっている。また〝レン〟を取り逃にがしたことで、国民からの信用も落ちている」

「……」

「だが救務庁という組織が今、崩くずれるわけにはいかない。〝クリティカル・エリア〟という危機を内包する、この国──いや、この世界において、救務庁はこれからも一枚岩となって揺ゆるがない最前線を維い持じしなければならない」

　叶方は視線だけを動かし、眼帯をした男の目を見つめ返した。

「今の救務庁には再び一つとなるための求心力──象しよう徴ちようが必要だ。それは失しつ踪そう者の関係者が多い救務庁の心をまとめ、なおかつ国民からの支持が強い人物でなければならない」

　鍵小野が一度だけ、不本意そうに眉まゆ根ねを寄せた。

「私と君は、おそらくは信条が異なるが──利害は一いつ致ちさせられるはずだ」

「同感です」

　通路から別の通路へと渡り歩き、叶方は歩き続ける。

　人類と、人類の敵であるＥＯＭ。

　天敵であるＥＯＭが、本当は人類をどう見ているか──。

　そのような疑問に、もはや答えはいらない。

　ＥＯＭは人類を多く殺しすぎた。

　一方で、人類は──彼らに奪うばわれた人々を取り戻すことができると証明した。

「さあ、はじめてくれ」

　鍵小野の誘ゆう導どうに従って進んだ先に現れたのは、広い記者会見場だった。

　叶方が入場すると、たちまち眩まばゆいフラッシュに包まれた。会場にある全てのカメラが、正規チームメンバーの先頭に立って壇だん上じように上がった叶方に向けられる。

　叶方はマイクの前に立った。まっすぐにカメラを見つめる。

　その眼まな差ざしは、愛あい嬌きようのある芸能人ＫＡＮＡＴＡとしてのものではない。

　コソコソと隠かくれて活動する犯罪者のレイダーでもない。

　命を賭として戦う、一人の人間としての強い輝かがやきを放っていた。

「──この度たび、正規チームの一員として加わりました、弓家叶方です」

　ＥＯＭは多くの人類を蹂じゆう躙りんし、人類は彼らに立ち向かえることを示した。

　つまり、ついに始まったのだ。

　人類の敵による一方的な侵略ではなく、人類とＥＯＭの戦いが。

「先日の応おう募ぼ要よう項こうの改編に伴ともなって、私は入隊を志願し──正式にテストを受けた結果、救務庁の一員に加わることが許されました」

　始まってしまった以上、人類が必要とするものに叶方はなってみせよう。

　恐るべきＥＯＭに立ち向かうための、先導者。

　死ぬべき時には真っ先に死ぬ、最前線の兵士。

「取り戻もどしたいと願う人たち。戦いたいと思う人々。その全てを背負いたいと思います。私は生きているかぎり、皆みなさんの思いといっしょに戦い続けることを誓います」

　人類の、象徴。

　叶方はそれになり、反はん撃げきの狼煙のろしを上げよう。

　希望は、まだ生きている。

　その確信を抱きつつ、カメラに向かって──。

　いや、どこかで見ているはずの人類の希望に向かって──。

「征きましょう、〝クリティカル・エリア〟へ！」

　弓家叶方は、力強く握にぎりしめた拳こぶしを持ち上げた。
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　その喫きつ茶さ店てんは、何年も前に閉店したはずだった。

　店主や店員はいないし、来客もない。

　入り口のドアノブにかかった『ＣＬＯＳＥＤ』の札も、そのままだ。

　それなのに──。

「血って、どの洗せん剤ざいを使えばとれるんだろ？　こっそりウチに帰って、適当にそれっぽいものを持ってきたけど……全部試ためせば、いつか消えるよね。混ぜるな危険って書いてあるけど、まあ何とかなるよね」

　持ち主がいないはずの喫茶店内は、随ずい分ぶんとにぎやかになっていた。

　家事をするという西せい欧おうの妖よう精せいブラウニーか、はたまた座ざ敷しき童わらしか。

　もちろん、そのどちらでもない。

「電気も水も使えないのって、不便。ゴミの棄すて場所もないし。二階にある〝スポット〟っていうところから棄てちゃえばいっかな？」

　一階の店内と、二階の居住スペースを行ったり来たりしていた気配が、階段を下ってくるのが分かった。

　ここの店主は、よっぽどのこだわりを持っていたのだろう。

　店には貯蔵庫らしき地下階まで存在していた。かつての名残なごりらしきコーヒー豆の残ざん骸がいが散らばった空間を、真新しいバッテリー式の電灯が照らしていた。

「──あ、蓮れんクン！　また……！」

　階段から姿を現したのは、エプロン姿の大おお郷さと真ま愛いだった。

　明るい表情を取り戻した彼女は、ますます姉の夢ゆ衣いにそっくりだった。とはいえ少々、落ち着きがないところは大おお違ちがいだが。

「──真愛」

　蓮れん次じは上気した顔で、階段を振ふり向いた。

　持ち込んだ布ふ団とんの横で腕うで立たて伏ふせをする彼の姿は、まるっきりミイラ男だ。真愛が実家からくすねてきた包帯を素人しろうとの手つきで巻きつけたため、見た目は最悪である。

「安静にしてなさいって言ったでしょ！　傷口が開いちゃうでしょ、バカ！」

「いや、定期的に負荷をかけておかないと、筋力が──うっ」

　少女に突き飛ばされ、布団の上で悶もだえる、蓮次。

　傷口が開いたかもしれない。

「ま……真愛こそ、あんまり動き回らないでくれ。ここは一応、空き家なんだから……周りの住民にバレたら、通報されて一発でアウトなんだぞ」

「掃そう除じもダメなの？　〝スポット〟っていうのに近づくのもダメだっていうし。それなら、私は何をすればいいの？」

「真愛は何もしなくていいんだ。俺はやらなきゃいけないことが、たくさんあるけど」

「でも蓮クン、まだ動けないんでしょ？　何がしたいの？」

　そう言われると、困ってしまう。

　蓮次が東京都庁で〝ハーメルン〟と戦ってから、一週間近くが経過していた。

　今、国内は大勢の生還者が出たことで大おお騒さわぎになっていた。ネット中ちゆう継けいを見るかぎり、そのおかげで全国各地を逃げ回ったレイダーの話題が少ないことはラッキーだが。

　この国全体が、動き出そうとしていた。

　東京厄やく襲しゆうによる影えい響きようで落ち込んでいた雰ふん囲い気きが、連続して生還者を出したことで活気を──いや、生気を取り戻しつつあるのを感じた。

　救務庁が、このタイミングで新たな動きを見せないはずがない。

　そんな大事な時に、蓮次は──か弱い女子中学生によって、布団に押さえ込まれるまでに弱り切っている。

「まずは、何とかしてパトロンと連れん絡らくをとらないと……金がないと、何もできない」

「パトロンって、何？　私、お年玉おろしてこようか？」

「いや、そういうんじゃなくて……できれば、この店を土地ごと買いたい。地主が金で売ってくれるか次し第だいだけど。装備ももう使い物にならないし、トレーナーを──キースは、もういないだろうな……人を雇やとうのにも金がいるんだ」

「ふうん」

「でも、そういうのは全部、俺のパートナーがやってくれてたから……俺は……」

　何も、できない。

　弓家叶方は救務庁に捕つかまってしまった。ヒマワリの目を通じて、彼女が救務庁の輸送車に収容される光景をはっきりと確認している。

　あの頼たよりになるパートナーがいなければ、蓮次は身動きをとることすらできない。

　二年前、叶方と出会う前の無力な自分に逆戻りしてしまったというわけだ。

「パートナーって、だれ？」

　無む邪じや気きに首を傾かしげる真愛に、どこまで語るべきかも判断できない。

　想おもい人の妹である少女を、どこまで巻き込んでいいのかすら分からない──。

「あ、そろそろ救務庁の定例会見の時間だね」

　蓮次が黙だまっていると、真愛がスマートファンを取り出した。

「敵の情報は、しっかりと摑つかんでおかないとね」

　救務庁を敵と呼ぶ、真愛。彼女は救務庁とは比べものにならない強敵が〝クリティカル・エリア〟にひしめいていることも知らない。

　そんな少女の姿を見て、蓮次の疲つかれ切った心が癒いやされるのは──皮肉だった。

「どうせ、また昨日と同じような話の繰くり返しだろうけど」

　蓮次に背を向けてスマートフォンの画面を見る、真愛。

　彼は布団の上から、少女の肩かた越ごしにその映像を見つめると──。

『──この度、正規チームの一員として加わりました、弓家叶方です』

　そこに、彼のパートナーが映っていた。

「──」

　蓮次は驚おどろいて、その中継映像を凝ぎよう視しするが──。

　心から納なつ得とくするまで、数秒とかからなかった。

　蓮次が現在も救務庁に捕まらず、強ごう引いんな指名手配がなくなった理由も理解する。

　叶方が彼に関する秘密を守ることと引き替かえに、救務庁と取引したのだろう。

　パートナーである蓮次を裏切ることなく。

　また〝クリティカル・エリア〟に征くための道を、彼女が選せん択たくしたにすぎない。

　弓家叶方らしい、合理的で大だい胆たんな判断だった。

「えっ、この人……ＫＡＮＡＴＡだよね？　芸能人でも救務庁に入れるの？」

　画面と蓮次を交こう互ごに見る真愛に対し、苦く笑しようする。

「……ただの芸能人じゃなかったってことだろ」

　実際、画面に映し出された少女は、笑顔を振りまくだけの芸能人ではなかった。

　それ以上に美しく強い眼差しが、見る者を引きつける。

　その姿は日ひ陰かげで生きる、レイダーでもない。

「強敵だ」

　日の光を浴びながら、人々を先導することができる象しよう徴ちよう。

　これが本来の、弓家叶方という少女のあるべき姿だ。

　蓮次は、ずっと前から──そう思っていた。

『征いきましょう、〝クリティカル・エリア〟へ！』

　堂々と宣言する弓家叶方を見て、真愛が一いつ瞬しゆん、身み震ぶるいした。

　救務庁を敵だと言う少女すら、一目で魅み了りようする。

　そんなパートナーの姿を見て。

「そうだな……次にやることなんて、決まってる」

　否いな。

　かつてのパートナーだった、頼たのもしい少女の姿を見て、思い出す。

　次々と変わりゆく世界で、まだ変わらないことがある。

　──うん、待ってる。

　取り戻すべき大切な人を、まだ取り戻していない。

　その事実が変わらない以上、蓮次のやるべきことは一つだった。

「征こう──〝クリティカル・エリア〟へ」

　もう一度、ではない。

　大切な人を取り戻すまでは、何度でもあの世界で戦う。

　その決意を新たに、蓮次は画面に向かって──。

　拳を持ち上げた。
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　あとがき







　こんにちは、岩いわ井い恭きよう平へいです。




『東京侵域インローデツド：クローズドエデン』、第３巻をお届けします。

　今巻はいかがでしたでしょうか。

　東とう京きようが舞ぶ台たいでありテーマなのに、今回はそれ以外のステージでの場面が多めの構成になりましたが、楽しんでいただけていれば嬉うれしいです。




　自分で書く話は、大たい抵ていは好きなものか嫌きらいなものをテーマにすることが多いです。当然といえば当然なんですけど。今作でも、個人的に大好きなヒーローの形を描えがきたいと思いました。

　一つは、世間に正体バレすることを怖おそれるヒーローです。

　うん、王道ですよね。変身ヒーローであったり、戦隊ヒーローであったり、その立場は様々ながら、人知れず誰だれかを助ける使命を背負ってしまった超ちよう人じんたちの物語。命を懸かけて悪と戦いながらも、日常生活に溶とけ込こむために苦労するコミカルな場面もあったり、みたいなの好きですよね、誰だって。

　日常と非日常の対比であり、現実と非現実のギャップ。

　そんな場合、大抵は日常や現実のほうは、主人公の足かせになることが多いように思います。だって主人公は超人的な力を持ってるのに、日常の側ではそれは非日常なので人々に怖こわがられたり好こう奇きの目に晒さらされてしまう。差別され、迫はく害がい、嫉しつ妬との標的にされる。

　それならいっそのこと非日常の側だけで生きればいいのに、と思うけどできない。日常の世界が好きで、そっちが自分のいるべき世界だからとしがみつく。

　同じ姿形をして、同じ力を持っていても、日常にしがみつくか、それとも非日常の世界に行ってしまってもう帰らないか。

　それがヒーローと怪かい物ぶつの違ちがいなのかもしれません。

　どっちを描いても面おも白しろそうですね。




　そして二つ目の大好きなヒーローもの。

　相棒がいるヒーローです。

　前のあとがきでも少し触ふれたけど、主人公にパートナーがいるって良いですよね。時にはケンカをしたり、言い争いをしながらも、いざとなったら頼たよりになる。どちらかがピンチになったら、もう片方が颯さつ爽そうと助けに現れる。燃えます。

　そして、そんなダブルヒーロー相手だと、敵も面白くなるところがまた良い。

　敵はどうにかしてヒーローたちを孤こ立りつさせたり、裏切らせようと目もく論ろむ。その悪わる巧だくみをする中で、敵役の意外な個性が明らかになってドラマが生まれる。それでもヒーローたちは、そんな陰いん謀ぼうを乗のり越こえて……と物語が無限大に拡ひろがっていくのが素す晴ばらしい。

　主人公が二人もいて、敵も面白い。最高ですね。




　さて今回もそんな好きなものを織り交ぜつつ、編集部や担当さんのご協力もあって全力の新刊をお届けすることができました。

　とはいえ状じよう況きようは厳しく、今巻の売上次し第だいではシリーズ続行が難しいこともあって、次はどうなるか。

　それもあって自分では色々と出し切ったつもりではありますが、現在も応おう援えんのお言葉をいただいていることもあり、新しいアイデアを盛り込んだ新展開を描いていけると嬉しいですね。

　どんな形になるにしろ、読者様とまたお会いできるのを楽しみにしております。





岩井　恭平　


















電子書籍特典

妹は心配が絶えない







　秋月旭は、中学二年生だ。

　成績は常にトップクラスだし、素行も善良。１７０センチ弱という高身長も、目立つことが嫌いではないためコンプレックスとはならない。顔の造形も、気が抜くと目つきが悪くなってしまうという欠点以外は申し分ない。

「伴奏……ですか？」

　音楽準備室に呼び出された旭は、形の良い眉をひそめた。女性の音楽教師が頷く。

「埼玉県の敬老イベントでね。福祉施設にいるお年寄りのために、関東内にある高校と中学の合唱部がボランティアで歌うのよ。うちからも毎年行ってるんだけど、今年は私が指を怪我しちゃって……貴女、小学生の時はコンクールで入賞したりしてたって？」

「はあ、でも……最近はほとんどやってないですし」

「国家議員も来るし、学校としては外せないのよ。秋月さん、名門の高校に入りたいのよね？　内申も良くなるわよ？　ね、お願い」

「分かりました。学校とお年寄りが喜んでくれるなら」

　優等生の笑顔で、旭は面倒臭い要請を引き受けた。

　旭は何としても良い学校を出て、良い会社に入り、社会的に良い立場へと上りつめなければならないのだ。そのために出来ることなら、何でもしてみせる。

「ひゃっふー！　あーちゃんといっしょにお出かけだー！」

　帰り道。同級生で友人の冬野里佳が、歩道で小躍りした。

「りっちゃんでしょ。私がピアノ習ってたの、先生に言ったの」

「イエス！　だって、うちの合唱部みんなが困ってたから……ダメだった？」

　急にしょぼんとして縮こまる里佳を見て、苦笑する。里佳は自分とは対照的に小柄で、小動物のように可愛らしい。子供っぽい無邪気さも愛くるしい。

「ううん、大丈夫だよ。楽しみだね」

「やった！　へへー、埼玉の人たちに、あーちゃんを自慢するんだ！　綺麗でー、頭が良くてー、大人っぽくてー、優しくてー、人気者でー」

　友人の褒め言葉も、まんざらではない。全部その通りなので、旭は得意顔になる。

　そう、旭はもう大人だ。堅実に良い人生を築いていかなければならない。

　それもこれも、全てはどうしようもない肉親がいるせいで──。

「あー！　そのアイス、私の！」

　自宅にて、夕食後。問題の人間がアイスをかじっているのを見て、旭は悲鳴を上げた。

「……いいだろ、これくらい」

　秋月蓮次。秋月家において長男の翔一や長女の旭と違って、何の才能もないくせにトラブルだけは事欠かない次男坊である。

「なんでー！　返せー！　ママー！　ママー！　蓮クンが私のアイスとったー！」

「ママー、って……お前、いくつなんだよ」

　ため息をつく蓮次に、旭の華麗なミドルキックが炸裂した。

　一体、誰のせいで旭が優等生であり続け、大人でなければならないのか。

　張本人は、全く分かっていないのだ。そのことが一番、腹が立つ。

「む、昔は可愛かったのに……」

「昔のことは関係ないでしょ！」

　腰を押さえてうずくまる蓮次に、顔を真っ赤にして怒鳴る旭。

　確かに小さい頃の旭は、蓮次にべったりくっついて甘えていた時代もあるが──今となっては黒歴史だ。小学校低学年だった頃の自分は、まだ子供だったのだ。

　大人になった今の自分は、もう蓮次に守られることなどはない。

　むしろ出来損ないの兄を、旭が守ってやらないといけない──。

「──あら、冬野さんは？　トイレからまだ戻ってきてないの？」

　埼玉県、合唱コンサート当日。

　バリアフリーのコンサートホールには、付近の福祉施設から集まった老人でいっぱいになっていた。参加校の生徒たちも広い待合室に入りきらず、通路に溢れている。

「困ったわね。順番まで、まだ時間はあるけど……」

「私、探してきます」

　優等生の旭は率先して挙手し、合唱部のそばを離れた。

　どうせ迷子にでもなっているのだろう。そう思ってトイレや売店、受付などを見て回り、コンサートホールの出入り口から外へ出て行こうとする後ろ姿を見つける。

「りっちゃん！　どこ行くの？　みんな、待ってるよ」

　声をかけると、里佳が脳天気な顔で振り向いた。

「あーちゃん？　あのねー、この人が探し物してるっていうから、手伝ってたの」

「す、すみません、ご迷惑をおかけして……」

　ふらり、と外から姿を現した少女を見て、旭は思わず身震いした。

　彼女もまた、参加校の生徒なのだろう。待合室で同じ制服を着た高校生を見かけた。眼鏡をかけた姿格好はごく普通の女子高生だが──。

　なぜか、その人物を見ただけで、旭の全身から冷や汗が噴き出していた。

「……りっちゃん。先生が呼んでるから、早く戻って」

「えっ、でもまだこの人の探し物が──」

「いいから、早く！」

　旭の剣幕に押され、里佳が「う、うん。あの、ごめんなさい」と女子高生に謝ってから通路を戻る。その場に残された旭も、少女に会釈してその場を離れようとした。

「ああ、親切で素敵な子だったのに……残念です」

　後ろから響いた声に、旭は振り返った。

「たまにいるんですよね、貴女みたいに勘が良い人が……でも、よく見ると、貴女も美人で素敵ですね。それにとっても賢そう」

　理由はない。だが旭は、その人物をはじめて見た瞬間から嫌な予感を覚えていた。

　人の形をしているのに、どう猛な肉食獣と向かい合っているような感覚だ。

「私、木村っていいます」

　旭は無視した。一刻も早くその場を立ち去るべきだと直感し、身を翻す。

「今度、会いに行きますね。──他に興味を引くような人が現れないかぎり」

　不穏な予告を聞かなかったことにし、旭は一目散にその場から逃げ出した。

　合唱コンサートは無事に幕を閉じた。旭も完璧に伴奏をやり遂げ、教師からの印象も上がったが──帰宅してからも、旭の脳裏から木村という少女の姿が離れなかった。

　まるで死神に目をつけられたような、そんな漠然とした不安が拭えない。

　リビングのソファでクッションを抱いていると、首筋に冷たい感触が触れた。

「きゃあっ！」

「ほら、アイス。この前の分、買ってきてやったぞ。しつこく怒ってたから」

　兄の蓮次だ。旭は顔を真っ赤にして、クッションを投げつける。

「バカ！　もう怒ってないし！　ヘンタイ！」

「じゃあ──何か、あったのか？　悩みでもあるなら、言えよ」

　そう言われ、一瞬、言葉に詰まる。めったに見せない蓮次の優しげな表情に、不覚にも心が揺れるが、甘えるつもりなどない。

「蓮クンのくせに、ナマイキ！　悩みなんかないし！」

　そう、旭はもう大人なのだ。兄に甘えていた自分は、もういない。

　長男の翔一はともかく、次男の蓮次は、おバカなトラブルメーカーだ。東京厄襲でも酷い目に遭ったし、これからもきっと問題を起こすだろう。

　だからこそ、旭は強くならなければならない。良い学校に入って、良い会社に就職して、不出来な家族を支えなければならないのだ。

　木村とかいう、得体の知れない人物を気にしている場合ではない──。

「あ、蓮クン、そのジュース」

「え……あっ」

「ママー！　蓮クンが、私のジュースとったー！」

　旭は明日からも、大人な優等生としての日々を邁進しなければならない。

　秋月家の将来を背負って立つべく、蓮次と取っ組み合いをする旭。

　その頭からは、すでに木村という不気味な存在は消え去っていた。
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